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まえがき
本書では、 VERITAS Volume ManagerTM の使用方法について説明します。

対象読者 
本書では、 VERITAS Volume Managerの管理下でシステムのインス トール、 設定、 および
管理を行うシステム管理者を対象と しています。

本書では、 読者が以下の知識と経験を有しているこ とを前提と します。 

◆ UNIXオペレーティング システムに関する実務知識 

◆ システム管理の基本的な理解 

◆ ボ リ ューム管理の基本的な理解

内容

本書では、 システム管理者を対象に、 Volume Manager を使用したボ リ ューム管理および
システム管理に関する概念と手順を詳細に説明します。 Volume Manager のさまざまな機
能の活用方法、 Volume Manager コマンドを使用したオブジェク トの作成および操作方法、
ディ スク障害からのリ カバリ方法なども説明します。

本書の構成

本書の構成は以下の通りです。 

◆ Volume Manager とは

◆ 設定と起動

◆ Volume Managerの機能

◆ ディ スク関連タスク

◆ ボ リ ューム関連タスク

◆ Volume Managerのク ラスタ機能

◆ リ カバリ

◆ VxVMパフォーマンスの監視
 xiii



本書の用途
本書の用途 
本書では、 Volume Manager のシステム管理に関するタスクを実行する手順について説明
します。Volume Managerの管理機能を実行するには、次の 1つまたは複数のインタフェー
スを使用します。

◆ 一連の複雑なコマンドの集ま り

◆ 単一の自動化コマンド （vxassist）

◆ メニュー方式のインタフェース （vxdiskadm）

◆ Storage Administrator （グラフ ィカル ユーザ インタフェース）

本書では、さまざまなVolume Managerコマンド  ライン  インタフェースを使用した、Volume
Managerによる管理方法を説明し ます。 Storage Administratorのグラ フィ カル ユーザ イ
ンタ フェースの使用方法については、『 VERITAS Volume Manager Storage Administrator
Administrator’s Guide』 を参照して ください。Volume Managerユーティ リ ティ、各ユーティ
リ ティのオプシ ョ ン、およびそれらの使用方法の詳細については、Volume Manager マニュ
アル ページを参照して ください。

注  Volume Manager コマンドを実行するには、多くの場合スーパーユーザ権限または適
切なアクセス権限が必要です。 

関連マニュアル

関連情報については、 次のマニュアルを参照して ください。 

◆ 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Release Notes』

◆ 『VERITAS Volume Manager Hardware Notes』

◆ 『VERITAS Volume Manager Reference Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide』

◆ VERITAS Volume Manager マニュアル ページ
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 表記規則
表記規則

次の表は、 本書で使用している表記規則を示したものです。

表記  用途 例

固定スペース コンピュータによる出力、ファ イ

ル、 ディ レ ク ト リ 、 コマン ド  オ
プシ ョ ンなどのソフ ト ウ ェア要

素、 関数名、 およびパラ メータ

/etc/vx/tunefstab フ ァ イルから

チューニング可能パラ メータを読み取

り ます。

詳細については、 ls （1） マニュアル
ページを参照して ください。

固定スペース（太字） ユーザによる入力 # mount -F vxfs /h/filesys

斜体 実際の名前または値を代入する

変数

変数 ncsize は、 ...の値を決定します。

 

記号 用途 例

% C シェル プロンプ ト

$ Bourne/Korn シェル プロンプ ト

# スーパーユーザ プロンプ ト
（全シェル）

\ 次の行に入力が続きます。ユーザ

がこの文字を入力する必要はあ

り ません。

# mount -F vxfs \ 
/h/filesys

 [ ] コマンド内で使用される角かっこ

は、 オプション引数を示します。

ls [ -a ] 

 | コ マン ド 内で使用 される垂直

バーは、相互に排他的な引数を区

切り ます。

 mount [ suid | nosuid ]
まえがき xv
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Volume Manager とは
 

1

はじめに

本書では、 VERITAS Volume Manager （VxVM®） に関する機能、 仕組み、 ユーザ インタ
フェースを介した操作方法、 および概念について説明します。 Volume Manager の詳細情
報が記載されている関連マニュアルについては、 「まえがき」 を参照して ください。

VERITAS Volume Manager を使用する と、 コンピューティング環境において使いやすいオ
ンライン ディ スク  ス ト レージ管理を実現するこ とができます。 従来のディ スク  ス ト レー
ジ管理では、 マシンを頻繁にオフラインにする必要があ り、 非常に不便でした。 分散型ク
ライアン ト /サーバ環境においては、データベースを始めとする リ ソースは、高い可用性の
維持、 容易なアクセス、 およびハードウェアの故障による障害からの保護が要求されます。

VERITAS Volume Manager では、 パフォーマンスを向上させ、 データの可用性と整合性を
保証するツールを提供します。 Volume Manager では、 システムの稼働中でも動的にディ ス
ク  ス ト レージの構成を設定する こ とができます。

この章では、 VERITAS Volume Manager の概念を紹介し、 ス ト レージ管理を行う ために
Volume Managerで使用するツールについて説明します。

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ データの格納方法

◆ Volume Managerの概要

◆ 物理オブジェク ト

◆ ボ リ ュームと仮想オブジェク ト

◆ ボ リ ュームのレイアウ ト

◆ Volume Managerおよび RAID-5

◆ 階層化ボリ ューム

◆ Volume Managerのユーザ インタフェース
1



データの格納方法
データの格納方法

データを物理ディ スクに格納する方法は何通りかあ り ます。いずれの方法でも、データを
格納して効率よ く検索できるよ うに、ディ スク上にデータを編成します。 このよ うなディ
ス クの基本的な編成方法は、 フォーマッテ ィ ングと呼ばれます。 フォーマッテ ィ ングと
は、 あらかじめ設定されたス ト レージを設定する基本的なパターンに従って、 データを
ディ スクに書き込んだ り、ディ スクから検索した りできるよ うに、ハードディ スクを準備
する こ とです。

ハードディ スクをフォーマッ ト して情報を格納する方式には、 物理ス ト レージ レイアウ
ト と論理ス ト レージ レイアウ トの 2通りがあ り ます。Volume Manager では、論理ス ト レー
ジ レイアウ ト方式を採用しています。 この章では、 Volume Manager がサポート している
ス ト レージ レイアウ トのタイプについて説明します。

Volume Managerの概要
Volume Managerではオブジェク ト を使用してス ト レージ管理を行います。Volume Manager
で使用するオブジェク トには、物理オブジェク ト と仮想オブジェク トの2種類があ り ます。

◆ 物理オブジェク ト

Volume Managerでは、 物理ディ スクを使用してデータを格納します。

◆ 仮想オブジェク ト

Volume Managerでは、物理ディ スク上にボ リ ュームと呼ばれる仮想オブジェク トが作
成されます。 各ボ リ ュームでは、 1 つ以上の物理ディ スクにわたるデータを記録およ
び検索する こ とができます。 ボ リ ュームには、 ファ イル システム、データベース、 ま
たはほかのアプリ ケーシ ョ ンから、物理ディ スクにアクセスする場合と同じ方法でア
クセスします。 また、 ボ リ ュームはさ らにほかの仮想オブジェク トから も構成されま
す。 それらの仮想構成要素を使用してボ リ ュームの構成を変更します。 こ こでは、 ボ
リ ュームおよびその仮想コンポーネン ト を、仮想オブジェク ト または Volume Manager
オブジェ ク ト と呼びます。 Volume Manager オブジェ ク ト を使用する と、 アプ リ ケー
シ ョ ンやユーザの作業を妨げる こ とな く、 ディ スク上で管理タスクを実行できます。
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 物理オブジェク ト
物理オブジェク ト

この節では、 Volume Manager で使用する物理オブジェ ク ト （物理ディ スク） について説
明します。

物理ディスクおよびディスク名の命名

物理ディ スク とは、最終的にデータが格納される基本ス ト レージ デバイス （メディア） で
す。物理ディ スク上のデータにアクセスするには、デバイス名を使用して対象のディ スク
を特定します。 物理ディ スク  デバイス名は、 使用するコンピュータ  システムによって異
なり ます。すべてのシステムですべてのパラ メータが使用されるわけではあ り ません。一
般的なデバイス名には、 c#t#d#が含まれます。 各記号の意味は、 以下の通 りです。

◆ c#: コン ト ローラ

◆ t#: ターゲッ ト ID

◆ d#:ディ スク番号

本書における物理ディ スク とデバイス名 （devname） の表記を図 1 「物理ディ スクの例」 に
示します。 たとえば、 デバイス名 c0t0d0は、 0番のコン ト ローラに接続されており、 そ
のターゲッ ト ID が 0、 物理ディ スク番号が 0である こ とを表わします。

図 1. 物理ディスクの例

パーテ ィシ ョ ン

コンピュータ  システムによっては、 物理ディ スクを 1 つ以上のパーティシ ョ ンに分割す
る こ とができます。 パーティシ ョ ン番号 （s#） は、 devname の末尾に追加します。 図 2
「パーティシ ョ ンの例」 に示すよ うに、 物理ディ スク全体を 1 つのパーティシ ョ ンとする
こ と もできます。

図 2. パーティシ ョ ンの例
 

devname

パーティシ ョ ン 1つのパーティシ ョ ンで構成される物理ディスク

devnames2

devnames2
devname
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ボリュームと仮想オブジェク ト
ボリュームと仮想オブジェク ト

物理オブジェ ク ト と Volume Manager オブジェ ク ト の関係は、 物理ディ ス クを Volume
Managerの管理下に置いたと きに確立されます。

Volume Manager では、 仮想オブジェク ト （Volume Manager オブジェク ト ） を作成し、 物
理オブジェ ク ト と仮想オブジェ ク トの間の論理関係を確立します。 それ以降は、 Volume
Manager では仮想オブジェ ク ト を使用して、 ス ト レージ管理タスクを行います。 Volume
Managerオブジェク トには、 以下のものがあ り ます。

◆ ディ スク  グループ

◆ VMディ スク

◆ ボ リ ューム

◆ プレッ クス （ ミ ラー）

◆ サブディ スク

これらのオブジェク トについては、 後の節で説明します。

ボ リ ュームは仮想ディ スク  デバイスであ り、 アプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 および
ファイル システムからは物理ディ スク と して見えます。ただし、ボ リ ュームには物理ディ
スクの制限は適用されません。 Volume Manager を使用する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは物
理ディ スクではな く、Volume Managerディ スク （VMディ スク） 上に作成されたボ リ ュー
ムにアクセスする こ とにな り ます。

ボ リ ュームにはほかの仮想オブジェク トが含まれます。それらのオブジェク ト を使用して
ボ リ ューム内のデータを操作できます。ボ リ ュームに含まれる仮想オブジェク トには、サ
ブディ スク とプレッ クスがあ り ます。仮想オブジェク トの詳細については、以降の節で説
明します。仮想オブジェク トの組み合わせや、ボ リ ュームによる仮想オブジェク トの取 り
扱いについては、 「ボ リ ューム （7ページ）」 で説明します。

Volume Managerディスク
物理ディ スクを Volume Manager の管理下に組み入れる と、 その物理ディ スクに 1 つの
Volume Manager ディ スク （VM ディ スク） が割 り当てられます。 Volume Manager の管理
下にある VMディ スクは、通常、ディ スク  グループに属します。各 VMディ スクは、 1つ
以上の物理ディ スクに対応しています。

通常、 VM ディ ス クには、 共有領域 （割 り当てられた記憶領域） と専有領域 （Volume
Managerの内部設定情報が格納されている領域） があ り ます。

各 VM ディ スクには、 一意のディ スク  メディア名 （仮想ディ スク名） を指定します。 こ
の場合、 ディ スク名を指定する こ と も、 Volume Manager によってデフォルト名 （通常は
disk##） が割り当てられるよ うにするこ と もできます。図 3 「VMディ スクの例」 に、物
理ディ スク devnameに割り当てられているVMディ スク（メディア名disk01）を示します。
4 VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide



 ボリュームと仮想オブジェク ト
図 3. VMディスクの例

ディスク  グループ
ディ スク  グループは、 構成が共通である VMディ スクの集ま りです。 ディ スク  グループ
構成は、 関連する Volume Manager オブジェク ト 、 それらの属性、 およびオブジェク ト間
の関係についての詳細情報を記録したレコードの集ま りです。 デフォルトのディ スク  グ
ループは、 rootdg （ルート  ディ スク  グループ） です。

必要に応じて、 ディ スク  グループを追加作成する こ とができます。 ディ スク  グループを
使用する と、 ディ スクを論理的なグループに分ける こ とができます。 ディ スク  グループ
とその構成要素は、 あるホス ト  マシンから別のホス ト  マシンにひと ま と ま りの単位と し
て移動する こ とができます。

ボ リ ュームはディ スク  グループ内に作成されます。ボ リ ュームを構成するディ スクは、同
じディ スク  グループに属している必要があ り ます。

サブディスク

サブディ スクは、 連続するディ スク  ブロ ッ クの集ま りです。 ブロ ッ クは、 ディ スク上の
領域の単位です。 Volume Manager は、 サブディ スクに基づいてディ スク領域を割 り当て
ます。 VM ディ スクは 1 つ以上のサブディ スクに分割できます。 各サブディ スクは VM
ディ スクの特定の部分を表し、その部分は物理ディ スクの特定の領域にマッピングされて
います。

VMディ スクのデフォルト名は disk## （disk01 など） であ り、 サブディ スクのデフォ
ルト名は disk##-## です。 図 4 「サブディ スクの例」 では、 VM ディ スク名が disk01
であ り、 その最初のサブディ スクに disk01-01 という名前が付けられています。

図 4. サブディスクの例
 

物理ディスクVMディスク

devname
disk01  devnames0

サブディスク 1つのサブディスクで構成される VMディスク

disk01
disk01-01

disk01-01
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ボリュームと仮想オブジェク ト
VMディ スクは複数のサブディ スクを含むこ とができますが、 VMディ スク内のサブディ
スクは重複した り、 VM ディ スクの同じ部分を共有するこ とはできません。 図 5 「1 つの
VMディ スクに割 り当てられた 3つのサブディ スクの例」 に、 3つのサブディ スクから成
る VM ディ スクを示します。 この VM ディ スクは 1 つの物理ディ スクに割り当てられて
います。

図 5. 1つの VMディスクに割り当てられた 3つのサブディスクの例

サブディ スクに割り当てられていない VM ディ スク領域は空き領域です。 空き領域を使
用して新しいサブディ スクを作成できます。

Volume Manager リ リース 3.0以降では、サブディ スクにボ リ ュームを含める こ とができる
よ うにな り ました。それ以前のバージ ョ ンでは、サブディ スクにボ リ ュームを含める こ と
はできませんでした。 詳細については、 「階層化ボリ ューム （25 ページ）」 を参照して く
ださい。

プレックス

Volume Manager では、 サブディ スクを使用してプレッ クス （ ミ ラー） と呼ばれる仮想オ
ブジェク ト を構成します。 プレッ クスは、 1つ以上の物理ディ スク上にある 1つ以上のサ
ブディ スクから構成されます。サブディ スク上のデータを編成してプレッ クスを構成する
には、 次の方法を実行します。

◆ コンカチネーシ ョ ン

◆ ス ト ラ イピング （RAID-0）

◆ パリ ティー付きス ト ライピング （RAID-5）

◆ ミ ラーリ ング （RAID-1）

注 RAID （Redundant Array of Independent Disks） とは、記憶容量の一部を使用してディ
ス ク  アレイ内のデータに関する複製情報を格納してお く タイプのディ ス ク  アレイ
を指します。 この複製データを使用すれば、 ディ スクに障害が発生したと きにデー
タを復元する こ とができます。

VMディスク 物理ディスクサブディスク

devname 

disk01

disk01-01
disk01-02
disk01-03
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 ボリュームと仮想オブジェク ト
図 6 「2 つのサブディ スクから成るプレッ クスの例」 に、 2 つのサブディ スクから成るプ
レッ クスを示します。

コンカチネーシ ョ ン、ス ト ラ イピング （RAID-0）、RAID-5、およびミ ラーリ ング （RAID-1）
については、 「ボ リ ュームのレイアウ ト （10ページ）」 を参照して ください。

図 6. 2つのサブディスクから成るプレックスの例

ボリューム

ボ リ ュームは 1 つ以上のプレッ クスで構成されます。 各プレッ クスにはボ リ ューム内の
データの一部が保持されます。仮想的な性質上、ボ リ ュームは特定のディ スクまたはディ
スク上の特定の領域に限定される こ とはあ り ません。ボ リ ューム構成は、Volume Manager
のユーザ インタフェースを使用して変更する こ とができます。構成を変更する場合は、ボ
リ ュームを使用しているアプ リ ケーシ ョ ンまたはファ イル システムを中断させる必要は
あ り ません。 たとえば、 1つのボ リ ュームを複数のディ スク上にミ ラーリ ングした り、 ボ
リ ュームを別のディ スク  ス ト レージに移動した りする こ とができます。

ボ リ ュームには最大 32個のプレッ クスを含める こ とが可能です。 各プレッ クスには 1つ
以上のサブディ スクを含める こ とができます。ボ リ ュームは、少な く と も 1つ以上のサブ
ディ スクから成る 1つ以上のプレッ クスで構成され、そこに全データが格納されている必
要があ り ます。 ボ リ ューム内のすべてのサブディ スクは、 同じディ スク  グループに属し
ている必要があ り ます。

複数のプレッ ク スを持つボ リ ュームは 「 ミ ラーリ ング」 され、 データの ミ ラー イ メージ
を含みます。各プレッ クスには、ボ リ ューム  データの完全なコピーが含まれます。 ミ ラー
ボ リ ュームの詳細については、「 ミ ラーリ ング（RAID-1）（18ページ）」を参照して ください。

disk01
vol01-01

disk01-01
disk01-02

vol01

disk01-01

disk01-02

プレックス

サブディスク
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ボリュームと仮想オブジェク ト
Volume Manager では、 ボ リ ューム名と して vol##、 ボ リ ューム内のプレッ クス名と して
vol##-## というデフォルトの命名規則を使用します。ボ リ ュームには、識別しやすい名
前をつけて ください。図 7 「1つのプレッ クスから成るボ リ ュームの例」 に、 1つのプレッ
クスから成るボ リ ュームを示します。

図 7. 1つのプレックスから成るボリュームの例
 

図 7のボ リ ューム vol01には、 次のよ うな特徴があ り ます。

◆ プレッ クス vol01-01 を 1つ含んでいる。

◆ プレッ クスにはサブディ スク disk01-01 を 1つ含んでいる。

◆ サブディ スク disk01-01は VMディ スク disk01 から割り当てられている。

図 8 「2 つのプレッ クスから成るボ リ ュームの例」 に、 2 つのプレッ クスから成る ミ ラー
ボ リ ュームを示します。

図 8. 2つのプレックスから成るボリュームの例
 

図 8のボ リ ューム vol06には、 次のよ うな特徴があ り ます。

◆ 2つのプレッ クス vol06-01および vol06-02 を含んでいる。

◆ 各プレッ クスにサブディ スクが 1つずつ含まれている。

◆ 各サブディ スクは別々の VMディ スク（disk01および disk02）から割り当てられて
いる。

サブディスク

プレックス

disk01-01
vol01-01

vol01

ボリューム

vol06

disk02-01
vol06-02

disk01-01
vol06-01

ボリューム
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 ボリュームと仮想オブジェク ト
Volume Managerの仮想オブジェク ト間の関係
Volume Managerでは複数の仮想オブジェク ト を組み合わせて、 ボ リ ュームを構築します。
ボ リ ュームに関連する仮想オブジェク トには、 VM ディ スク、 ディ スク  グループ、 サブ
ディ スク、 プレッ クスなどがあ り ます。 Volume Manager のそれらのオブジェ ク トの間に
は次のよ う な関係があ り ます。

◆ Volume Managerディ スクはディ スク  グループにグループ化されている。

◆ プレッ クスは 1つ以上のサブディ スクを連結して形成されている （各サブディ スクは
ディ スクの特定の領域を表す）。

◆ ボ リ ュームは 1つ以上のプレッ クスで構成されている。

図 9 「Volume Managerオブジェク ト間の関係」 に、Volume Managerの仮想オブジェク ト間
の関係およびそれらの物理ディ スク との関連性について例を示します。 この図は、 2つの
VM ディ ス ク （disk01 および disk02） から成るディ ス ク  グループを示しています。
disk01には、1つのプレッ クス と 2つのサブディ スクを含むボ リ ュームがあ り、disk02
には 1つのプレッ クス と 1つのサブディ スクを含むボ リ ュームがあ り ます。

図 9. Volume Manager オブジェク ト間の関係

VMディスク
物理ディスク

devname 

disk01
vol01-01

disk01-01
disk01-02

vol01

disk01-01

disk01-02

ディスク  グループ

VMディスク

disk02vol02-01
disk02-01

vol02

disk02-01

物理ディスク

ボリューム

ボリューム

プレックス

プレッ クス

サブディスク

サブディスク

devname 
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ボリュームのレイアウト
ボリュームのレイアウト

仮想オブジェク ト内のデータを編成してボ リ ュームを作成するには、下記のレイアウ ト方
式があ り ます。

◆ コンカチネーシ ョ ン

◆ ス ト ラ イピング （RAID-0）

◆ RAID-5 （パ リ ティー付きス ト ラ イピング）

◆ ミ ラーリ ング （RAID-1）

◆ ミ ラーリ ング アンド  ス ト ラ イピング

◆ ス ト ラ イピング アンド  ミ ラーリ ング

上記の各レイアウ ト方式について、 以降の節で説明します。

Volume Manager の仮想デバイスは、 ボ リ ュームに基づいて定義されます。 ボ リ ュームの
レイアウ トは、ボ リ ュームと 1つ以上のプレッ クス との関係に基づいて定義されます。各
プレ ッ ク スはサブディ ス ク と関係付けられます。 ボ リ ュームは仮想デバイ ス  イ ン タ
フェースを備え、 そのインタフェースを介して Volume Manager ク ラ イアン トはデータに
アクセスする こ とができます。この論理構造に基づいてボ リ ュームのアドレス空間が再構
成され、 それに基づいて実行時に入出力がリダイレク ト されます。

ボ リ ューム  レイアウ トに応じて、提供されるス ト レージ サービスのレベルは異なり ます。
ボ リ ューム  レイアウ トは、 必要なス ト レージ サービスのレベルに合わせて、 構成および
再構成する こ とができます。

Volume Manager の以前のリ リースでは、 サブディ スクは VM ディ スクに直接関係付ける
こ と しかできませんでした。 これによ り、 サブディ スクで、 VMディ スクの共有領域に裏
付けのある一連のス ト レージの領域を定義する こ とができました。VMディ スクは、 アク
テ ィブな場合、 下位のディ スクに関連付けられます。 Volume Manager は、 このよ うにし
て、論理オブジェク ト を物理オブジェク トに対応付け、データを安定的なス ト レージに格
納します。

ボ リ ューム レイアウ ト と実際のデータ格納場所である物理ディ スクの組み合わせによっ
て、 所定の仮想デバイスから利用できるデータ  ス ト レージ サービスが決ま り ます。

Volume Manager の 3.0 以降のリ リースでは、 「階層化ボリ ューム」 を構成する際には、 サ
ブディ スクを従来通 りに VM ディ スクに関係付ける こ と も、 ス ト レージ ボ リ ュームと呼
ばれる新しい論理オブジェク トに関係付ける こ と もできるよ うにな り ました。ス ト レージ
ボ リ ュームは、最上位ボ リ ュームに類似したレイアウ ト を使用して繰り返し下層へとマッ
ピングしていきます。 最終的に、 「最下位」 のレベルで、 VM ディ スクならびに接続され
ている物理ス ト レージへの関連付けが必要とな り ます。
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 ボリュームのレイアウト
階層化ボリ ュームでは、論理構成要素を様々に組み合わせるこ とが可能です。その中には
仮想デバイスの設定に望ましいものもあ り ます。 しかし、 階層化ボ リ ュームをコマン ド
レベルから自由に使用できるよ うにする と、 結果的に管理が難し くなる恐れがあ り ます。
そこで、 Volume Manager 3.0 リ リースでは、 あらかじめ構成が定義された階層化ボ リ ュー
ムがい くつか用意されています。

これらの定義済み構成は、組み込まれているルールに基づいて、指定された制約条件の範
囲内で望ましいサービス  レベルに自動的に適合します。 この自動的構成の設定は、 現在
の設定に対して処理を行っている現在のコマンド呼び出しの 「最大効果」 に基づいて実現
されます。

一連の仮想デバイスを使用して望ましいデータ  ス ト レージ サービスを実現するには、 適
切な一連の VM ディ スクを含むディ スク  グループを作成し、 複数の設定コマンドを実行
する必要が生じる場合があ り ます。

Volume Manager 3.0 リ リースでは、 一連のレイアウ ト と管理インタフェースを使用して初
期設定とオンライン再設定を最大限に行い、 この作業をよ り容易にし、システムをよ り決
定的なものにします。

コンカチネーシ ョ ン

コンカチネーシ ョ ンとは、プレッ クス内の 1つ以上のサブディ スクにデータを直線的に対
応付ける こ とです。 コンカチネイテッ ド  プレッ クスのすべてのデータに順次アクセスす
るには、まず 1番目のサブディ スクのデータが先頭から末尾までアクセスされます。残 り
のサブディ スクのデータも順々に先頭から末尾までアクセスされ、最後のサブディ スクの
末尾で終了します。

コンカチネイテッ ド  プレッ クス内のサブディ スクは、物理的に隣接している必要はな く、
複数の VM ディ スクに属していてもかまいません。 複数の VM ディ スク上に散在するサ
ブディ スクを連結する こ とを、 スパンニングと呼びます。

図 10 「コンカチネーシ ョ ンの例」 に、 1つのサブディ スクでのコンカチネーシ ョ ンを示し
ます。

図 10. コンカチネーシ ョ ンの例

VMディスク 物理ディスクプレックスB = データブロック

devname 

disk01
disk01-01

disk01-01
B1

B2

B3

B4
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ボリュームのレイアウト
1つのディ スク上に、 プレッ クスに必要な隣接した領域が不足している場合は、複数のサ
ブディ スクでコンカチネーシ ョ ンを使用する こ とができます。このコンカチネーシ ョ ン形
式は、ディ スク間で負荷を平準化した り、個々のディ スク上でのヘッ ドの動作を最適化し
たりする場合に使用します。

図 11 「コンカチネーシ ョ ン構成内のボ リ ュームの例」 は、 コンカチネーシ ョ ン構成内の
ボ リ ュームを示したものです。

図 11. コンカチネーシ ョ ン構成内のボリュームの例

図 12 の例では、 最初の 6つのデータ  ブロ ッ ク （B1 から B6） が、 VMディ スク disk01
が割り当てられているディ スク上のほとんどの領域を使用します。 これには、VMディ ス
ク disk01上のサブディ スク disk01-01上の領域のみが必要とな り ます。ただし、最後
の 2 つのデータ  ブロ ッ ク （B7 および B8） は、 VM ディ スク disk02 が割り当てられて
いるディ スク上の領域の一部しか使用しません。

VM ディ スク disk02 上の残りの空き領域は、 ほかの用途に使用できます。 この例では、
サブディ スク disk02-02および disk02-03は、ほかのディ スク管理タスクで使用可能
になっています。

VMディスク 物理ディスクサブディスク

disk01-02

disk01-03

disk01-01

disk01-03

disk01-02

disk01-01

コンカチネイテッ ド

 devname
 

disk01

disk01-03

ボリューム

vol01-01
vol01

プレックス

disk01-01
disk01-02

vol01-01

disk01-03

disk01-01
disk01-02
12 VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide



 ボリュームのレイアウト
図 12 「スパンニングの例」に、スパン  プレッ クス内の 2つのサブディ スクに分散したデー
タを示します。

図 12. スパンニングの例

注意 1つのプレッ クスを複数ディ スクにわたってスパンニングする と、 1件のディ ス
ク障害が発生した結果と して、 ボ リ ューム全体が障害に陥る可能性が高 くな り
ます。1件のディ スクの障害がボ リ ューム全体の障害を引き起こす可能性を低く
するには、 ミ ラーリ ングまたは RAID-5 （後の説明を参照） を適用して ください。

disk02-01

B = データブロック VMディスク 物理ディスク

disk01-01

disk02-02

disk02-03

disk01-01
のデータ

disk02-01
のデータ

プレックス

disk01
disk01-01 devname 

devname 

disk02

disk02-01
disk02-02
disk02-03

B2

B1

B3

B4

B5
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B7
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ボリュームのレイアウト
スト ライピング （RAID-0）
ス ト ラ イピング （RAID-0） とは、 複数の物理ディ ス ク間を順々につなぐよ うに、 データ
をマッピングする こ とです。 ス ト ラ イプ プレッ ク スは、 複数の物理ディ スクに分散され
た複数のサブディ スクから構成されます。 データはス ト ラ イプ プレッ クスのサブディ ス
クの間で順々に均等に割り当てられます。

サブディ スクは 「カラム」 にグループ化されます。 その際、各物理ディ スクは 1つのカラ
ムに限定されます。 各カラムには 1 つ以上のサブディ スクが含まれます。 それらのサブ
ディ スクの出所は、複数の物理ディ スクにわたっていてもかまいません。カラムご とのサ
ブディ スクの数およびサイズは異なり ます。必要に応じて、カラムにサブディ スクを追加
する こ とができます。

注意 1つのボ リ ュームをス ト ラ イ ピンブ、 つま り、 複数のディ ス クにわたってボ
リ ュームを分割する と、 1 件のディ スクの障害がボ リ ューム全体の障害につな
がる確率が高くなり ます。 たとえば、 5 つのボ リ ュームを 5 つのディ スクにわ
たってス ト ラ イピングしている場合に、 いずれか 1 つのディ スクに障害が発生
したと きは、 5 つのボ リ ュームすべてをバッ クアップから リ ス ト アする必要が
生じます。 各ボ リ ュームが別々のディ スク上にある場合は、 1 つのボ リ ューム
を リ ス ト アするだけで済みます。 1 つのディ スクの障害が多数のボ リ ュームの
障害を引き起こす可能性を低くするには、 ミ ラーリ ングまたは RAID-5 を使用
して ください。

データは、 均等なサイズ単位 （ス ト ラ イプ ユニッ ト と呼ばれるス ト ラ イプの単位） に分
けられ、 各カラムに順々に割 り当てられます。 各ス ト ラ イプ ユニッ トは、 ディ スク上の
連続するブロ ッ クの集ま りです。デフォルトのス ト ラ イプ ユニッ トは 64キロバイ トです。

たとえば、 ス ト ラ イプ プレッ クス内に 3つのカラムと 6つのス ト ラ イプ ユニッ トがある
場合、 データは図 13 「3 つのディ スク （カラム） にわたるス ト ラ イピング」 に示すよ う
に、 3つの物理ディ スクにわたって次のよ うにス ト ラ イピングされます。

◆ 1番目と 4番目のス ト ラ イプ ユニッ トがカラム 1に割 り当てられる。

◆ 2番目と 5番目のス ト ラ イプ ユニッ トがカラム 2に割 り当てられる。

◆ 3番目と 6番目のス ト ラ イプ ユニッ トがカラム 3に割 り当てられる。
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 ボリュームのレイアウト
図 13. 3つのディスク （カラム） にわたるスト ライピング
 

ス ト ラ イプは、 すべてのカラムにわたって同じ位置にあるス ト ラ イプ ユニッ トの集ま り
で構成されます。図 13では、 ス ト ラ イプ ユニッ ト 1、 2、および 3が 1つのス ト ラ イプを
構成しています。

順に見てい く と、 1番目のス ト ラ イプは次の要素で構成されています。

◆ カラム 1のス ト ラ イプ ユニッ ト 1

◆ カラム 2のス ト ラ イプ ユニッ ト 2

◆ カラム 3のス ト ラ イプ ユニッ ト 3

2番目のス ト ラ イプは次の要素で構成されています。

◆ カラム 1のス ト ラ イプ ユニッ ト 4

◆ カラム 2のス ト ラ イプ ユニッ ト 5

◆ カラム 3のス ト ラ イプ ユニッ ト 6

ス ト ラ イピングはカラムの長さ分 （すべてのカラムが同じ長さの場合）、 または最も短い
カラムの末尾に達するまで続行されます。それよ り もカラムが長いサブディ スクの末尾に
残った領域は、 未使用領域とな り ます。

ス ト ラ イピングは、物理ディ スクに対する大量データの読み書きを実行する必要がある場
合に、複数のディ スクへのパラレル データ転送を行う こ とによって、 効果を発揮します。
また、 複数のディ スクにわたるマルチユーザ アプ リ ケーシ ョ ンによる入出力の負荷を分
散する場合にも有効です。
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ボリュームのレイアウト
図 14 「カラムご とに 1つのサブディ スクを含むス ト ラ イプ プレッ クスの例」に、サブディ
スクを １つずつ含む同じサイズのカラムが 3つあるス ト ライプ プレッ クスを示します。各
物理ディ スクにはカラムが 1つずつ含まれます。

図 14. カラムごとに 1つのサブディスクを含むスト ライプ プレックスの例

図 14の例は、VMディ スク上の全領域を占めている 3つのサブディ スクを示しています。
ス ト ラ イプ プレッ クスの各サブディ スクに VM ディ スクの一部分のみを割り当てる こ と
も可能です。その場合、空き領域をほかのディ スク管理タスク用に残しておく こ とができ
ます。

図 15「カラムご とにコンカチネイテッ ド  サブディ スクを含むス ト ラ イプ プレッ クスの例」
に、 サイズの異なるサブディ スクを含むカラムが 3 つあるス ト ラ イプ プレッ クスを示し
ます。各カラムに含まれるサブディ スクの数が異なり ます。各物理ディ スクにはカラムが
1つずつ含まれます。 ス ト ラ イプ プレッ クスは、 ス ト ラ イピングする各 VMディ スクの 1
つのサブディ スクを使用して作成されます。同じディ スクの異なる領域または別のディ ス
クから領域を割り当てる こ と もできます（プレッ クスのサイズが大き くなった場合など）。
カラムには、 異なる VMディ スクのサブディ スクを含める こ と もできます。

VMディスク 物理ディスク

カラム 1

カラム 2
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図 15. カラムごとにコンカチネイテッ ド  サブディスクを含むスト ライプ プレックスの例

RAID-5
RAID-5 では、 パ リ テ ィーを使用して、 データに冗長性を持たせます。 パ リ テ ィーとは、
障害発生後にデータを復元する と きに使用する計算値です。 RAID-5 ボ リ ュームへのデー
タ書き込み中に、 データの排他的論理和 （XOR） 演算を実行する こ とによって、 パ リ
テ ィーを計算します。 計算されたパリ テ ィーは、 ボ リ ュームに書き込まれます。 RAID-5
のいずれかの部分に障害が発生した場合は、残りのデータ とパリティーを使って該当する
部分のデータが復元されます。

RAID-5ボ リ ュームでは、ボ リ ューム内でデータの冗長性が維持されます。RAID-5ボ リ ュー
ムではデータのコピーと計算されたパリティーが、複数のディ スクにわたって 「ス ト ラ イ
ピングされた」 プレッ クス内に保持されます。ディ スクに障害が発生した場合は、RAID-5
ボ リ ュームでは、パリティーを使用してデータを復元します。 このレイアウ トに、 コンカ
チネーシ ョ ンと ス ト ライピングを組み合わせる こ と もできます。

RAID-5 ボ リ ュームでは、 ログを記録する こ とによって、 リ カバリ時間を最小に抑える こ
とができます。RAID-5 ボ リ ュームでは、RAID-5 ログを使用して、書き込み中のデータ と
パリティーのコピーを保持します。 RAID-5 のログ機能はオプシ ョ ンであ り、 RAID-5 ボ
リ ュームに作成時に設定する こ と も、 後から追加する こ と もできます。
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図 16 「RAID-5 モデルでのパリティーの配置」に、RAID-5 アレイ構成におけるパリティー
の配置を示します。各ス ト ラ イプは、パリティー ス ト ラ イプ ユニッ ト を含むカラムとデー
タを含むカラムで構成されます。パリティーはアレイ内のすべてのディ スクに分散されま
す。それによって、1つのパリテ ィー ディ スクでデータの受け入れが可能になるのを待た
ずに書き込むこ とができるため、 大量の独立した書き込みに必要な時間が短縮されます。

図 16. RAID-5 モデルでのパリテ ィーの配置
 

詳細については、 「Volume Managerおよび RAID-5 （20ページ）」 を参照して ください。

ミ ラーリング （RAID-1）
ミ ラーリ ングとは、複数のミ ラー （プレッ クス） を使用して、 ボ リ ュームに保持されてい
る情報を複製する こ とです。 物理ディ ス クに障害が発生した場合、 そのディ ス ク上のプ
レッ クスは使用できな くなり ます。 しかし、影響を受けていないミ ラーを使用する こ とに
よって、システムの稼働は続行されます。ボ リ ュームの中のプレッ クスは 1つでも問題あ
り ませんが、 データの冗長性を確保するには少な く と も 2 つ以上のプレッ クスが必要で
す。各プレッ クスには、冗長性を確保するために、異なるディ スクの領域を含める必要が
あ り ます。

多くのディ スクにわたってス ト ラ イピングまたはスパンニングする場合、それらのディ ス
クのいずれかで障害が発生する と、 プレ ッ ク ス全体が使用できな くなる可能性があ り ま
す。 したがって、 ボ リ ュームの信頼性 （および可用性） を向上させるために、 ス ト ラ イピ
ングまたはスパンニングした ミ ラーリ ングを適用する こ とをお勧めします。

ミ ラーリング アンド  スト ライピング （RAID-1 + RAID-0）
Volume Managerでは、 ミ ラーリ ングにス ト ラ イピングを組み合わせる こ とができます。こ
の組み合わせは、ミ ラー ス ト ラ イプ レイアウ ト と呼ばれます。ミ ラーリ ングしたボ リ ュー
ムをス ト ラ イピングする と、データを複数のディ スクに分散 （ス ト ラ イピング） させなが
ら、 データの冗長性 （ミ ラー） を確保する こ とができます。

ミ ラーリ ング アンド  ス ト ラ イピングを効率よ く行うには、 ミ ラーと ス ト ライプ プレッ ク
スを別々のディ スクから割 り当てる必要があ り ます。ミ ラーのレイアウ ト  タイプには、コ
ンカチネーシ ョ ンまたはス ト ラ イピングを使用できます。

D = データ  スト ライプ ユニッ ト
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 ボリュームのレイアウト
スト ライピング アンド  ミ ラーリング （RAID-0 + RAID-1）
Volume Managerでは、ス ト ラ イピングにミ ラーリ ングを組み合わせる こ とができます。こ
の組み合わせは、 ス ト ラ イプ ミ ラー レイアウ ト と呼ばれます。 以前のリ リースでは、 ミ
ラーリ ングを主と して、ス ト ラ イピングを従にする必要があ り ました。今回のリ リースか
らは、 どちらを主とする こ と もできるよ うにな り ました。

ス ト ラ イピングを主と し ミ ラーリ ングを従とする と、ス ト ラ イプの各カラムが ミ ラーリ ン
グされます。 カラムの中に複数のサブディ ス クがあるサイズの大きいス ト ラ イプの場合
は、各サブディ スクが個別にミ ラーリ ングされます。 このレイアウ トでは、冗長性が高ま
り、 障害発生時のリ カバリ時間が短縮されます。

ミ ラー ス ト ラ イプ レイアウ トでディ スク障害が発生した場合は、 プレッ クス全体が切り
離されるので、ボ リ ューム全体の冗長性が損なわれます。ディ スクを入れ替えた後で、プ
レッ クス全体を リ カバリする必要があ り ます。それには、かな りの時間を要します。 ス ト
ライピングにミ ラーリ ングを準用した場合、ディ スクに障害が発生したと きに切り離され
るのは、障害が発生したサブディ スクだけです。 したがって、ボ リ ュームの該当個所の冗
長性が失われるだけです。ディ スクを入れ替えた後でリ カバリが必要なのはボ リ ュームの
該当部分のみです。

ミ ラーリ ング アンド  ス ト ラ イピングに比べる と、ス ト ラ イピング アンド  ミ ラーリ ングの
方が、ディ スクの障害に対するボ リ ュームの耐性が強くなり ます。ディ スクの障害発生時
のリ カバリ時間も、 ス ト ラ イピング アンド  ミ ラーリ ングの方が短くな り ます。 詳細につ
いては、 「階層化ボリ ューム （25ページ）」 を参照して ください。
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Volume Manager および RAID-5
この節では、 Volume Manager を使用した RAID-5の実現方法について説明します。

ミ ラーリ ング （RAID-1） と RAID-5はどちら もデータに冗長性を持たせますが、その方法
が異なり ます。 ミ ラーリ ングでは、 1つのボ リ ューム内のデータの完全なコピーを複数作
成する こ とによって冗長性を確保します。ミ ラーリ ングされているボ リ ュームに書き込ま
れたデータは、すべてのコピーに反映されます。 ミ ラーリ ングされているボ リ ュームの一
部に障害が発生した場合、 データの別のコピーが使用されます。

RAID-5 では、 パ リ テ ィーを使用して、 データに冗長性を持たせます。 パ リ テ ィーとは、
障害発生後にデータを復元する と きに使用する計算値です。 RAID-5 ボ リ ュームへのデー
タ書き込み中に、 データの排他的論理和 （XOR） 演算を実行する こ とによって、 パ リ
テ ィーを計算します。 計算されたパリ テ ィーは、 ボ リ ュームに書き込まれます。 RAID-5
のいずれかの部分に障害が発生した場合は、残りのデータ とパリティーを使って該当する
部分のデータが復元されます。

従来の RAID-5 アレイ
従来の RAID-5 アレイは、 ローとカラムに編成された複数のディ スクで構成されます。 カ
ラムは、 アレイ内で同じ序数の位置にあるディ ス クの集ま りです。 ローは、 パ リ テ ィー
ス ト ラ イプの全幅をサポートするために必要な最低数のディ スクの集ま りです。図 17 「従
来の RAID-5 アレイ」 は、 従来の RAID-5 アレイのローとカラムの配列を示しています。

図 17. 従来の RAID-5 アレイ

こ う した従来のアレイ構造は、ローを追加する こ とによってデータの増加に対処していま
す。 ス ト ラ イピングを実現するには、 1 番目のス ト ラ イプをロー 0 のディ スクに適用し、
2番目のス ト ラ イプをロー 1 のディ スクに適用し、 3番目のス ト ラ イプをロー 0 のディ ス
クに適用します。 このタイプのアレイでは、すべてのディ スク、 カラム、およびローのサ
イズを等し くする必要があ り ます。

カラム 0 カラム 1 カラム 2 カラム 3

ロー 0
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スト ライプ 1
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Volume Manager RAID-5 アレイ
Volue Manager の RAID-5 アレイの構造は従来のアレイ構造とは異なり ます。 ディ スクを
はじめとするオブジェク トが仮想である とい う性質上、 Volume Manager ではローを使用
せず、 代わりに可変長のサブディ スクで構成されるカラムを使用します （図 18 「Volume
Manager RAID-5 アレイ」 を参照）。各サブディ スクは、ディ スクの特定の領域を示します。

図 18. Volume Manager RAID-5 アレイ
 

Volume Managerの RAID-5 アレイの構造では、カラムご とにサブディ スクの数が異なって
もかまいません。あるカラムに属する複数のサブディ スクが別々の物理ディ スクに属して
いてもかまいません。また必要に応じて、カラムにサブディ スクを追加する こ と もできま
す。 ス ト ラ イピング （ 「ス ト ラ イピング （RAID-0） （14 ページ） 」 を参照） を実現するに
は、 1番目のス ト ラ イプを各カラムの先頭にあるサブディ スクにわたって適用し、 その下
に次のス ト ラ イプを適用し、カラムの末尾に達するまで同様に適用していきます。各ス ト
ラ イプでは、 等しいサイズのス ト ラ イプ ユニッ トが各カラム内に配置されます。 RAID-5
のデフォルトのス ト ライプ ユニッ ト  サイズは 16 キロバイ トです。

注 RAID-5 ボ リ ュームのミ ラーリ ングは、 現在のバージ ョ ンではサポート されていま
せん。

カラム 0 カラム 1 カラム 2 カラム 3

SD

SD

SD

SD SD

SD

SD

SD

SD = サブディスク

ス ト ライプ 1
スト ライプ 2
第 1章  Volume Manager とは 21



Volume Managerおよび RAID-5
左対称レイアウト

RAID-5 アレイの設定で使用できるデータ とパリティーのレイアウ トには、 何種類かあ り
ます。 Volume Managerの RAID-5では、左対称レイアウ ト を採用しています。左対称パリ
テ ィー レイアウ トは、 ランダムな入出力操作および大量の順次入出力操作の場合に、 最
適なパフォーマンスを実現します。パフォーマンスの面から考える と、レイアウ トの選択
は、 カラムの数やス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズの選定ほど重要ではあ り ません。

左対称レイアウ トでは、データ とパリティーの両方が複数のカラムにわたってス ト ラ イピ
ングされ、 パリティーは各ス ト ラ イプご とに別々のカラムに配置されます。 1番目のパリ
ティー ス ト ラ イプ ユニッ トは、 ス ト ラ イプの右端のカラムに配置されます。 以降の各パ
リティー ス ト ラ イプ ユニッ トは、次のス ト ラ イプ内で、直前のパリティー ス ト ライプ ユ
ニッ ト よ り 1 つ左のカラムに配置されます。 カラムよ り もス ト ラ イプが多い場合、 パリ
ティー ス ト ラ イプ ユニッ トは、 右端のカラムに再び配置されます。

図 19 「左対称レイアウ ト 」 は、 5つのディ スク （カラムご とに 1つ） から成る左対称パリ
ティー レイアウ ト を示しています。

図 19. 左対称レイアウト
 

各ス ト ライプでは、データはパリ ティー ス ト ラ イプ ユニッ トから右方向へ編成されます。
図 19 では、 最初のス ト ラ イプのデータ編成は P0 から始ま り、 ス ト ラ イプ ユニッ トの 0
から 3 の順に続きます。 2 番目のス ト ラ イプのデータ編成は P1 から始ま り、 ス ト ラ イプ
ユニッ トの 4、続いてス ト ラ イプ ユニッ トの 5から 7の順に続きます。残 りのス ト ラ イプ
も同様に編成されます。
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各パリティー ス ト ラ イプ ユニッ トには、同じス ト ラ イプ内のデータ  ス ト ライプ ユニッ ト
データに適用された排他的論理和 （XOR） 演算の結果の値が収められます。 ハード ウェ
アまたはソフ ト ウェアの障害によって、あるカラムに対応するディ スク上のデータにアク
セスできな くなった場合、データを復元する こ とができます。そのためには、同じカラム
内の残 りのデータ  ス ト ラ イプ ユニッ ト の内容を、 それぞれのパリ テ ィー ス ト ラ イプ ユ
ニッ トで （ス ト ラ イプご とに） XOR演算します。

たとえば、図 19の左端のカラムに対応するディ スクで障害が発生した場合、そのボ リ ュー
ムは縮退モードに入り ます。縮退モードでは、ス ト ラ イプ ユニッ ト 1から 3 をパリティー
ス ト ラ イプ ユニッ ト P0 と XOR演算してス ト ラ イプ ユニッ ト 0 を復元し、続いてス ト ラ
イプ ユニッ ト 4、 6、 および 7 をパリティー ス ト ラ イプ ユニッ ト P1 と XOR演算してス
ト ラ イプ ユニッ ト 5 を復元し、 以下同様の処理を続けてデータを復元します。

注 RAID-5 レイアウ トでプレッ クス内の複数のカラムに障害が発生した場合、 そのボ
リ ュームは切り離されます。 切り離されたボ リ ュームは、 読み取り要求や書き込み
要求に応じる こ とができな くなり ます。障害から リ カバリ した後で、 そのカラムの
データをバッ クアップから復元する必要があ り ます。

ロギング

ロギング （記録） は、 リ カバ リ  データの破損を防止するために行います。 新しいデータ
やパリティーのログが永続性のあるデバイス （ディ スク常駐ボ リ ューム、または非揮発性
RAM） 上に作成されます。 その後、 新しいデータやパリ テ ィーがディ スクに書き込まれ
ます。

ログを記録していないと、ディ スク とシステムの両方に障害が発生した場合、アクティブ
な書き込み処理に含まれていないデータが損失した り、知らないうちに破損する可能性が
あ り ます。 このよ うに二重に障害が発生した場合は、ディ スクのデータ部に書き込まれる
データ、またはパリ ティー部に書き込まれるパリティーが実際に書き込まれたかど うかを
確認する方法はあ り ません。そのため、壊れたディ スクの リ カバリ を実行しても結果は壊
れている可能性があ り ます。
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図 20 「不完全な書き込み」 は、 ディ スク B のリ カバリの成否が、 ディ スク A のデータお
よびディ スク C のパリティーの両方の書き込みが完了しているかど うかによって左右さ
れる こ とを示しています。 この図では、 ディ スク A へのデータの書き込みは完了してい
るが、 パリ ティーの書き込みが不完全なため、 ディ スク B 上のデータを正し く復元でき
ないこ とを示しています。

図 20. 不完全な書き込み
 

このよ うな障害は、データをアレイに書き込む前に、すべての書き込みのログを記録して
おく こ とによって防止できます。 この方法で、ログを適用する こ とによってデータ とパリ
ティーを修正してから、 障害が発生したド ラ イブの内容を復元する こ とができます。

ログは、 ログ プレッ クス と して割り当てる こ とによって、 RAID-5 ボ リ ュームと関連付け
る こ とができます。各 RAID-5 ボ リ ュームに複数のログ プレッ クスを割り当てて、 ログ領
域を ミ ラーリ ングする こ と もできます。

ディスク A ディスク B ディスク C

完全なデータ書き込み 破壊されたデータ パリテ ィー書き込み
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階層化ボリューム
階層化ボリ ュームとは、 ボ リ ュームの上部に構築する Volume Manager の仮想オブジェク
ト  データのこ とです。 階層化ボ リ ューム構造は標準のボ リ ューム構造に比べて、 障害に
対する耐性や冗長性に優れています。たとえば、 ス ト ラ イピングおよびミ ラーリ ングした
階層化ボ リ ュームでは、 各ミ ラー （プレッ クス） が扱 う ス ト レージの容量が少ないため、
標準ミ ラー ボ リ ュームよ りすばやく リ カバリできます。 図 21 「ス ト ラ イピングおよびミ
ラーリ ングした階層化ボ リ ュームの例」 に階層化ボ リ ュームの例を示します。

注 階層化ボリ ュームは、Volume Manager 3.0以降のバージ ョ ンでサポート されており、
それ以前のバージ ョ ンではサポート されていません。 また、 Volume Manager 3.0 以
降のバージ ョ ンではボ リ ューム （ス ト レージ ボ リ ューム） 上にサブディ スクを構築
する こ とができますが、 それ以前のバージ ョ ンではサブディ スクはサポート されて
いません。

ユーザ処理は、階層化ボ リ ュームの最上位ボ リ ュームに対してのみ実行できます。階層化
ボ リ ュームを切り離した り、内部構造を操作して下位のボ リ ューム上で別の操作を実行す
る こ とはできません。 ボ リ ュームおよびス ト ラ イプ プレッ クスを含むユーザ操作領域か
ら、 ユーザは必要な操作をすべて実行できます。図 21に示すよ うに、 「ユーザ操作」 領域
内のボ リ ュームおよびス ト ライプ プレッ クスに対して、 Volume Manager の通常の処理を
実行する こ とができます。

図 21の 「Volume Manager操作」 領域には、 各ボ リ ュームが内部的にミ ラーリ ングされて
いる下位のボ リ ューム上に構築された、 2つのカラムを含むサブディ スクが示されていま
す。 階層化ボ リ ュームは Volume Manager 内の基礎構造です。 この構造に基づいて、 一定
の機能をVolume Managerに追加する こ とができます。下位のボ リ ュームはVolume Manager
によって独占的に使用されるものであ り、ユーザが操作するよ うには設計されてはいませ
ん。 こ こでは、 階層化ボ リ ュームの仕組みと Volume Manager での役割について理解する
ために、 下位ボ リ ューム構造について説明します。

図 21. スト ライピングおよびミ ラーリングした階層化ボリュームの例
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物理ディスク

サブディスク    スト ライプ ボリューム

vol01-01
vol01 vol01-01

    vop02
    vop03

 ボリューム
     コンカチネイテッ ド

プレッ クス

disk04-01

disk05-01

disk06-01

disk07-01

ユーザ操作 Volume Manager操作

 カラム 1

カラム 0

サブディスクと

disk04-01

disk05-01

disk06-01

disk07-01

プレックス
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システム管理者は、 ト ラブルシューティングやその他の処理 （データの特定ディ スクへの
配置など） を実行するために、階層化ボ リ ューム構造を操作する必要のある場合があ り ま
す。 Volume Managerは階層化ボ リ ュームを使用して、 次の処理や操作を実行します。

◆ ス ト ラ イプ ミ ラー （vxassist マニュアル ページを参照）

◆ コンカチネイテッ ド  ミ ラー （vxassist マニュアル ページを参照）

◆ オンライン再レイアウ ト （vxrelayoutおよび vxassist マニュアル ページを参照）

◆ RAID-5サブディ スクの移動 （vxsd マニュアル ページを参照）

◆ RAID-5のスナップシ ョ ッ ト （vxassist マニュアル ページを参照）

Volume Managerおよびオペレーティング システム
Volume Managerは、 オペレーティング システムとデータ管理システム （ファ イル システ
ム、 データベース管理システムなど） の間で、 サブシステムと して機能します。

ディ スクを Volume Managerの管理下に入れるためには、オペレーティング システム  デバ
イス  インタフェースを介してディ スクにアクセスできる必要があ り ます。Volume Manager
は、オペレーティング システム  インタフェース  サービスの上位に置かれたサブシステム
です。 したがって、 オペレーティング システムの物理ディ ス クへのアクセス方法に左右
されます。

Volume Managerは、 下記の点に関してオペレーティング システムに依存します。

◆ オペレーティング システム （ディ スク） デバイス

◆ デバイス  ハンドル

◆ VMディ スク

◆ Volume Manager動的マルチパス （DMP） メ タデバイス

Volume Managerのレイアウト
Volume Manager の仮想デバイスは、 ボ リ ュームに基づいて定義されます。 ボ リ ュームの
レイアウ トは、ボ リ ュームと 1つ以上のプレッ クス との関係に基づいて定義されます。各
プレ ッ ク スはサブディ ス ク と関係付けられます。 ボ リ ュームは仮想デバイ ス  イ ン タ
フェースを備え、 そのインタフェースを介して Volume Manager ク ラ イアン トはデータに
アクセスする こ とができます。この論理構造に基づいてボ リ ュームのアドレス空間が再構
成され、 それに基づいて実行時に入出力がリダイレク ト されます。

ボ リ ューム  レイアウ トに応じて、提供されるス ト レージ サービスのレベルは異なり ます。
ボ リ ューム  レイアウ トは、 必要なス ト レージ サービスのレベルに合わせて、 設定および
再設定する こ とができます。

Volume Manager の以前のリ リースでは、 サブディ スクは VM ディ スクに直接関係付ける
こ と しかできませんでした。 これによ り、 サブディ スクで、 VMディ スクの共有領域に裏
付けのある一連のス ト レージの領域を定義する こ とができました。VMディ スクは、 アク
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ティブな場合、 下位のディ スクに関連付けられます。 Volume Manager は、 このよ うにし
て、論理オブジェク ト を物理オブジェク トに対応付け、データを安定的なス ト レージに格
納します。

ボ リ ューム レイアウ ト と実際のデータ格納場所である物理ディ スクの組み合わせによっ
て、 所定の仮想デバイスから利用できるデータ  ス ト レージ サービスが決ま り ます。

Volume Manager の 3.0 以降のリ リースでは、 「階層化ボリ ューム」 を構成する際には、 サ
ブディ スクを従来通 りに VM ディ スクに関係付ける こ と も、 ス ト レージ ボ リ ュームと呼
ばれる新しい論理オブジェク トに関係付ける こ と もできるよ うにな り ました。ス ト レージ
ボ リ ュームは、最上位ボ リ ュームに類似したレイアウ ト を使用して繰り返し下層へとマッ
ピングしていきます。 最終的に、 「最下位」 のレベルで、 VM ディ スクならびに接続され
ている物理ス ト レージへの関連付けが必要とな り ます。

階層化ボ リ ュームでは、論理構成要素を様々に組み合わせるこ とが可能です。その中には
仮想デバイスの設定に望ましいものもあ り ます。 しかし、 階層化ボ リ ュームをコマン ド
レベルから自由に使用できるよ うにする と、 結果的に管理が難し くなる恐れがあ り ます。
そこで、 Volume Manager 3.0 リ リースでは、 あらかじめ構成が定義された階層化ボ リ ュー
ムがい くつか用意されています。

これらの定義済み構成は、組み込まれているルールに基づいて、指定された制約条件の範
囲内で望ましいサービス  レベルに自動的に適合します。 この自動的構成の設定は、 現在
の設定に対して処理を行っている現在のコマンド呼び出しの 「最大効果」 に基づいて実現
されます。

一連の仮想デバイスを使用して望ましいデータ  ス ト レージ サービスを実現するには、 適
切な一連の VM ディ スクを含むディ スク  グループを作成し、 複数の設定コマンドを実行
する必要が生じる場合があ り ます。

Volume Manager 3.0 リ リースでは、 一連のレイアウ ト と管理インタフェースを使用して初
期設定とオンライン再設定を最大限に行い、 この作業をよ り容易にし、システムをよ り決
定的なものにします。
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Volume Managerのユーザ インタフェース
この節では、 VERITAS Volume Managerのユーザ インタフェースについて簡単に説明します。

ユーザ インタフ ェースの概要
Volume Managerでは、 次のユーザ インタフェースをサポート しています。

◆ Volume Manager Storage Administrator (VMSA)

◆ Storage Administratorは、 Volume Managerへのグラフ ィカル ユーザ インタフェースで
す。 Storage Administrator では、 アイコン、 メニュー、 ダイアログ ボッ クスなどのビ
ジュアル要素を使って Volume Manager のオブジェ ク ト を操作します。 また Storage
Administratorは、一般的なファイル システム操作に関するインタフェース と しても機
能し ます。 Storage Administrator については、 『VERITAS Volume Manager Storage
Administrator Administrator’s Guide』 を参照して ください。

◆ コマンド  ラ イン  インタフェース
Volume Manager コマンドには、単純なものから詳細なユーザ入力を必要とする複雑な
ものまで、 さまざまな種類があ り ます。通常、 Volume Manager コマンドを使用するに
は、Volume Managerの概念を理解している必要があ り ます。Volume Managerの概念に
ついては、 この章で説明します。 ほとんどの Volume Manager コマンドを実行する場
合に、 スーパーユーザなどの適切な権限が必要です。 コマンド  ラ イン  インタフェー
スについては、 『VERITAS Volume Manager Command Line Interface Administrator’s
Guide』 を参照して ください。

◆ Volume Man コマンド ログビューア ager Support Operations
[Volume Manager Support Operations] インタフェース （vxdiskadm） は、ディ スクおよ
びボ リ ュームを管理するためのメニュー方式のインタフェースです。 vxdiskadm に
よって提示される メ イン  メニューから、実行するス ト レージ管理タスクを選択できま
す。 vxdiskadm については、 『VERITAS Volume Manager Command Line Interface
Administrator’s Guide』 を参照して ください。

あるインタフェースで作成されたVolume Managerオブジェク トには、別のインタフェース
で作成されたオブジェク ト との互換性があ り ます。

Volume Manager を使用する目的
Volume Managerでは、 データ管理の物理的な側面と論理的な側面を分けるこ とによって、
高度なデータ  ス ト レージ サービスを提供します。 Volume Managerは、 ス ト レージに関す
る次の側面を制御する こ とによ り、 データ  ス ト レージ機能を向上させます。

◆ 領域—割 り当ておよび使用

◆ パフォーマンス —データ伝達機能の向上

◆ データの可用性—継続操作および複数システムへのアクセス

◆ デバイスのインス トール— サポートの集中化および最適化

◆ システム —複数システムのサポートおよび専用 /共有システムの監視
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29ページの図 22 「Volume Manager システムの概念」 を参照して ください。

図 22. Volume Manager システムの概念
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ホス ト  システム上に Volume Manager をインス トールしたら、Volume Managerオブジェク
トの設定および使用を開始する前に、 下記の作業を実行しておく必要があ り ます。

◆ 物理ディ スクの内容を Volume Managerの管理下に組み入れる。

◆ Volume Manager下のディ スクを集めてディ スク  グループを編成する。

◆ ディ スク  グループ領域を割 り当てて論理ボリ ュームを作成する。

次の場合にのみ、 物理ディ スクの内容を Volume Manager の管理下に組み入れる こ とがで
きます。

◆ Volume Managerで物理ディ スクを管理できる。

◆ 物理ディ スクが別のス ト レージ マネージャの管理下にない。

Volume Manager は、 その管理下にある物理ディ スク （管理下ディ スク） に識別情報を書
き込みます。管理下ディ スクは、物理ディ スクを切り離した後やシステムに障害が発生し
た後でも識別できます。 Volume Manager はディ スク  グループと論理オブジェク ト を再編
成して、 障害を検出し、 システムのリ カバリ を早める こ とができます。 
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設定と起動
 

2

はじめに

この章では、 Volume Managerの設定に必要な作業および Volume Managerが動作するため
に実行する必要があるデーモンについて簡単に説明します。また、ス ト レージ管理を行う
システムを設定するために役立つガイ ド ラインについても説明します。

Volume Managerおよび Storage Administrator をインス トールおよび設定する方法の詳細に
ついては、 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』 を参照して ください。 

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ Volume Managerの初期化

◆ Volume Managerのデーモン

◆ システムの設定

◆ システム設定ガイ ド ライン

◆ システムの保護
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Volume Managerの初期化
Volume Manager を初期化するには、 vxinstall プログラムを使用します。 vxinstall
は、 指定されたディ スクを Volume Manager の管理下に組み入れます。 デフォルトでは、
これらのディ スクは rootdgディ スク  グループ内に含まれています。最初に、vxinstall
を使用し、 １つ以上のディ ス クを初期化して rootdg に含める必要があ り ます。 次に、
vxdiskadm または Storage Administrator を使用し、追加のディ スクを初期化またはカプセ
ル化し、 別のディ スク  グループ内に配置します。

パッケージのインス トールが完了したら、 次の手順で Volume Manager を初期化します。

1. スーパーユーザと してログインします。

2. Volume Managerで管理しないディ スクがある場合は、disks.exclude ファ イルを作
成します。 vxinstallは、 このファイルに含まれているディ スクについては処理対
象外と します。 このファイルは /etc/vx/disks.excludeに置きます。

3. コン ト ローラ上のすべてのディ スクを Volume Managerで管理しない場合は、
cntrls.exclude ファ イルを作成します。 このファ イルは
/etc/vx/cntrls.excludeに置きます。

4. コマンド vxinstall を入力して vxinstall を起動します。

vxinstallは次の処理を実行します。

◆ ライセンス情報の表示と確認のためのキーの要求

◆ システムに接続されているすべてのコン ト ローラの確認および一覧表示

◆ 初期化プロセスの選択 （ク イ ッ ク  インス トールまたはカスタム  インス トール）

ク イ ッ ク  インス トールでは、 すべてのディ ス クの初期化またはカプセル化を選択できま
す。指定したコン ト ローラ上の一部のディ スクをカプセル化し、その他のディ スクを初期
化する場合は、 カスタム  インス トールを実行して ください。 

カスタム インス トールでは、 Volume Manager の管理下に追加するディ スク とその追加方
法を制御できます。 コン ト ローラ上のすべてのディ ス クを初期化またはカプセル化する
か、またはコン ト ローラ上の一部のディ スクを初期化して、その他のディ スクをカプセル
化する こ とができます。

ク イ ッ ク  インス トールおよびカスタム  インス トール手順の詳細については、 『VERITAS
Volume Manger Installation Guide』 を参照して ください。 

選択したシステムの設定方法によって、シャ ッ ト ダウンと リブートが必要であるかど うか
が決ま り ます。 任意のディ ス クをカプセル化する場合は、 リ ブー ト が必要にな り ます。
vxinstallの実行後にリブートが必要な場合は、 メ ッセージが表示されます。

VMのインス トールおよび初期化後、次のコマンドを実行する と、Volume Managerの主要
プロセス （vxconfigd、 vxnotify、 および vxrelocd） が稼働しているかど うかを確
認する こ とができます。

# ps -ef | grep vx
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Volume Managerのデーモン
Volume Manager が正し く動作するには、 次の 2 つのデーモンが稼働している必要があ り
ます。

◆ vxconfigd

◆ vxiod

設定デーモン （vxconfigd）
Volume Manager設定デーモン （vxconfigd） は、 Volume Managerディ スクおよびディ ス
ク  グループの設定を管理します。 vxconfigdは、設定の変更をカーネルに伝え、ディ ス
クに格納されている設定情報を変更します。   

Volume Manager設定デーモンの起動
vxconfigdは、 ブート処理中に起動スク リプ トによって呼び出されます。

このデーモンが有効である こ とを確認するには、 次のコマンドを入力します。 

# vxdctl mode

vxconfigdが既に稼働しており、 有効な場合は、 次のメ ッセージが表示されます。

mode:enabled

vxconfigdが既に稼働しているのが、有効でない場合は、次のメ ッセージが表示されます。 

mode:disabled

このデーモンを有効にするには、 次のコマンドを入力します。 

# vxdctl enable

vxconfigdが稼働していない場合は、 次のメ ッセージが表示されます。

mode:not-running

vxconfigd を起動するには、 次のコマンドを入力します。

# vxconfigd

vxconfigdは、 起動後は自動的にバッ クグラウンド  プロセスにな り ます。 

デフォル トでは、 vxconfigd はコンソールにエラー メ ッセージを出力しますが、 ログ
ファ イルに出力するよ うに設定する こ と もできます。

vxconfigdデーモンの詳細については、 vxconfigd （1M） および vxdctl （1M） マニュ
アル ページを参照して ください。
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ボリューム入出力デーモン （vxiod）
ボ リ ューム拡張入出力デーモン （vxiod） を使用する と、呼び出しプロセスを中断せずに
拡張入出力操作を実行できます。   

vxiodの詳細については、 vxiod （1M） マニュアル ページを参照して ください。   

ボリューム入出力デーモンの起動  
vxiodデーモンは、 システム ブート時に起動します。通常、複数の vxiodデーモンが常
に稼働しています。 初回インス トール後にリブートする と、 vxiodが起動します。 

vxiodデーモンが稼働している こ とを確認するには、 次のコマンドを入力します。 

# vxiod

vxiodはカーネル スレッ ドであ り、ps コマンドを使用して参照できないため、前述の方
法でしか vxiodデーモンが稼働している こ とを確認できません。

vxiodデーモンが稼働している場合は、 次のメ ッセージが表示されます。

10 volume I/O daemons running

10は稼働している vxiodデーモンの数を示します。

vxiodデーモンが 1つも稼働していない場合は、次のコマンドを入力し、任意の数のデー
モンを起動して ください。 

# vxiod set 10

10は、起動する vxiodデーモンの任意の数に変更できます。システムの各CPUにつき 1つ
以上の vxiodデーモンを起動しておく こ とをお勧めします。
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システムの設定

この節では、 効率良くストレージ管理を行うためのシステム設定に役立つ情報を紹介します。 特
定の設定タスクについては、 『VERITAS Volume Manager Reference Guide』 や 『VERITAS
Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide』 を参照してください。 

以下に述べるシステム設定手順は一般的なものなので、例と して参照して ください。ご使
用のシステムによっては必要事項が異なる場合があ り ます。特定の要件に合わせた設定に
ついては、 後述の 「システム設定ガイ ド ライン」 を参照して ください。

システム設定手順の例

ス ト レージ管理システムの設定時に実行する一般的な作業手順について以下に説明し
ます。

初期設定

◆ Volume Managerの管理下にディ スクを組み入れる。

◆ 新しいディ スク  グループを作成する （rootdg を使用しない場合や、別のディ スク  グ
ループを使用する場合）。

◆ ボ リ ュームを作成する。

◆ ファ イル システムをボ リ ューム上に配置する。

選択オプシ ョ ン

◆ boot/rootディ スクをカプセル化して ミ ラーリ ングし、予備のブート  ディ スクを作
成する。

◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ンのスペア ディ スクを指定する。

◆ ボ リ ュームにミ ラーを追加する。

保守管理

◆ ボ リ ュームおよびファイル システムのサイズを変更する。

◆ ディ スク /ディ スク  グループをさ らに追加する。

◆ スナップシ ョ ッ ト を作成する。
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システム設定ガイド ライン

以下の一般的なガイ ド ラ インは、効率的なス ト レージ管理システムを理解し計画する際に
役立ちます。各節に記載されている参照先では、それぞれのガイ ド ラ インの詳細情報を得
る こ とができます。 

ホッ ト リロケーシ ョ ンのガイド ライン

以下の一般的なガイ ド ラ インに従って、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンを使用できます。詳細につ
いては、 「ホッ ト リ ロケーシ ョ ン （51ページ）」 を参照して ください。 

◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能は、デフォルトで有効になっています。無効にする こ と も
できますが、 そのまま有効にしておく こ とをお勧めします。

◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能を使用する場合は、特にスペア ディ スクを指定する必要は
あ り ませんが、 各ディ スク  グループ内に少な く と も 1 つ以上のスペア ディ スクを指
定できます。スペア ディ スクを指定する と、 リ ロケート用のディ スクについても管理
する こ とができます。 スペア ディ スクを指定しないと、 ディ スク  グループ内の使用
可能な空き領域が使用されます。 リ ロケートに空き領域を使用する と、 リ ロケート後
のパフォーマンスが低下する場合があ り ます。 

◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの開始後に、1つ以上の追加ディ スクをスペアと して指定し、ス
ペア領域を増やすこ とができます （元のスペア領域の一部が リ ロケー ト されたサブ
ディ スクで使用される場合があ り ます）。

◆ ディ スク  グループが複数のコン ト ローラにわたっており、 複数のスペア ディ スクが
ある場合は、スペア ディ スクを別々のコン ト ローラ上で設定できます （いずれかのコ
ン ト ローラに障害が発生した場合の対策）。

◆ ミ ラーリ ングされているボ リ ュームの場合は、ディ スク  グループに、そのボ リ ューム
のミ ラーが含まれていないディ スクが少な く と も 1つ必要です。 このディ スクは、使
用可能な領域があるスペア ディ スクか、または空き領域がある通常のディ スクのいず
れかである必要があ り、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンで使用されます。 

◆ ミ ラー アンド  ス ト ラ イプ ボ リ ュームの場合は、ディ スク  グループに、 そのボ リ ュー
ムのいずれかのミ ラー、またはス ト ラ イプ プレッ クス内の別のサブディ スクが含まれ
ていないディ スクが少な く と も 1つ必要です。 このディ スクは、使用可能な領域があ
るスペア ディ スクか、または空き領域がある通常のディ スクのいずれかである必要が
あ り、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンで使用されます。 

◆ RAID-5 ボリ ュームの場合、ディ スク  グループに、そのボリ ュームの RAID-5プレッ クス
（またはそのログ プレッ クス） が含まれていないディ スクが少な く と も 1 つ必要です。
このディ スクは、 使用可能な領域があるスペア ディ スクか、 または空き領域がある通
常のディ スクのいずれかである必要があり、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンで使用されます。 

◆ ミ ラーリ ングされているボ リ ュームのデータプレッ クスの一部に DRL ログ サブディ
スクが含まれる場合、そのプレッ クスを リ ロケートする こ とはできません。ログ サブ
ディ スクは、データが含まれていないプレッ クス （ログ プレッ クス） 内に配置する こ
とができます。
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◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ンでは、元のパフォーマンス特性やデータ  レイアウ トが必ず維持
される とは限り ません。 リ ロケート後のサブディ スクの新しい位置を確認し、 よ り適
切なディ スクに配置し直して、元のパフォーマンス特性を回復する必要があるかど う
かを判断します。 

◆ ミ ラーリ ングされているルート  ディ スクに障害が発生した場合、ホッ ト リ ロケーシ ョ
ンでは、 ルート  ディ スクの ミ ラーを新し く作成できます。 ルート  ディ スクの新しい
ミ ラーを作成するためには、 rootdg ディ スク  グループに、 ルート  ディ スク上のボ
リ ューム を格納するために十分な連続し た スペア領域か空き領域が必要です
（rootvolおよび swapvolでは連続したディ スク領域が必要）。

◆ VxVMオブジェク ト をスペア ディ スク上に作成する こ と もできますが（vxmake1また
は Storage Administrator インタフェースを使用）、用意したスペア ディ スクはホッ ト リ
ロケーシ ョ ン専用と して使用する こ とをお勧めします。 

スト ライピングのガイド ライン

以下の一般的なガイ ド ラ インに従って、 ス ト ラ イピングを使用できます。 詳細について
は、 「ス ト ライピング （RAID-0） （14ページ）」 を参照して ください。 

◆ 同じ物理ディスク上に、ス ト ライプ プレッ クスのカラムを複数配置しないで ください。 

◆ ス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズは慎重に計算して ください。 通常は、 中規模のス ト ラ イ
プ ユニッ ト  サイズ （vxassist で使用するデフォルトサイズの 64 キロバイ ト など）
を使用する こ と をお勧めします。 ス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズを ト ラ ッ クサイズに合
わせて設定できず、アプ リ ケーシ ョ ンの入出力パターンが不明な場合、ス ト ライプ ユ
ニッ ト  サイズは 64 キロバイ トにして ください。 

注 最近のディ スク  ド ラ イブは 「可変ジオ メ ト リ 」 である こ とが多く、 ト ラ ッ ク  サイ
ズがシ リ ンダ間で異なり ます （つま り外側の ト ラ ッ クの方が内側の ト ラ ッ ク よ り多
くのセク タを含みます）。そのため、 ト ラ ッ ク  サイズをス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズ
と して使用する こ とが常に適切である とは限り ません。 こ う よ う なド ラ イブで、 ア
プ リ ケーシ ョ ンの入出力パターンが不明な場合は、 中規模のス ト ラ イプ ユニッ ト
サイズ （64 キロバイ ト など） を使用して ください。

◆ ス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズが小さいボ リ ュームは、 スピンドルが同期していない場
合に、 順次入出力の処理時間が長くなる場合があ り ます。通常、 スピンドルが同期し
ていない複数のディ スクにわたってス ト ラ イピングを実行する場合は、ス ト ライプ ユ
ニッ ト  サイズが大き くマルチスレッ ドであるか、または非同期のランダム入出力ス ト
リームである方が効率よ く実行できます。

◆ 通常、 ス ト ライプを構成する物理ディ スク数が多いほど入出力のパフォーマンスは向
上しますが、ボ リ ュームの障害発生頻度は高くなり ます。この点が問題となる場合は、
ス ト ラ イピングと ミ ラーリ ングを併用する こ とによって、ボ リ ュームのパフォーマン
スおよび信頼性を向上させる こ とができます。 
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◆ ミ ラーリ ングされているボ リ ュームの 1つのプレッ クスだけがス ト ラ イピングされて
いる場合は、 ス ト ラ イプ プレッ クスに対して、 ボ リ ュームのポ リ シーを prefer に
設定します （デフォルトの読み取りポ リ シー selectでは、 これは自動的に実行され
ます）。 

◆ ミ ラー リ ングされているボ リ ュームの複数のプレッ ク スがス ト ラ イピングされてい
る場合は、 各ス ト ラ イプ プレッ クスのス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズを等し く して くだ
さい。 

◆ 可能な場合は、ス ト ラ イピング ボ リ ュームのサブディ スクを、別のコン ト ローラやバ
スに接続されている ド ラ イブにわたって分散して ください。 

◆ 重複シークをサポート していないコン ト ローラは使用しないで ください （ほとんどの
コン ト ローラではサポート されています）。

vxassist コマンドは、ボ リ ューム内のス ト ラ イプ プレッ クスに領域を割り当てる際に、
上述の規則の多く を自動的に適用し遵守します。

ミ ラーリングのガイド ライン 
以下の一般的なガイ ド ラ インに従って、 ミ ラーリ ングを使用できます。 詳細については、
「 ミ ラーリ ング （RAID-1） （18ページ）」 を参照して ください。 

◆ ミ ラー ボ リ ュームの異なるプレッ クスのサブディ スクを、同じ物理ディ スク上に配置
しないで ください。同じディ スク上に配置する と、 ミ ラーリ ングの利点である可用性
が損なわれ、パフォーマンスが低下する危険があ り ます。 このよ うな問題を避けるに
は、 vxassist を使用して ください。

◆ ミ ラーリ ングを使用して最適なパフォーマンスを実現するには、物理入出力処理の 70
パーセン ト以上が読み取 り である必要があ り ます。 読み取 りの割合が高いほど、 パ
フォーマンスが高 くな り ます。 書き込みの方が多い場合は、 ミ ラーリ ングする とパ
フォーマンスが向上しないか、 結果的に低下する可能性があ り ます。 

注 UNIX オペレーティング システムは、 ファ イル システム キャ ッシュを搭載してお
り、多くの場合、読み取 り要求にはこのキャ ッシュで対応できます。このため、ファ
イル システムを介した物理入出力処理の読み取 り /書き込み比率は、書き込みの方
が高くなる傾向があ り ます （アプ リ ケーシ ョ ン レベルの読み取り /書き込み比率と
比較した場合）。 

◆ ミ ラーリ ングまたはス ト ラ イピングする場合は、可能な限り、異なるコン ト ローラに
接続されているディ スクを使用して ください。 多くのディ スク  コン ト ローラでは、 2
つのディ ス クで同時にシークを開始する重複シークがサポート されています。 重複
シークをサポート していないコン ト ローラに接続されているディ スク上には、同じボ
リ ュームの 2つのプレッ クスを設定しないで ください。 これは、 ド ラ イブ上にキャ ッ
シュを持たない古い種類のコン ト ローラや SCSI ディ スクの場合に特に重要です。 最
近のワークステーシ ョ ンやサーバ マシンで使用されている新しい SCSIディ スクやコ
ン ト ローラでは、ほとんどの場合問題あ り ません。複数のコン ト ローラにわたって ミ
ラーリ ングする と、 1 つのコン ト ローラに障害が発生してもシステムの稼働を続行で
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きる という利点があ り ます。障害が発生していないコン ト ローラは、ほかのミ ラーの
データを提供し続ける こ とができます。

◆ 複数のディ ス クにわたってス ト ラ イピングまたはコンカチネーシ ョ ンを実行した り、
よ り高速なデバイス上に配置する と、プレッ クスのパフォーマンスが向上する場合が
あ り ます。 読み取りポ リ シーは、 その 「高速」 プレッ クスを優先して設定する こ とが
できます。デフォルトでは、 ス ト ライプ プレッ クスからなるボ リ ュームでは、 ス ト ラ
イプ プレッ クスの読み取り を優先にして設定されます。 

ダーティ  リージ ョ ン ロギング （DRL） のガイ ド ライン 
以下の一般的なガイ ド ラ インに従って、 ダーテ ィ  リージ ョ ン ロギングを使用できます。
詳細については、 「ダーティ  リージ ョ ン  ロギング （55ページ）」 を参照して ください。 

ダーティ  リージ ョ ン  ロギング （DRL） では、 システム障害発生後のミ ラー ボ リ ュームの
リ カバリ を高速化できます。 DRL が有効になっている場合、 Volume Manager はプレッ ク
スへの書き込みによって変更されたボ リ ューム内の領域を監視します。Volume Managerは
ビッ ト マップを維持し、 この情報をログ サブディ スクに保存します。 ログ サブディ スク
はボ リ ュームに対して定義および追加され、 DRL を実現します。 ログ サブディ スクはプ
レッ クス とは独立しており、 プレッ クスのポ リ シーは適用されず、 DRL 情報を保持する
目的でのみ使用されます。 

注 ダーティ  リージ ョ ン  ロギングを使用する と、 書き込み処理では、 システムのパ
フォーマンスに影響のある場合があ り ます。

DRL を使用するには、 以下のガイ ド ラ インに従って ください。

◆ DRL の効果を発揮させるには、 ボ リ ュームを ミ ラーリ ングしておく必要があ り ます。

◆ DRL が機能するためには、ボ リ ューム上に 1つ以上のログ サブディ スクが必要です。
ただし、 各プレッ クスに含むこ とのできるログ サブディ スクは 1つです。

◆ ログ サブディ スク と して使用するサブディ スクは、必要なデータを含まないよ うにす
る必要があ り ます。

◆ ボ リ ュームに複数のログ サブディ スク （プレッ クスご とに 1つ） を含める こ とによっ
て、 ログ サブディ スクを 「 ミ ラーリ ング」 する こ とができます。 このよ うにしておく
と、ディ スクに障害が発生して 1つのログ サブディ スクがアクセス不能になった場合
でも、 ログの記録を続行できます。

◆ ログ サブディ スクは複数のセク タで構成する必要があ り ます（セク タ数が奇数の場合
は、ログ サブディ スク中の最後のセク タが使用されないため、できる限り偶数にして
ください）。 ログ サブディ スクのサイズは通常、 ボ リ ューム  サイズに比例します。 ボ
リ ューム サイズが 2 ギガバイ ト未満の場合は、 ログ サブディ スクのセク タは 2 つで
十分です。 ボ リ ューム サイズが 2 ギガバイ ト増えるご とに、 サブディ スク  サイズも
2 セク タずつ増やす必要があ り ます。 ただし、 vxassist ではデフォルトで適切なサ
イズが選択されるため、通常は、 このデフォルトのログ サブディ スク長を使用して く
ださい。
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◆ ログ サブディ スクは、可能な限り、使用頻度の低いディ スク上に配置するよ うにして
ください。

◆ ログ サブディ スクには、 持続性のある （非揮発性） ス ト レージ ディ スクを使用する
必要があ り ます。

ミ ラーリング アンド  スト ライピングのガイド ライン
以下の一般的なガイ ド ラ インに従って、 ミ ラーリ ング アンド  ス ト ラ イピングを使用でき
ます。 詳細については、 「 ミ ラーリ ング アンド  ス ト ラ イピング （RAID-1 + RAID-0） （18
ページ）」 を参照して ください。 

◆ ス ト ラ イピング編成およびミ ラーリ ング編成を取る場合、使用可能なディ スクを十分
に確保します。ス ト ラ イプ プレッ クスには 2つ以上のディ スク、 ミ ラーリ ングにはそ
れとは別に 1つ以上のディ スクが必要です。 

◆ あるプレッ クスのサブディ スクを、別のプレッ クスのサブディ スク と同じ物理ディ ス
ク上に配置しないで ください。 「ス ト ラ イピングのガイ ド ラ イン （37ページ）」 の具体
的な指示に従って ください。

◆ 「 ミ ラーリ ングのガイ ド ライン （38ページ）」 の具体的な指示に従って ください。

スト ライピング アンド  ミ ラーリングのガイド ライン
以下の一般的なガイ ド ラ インに従って、 ス ト ラ イピングと ミ ラーリ ングを併用できます。
詳細については、「ス ト ラ イピング アンド  ミ ラーリ ング （RAID-0 + RAID-1） （19ページ）」
を参照して ください。 

◆ ス ト ラ イピング編成およびミ ラーリ ング編成を取る場合、使用可能なディ スクを十分
に確保します。ス ト ラ イプ プレッ クスには 2つ以上のディ スク、 ミ ラーリ ングにはそ
れとは別に 1つ以上のディ スクが必要です。 

◆ あるプレッ クスのサブディ スクを、別のプレッ クスのサブディ スク と同じ物理ディ ス
ク上に配置しないで ください。 「ス ト ラ イピングのガイ ド ラ イン （37ページ）」 の具体
的な指示に従って ください。

◆ 「 ミ ラーリ ングのガイ ド ライン （38ページ）」 の具体的な指示に従って ください。
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RAID-5のガイド ライン
以下の一般的なガイ ド ラ インに従って、RAID-5 を使用できます。詳細については「RAID-5
（17ページ）」 を参照して ください。 

通常、 RAID-5 についても、 ミ ラーリ ングおよびス ト ラ イピングの両方のガイ ド ラ インを
適用できます。 RAID-5 では、 さ らに以下のガイ ド ラ インも考慮する必要があ り ます。

◆ 1つのRAID-5ボ リ ュームには、1つのRAID-5プレッ クスのみを含める こ とができます
（ただしログ プレッ クスは複数含める こ と も可能）。

◆ RAID-5プレッ クスは、複数の物理ディ スク上の 2つ以上のサブディ スクから構成する
必要があ り ます。ログ プレッ クスがある場合、それらのログ プレッ クスは RAID-5プ
レッ クスで使用されているディ スク とは別のディ スクに属している必要があ り ます。

◆ RAID-5 ログはミ ラーリ ングおよびス ト ラ イピングする こ とができます。

◆ ボ リ ューム長が明示的に指定されていない場合で、ボ リ ュームに関連付けられている
RAID-5 プレッ クスがある と きは、 その長さに設定されます。 それ以外の場合は、 ゼ
ロに設定されます。 ボ リ ューム長が明示的に指定されている場合で、関連付けられて
いる RAID-5プレッ クスがある と きは、そのス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズの倍数にする
必要があ り ます。

◆ ログ長が明示的に指定されていない場合で、関連付けられている RAID-5 ログ プレッ
クスがある と きは、そのうちの最も小さい値に設定されます。関連付けられた RAID-5
ログ プレッ クスがない場合は、 ゼロに設定されます。

◆ 空の RAID-5 ログ プレッ クスは無効です。
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システムの保護

ディ スクに障害が発生する と、障害を起こ したディ スク上のデータが失われ、システムに
アクセスできな くなる とい う、 2種類の問題が発生する可能性があ り ます。 システムにア
クセスできな くなった原因が、主ディ スク （システムの運用に使用されるディ スク） の障
害である こ とがあ りえます。 VERITAS Volume Manager を使用する と、 これらの問題から
システムを保護する こ とができます。 

システムの可用性を維持するには、システムの稼働や起動に必要なデータを ミ ラーリ ング
しておく必要があ り ます。 また、 ミ ラーリ ングしたデータは、障害発生時に備えて保持し
ておきます。 

システムおよびデータを保護するための手順については、 以下の説明を参考にして くだ
さい。

◆ ルート ファ イル システムを含むディ スク （root または bootディ スク） をカプセル化し
て Volume Managerの管理下に組み入れます。 この処理によって、 rootデバイスおよ
び swap デバイスがボ リ ュームに変換されます （rootvol および swapvol）。 次に
ルート  ディ スクを ミ ラーリ ングして、 ブート専用の予備ルート  ディ スクを作成しま
す。 ブートするのに必要なディ スクを ミ ラーリ ングしておく と、 1つのディ スクに障
害が発生しても、 システムがブートできな くなったり、使用できな くなった りする こ
とはあ り ません。 

システムの可用性を最大限に高めるには、 rootvol、 swapvol、 usr、 および var
の各ボ リ ュームについて ミ ラーを作成します。 詳細については、 『VERITAS Volume
Manager Administrator’s Guide』 の 「 リ カバリ 」 に関する章を参照して ください。

◆ ミ ラーリ ングによってデータを保護します。 データを ミ ラーリ ングする こ とによ り、
ディ スク障害発生時のデータの損失を避ける こ とができます。 そのために、 2 つ以上
のデータ  プレッ クスを含む ミ ラー ボ リ ュームを作成し使用します。 これらのプレッ
クスは別々のディ スク上にある必要があ り ます。ディ スク障害の発生によっていずれ
かのプレッ クスが使用できな くなった場合でも、ほかのディ スク上のミ ラーリ ングさ
れているボ リ ュームのデータを使用できます。 

vxassist mirror を使用して ミ ラーを作成する場合、 どのディ スクが損傷した場合
でもデータが失われないよ うに ミ ラーが配置されます。 デフォルトでは、 vxassist
を実行しても ミ ラー ボ リ ュームは作成されません。 /etc/default/vxassistファ
イルを編集して、 デフォルトのレイアウ ト を ミ ラーリ ングするよ うに設定できます。 
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◆ Volume Managerのホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能を有効にしてお く と、障害の検出、障害
内容の通知、 障害による影響を受けた冗長性のあるサブディ ス クの リ ロケー トの試
行、およびリ カバリ手順の開始などが自動的に行われます。 1つのディ スク  グループ
につき 1つ以上のホッ ト リ ロケーシ ョ ン用のスペア ディ スクを用意して、障害発生時
のリ ロケートに必要な十分な領域を確保します。 

rootディ スクを ミ ラーリ ングする と、元の rootディ スクに障害が発生した場合に、
ホッ ト リ ロケーシ ョ ンによって rootディ スクの ミ ラーがも う 1つ自動的に作成され
ます。 rootdg ディ スク  グループには、 ルート  ディ スク上のボ リ ュームを格納する
ための連続したスペア領域か空き領域が必要です （rootvol ボ リ ュームおよび
swapvol ボ リ ュームでは、 連続したディ スク領域が必要）。

◆ ミ ラーリ ングされたボ リ ュームに関して、 ダーティ  リージ ョ ン  ロギング機能を活用
して、システム障害後のミ ラー ボ リ ュームの リ カバリ処理を高速化できます。 ミ ラー
ボ リ ュームに 1 つ以上のログ サブディ スクがある こ と を確認します （rootvol ボ
リ ューム、 swapvol ボ リ ューム、 および usr ボ リ ュームは、 DRL ボ リ ュームにする
こ とができません）。

◆ RAID-5 ボ リ ュームの場合、 ログを記録する こ とによって、 リ カバリ  データの破損を
避ける こ とができます。各 RAID-5 ボ リ ュームに 1つ以上のログ プレッ クス確保して
ください。

定期的にバッ クアップを実行して、データを保護します。バッ クアップは、ボ リ ュームの
すべてのコピーが何らかの理由で失われるか壊れた場合に必要になり ます。たとえば、電
圧の急増によって、 システム上のい くつかの （またはすべての） ディ スクが破損する場合
が考えられます。 また、 コマンドを間違って使用して、個別に重要なファイルを削除した
り、 ファ イル システムを破壊した り してしま う場合も考えられます。
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Volume Managerの機能
 

3

はじめに

この章では、 VERITAS Volume Managerの機能について詳し く説明します。 

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ オンライン再レイアウ ト

◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ン

◆ ボ リ ュームの再同期化

◆ ダーティ  リージ ョ ン  ロギング

◆ 高速ミ ラー再同期 （FMR）

◆ Volume Managerのルート機能

◆ 動的マルチパス （DMP）

◆ VxSmartSync Recovery Accelerator

◆ Volume Manager タスク  モニタ

◆ Volume Managerのク ラスタ機能
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オンライン再レイアウト  
オンライン再レイアウ ト を行う と、 データ  アクセスを中断せずに、 Volume Manager でサ
ポート されているス ト レージ レイアウ ト を別のレイアウ ト に変換する こ とができます。
通常、 Volume Manager でス ト レージ レイアウ ト を変更するのは、 ス ト レージの冗長性や
パフォーマンスなどの特性を変更するためです。 Volume Manager は、 アドレス空間を複
製 （ミ ラーリ ング） するか、 パ リ テ ィーを追加 （RAID-5） する こ とによって、 ス ト レー
ジの冗長性を高めます。 Volume Manager でス ト レージのパフォーマンス特性を変更する
には、カラム数やス ト ラ イプ幅などのス ト ラ イピングに関するパラ メータを変更します。 

レイアウ トの変更には次の種類があ り ます。

◆ RAID-5から ミ ラーリ ング

◆  ミ ラーリ ングから RAID-5

◆ パリ ティーの追加または削除

◆ カラムの追加または削除

◆ ス ト ラ イプ幅の変更

スト レージ レイアウト
現在のリ リースでは、 オンライン再レイアウ トは、 次のス ト レージ レイアウ ト をサポー
ト します。

◆ コンカチネイテッ ド

◆ ス ト ラ イピング

◆ RAID-5

◆ ミ ラーリ ング

◆ ス ト ラ イプ ミ ラー

◆ コンカチネイテッ ド  ミ ラー

注 VERITAS Volume Manager Storage Administrator では、 ス ト ラ イププロがス ト ラ イプ
ミ ラーの GUI用語と して使用されています。また、 コンカチネイテッ ドプロはコン
カチネイテッ ド  ミ ラーの GUI用語です。
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オンライン再レイアウトの使用方法

VERITAS オンライン再レイアウ ト機能を使用する と、 データ  アクセスを中断せずに、 既
に設定されているス ト レージ レイアウ ト を変更する こ とができます。 必要に応じて、 特
定のレイアウ トのパフォーマンス特性を変更できます。 コマンドを 1 つ実行するだけで、
レイアウ ト を変更できます。

ス ト ラ イプ ミ ラー プレッ クスは、 ミ ラーリ ングされているボ リ ュームにあるス ト ラ イプ
プレッ クスを重ね合わせたものです。このプレッ クスはミ ラーリ ングと ス ト ラ イピングの
両方を備えています。 この組み合わせによって形成されるプレッ クスは、 ス ト ラ イプ ミ
ラー プレッ クス と呼ばれます。 コンカチネイテッ ド  プレッ クスも同じよ うに ミ ラーリ ン
グされます。 オンライン再レイアウ トでは、 ス ト ラ イプ ミ ラー プレッ クスからコンカチ
ネイテッ ド  ミ ラー プレッ クスへの変更と、コンカチネイテッ ド  ミ ラー プレッ クスからス
ト ラ イプ ミ ラー プレッ クスへの変更の両方をサポート しています。 

注 現在のリ リースでは、 レイアウ ト変更時にミ ラー数を変更するこ とはできません。

たとえば、ス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズが 128キロバイ トのス ト ライプ レイアウ トがあ り、
そのパフォーマンスが十分でないと仮定します。 この場合、 再レイアウ ト機能を使用し
て、 レイアウ トのス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズを変更する こ とができます。  

ボ リ ュームにマウン ト されたファ イル システムは、 オンラ インでの縮小および拡大処理
に対応していれば、レイアウ ト変更時にマウン ト解除する必要はあ り ません。VFSにはこ
の機能があ り ます。

オンライン再レイアウ トでは、既存のス ト レージ領域を再利用して、新しいレイアウ トで
の必要に対処するための割 り当てポ リ シーを採用しています。 レイアウ ト変更処理では、
最小限の一時領域を使用して、 指定されたボ リ ュームをデスティネーシ ョ ン  レイアウ ト
に変換します。 

レイアウ ト変更は、 ソース  レイアウ ト内のデータの一部をデスティネーシ ョ ン レイアウ
トに移動する こ とによって実行されます。 データはソース  ボ リ ュームから一時領域へコ
ピーされます。データはソース  ボ リ ューム  ス ト レージ領域からは削除されます。その後、
ソース  ボ リ ューム ス ト レージ領域が新しいレイアウ トに変更され、 一時領域にコピーさ
れていたデータが新しいレイアウ トに書き込まれます。 この処理は、 ソース ボ リ ューム
内のすべてのス ト レージとデータが新しいレイアウ トに変更されるまで、繰り返し実行さ
れます。

オンライン再レイアウ ト を使用する と、カラム数やス ト ラ イプ幅の変更、パリティーの削
除または追加、 および RAID-5のミ ラーリ ングへの変更を実行する こ とができます。
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レイアウト変更の種類

オンライン再レイアウ ト処理を有効に実行するには、次の条件の 1つ以上を満たす必要が
あ り ます。 次の 1つ以上の処理を実行します。

◆ RAID-5から ミ ラーリ ングへの変更

◆ ミ ラーリ ングから RAID-5への変更

◆ カラム数の変更

◆ ス ト ラ イプ幅の変更

◆ パリ ティーの削除または追加

レイアウ ト変更を実行するには、 ミ ラー ボ リ ュームのプレッ クスのレイアウ トにおいて
ス ト ラ イプ幅とカラム数がすべて同じである必要があ り ます。表 1 「サポート されている
レイアウ ト変更」 を参照して ください。

表 1のエン ト リは以下の通 りです。

◆ 「可」 は、 オンライン再レイアウ ト処理を実行できるこ とを示します。

◆ 「不可」 は、 処理を実行できる場合もあ り ますが、 再レイアウ トは実行できないこ と
を示します。 

◆ 数値は、特定のレイアウ ト変更の変更可能な処理についての簡単な説明に対する参照
番号を示します。 「各数値の説明 （49ページ）」 を参照して ください。

◆ 処理は、 双方向で実行可能です。

表 1. サポート されているレイアウト変更

変更元 /変更先 スト ライプ 
ミ ラー

コンカチネイ

テッ ド  ミ ラー
通常の

ミ ラー

RAID-5 コンカチネイ

テッ ド

ス ト ライプ

ス ト ライプ 
ミ ラー

可

1

可

2

不可

3

可

4

可

5

可

6

コンカチネイ

テッ ド  ミ ラー
可

7

不可

8

不可

9

可

10

不可

11

可

12

通常の

ミ ラー
可

13

可

14

不可

15

可

16

不可

17

不可

18

RAID-5 可

4

可

10

不可

19

可

20

可

21

可

22

コンカチネイ

テッ ド
可

5

不可

11

不可

17

可

21

不可

23

可

24

ス ト ライプ 可

6

可

12

不可

18

可

22

可

24

可

25
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各数値の説明

表 1内の数値は、 次のレイアウ ト処理を示します。

1. ス ト ラ イプ幅またはカラム数を変更します。

2. すべてのカラムを削除します。

3. 再レイアウ ト処理でな く、 変換処理を行います。

4. ミ ラーリ ングからRAID-5への変更とス ト ラ イプ幅/カラムの変更のいずれかまたは両
方を行います。

5. ミ ラーリ ングからRAID-5への変更とス ト ラ イプ幅/カラムの変更のいずれかまたは両
方を行います。

6. ス ト ラ イプ幅 / カラムを変更し、 ミ ラーを削除します。

7. カラムを追加します。

8. 再レイアウ ト処理ではあ り ません。

9. 変換処理です。

10. ミ ラーリ ングから RAID-5へ変更します。 vxconvert処理を参照して ください。

11. ミ ラーを削除します。 再レイアウ ト処理ではあ り ません。

12. ミ ラーを削除してス ト ラ イピングを追加します。

13. ミ ラー ボ リ ュームをス ト ライプ ミ ラーに変更します。 これは、 カラムまたはス ト ラ
イプ幅に変更があった場合にのみ再レイアウ ト処理とな り、それ以外の場合は変換処
理になり ます。 vxconvert処理を参照して ください。

14. 古いミ ラー ボ リ ュームをコンカチネイテッ ド  ミ ラーに変更します。 これは、 カラム
またはス ト ラ イプ幅に変更があった場合にのみ再レイアウ ト処理とな り、それ以外の
場合は変換処理になり ます。

15. 変更はあ り ません。 再レイアウ ト処理ではあ り ません。

16. 古いミ ラー ボ リ ュームを RAID-5に変更します。再レイアウ トに使用するプレッ クス
を古いミ ラー ボ リ ュームから選択します。ほかのプレッ クスは、再レイアウ ト処理の
最後に削除されます。

17. ミ ラー ボ リ ュームのプレッ クスを選択し、カラム / ス ト ラ イプ幅を変更した場合にの
み、 これは再レイアウ ト処理になり ます。

18. ミ ラー ボ リ ュームのプレッ クスを選択し、カラム / ス ト ラ イプ幅を変更した場合にの
み、 これは再レイアウ ト処理になり ます。

19. 再レイアウ ト処理ではあ り ません。

20. ス ト ラ イプ幅 / カラムを変更します。

21. パリ ティーとすべてのカラムを削除します。
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22. パリ ティー

23. 変更はあ り ません。 再レイアウ ト処理ではあ り ません。

24. カラムを削除します。

25. ス ト ラ イプ幅 / カラム数を変更します。

レイアウト変更の特性

データのレイアウ ト を変更する と、既存レイアウ ト を取るデータが新しいレイアウ トに再
編成されます。 レイアウ トの変更中、オンライン再レイアウ トでは、使用されている一時
領域を ミ ラーリ ングする こ とによって、データの冗長性を維持します。データの読み取 り
/書き込みアクセスは、 レイアウ トの変更中でも中断されません。

レイアウ トの変更中にシステムに障害が発生した場合でも、データが損傷を受ける こ とは
あ り ません。 レイアウ ト変更処理は、 システムの リ ス ト ア後に続行され、 読み取り /書き
込みアクセスも維持されます。

レイアウ ト変更処理は、いつでも元に戻すこ とができます。 ただし、データが以前のス ト
レージ位置に正確に戻されない場合があ り ます。元に戻す前に、ボ リ ューム内で実施中の
レイアウ ト変更を中止する必要があ り ます。

vxrelayout status コマンドを使用する と、 レイアウ ト変更の方向を指定できます。

これらの変更では、データを移動するために十分な冗長性を維持していれば、入出力処理
の障害の影響を受けずに済みます。

レイアウト変更およびボリュームの大きさ

レイアウ ト変更によっては、実行する とボ リ ュームの大きさが変わる こ とがあ り ます。レ
イアウ ト変更でボ リ ュームの大き さが変更された場合、 オンラ イン再レイアウ ト では、
vxresize を使用してファ イル システムを縮小または拡大します。 

オンライン再レイアウ ト を実行しても、空白プレッ クスは変更されません。 また、プレッ
クスを空白にする こ と もあ り ません。

注 オンライン再レイアウ トは、 vxassist コマンド または Storage Administrator で作
成したボ リ ュームにのみ使用する こ とができます。

次のレイアウ ト変更はサポート されていません。

◆ ログ プレッ クスの変更

◆ ボ リ ューム上でオンラ イン再レイアウ ト処理が実行されている と きのボ リ ュームの
スナップシ ョ ッ ト
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ホッ ト リロケーシ ョ ン

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能によ り、 冗長化 （ミ ラー リ ングまたは RAID5） されている
Volume Manager オブジェク トに入出力障害が発生してもシステムが自動的に対処してそ
れらのオブジェ ク トへのア クセス と冗長性を リ ス ト アする こ と ができ ます。 Volume
Manager は、 オブジェ ク ト での入出力障害を検出し、 影響のあったサブディ ス クを リ ロ
ケート します。 サブディ スクは、 スペア ディ スクやディ スク  グループ内の空き領域と し
て指定されているディ スクに リ ロケート されます。 その後、 Volume Manager は障害直前
のオブジェク ト を復元して、 再び冗長性を持たせアクセスを可能にします。

ディ スクの部分的な障害 （ディ スク上の一部のサブディ スクにのみ影響を与える障害） が
発生した場合は、ディ スクの該当部分の冗長性のあるデータが リ ロケート されます。ディ
スク上で影響のなかった部分にある既存ボ リ ュームは、引き続きアクセスする こ とができ
ます。 

注 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは、 障害が発生したディ スク上の冗長性のある （ ミ ラーリ ン
グまたは RAID-5） サブディ スクに関してのみ実行されます。 障害が発生したディ
スク上の冗長性のないサブディ スクは リ ロケート されませんが、 システム管理者に
は障害発生が通知されます。 

ホッ ト リロケーシ ョ ンの仕組み

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能は、デフォルトで有効になっています。障害発生時にホッ ト リ
ロケーシ ョ ンを起動するために、 システム管理者が実行する処理はあ り ません。 

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン デーモン vxrelocdは、 Volume Managerで冗長性に影響するイベ
ン ト を監視し、 ホ ッ ト リ ロ ケーシ ョ ンを実行して冗長性を リ ス ト ア し ます。 また、
vxrelocdによって、システム管理者に障害の発生、 リ ロケート操作、およびリ カバリ操
作が通知されます。 vxrelocd の詳細については、 vxrelocd （1M） マニュアル ページ
を参照して ください。 

vxrelocdデーモンは、システムの起動中に開始され、Volume Managerのも とでディ スク、
プレッ クス、 または RAID-5サブディ スクに障害が発生しないかど うかを監視します。障
害が発生する と、 vxrelocdデーモンはホッ ト リ ロケーシ ョ ンの起動を試みます。 

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが正常に実行される と、 次のよ うな処理が実行されます。

1. ディ スク、プレッ クス、または RAID-5サブディ スクの障害による Volume Manger イベ
ン トが検出されます。

2. システム管理者 （およびその他の指定されたユーザ） に、障害の発生が通知され、 影
響のあった Volume Manager オブジェク トが特定されます。 この通知は、 電子メール
で送信されます。 

3. リ ロケート可能なサブディ スクの判定、ディ スク  グループ内のそれらのサブディ スク
用の空き領域の検出、およびサブディ スクのリ ロケート を実行します。 これらの操作
とその成否をシステム管理者に通知します。 
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4. ボ リ ュームおよびデータのリ ス ト アに必要な リ カバリ処理を開始します。 リ カバリ処
理の結果をシステム管理者に通知します。

注 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンでは、実行前のデータのレイアウ トやパフォーマンスが実行
後も同じである とは限り ません。 システム管理者は、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの実行
後に、 設定の変更を行う必要があ り ます。

リロケート用領域の選択方法

スペア ディ スクは交換処理で使用する前に、 初期化し、 スペアと してディ スク  グループ
に配置しておく必要があ り ます。障害発生時に、スペアと してディ スクが指定されていな
い場合、 Volume Manager は自動的に障害が発生したディ スク  グループ内の使用可能な空
き領域を使用します。 スペア ディ スク領域が不足している場合は、 スペア領域と空き領
域を組み合わせて使用します。

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンで指定した空き領域は、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンで常に利用できま
す。 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象からディ スクを除外するには、 Storage Administrator
インタフェース （vxdiskadm または vxedit） を使用します。

システム管理者は、 各ディ スク  グループ内で 1 つ以上のディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ
ン スペアと して指定できます。Storage Administrator インタフェース （vxdiskadm または
vxedit） 使用する と、 ディ スクをスペアと して指定できます。 スペアと して指定された
ディ スクは空き領域モデルに配置する こ とはできません。また、ス ト レージ領域を割り当
てる こ と もできません。 

リ ロケート用の領域を選択する際、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンではリ ロケート されるサブディ
スクが属する Volume Manager オブジェク トの冗長性特性を保持します。 たとえば、 ホッ
ト リ ロケーシ ョ ンでは、 障害を起こ したプレ ッ クスのサブディ ス クが障害を起こ したプ
レッ クスの ミ ラーを含むディ スクにリ ロケート されないよ うにします。使用可能なスペア
ディ スクや空き領域を使用して冗長性が保持されない場合は、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは実
行されません。 リ ロケーシ ョ ンが実行できない場合はシステム管理者に通知され、それ以
上の処理は実行されません。 

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが使用するディ スクには、使用可能なディ スクの中から障害が発生
したディ スクに 「最も近いもの」 が選択されます。近さは、障害が発生したディ スクのコ
ン ト ローラ、 ターゲッ ト 、およびディ スク番号によって決ま り ます。障害が発生したディ
スク と同じコン ト ローラ上にあるディ スクは、別のコン ト ローラ上のディ スク よ り も近く
にあ り ます。 また、 障害が発生したディ スク と同じ  ターゲッ ト上にあるディ スクは、 別
のターゲッ ト上のものよ り も近くにあ り ます。

可能な場合、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは、障害の発生している ド ラ イブから同一のデスティ
ネーシ ョ ン  ディ スクにすべてのサブディ スクを移動します。

ルート  ディ スクの障害時は、 同一のディ スク上にすべてのファイル システムを リ ロケー
トできる場合に限り、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは動作します。そのよ うなディ スクが見つか
らなかった場合は、 システム管理者に電子メールで通知されます。
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ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが行われる と、障害を起こ したサブディ スクは構成データベースか
ら削除されます。 Volume Manager では障害を起こ したサブディ スクが使用していたディ
スク領域が空き領域と して再利用されないよ うにします。 

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンを無効にする方法については、 『VERITAS Volume Manager 
Installation Guide』 を参照して ください。 

リロケート処理の解除ユーティ リテ ィ

VxVM のホッ ト リ ロケーシ ョ ンを使用する と、 システムは冗長性のある VxVM オブジェ
ク ト上の入出力障害にサブディ スク  レベルで自動対応し、 オブジェク ト を使用可能な状
態にするための処理を実行します。 この機構によって、サブディ スク上の入出力障害の検
出、サブディ スクのリ ロケート、サブディ スクに関連付けられたプレッ クスの リ カバリな
どが行われます。ディ スクの交換後は、ディ スク障害発生前と同じ設定にシステムを リ ス
ト アするための vxunreloc ユーティ リ テ ィを使用できます。 vxunrelocは、 ホッ ト リ
ロケーシ ョ ンで作成されたサブディ スクを、ディ スク障害によって交換されたディ スクに
戻します。 

ボリュームの再同期化

ミ ラー ボ リ ュームまたは RAID-5 ボ リ ュームを使用して、冗長性を保持しながらデータを
保存する場合、 Volume Manager では、 データのすべてのコピーを正確に一致させる こ と
ができます。 ただし、 一定の条件下 （通常は完全なシステム障害が原因） では、 ボ リ ュー
ム上のい くつかの冗長データの整合性が崩れた り、 同期しないこ とがあ り ます。 ミ ラー
データは、元のデータ と まった く同一ではあ り ません。 このよ うな状態は、通常の設定変
更 （プレッ クスの切り離しや再組み込みなど） を除く と、データのボ リ ュームへの書き込
み中にシステムに障害が発生した場合にのみ発生します。 

データおよびパリ ティーが RAID-5 ボ リ ュームに書き込まれる場合と同様に、データはボ
リ ュームの ミ ラーに並行して書き込まれます。個々の書き込みがすべて完了する前にシス
テムに障害が発生した場合は、一部の書き込みが失敗し、一部の書き込みは完了している
可能性があ り ます。 このよ う な状態によって、 データが同期しな くなる こ とがあ り ます。
ミ ラー ボ リ ュームでは、 ボ リ ュームの同じ領域から 2 つの読み取 りが行われ、 読み取 り
要求を満たすために 2つのミ ラーが使われた場合は、異なる結果が返される こ とがあ り ま
す。 RAID ボ リ ュームの場合は、 パリティーの破損や不正なデータの復元の原因となる こ
とがあ り ます。

Volume Manager では、 すべての ミ ラーにまった く同じデータが含まれる こ と、 および
RAID-5 ボ リ ュームのデータ とパリティーが整合する こ とを確保する必要があ り ます。 こ
の処理はボ リ ュームの再同期化と呼ばれます。ブート時に自動的にインポート されたディ
スク  グループの一部であるボ リ ューム （rootdg など） の場合、システムのリブート時に
再同期化処理が実行されます。
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すべてのボ リ ュームがシステム障害発生後に再同期化を必要とするわけではあ り ません。
システムの障害発生時に一度も書き込みされていないボ リ ューム、または休止中の （アク
ティブな入出力がない） ボ リ ュームは、書き込み途中であった可能性はな く、再同期化は
必要あ り ません。 

Volume Managerでは、ボ リ ュームに最初に書き込まれたと きに記録し、ボ リ ュームにダー
ティ  フラグを設定します。 ボ リ ュームがすべての処理によって閉じ られるか、 管理者に
よってきちんと停止されたと きに、すべての書き込みが完了し、ボ リ ュームからダーティ
フラグが削除されます。 システムの リブート時にダーティ  フラグが立っているボ リ ュー
ムのみ、 再同期化を実行する必要があ り ます。

再同期化処理は、 ボ リ ュームの種類によって異なり ます。 RAID-5 ログを含む RAID-5 ボ
リ ュームの場合は、 それらのログを 「再生」 する こ とができます。使用可能なログがない
場合は、ボ リ ュームは復元 - リ カバリ  モードになり、すべてのパリティーが再生成されま
す。 ミ ラー ボ リ ュームの場合は、 ボ リ ュームを リ カバリ  モード （読み込み - 書き戻し リ
カバリ  モード） にする こ とによって、 再同期化が実行されます。 ボ リ ューム内のデータ
の再同期化は、バッ クグラウンドで処理されます。これによ り、リ カバリ処理中にボ リ ュー
ムの使用が可能とな り ます。

再同期化処理は、 コス トがかかり、 システムのパフォーマンスに影響を与えるものです。
リ カバリ処理は、リ カバリ を分散する こ とで特定のディ スクやコン ト ローラへの負荷の集
中を防ぎ、 再同期化に付随する影響をい く らか低減します。 

サイズの大きいボ リ ュームや数の多いボ リ ュームの場合は、再同期化処理に時間のかかる
こ とがあ り ます。 これらの影響に対しては、 ミ ラー ボ リ ュームではダーティ  リージ ョ ン
ロギングを適用し、 RAID-5 ボ リ ュームでは有効な RAID-5 ログがあるこ とを確認する こ
とによって対応できます。 データベース  アプ リ ケーシ ョ ンで使用されるボ リ ュームの場
合は、 VxSmartSyncTM Recovery Accelerator を使用する こ と ができ ます （ 「VxSmartSync
Recovery Accelerator （67ページ）」 を参照）。 
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ダーティ  リージ ョ ン ロギング
ダーティ  リージ ョ ン ロギング （DRL） は、任意のボ リ ューム属性で、システム障害発生後
にミ ラー ボ リ ュームを迅速にリ カバリするために使用されます。 DRL では、 入出力のミ
ラー ボリ ュームへの書き込みによって変更された リージ ョ ンの記録を取り ます。DRLはこ
の情報を使用して、 ボ リ ュームのうちのリカバリが必要な部分のみを リ カバリ します。 

DRL を使用していないと きに、 システムに障害が発生した場合は、 ボ リ ュームのすべて
の ミ ラーを整合性のとれた状態に リ ス ト アする必要があ り ます。 リ ス ト ア処理では、 ボ
リ ュームのすべての内容を ミ ラー間でコピーします。 この処理は、入出力が多く時間がか
かり ます。 また、 既に整合性のとれたボ リ ュームの領域も リ カバリする必要があ り ます。

DRL は、 ボ リ ュームを連続した一連のリージ ョ ンに論理的に分割し、 書き込みのあった
ボ リ ュームの リージ ョ ンを記録します。 ダーティ  リージ ョ ン  ロギングには、 ボ リ ューム
の各リージ ョ ンの状態を表わすビッ トが必ず含まれます。ボ リ ュームへの書き込み操作で
は、データの書き込み前に、 ログ内の該当 リージ ョ ンにダーティ  フラグが設定されます。
書き込みによって、 以前はク リーンだったログ内のリージ ョ ンがダーティになる場合は、
書き込み操作の開始前に、 ログが同期的にディ スクに書き込まれます。システムの再起動
時に、Volume Managerはダーティ  リージ ョ ン  ロギングにダーティ  フラグが設定されてい
るボ リ ュームのリージ ョ ンのみを リ カバリ します。

ログ サブディ スクは、DRLが有効になっているボ リ ュームのダーティ  リージ ョ ン  ロギン
グを保存するために使用されます。 DRL が有効なボ リ ュームには、 1 つ以上のログ サブ
ディ スクがあ り、複数のログ サブディ スクを使用して、 ダーティ  リージ ョ ン  ロギングを
ミ ラーリ ングする こ と もできます。 各ログ サブディ スクは、 ボ リ ュームの 1 つのプレッ
クス と関連付けられます。1つのプレッ クスにつき 1つのログ サブディ スクのみ含むこ と
ができます。 ログ サブディ スクのみを含み、 データ  サブディ スクを含まないプレッ クス
は、 ログ プレッ クス と呼ばれます。 

ログ サブディ スクは、 データ  サブディ スクを含む通常のプレッ クスに関連付ける こ と も
できます。この場合、ログ サブディ スクは、データ  サブディ スクの 1つが破損してプレッ
クスが切り離された場合に、 使用できな くなる こ とがあ り ます。 

vxassist コマンドを使用してダーティ  リージ ョ ン  ロギングを作成する と、 デフォルト
では、1つのログ サブディ スクを含むログ プレッ クスが作成されます。ダーティ  リージ ョ
ン ロギングは、 ログ サブディ スクを作成し、 プレッ クス と関連付ける こ とによって、 手
動で作成する こ と もできます。 このよ うにして、 プレッ クスにログ サブディ スク とデー
タ  サブディ スクを含める こ とができます。   

ログ内では、 限られた数のビ ッ トのみにダーティ  フラグが常に設定されます。 リージ ョ
ンに設定されたダーティ  ビ ッ トは、そのリージ ョ ンへのデータの書き込みが完了しても、
すぐには解除されません。 対応するボ リ ューム  リージ ョ ンが使用された リージ ョ ンの中
で最も古いものになるまで、 ダーティ  フラグは設定されたままです。 既にダーティ  フラ
グが設定されている リージ ョ ンに対して別の書き込みが発生した場合は、書き込み操作の
開始前にログをディ スクに書き込む必要はあ り ません。
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Oracle のログの再適用に使用されるボ リ ュームなどでは、 順次書き込みが行われるため、
このよ う な時間のかかる DRL ビ ッ ト のク リーニングは効果があ り ません。 これらのボ
リ ュームには、 シーケンシャル DRL を使用して、 ダーティ  ビッ ト数を制限し、 リ カバリ
時間を短縮する こ とができます。シーケンシャル DRL で処理できるダーティ  ビ ッ ト数を
制限するには、チューニング可能パラ メータ voldrl_max_dirty を使用します。順次書
き込みのボ リ ューム上でシーケンシャル DRL を使用する と、 入出力のスループッ トに重
大な影響を与える可能性があ り ます。 

注 DRL では、ほとんどの書き込みアクセス  パターンにおいて、多少の入出力オーバー
ヘッ ドが追加されます。 

高速ミ ラー再同期 （FMR）
高速ミ ラー再同期 （FMR） 機能は、 バッ クアップや意志決定支援などの支援処理に対す
る VxVM のスナップシ ョ ッ ト機構の効果を高める こ とによ り、 陳腐化した ミ ラーに対し
て高速で効果的な再同期化処理を実行します。 通常、 これらの処理には、 データ  ス ト ア
ボ リ ュームが静止状態である こ と、 またはデータ  ス ト アへのセカンダ リ  アクセスがプラ
イマ リ  アクセスに影響を与えていないこ とが必要とな り ます （スループッ ト、 更新、 整
合性など）。

これを実現するために、VxVMにはスナップシ ョ ッ ト機構があ り ます。スナップシ ョ ッ ト
は、 ある時点のプラ イマ リ  ボ リ ュームの正確なコピーを作成する機能です。 スナップ
シ ョ ッ ト を作成する と、元のボ リ ュームから独立してスナップシ ョ ッ トにアクセスできる
よ うにな り ます。共有またはク ラスタの VxVM環境では、別のマシンからスナップシ ョ ッ
トにアクセスする こ とによって、リ ソースの競合やオーバーヘッ ドを排除するこ とができ
ます。

高速ミ ラー再同期では、以前のバージ ョ ンのスナップシ ョ ッ ト機構にあった問題が解決さ
れました。 以前のバージ ョ ンには以下のよ う な問題があ り ました。

◆ スナップシ ョ ッ トの作成後は、プライマ リ  ボ リ ュームとスナップシ ョ ッ トが切り離さ
れます。 これらの整合性は確保されません。 その結果、 スナップシ ョ ッ トの内容が使
用できな くなった時点で、 そのスナップシ ョ ッ ト を破棄し、新たにスナップシ ョ ッ ト
を作成して最新のプライマ リ  データのコピーを得る必要があ り ます。

◆ スナップシ ョ ッ トの作成に時間がかかるため、スナップシ ョ ッ ト機能の実用性に制限
があ り ます。 これは、スナップシ ョ ッ トの作成時間がボ リ ューム  サイズに正比例して
いるためです。企業などの大規模なボ リ ュームでは、 この作成時間の影響を受け、 オ
フラインでの使用を余儀な く される場合があ り ます。  
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FMR コンポーネン ト
FMR は、 VxVM に対して 2 つの基本的な拡張機能を提供します。 1 つは、 ミ ラー再同期
化処理の最適化 （高速ミ ラー再同期） です。 も う 1つは、 スナップシ ョ ッ ト を破棄せずに
更新して再使用する機能を提供するためのスナップシ ョ ッ ト  モデルの拡張 （高速ミ ラー
再接続） です。

高速ミ ラー再同期コンポーネント

FMR では、 データ  ス ト アの更新を適用する際にミ ラーが使用できなかったために失われ
た更新を記録しておきます。 ミ ラーが使用できるよ うになったら、 ミ ラーによって失われ
た更新だけを再度適用します。 FMR を使用する と、 復元中のミ ラーにデータ  ス ト ア全体
をコピーする現在の方法に比べ、 リ ス ト アするデータ量が大幅に少な くなり ます。

使用できないミ ラーとは、 ボ リ ュームから切り離された ミ ラーのこ とです。 切り離しは、
エラーのために VxVM によって自動的に、 または管理者によって直接 （VxVM ユーティ
リ ティ vxplex または vxassist など） 実行されます。 復元中のミ ラーとは、 一度切り
離されてから元のボ リ ュームに再度組み込むために、vxrecover または vxplex attで
処理中のミ ラーのこ とです。

FMR では、 現在のミ ラーに関する障害は修正されていません。 また、 管理モデルは修復
されていません。ユーザが確認できる効果は、一般的な ミ ラーの修復処理が高速になった
こ とだけです。

拡張された再同期化機能では、 管理者はボ リ ュームの単位で FMR の有効 / 無効を設定で
きます。 また、 FMR の状態も確認できます。

高速ミ ラー再接続コンポーネント

高速ミ ラー再接続によ り、既存のスナップシ ョ ッ ト使用モデルが増えました。高速ミ ラー
再同期化を使用しないと、ボ リ ュームの独立したコピーはスナップシ ョ ッ ト機構を通じて
作成されます。元のボ リ ュームとレプ リ カ ボ リ ュームは、互いに完全に独立しており、 こ
れらのデータは内容が異なる可能性があ り ます。

高速 ミ ラー再接続のスナップシ ョ ッ ト 拡張機能を使用する と、 スナップシ ョ ッ ト  ボ
リ ュームを元のボ リ ュームに再度関連付ける こ とができます。これは、VxVMのスナップ
シ ョ ッ ト機能に深く依存する周期的処理による作業負荷を低減する こ とが目的です。
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VxVMのスナップシ ョ ッ ト機能に対する FMRの拡張機能
FMR スナップシ ョ ッ トの リ リース 3.1に対する拡張機能では、 58ページの図 23 「FMR拡
張スナップシ ョ ッ ト 」に示すよ うにスナップシ ョ ッ ト  モデルが拡張されています。リ リー
ス 3.1 では、snapshot コマンドは、元のボ リ ュームと スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを関
連付ける点を除けば、以前と同じ動作をします。新しい vxassist snapback コマンド
は、 この関連付けを使用して、 スナップシ ョ ッ ト  プレッ クス （MSnap） をスナップされた
ボ リ ューム （VPri） に戻します。

図 23 「FMR拡張スナップシ ョ ッ ト 」 は、 snapback コマンドおよび snapclear コマン
ドの導入によ り拡張されたスナップシ ョ ッ ト  モデルの移行を示します。

図 23. FMR拡張スナップシ ョ ッ ト

さ らに、 新しい vxassist snapclear コマンドは、 snapshot コマンドが作成した関
連付けを完全に削除します。 これによ り、スナップシ ョ ッ トの記録によるボ リ ュームの管
理上のオーバーヘッ ドを軽減します。 この機能は、スナップシ ョ ッ ト を作成元のボ リ ュー
ムに戻すこ とがない環境では有用です。

VPri

MPri

VPri

MPri MSnap

VPri

MPri MSnap

VSnap

MSnap

VSnap

snapstart snapshot

snapback

snapclear

開始
拡張スナップシ ョ ッ ト  モデル

表記 :
VPrii - プライマリ  ボリューム
MPrii - ミ ラー プレックス
MSnap - スナップシ ョ ッ ト  
プレックス

VSnap - スナップシ ョ ッ ト  
ボリューム
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動作原理

FMR の基本は変更の記録です。 ミ ラーがオフラインまたは切り離されている時、 および
ミ ラーのスナップシ ョ ッ トが作成されている時には、更新は記録されません。 ミ ラーを戻
すと きは、 これらの更新だけを適用する こ とによって、ボ リ ュームの再同期化にかかる時
間を大幅に削減できます。

この変更記録の基礎となるのは、ビッ トマップの利用です。ビッ ト マップ内の各ビッ トは、
ボ リ ュームのアドレス空間の連続した領域 （範囲） を表します。 この連続した領域を領域
サイズと呼びます。通常、 この領域サイズは 1ブロ ッ クです。ボ リ ュームの各ブロッ クは、
ビ ッ ト マップ内で 1 ビ ッ ト と して示されます。 ただし、 チューニング可能パラ メータ
vol_fmr_logszによって、 FMRマップの最大サイズ （ブロ ッ ク単位） を制限する こ とが
できます。マップ サイズの計算アルゴ リズムは、領域サイズが 1の場合から開始されます。
計算されたマップ サイズが vol_fmr_logsz よ り も小さい場合は、 その値がマップ サイ
ズとな り ます。 vol_fmr_logsz よ り も大き くなった場合は、 vol_fmr_logszに適応す
るよ うに領域サイズを 2 にして計算されます （以降マップ サイズが vol_fmr_logsz よ
り も小さ くなるまで領域サイズの値を増加して計算が繰り返されます）。

たとえば、 次のよ うに入力します。 

ボ リ ューム  サイズ =1G

vol_fmr_logsz=4

こ こでは、 ブロ ッ ク  サイズが 512バイ トのシステムで、 4× 512=2048バイ ト、 すなわち
2048× 8=16384 ビッ ト とな り ます。

したがって、 1Gのボ リ ュームでは、 領域サイズ 1個が 2048 ビッ トにな り ます。 これは 4
ブロ ッ ク よ り も小さ く、 その結果マップ サイズは 2048 ビ ッ ト 、 すなわち 256バイ ト とな
り ます。

ボ リ ューム  サイズが増加した場合は、マップ サイズが vol_fmr_logsz を超えないない
よ うに再計算する必要がある こ とに注意して ください。

持続性のあるト ラッキングと持続性のないト ラッキング

VxVM 3.1 では、 FMR マップはメモリに割 り当てられます。 DRL とは異なり、 これらは
ディ スクや固定ス ト アには配置されません。システムに障害が発生する と、 この情報が失
われるため、ボ リ ューム全体を同期させる必要があ り ます。 この方法の利点は、ディ スク
に対する更新がないため、 FMR の更新 （このマップへの更新） がパフォーマンスに影響
しないこ とです。 ただし、 システムに障害が発生した場合は、 情報が失われるため、 ミ
ラーの完全な再同期化が再度必要とな り ます。
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スナッ プショ ッ ト と FMR
スナップシ ョ ッ ト使用時に FMR の差分 ト ラ ッキングを有効に活用するには、 新しいス
ナップシ ョ ッ ト  オプシ ョ ンを使用します。 スナップシ ョ ッ トの作成後、 スナップシ ョ ッ
ト  オプシ ョ ンを使用してスナップシ ョ ッ ト  プレ ッ ク スを再度組み込みます。 スナップ
シ ョ ッ ト を作成する前に FMRが有効になっていて、 スナップシ ョ ッ トの作成が完了する
前に FMRが無効になった場合は、FMR ビッ ト マップに反映される FMRの差分が、スナッ
プバッ ク中にボ リ ュームの再同期化に使用されます。複数ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト
を同時に簡単に作成するには、 複数ボ リ ュームに対応できるよ うにスナップシ ョ ッ ト  オ
プシ ョ ンを拡張し、命名体系を追加しておきます。デフォルトでは、各レプリ カ ボ リ ュー
ムは SNAP-<元のボリューム > という名前になり ます。 デフォルト値は、 コマンド  ラ イン
でオプシ ョ ンを設定する と変更できます。複数ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト を同時に作
成できるのは、 ボ リ ュームが同一ディ スク  グループ内にある場合だけです。 

1 つのディ スク  グループ内の全ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト を簡単に作成するために、
vxassist に新しいオプシ ョ ンが追加されていますが、 ディ スク  グループ内に完全なス
ナップシ ョ ッ ト  プレ ッ ク スを持たないボ リ ュームがある とエラーにな り ます。 同一ボ
リ ュームで複数のスナップシ ョ ッ ト を作成する こ とが可能です。 新しい FMR ビ ッ ト マッ
プが各スナップシ ョ ッ ト ご とに作成されるため、各スナップシ ョ ッ トの再同期化にかかる
時間は最小限に抑えられます。

スナップバッ クの実行時に、 スナップシ ョ ッ ト  プレッ クスを優先データ  セッ ト と して選
択できます。 スナップバッ ク  オプシ ョ ンに -o resyncfromreplica を追加する と、 ス
ナップシ ョ ッ ト （レプ リ カ） プレッ クス上のデータが元のボ リ ュームに接続されているす
べてのミ ラー上にコピーされます。デフォルトでは、元のボ リ ューム上のデータが優先設
定になっていて、 スナップシ ョ ッ ト  プレッ クス上にコピーされます。

レプ リ カ ボ リ ュームまたは元のボ リ ュームを拡大して、 FMR の使用を続けるこ とが可能
です。 ボ リ ュームを拡大する と、 FMR が差分を記録するために使用するビッ ト マップが
拡張されます。 これによ り、ビッ ト マップのサイズまたは領域サイズが変更される こ とが
あ り ます。いずれの場合も、 ビッ ト マップのうち、 ボ リ ュームの拡大された領域に対応す
る部分には、 「ダーティ 」 フラグが設定され、 再同期化されます。 スナップシ ョ ッ トが不
完全なスナップシ ョ ッ ト  プレッ クスを作成しよ う とする と、 スナップシ ョ ッ ト処理に障
害が発生します。 このよ う な場合は、 スナップバッ ク  オプシ ョ ンの実行前に、 レプ リ カ
ボ リ ュームまたは元のボ リ ュームを拡大する必要があ り ます。 2つのボ リ ュームを別々に
拡大する と、ボ リ ューム内のほかのミ ラーと物理ディ スクを共有するスナップシ ョ ッ トが
作成される こ とがあ り ます。 これを防止するには、snapback コマンドが完了してからボ
リ ュームの拡大を行って ください。

レプ リ カ ボ リ ュームのレイアウ ト を変更する処理では、スナップシ ョ ッ トの FMR マップ
に 「ダーティ 」 フラグが設定されるため、 スナップバッ ク中に完全な再同期化が必要とな
り ます。 この処理には、サブディ スクの分割、 サブディ スクの移動、 レプリ カのオンライ
ン再レイアウ ト などがあ り ます。スナップシ ョ ッ トが完了してから、 これらの処理を実行
する と安全です。 詳細については、 vxvol （1M） 、 vxassist （1M） 、 および vxplex
（1M） の各マニュアル ページを参照して ください。
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FMR と書き込み可能なスナッ プショ ッ ト
書き込み可能なスナップシ ョ ッ トへの変更を記録するには、次に示す 2つのオプシ ョ ンの
いずれかを使用します。

◆ スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームへの変更を記録する個別のマップを作成する。

◆ スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームの親のマップを更新する。バッ クアップおよび DSS （意
志決定支援システム） アプ リ ケーシ ョ ンのよ うに、スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームの更
新がほとんどない場合は、 この簡略方式を使用して ください。

VxVM 3.1 では、 後者の方式が実装されています。 すなわち、 スナップシ ョ ッ トへの書き
込みがある と、 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームの親のマップが更新されます。

警告および制限事項

FMRは、 RAID-5 ボ リ ュームではサポート されていません。

サブディ スクがリ ロケート される と、プレッ クス全体に 「ダーティ 」 フラグが設定される
ため、 完全な再同期化が必要とな り ます。

Volume Managerのルート機能 
Volume Managerでは、種々のシステムのさまざまなファ イル （ルート  ファ イル システム、
swapデバイス、usrファ イル システム、standファ イル システムなど）を Volume Manager
の管理下に組み入れる こ とができます。 これをルート機能と呼びます。 ルート  ディ スク
（ルー ト  フ ァ イル システムを含むディ ス ク） は、 カプセル化処理を実行して Volume
Managerの管理下に置く こ とができます。 

カプセル化とは、 ディ スク上の既存のパーティシ ョ ンをボ リ ュームに変換する こ とです。
rootおよび swapデバイスは、Volume Managerの管理下に置かれる と、ボ リ ュームと して
見えるよ うにな り、ほかの Volume Manager ボ リ ュームと同じ特性を持つよ うにな り ます。
スワ ップ領域と して使用するよ うに設定されたボ リ ュームはスワ ップ ボ リ ューム、 ルー
ト  ファ イル システムを含むボ リ ュームはルート  ボ リ ューム、 スタン ド  ファ イル システ
ムを含むボ リ ュームはスタンド  ボ リ ュームとそれぞれ呼ばれます。 

rootvol ボ リ ューム、swapvol ボ リ ューム、および standvol ボ リ ュームは、システム
を正常にブートするために必要なルート  ディ スクのほかの部分 （/usr など） と同じよ う
に、 ミ ラーリ ングする こ とができます。 これによ り、ディ スクの障害発生したと きに備え
た、 完全な冗長性およびリ カバリ可能性が得られます。 Volume Manager のルート機能を
使用しないと、 root、 swap、 _usrルート、 またはスタンド  パーティシ ョ ンが損傷を受
けた場合に、生き残ったディ スクからシステムを リブートする こ とができな くなり ます。 
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ブートに不可欠なディ スク  ド ラ イブを ミ ラーリ ングしておく と、 たった 1 つのディ スク
に障害が発生しただけでシステムが使用できな くなる という事態を防ぐ こ とができます。
重要なディ スクを別の使用可能なディ ス クに ミ ラーリ ングするよ うに設定して ください
（vxdiskadm コマンドを使用）。root、 stand、および swapパーティシ ョ ンを含むディ
スクに障害が発生した場合、ルートのミ ラーを含むディ スクからシステムを リブートでき
ます。 ブート （ルート ） ディ スクの ミ ラーリ ングおよびシステム リ カバ リ処理について
は、 第 7章 「 リ カバリ 」 を参照して ください。

ルート  ボリュームを使用したブート  
通常、オペレーティング システムをブートする と、root ファ イル システム、stand ファ
イル システム、 および swap 領域がブート処理の初期の段階で使用できるよ うにな り ま
す。 その後、 ユーザ処理を実行して Volume Manager の設定を読み込み、 ボ リ ュームを始
動させる こ とができます。 root、 stand、 および swap の各デバイスの設定は、 Volume
Manager を起動する前に完了している必要があ り ます。 Volume Manager vxconfigdデー
モンを init処理の一部と して開始した後では、 ボ リ ュームを root または swapデバイ
ス と して使用するよ うに設定する こ とができな くなり ます。 

この制限を回避するために、 rootvol ボ リ ューム、 standvol ボ リ ューム、 および
swapvol ボ リ ュームの ミ ラーは、起動時にシステムからアクセスされます。起動時には、
システムは rootvol、 standvol、 および swapvol の各ボ リ ュームを通常のパーティ
シ ョ ンと して認識し、 標準的なパーティシ ョ ン番号設定方式を使用してアクセスします。
rootvol、standvol、および swapvol ボ リ ュームはそれぞれ 1つのパーティシ ョ ンで対
応付けられた連続するディ ス ク領域から作成されます。 この制限によ り、 rootvol、
standvol、 または swapvol ボ リ ュームのプライマ リ  プレッ クス （ブートに使用される
プレッ クス） をス ト ラ イピングまたはスパン化する こ とはできません。ブートに必要なこ
れらのボ リ ュームのミ ラーは、 どれもス ト ラ イピングまたはスパン化できません。

ブート時のボリュームの制限 
rootvol、standvol、swapvol、および usr ボ リ ュームは、ボ リ ュームの設定に関して
非常に特殊な制限がある点で、 ほかのボ リ ュームと異なり ます。 

◆ ルート  ボ リ ューム （rootvol）は、デフォルトのディ スク  グループ rootdgに含まれ
ている必要があ り ます。 rootdg以外のディ スク  グループに rootvol とい う名前の
ボ リ ュームを作成する こ とはできますが、システムのブート時に使用されるボ リ ュー
ムは rootdg内の rootvolのみです。

◆ rootvol ボ リ ュームは、特定のマイナー デバイス番号 （マイナー デバイス 0） を持ち
ます。 また、 swapvolはマイナー デバイス番号 1 を持ちます。 usr ボ リ ュームは特
定のマイナー デバイス番号を持ちません。 第 7章 「 リ カバリ 」 を参照して ください。
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◆ rootvol、var、usrrootvol、standvol、および swapvolデバイスの制限された
ミ ラーには、 これらのデバイス用に作成された 「オーバーレイ」 パーティシ ョ ンがあ
り ます。オーバーレイ  パーティシ ョ ンとは、制限付きの ミ ラーで使用するディ スク領
域 と 同 じ大き さ のパーテ ィ シ ョ ンの こ と です。 ブー ト 時は、 rootvol、 var、
usrrootvol、standvol、および swapvol ボ リ ュームが完全に設定される前に、デ
フォルトのボ リ ューム設定によ り、オーバーレイ  パーティシ ョ ンを使用してディ スク
上のデータにアクセスします。 

◆ パフォーマンスを向上させるために、 ス ト ラ イプ ミ ラーを rootvolデバイスに追加
する こ とはできますが、 プライマ リ  プレッ クスや、 rootvol のミ ラー （プライマ リ
プレッ クスが破損した場合に、 システムのリ カバリやブートに必要な場合がある） を
ス ト ラ イピングする こ とはできません。

◆ rootvol、standvol、および swapvolはスパン化できません。つま り、プライマ リ
プレッ クスを複数の連続しないサブディ スクに分散して配置する こ とはできません。
カプセル化されたブー ト  ディ ス クに関連付けられたボ リ ューム （rootvol、 usr、
var、 opt、 swapvol など） は、 ディ スク上の基礎となる物理パーティシ ョ ンにマッ
ピングされていて、 連続している必要があるため、拡大または縮小できません。 対処
と しては、 ブー ト  ディ スクのカプセル化を解除してから、 必要に応じてブート  ディ
スクを再パーティシ ョ ン化し （パーティシ ョ ンの拡大または縮小） 、 再びカプセル化
を行う方法があ り ます。

◆ ブート  ディ スクの一部を ミ ラーリ ングする場合、ミ ラーリ ングする元のディ スクに元
のプレッ クス上のデータを保存するための十分な領域がないと、 ミ ラーリ ングできな
いこ とがあ り ます。

◆ rootvol、 standvol、 swapvol、および usrは、 ダーティ  リージ ョ ン  ロギング ボ
リ ュームにできません。

これらの要件に加えて、 root、 usr、 var、 opt、 varadm、 usrkvm、 および swap の各
ボ リ ューム用に 1つ以上の連続する （必要に応じて、 シ リ ンダ整列の） ミ ラーを作成する
こ と をお勧めします。 これによって、 これらのボ リ ュームから通常のディ スク  パーティ
シ ョ ンへの変換が容易になり ます （オペレーティング システムの更新時など）。
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動的マルチパス （DMP）
一部のシステムでは、Volume Managerはマルチポートに対応したディ スク  アレイをサポー
ト します。そのよ う な Volume Managerはディ スク  アレイ内の特定ディ スク  デバイスへの
複数の入出力パスを自動認識します。Volume Managerの動的マルチパス機能は、パス  フェ
イルオーバー機構を提供する こ とによって、 さ らに高い信頼性を実現します。ディ スクへ
の 1つの接続が失われた場合、システムはそのディ スクへの別の正常な接続経路を使用し
て、 重要なデータへのアクセスを続行します。 DMPは、 入出力による負荷をディ スク  デ
バイスへの複数の入出力パスに均等に分散する こ とによって、入出力スループッ ト も大幅
に向上させます。

Volume Managerでは、システムに接続されているすべての物理ディ スクは、 1つ以上の物
理アクセス  パスを持つメ タデバイス と して表されます。 システムに接続されている単一
の物理ディ スクは、1つのパスを持つメ タデバイス と して表されます。ディ スク  アレイに
含まれるディ ス クは、 2 つの物理アクセス  パスを持つメ タデバイス と して表されます。
Volume Manager管理ユーティ リ ティ （vxdisk など） を使用する と、 メ タデバイスのすべ
てのパス と、 さまざまなパスの状態を参照できます。

オペレーティング システムの複数のデバイス  ハンドルを通じて物理ディ スクにアクセス
可能な場合、 マルチパス条件が存在しえます。 それらのデバイス  ハンドルを使用する と、
ホス ト とデバイス間で、別のパスを介して、データにアクセスした り、データを制御した
りする こ とが可能です。

Volume Managerに DMP システムを組み込んで、マルチパス  デバイスにアクセスできるよ
うにする こ とができます。 Volume Manager は、 ユニバーサル ワールド ワイ ドデバイス識
別子 （WWD ID） を使用して、 マルチパス  デバイスを検出します。 DMPでマルチパス  デ
バイスにアクセスするには、 物理ディ スクに、 明確な WWD ID 識別子を付ける必要があ
り ます。 

WWD IDによって DMP で物理ディ スクを識別できない場合、識別処理は Volume Manager
のデバイス検出機能に委ねられます。 デバイスの検出は、 Volume Manager でディ スク上
のメ タデータ識別子を認識できるかど うかに依存します。

Volume Manager DMP は、 検出した各マルチパス  ターゲッ ト の メ タデバイスを示すメ タ
ノードを作成します。 各メ タ ノードは、 オペレーティング システムの一連のデバイス  ハ
ンドルに対応付けられ、適切なマルチパス  ポ リシーが設定されます。Volume Manager DMP
は、 オペレーティング システムのデバイス  ハンドルを使用してアクセス可能な、 接続さ
れているすべての物理ディ スクに関する メ タ ノードを作成します。

Volume Manager DMPは、ディ スク  アレイのよ う な複数のパスの使い方に関するポ リシー
を定義しているマルチパス  ターゲッ ト を管理します。 一部のディ スク  アレイでは、 複数
のパスを同時にアクティブにする こ とができます （アクテ ィブ / アクティブ）。1つのパス
だけをアクティブにし、別のパスは既存のパスに障害が発生した場合のスペアと して設定
できるディ スク  アレイもあ り ます （アクティブ /パッシブ）。 さ らに、 もっ と精巧なポ リ
シーを備えたディ スク  アレイもあ り ます。
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一般に、 Volume Manager は、 VM ディ スクが 1 つの Volume Manager DMP メ タ ノードに
マッピングされるよ うに設計されています。VxVM論理操作を単純化するために、各 VM
ディ スクは一意の Volume Manager DMP メ タ ノードに対応付けられます。 これは、 物理
ディ スク  デバイスがマルチパス構成を取っているかど うかにかかわらず行われます。

パス フェイルオーバー機構
DMP をマルチポート対応のディ スク  アレイに適用する と、 システムの信頼性が向上しま
す。 ディ スク  アレイへの 1つの接続が失われた場合、 DMPは入出力要求に関して次の入
出力パスを動的に選択します。 この処理は自動的に実行されるため、管理者による操作は
不要です。

DMP を使用する と、 管理者は Volume Manager の DMP サブシステムに、 失われた接続が
修理またはリ ス ト アされたこ とを通知できます。 この機能を DMP再構成と呼びます。 こ
の再構成手順では、新し く追加されたデバイスや、システムが完全に起動した後で削除さ
れたデバイスも検出する こ とができます （オペレーティング システムにそれらのデバイ
スが正し く認識されている場合のみ）。

負荷の平準化

複数のパスにわたって負荷を平準化するため、 DMP ではアクティブ / アクティブ状態の
ディ スク  アレイの場合はパス負荷平準化機構を使用します。 負荷を平準化する と、 すべ
てのパスの全帯域幅を最大限に活用する こ とによって、入出力スループッ ト を確実に向上
させる こ とができます。ただし、ディ スクへの順次入出力は、入出力スループッ ト を最適
化するために、 同じパスに送出されます。 これは、 ディ スク  ト ラ ッ ク  キャ ッシュを効果
的に活用するためです。

アクティブ / パッシブ タイプのディ スク  アレイの場合、 入出力は障害が発生するまでプ
ライマ リ  パスに送られます。 プライマ リ  パスに障害が発生する と、 入出力は、 使用可能
なほかのプラ イマ リ  パスまたはセカンダ リ  パスに引き継がれます。 コン ト ローラ間で
LUN の所有権の移転が連続して行われる と、 入出力の速度が大幅に低下するため、 アク
ティブ /パッシブ ディスク  アレイでは、複数のパスにわたる負荷の平準化は行われません。

DMPデバイスからのブート
ルート  ディ スクが Volume Manager の管理下に置かれている場合、 そのディ スクは、 1 つ
のディ スクである場合は 1 つのパス、 ディ スク  アレイに含まれている場合は複数のパス
を持つ DMPデバイス と して、自動的に認識されます。ルート  ディ スクをカプセル化する
こ とによ り、ディ スクへの 1つ以上の既存の物理パスが失われた場合のシステムの信頼性
が向上します。
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コン ト ローラの有効化と無効化

DMP 機能を使用する と、 管理者は管理処理を実行するために、 ホス ト入出力コン ト ロー
ラへの入出力を無効にする こ とができます。 この機能は、ホス トに接続されているコン ト
ローラや、 Volume Manager でサポート されているディ スク  アレイを管理する場合に使用
します。ホス ト入出力コン ト ローラへの入出力処理は、管理処理の完了後に有効にする こ
とができます。これには、Volume Managerで提供される vxdmpadm コマンドを使用します。

たとえば、 システムに StorEdge A5000(TM) アレイがあ り、 このディ スク  アレイに接続され
ている A5000 インタフェース  ボードをユーザが変更する必要がある場合は、 vxdmpadm
コマンドを使用してこの A5000 インタフェース  ボードに接続されているホス ト入出力コ
ン ト ローラの一覧を取得します。一覧のすべてのコン ト ローラを無効にする必要があ り ま
す。 この処理を行う と、それ以降はこれらのコン ト ローラを通じて実行されるディ スクへ
の入出力操作は停止されます。 

次に、 ディ ス ク  アレイ中のディ ス クに対して行われている入出力操作を中断せずに、 こ
のインタフェース  ボードを入れ替えます。 通常、 この操作はアクティブ / アクティブ タ
イプのディ スク  アレイ （この例も同様） で必要な操作です。 Volume Manager はパス負荷
平準化機構を使用して、複数のパスを持つディ スクへの入出力のスケジュールを設定しま
す。 その結果、 いかなる時点でどのパスにも入出力処理が流れる可能性があるからです。

アクティブ / パッシブ タイプのディ スク  アレイの場合、 Volume Manager は、 障害が発生
するまで入出力操作をプラ イマ リ  パスに送るよ うに設定します。 したがって、 ディ スク
アレイ上のインタフェース  カード、 またはディ スク  アレイに接続されているホス ト上の
カード （可能な場合） を変更するには、 ホス ト  コン ト ローラへの入出力操作を無効にす
る必要があ り ます。 この処理によって、 すべての入出力操作をアクテ ィブなセカンダ リ
パスまたは別の入出力コン ト ローラ上のアクティブなプライマ リ  パスに引き継いでから
ハードウェアを変更する こ とができます。

操作の完了後、無効にしたコン ト ローラを使用するパスは、vxdmpadm コマンドを実行し
て有効にする こ とによ り、 元どおり使用できるよ うにな り ます。

Volume Managerでは、 最後に残っているルート  ディ スクのアクテ ィブ パスを無効にする
こ とはできません。

DMPデータベース情報の表示
vxdmpadm コマンドを使用して、DMPデータベース情報を一覧表示し、ほかの管理処理を
実行する こ とができます。 このコマンドを使用する と、ユーザはディ スクに接続されてい
るシステム上のすべてのコン ト ローラ と DMPデータベースに格納されているほかの関連
情報の一覧を参照する こ とができます。 この情報を活用して、 システム  ハード ウェアの
所在を把握した り、 有効 /無効にするコン ト ローラを決定する こ とができます。

また、 vxdmpadm コマンドを使用する と、 ディ スク  アレイのシ リアル番号、 ディ スク  ア
レイ  コンピュータ  システムに接続されている DMP デバイス （ディ スク） の一覧、 特定
のコン ト ローラへのパスの一覧など、 ほかにも役立つ情報を参照できます。
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VxSmartSync Recovery Accelerator
い くつかのシステムでは、 VxSmartSync_ Recovery Accelerator を使用できます。
VxSmartSync for Mirrored Oracle Databasesは、 ボ リ ュームの再同期化処理 （resilvering） を
高速化する機能を集めたもので、 Oracle Universal Database と共に使用されます。 これら
の機能では、 Volume Manager ボ リ ュームとデータベース  ソフ ト ウェア間の拡張インタ
フェースを使用するため、 ミ ラー再同期化の不必要な作業を省く こ とができます。 これ
らの拡張機能によ り、 ボ リ ュームのリ カバリ時間を大幅に短縮できます。

Oracleは、 SmartSyncが有効になっている場合は自動的に SmartSync を利用します。

 システム管理者はボ リ ュームを設定して、 VxSmartSync を正し く使用する必要があ り ま
す。Volume Managerでは、データベースで使用できるボ リ ュームは次の 2種類になり ます。

◆ REDO ログ ボ リ ューム。 データベースの REDO ログが含まれます。

◆ データ  ボ リ ューム。データベースで使用するほかのすべてのボ リ ューム （制御ファ イ
ルおよびテーブル領域ファイル）。 

VxSmartSyncはこの 2種類のボ リ ュームで異なった動作をします。また、拡張インタフェー
スを最大限に活用するために、 これらのボ リ ュームを正し く設定する必要があ り ます。 2
つのボ リ ュームの違いは、 REDO ログ ボ リ ュームにはダーティ  リージ ョ ン  ロギングが含
まれ、 データ  ボ リ ュームには含まれないこ とだけです。

データ  ボリュームの設定
データ  ボ リ ュームの リ カバリ時間の短縮は、 リ カバ リが必要なボ リ ューム部分をデータ
ベース  ソフ ト ウェアに判断させる こ とで達成されます。 データベースは、 データに加え
られた変更のログをデータベースに保持しており、ボ リ ュームのどの部分を リ カバリすべ
きか判断できます。 リ カバリが必要な領域を小さ く し、データベースで リ カバリ処理を制
御できるよ うにする と、 リ カバリ時間全体を短縮できます。 

また、 リ カバリ処理はシステム起動時ではな く、 データベース  ソフ ト ウェアの起動時に
行われます。 これによ り、システムのリブート時に リ カバリの影響全体を抑える こ とがで
きます。 リ カバリ処理はデータベースによ り制御されるため、ボ リ ュームのリ カバリ時間
はデータベースの再同期（resilvering）時間 （REDO ログの再生に必要な時間）にな り ます。

データベースが独自のログを保持するため、 Volume Manager でログを記録する必要はあ
り ません。 そのため、 データ  ボ リ ュームは、 ダーティ  リージ ョ ン ロギングを使用しない
ミ ラー ボ リ ュームと して設定されます。 リ カバリ時間の短縮に加えて、 DRL による実行
時の入出力オーバーヘッ ド も避けられるよ うにな り、通常のデータベースへの書き込みア
クセスが速くなり ます。
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REDO ログ ボリュームの設定
REDO ログは、データベースのデータに加えられた変更のログです。REDO ログへの変更
のログはデータベースに保持されないので、 データベース自体は再同期 （resilvering） が
必要な部分についての情報を提供できません。 また REDO ログは順次書き込みされます。
従来のダーティ  リージ ョ ン  ロギングはデータがランダムに書き込まれた場合にも有効な
ため、 REDO ログのリ カバリ時間を短縮するには、 ダーティ  リージ ョ ン  ロギングはほん
の少ししか役に立ちません。 ただし、 Volume Managerではダーティ  リージ ョ ン ロギング
機能の動作を変更する こ とによって、 ダーティ  リージ ョ ン数を減ら し、 順次アクセス  パ
ターンを有効活用する こ とができます。 これによ り、 リ カバ リに必要なデータ量を減ら
し、 リ カバリ時間によるシステムへの影響を抑える こ とができます。

REDO ログの拡張インタフェースを使う と、 ボ リ ュームを REDO ログと して使用すべき
時間にデータベース  ソフ ト ウ ェアから Volume Manager に通知できます。 これによ り、
Volume Managerはボ リ ュームの DRL動作を変更し、アクセス  パターンを有効に活用でき
ます。 リ カバリ時間の短縮はダーティ  リージ ョ ン  ロギングに依存するため、 REDO ログ
ボ リ ュームはダーティ  リージ ョ ン ロギングを使用する ミ ラー ボ リ ューム と して設定す
る必要があ り ます。 

Volume Manager タスク  モニタ
Volume Manager タスク  モニタは、処理の作成、管理、および完了を監視する こ とによ り、
システムの リ カバリの進行状況を把握します。 タスク  モニタによ り、 処理の進行状況を
監視し、一時停止やリ カバリ率などの処理特性を変更できます （システムのパフォーマン
スへの影響を抑える場合など）。 オンライン再レイアウ ト機能の進行状況も監視および変
更できます。 詳細については 「オンライン再レイアウ ト を参照して ください。 

Volume Managerのクラスタ機能
Volume Manager には、 ク ラスタ環境において VxVM を使用するためのオプシ ョ ンのク ラ
スタ機能があ り ます。 Volume Manager のク ラスタ機能を利用する と、 Volume Manager の
管理下にある一連のディ スク （VMディ スク） に、複数のホス トから同時にアクセスして
管理する こ とができます。 

ク ラスタは、一連のディ スクを共有するホス トの集ま りです。各ホス トは、 ク ラスタ内で
はノード と呼ばれます。 ノードはネッ ト ワークを通じて接続されます。 １台のノードが故
障しても、 ほかの ノードは引き続きディ ス クにアクセスする こ とができ ます。 Volume
Managerのクラスタ機能では、すべてのノードにおいて、 ディ スクの構成の設定 （変更を
含む） を同一の論理ビューと して見る こ とができます。 このク ラスタ機能を有効にする
と、 ク ラスタ内のすべてのノードによって、 Volume Manager オブジェク ト を共有する こ
とができます。 

Volume Manager のク ラスタ機能の詳細については、 本書のク ラスタ機能に関する章を参
照して ください。

注 Volume Managerのク ラスタ機能は別途ライセンス提供されます。 
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4

はじめに

この章では、 Volume Manager を使用したディ スクの管理操作について説明します。 ディ
スク  グループの操作についても説明します。 

注 ほとんどの Volume Manager コマンドを実行する場合に、スーパーユーザまたはその
他の適切な権限が必要です。 

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ 標準ディ スク  デバイス

◆ ディ スク  グループ

◆ ディ スク  コマンドおよびディ スク  グループ コマンド

◆ ディ スクの初期化と追加

◆ Volume Managerへのディ スクの追加

◆ ディ スク  グループへのディ スクの追加

◆ ディ スク  グループからのディ スクの削除

◆ ディ スクの移動

◆ ディ スク名の変更

◆ ディ スクの予約

◆ ディ スクのオフライン

◆ ディ スクの ミ ラーリ ング

◆ ディ スクの削除

◆ ディ スク情報の表示

◆ 障害のあるディ スクの検出と交換

◆ ディ スク  グループの作成

◆ ディ スク  グループのアップグレード
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標準ディスク  デバイス
◆ ディ スク  グループの削除

◆ システム間でのディ スク  グループの移動

◆ ディ スク  グループの破棄

◆ 特殊デバイスの使用

◆ vxdiskadm メニュー インタフェース処理

標準ディスク  デバイス 
Volume Manager では、 標準デバイス と特殊デバイスの 2種類のディ スク  デバイスを使用
できます。 特殊デバイスについては、 この章の後半で説明します。 

Volume Manager は、 物理ディ スク上で最大 8 パーティシ ョ ン （スラ イス） をサポート し
ます。 これらのパーティシ ョ ンには、順に 0から 7 までの名前が付けられます。パーティ
シ ョ ン 2は、 ディ スク全体を指定するために予約されています。 

注 システムによっては、 Volume Manager で最大 16 パーティシ ョ ンがサポート されま
す。 これらのシステムでは、 パーティシ ョ ンには 0から 15 までの名前が付けられ、
パーティシ ョ ン 0がディ スク全体を指定するために予約されています。 

パーティシ ョ ンが Volume Manager の管理下に置かれる と、 VM ディ スクがそのパーティ
シ ョ ンに割り当てられます。 VM ディ スクには、 disk0 などのわかりやすい名前 （ディ
ス ク名またはディ スク  メディア名） を使用できます。 

注 システムによっては、 例とは異なるデバイス名を使用している場合があ り ます。 

パーティシ ョ ンは、 c#b#t#d#s# とい う形式の物理アドレス （通常、 デバイス名または
ディ スク  アクセス名） を使用してアド レス付けされます。 物理アドレスは次の要素から
な り ます。 

◆ c# － ディ スク  ド ラ イブが接続されているコン ト ローラの番号

◆ b# － 対応するバス番号 （システムで使用している場合）

◆ t#および d# － コン ト ローラ上のディ スク  ド ラ イブのアドレスを構成するターゲッ
ト IDおよびデバイス番号

◆ s#－ ディ スク  ド ラ イブ上のパーティシ ョ ン番号

たとえば、デバイス名は c0t0d0s2のよ うにな り ます。表記上、s2は Volume Managerで
使用される標準パーティシ ョ ン方式を示します。システムによっては、Volume Managerで
s0が標準パーティシ ョ ン方式と して使用されます。物理ディ スクは、Volume Managerでは
c#b#t#d#s# （b#はバスを使用するシステム用） と して識別されます。 
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表示コマンドを実行する とデバイスに s#が付いた形で報告されますが、ほとんどのコマ
ン ドではサフ ィ ッ ク ス s# はオプシ ョ ンです。 Volume Manager の vxdiskadm および
vxdiskaddユーティ リ ティでは、サフ ィ ッ クス s2 （または s0） を付けずにデバイス名を
使用します。たとえば、1番目のコン ト ローラに接続された2番目のディ スクをvxdiskadd
に指定するには、 c0t1d0 とい う名前を使用します。   

ブート  ディ スク （ルート  ファ イル システムを含み、 システムのブート時に使用） は、 通
常、 Volume Managerではデバイス名 c0t0d0で識別されます。

Volume Managerディ スクには、 次の 2つの領域があ り ます。

◆ 専有領域－ 設定情報が格納されている小さい領域。 ディ スク  ラベルと設定レコード
が格納されています。

◆ 共有領域－ ディ スクの残りの領域。 サブディ スクの格納 （および記憶域の割り当て）
に使用します。 

Volume Managerでは、 次の 3つの基本的なディ スク  タイプが使用されます。

◆ sliced － 共有領域および専有領域が異なるディ スク  パーティシ ョ ン上にあ り ます。

◆ simple － 共有領域および専有領域が同じディ スク  パーティシ ョ ン上にあ り ます （専
有領域の次に共有領域が続く ）。

◆ nopriv － 占有領域があ り ません （サブディ スクの割り当てに使用する共有領域のみ）。

Volume Manager は、 使用パーティシ ョ ン数をできるだけ少な く して新しいディ スクを初
期化します （通常は物理ディ スクご とに 2 パーティシ ョ ン）。 s2 （または s0） で終わっ
ているディ スク  アクセス名では、 デフォルトのディ スク  タイプは slicedです。
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ディスク  グループ 
ディ ス クは、 Volume Manager によってディ ス ク  グループへ編成されます。 ディ ス ク  グ
ループは、共通の構成を共有するディ スクの集ま りに名前を付けたものです。ボ リ ューム
はディ スク  グループ内に作成され、 そのディ スク  グループ内のディ スクのみを使用する
よ うに制限されます。 

Volume Manager がインス トールされているシステムには、 デフォルトのディ スク  グルー
プ rootdg が存在します。 デフォルトでは、 操作は rootdgディ スク  グループに対して
実行されます。 システム管理者は、必要に応じて別のディ スク  グループを作成できます。
多くのシステムでは、 多数のディ スクがない限り、 複数のディ スク  グループを使用する
こ とはあ り ません。 Volume Manager オブジェク ト を作成するためにディ スクが必要にな
るまでは、 ディ スク  グループにディ スクは追加されません。 後からディ スクを初期化お
よび予約して、ディ スク  グループへ追加できます。ただし、Volume Manager をインス トー
ルするには、1つ以上のディ スク（パーティシ ョ ン）をrootdgに追加する必要があ り ます。 

ディ スク  グループに追加したディ スクには名前が付けられます （disk02 など）。 この名
前は、ボ リ ュームを操作 （ボ リ ュームの作成やミ ラーリ ング） する際にディ スクを識別す
るために使用します。 この名前は、物理ディ スクに直接関連付けられます。物理ディ スク
を別のターゲッ ト  アドレスまたは別のコン ト ローラに移動した場合でも、disk02 とい う
名前で引き続き この物理ディ スクを識別できます。ディ スクを交換するには、まず交換す
るディ スクの名前を別の物理ディ スク と関連付け、次に元のディ スクに格納されているボ
リ ューム データを （ ミ ラーやバッ クアップ コピーから） リ カバリ します。 

ディ スク  グループのサイズが大き くなる と、専有領域がいっぱいになる場合があ り ます。
大きなディ スク  グループでは、 ディ スクの設定でログインする専有領域を大き く指定す
る必要があ り ます。専有領域の大部分は、ディ スク  グループ設定データベース （このディ
スク  グループの各 Volume Managerオブジェク トのレコードを含む） が使用します。 各設
定レコードで 256 バイ ト （半ブロッ ク） が使用されるため、 ディ スク  グループ内に作成
できるレコード数は、 設定データベースのコピー サイズの 2倍になり ます。 コピー サイ
ズは、 コマンド vxdg listディ スク グループ名を出力して確認できます。
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ディスク  コマンドおよびディスク  グループ コマンド  
Volume Managerには、 ディ スク管理用に次のインタフェースが用意されています。 

◆ グラフ ィカル ユーザ インタフェース  

◆ 一連のコマンド  ラ インのコマンド

◆ vxdiskadm メニュー方式のインタフェース

◆ リ ロケート処理の解除コマンド

この章では、 次のコマンドについて説明します。 

◆ vxdiskadm － Volume Manager Support Operations メニュー インタフェース。このコマ
ンドによ り、ディ スク操作のメニューが表示されます。 メ イン  メニューの各項目を使
用する と、表示される情報やプロンプ トに従って、特定の処理を実行する こ とができ
ます。多くの質問に対してデフォルトの回答が用意されているので、一般的な設定を
簡単に選択できます。 vxdiskadmの使用方法については、vxdiskadd （1M） マニュ
アル ページを参照して ください。 

◆ vxdiskadd － Volume Manager に標準ディ スクを追加するために使用されるコマン
ド。 vxdiskaddによ り、 情報やプロンプ トが表示され、 新しいディ スクを初期化す
るプロセスが実行できます。 vxdiskaddの使用方法については、 vxdiskadd （1M）
マニュアル ページを参照して ください。

◆ vxdisk－ ディ スクをVxVMの管理下に配置するコマンド。vxdiskによ り、特殊ディ
スク  デバイスの定義、 ディ スク上に格納されている情報 （Volume Manager がディ ス
クを識別および管理する と きに使用） の初期化、およびその他の特殊な操作の実行が
可能になり ます。 vxdisk の使用方法については、 vxdisk （1M） マニュアル ページ
を参照して ください。 

◆ vxdg－ ディ スク  グループを操作するコマンド。vxdgによ り、新しいディ スク  グルー
プの作成および既存のディ スク  グループの管理が可能になり ます。 vxdg の使用方法
については、 vxdg （1M） マニュアル ページを参照して ください。 

◆ vxunrelocate － ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能によって リ ロケート されたサブディ ス
クを元のディ スクに戻すコマンド。 

vxdiskaddユーティ リ ティおよび多くのvxdiskadm操作は、標準ディ スク  デバイスでの
み使用できます。 

ほとんどの Volume Manager コマンドでは、-gオプシ ョ ンを使用してディ スク  グループを
指定できます。 たとえば、 ディ スク  グループ mktdgにボ リ ュームを作成するには、次の
コマンドを使用します。 

# vxassist -g mktdg make mktvol 50m 

このボ リ ュームの （ブロ ッ ク） ボ リ ューム デバイスは次のよ うにな り ます。 

/dev/vx/dsk/mktdg/mktvol
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オブジェ ク ト名が一意の場合は、 ディ スク  グループを指定する必要はあ り ません。 ほと
んどの Volume Manager コマンドは、 コマンド  ラ インで指定されたオブジェク ト名を使用
して、 対象のディ スク  グループを特定します。 たとえば、 ディ スク  グループ名を指定し
ないでディ スク mktdg01上にボ リ ュームを作成するには、 次のよ うに入力します。 

# vxassist make mktvol 50m mktdg01

2つのディ スク  グループに同じ名前のオブジェク トが存在しない限り、多くのコマンドは
このよ うな働きをします。 たとえば、 Volume Manager では、 rootdg と mktdg の両方の
ディ スク  グループ上にボ リ ューム mktvol を作成できます。 この場合、 mktdg ディ スク
グループ上でボ リ ュームを操作するすべてのコマンドに-g mktdgを追加する必要があ り
ます。 

ディスクの初期化と追加 
ディ スクを VxVM に追加すると、 ディ スクは初期化またはカプセル化されます。 カプセル
化ではディ スク上の既存データが保持されますが、初期化では既存データが削除されます。 

Volume Managerでのディ スクの初期化には、 次の 2つのレベルがあ り ます。

1. ディ スク  メディア自体をフォーマッ トする。これは、Volume Managerの外部で実行す
る必要があ り ます。

2. Volume Managerで使用する識別情報と設定情報をディ スクに格納する。このレベルの
ディ スク初期化は、 Volume Manager インタフェースを使用して実行できます。 

完全に初期化されたディ スクはディ スク  グループに追加され、 障害を起したディ スクの
交換や新しいディ ス ク  グループの作成用に使用できます。 これらについては、 この章で
後述します。 

ディ スク  メ ディ アのフォーマッ ト
初期化の第一段階と して、 対話型の format （一部のシステムでは diskadd） コマンド
を使用して、 ディ スクのメディア フォーマッ ト を実行します。 

注 SCSIディ スクは通常フォーマッ ト済みです。 一般に、 format （または diskadd）
コマンドは、 フォーマッ トが著し く破損している場合のみ必要とな り ます。 

Volume Managerディ スクのインスト ール
vxdiskadm メニューまたは vxdiskadd のいずれかを使用して、 ディ スクの初期化を行
う こ とができます。 こ こでは、 vxdiskaddの使用方法について説明しますコン ト ローラ
上にある 1つのディ スクまたはすべてのディ スクを初期化するための vxdiskadmの使用
方法については、本章の 「vxdiskadm メニュー インタフェース処理 （116ページ）」 を参照
して ください。
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vxdiskadd を使用して指定したディ スクを初期化できます。 たとえば、 1 番目のコン ト
ローラ上にある 2番目のディ スクを初期化するには、 次のコマンドを入力します。 

# vxdiskadd c0t1d2

vxdiskaddは、 ディ スクが既に初期化されているかど うかを確認し、 その結果に応じて
プロンプ ト を表示します。 また、 カプセル化できるディ ス ク （ 「特殊なカプセル化用の
vxdisk の使用 （112 ページ）」 を参照）、 Volume Manager に既に追加されているディ スク、
およびその他の条件についても確認します。 

注 初期化されていないディ スクを追加する と、 vxdiskadd の実行中に警告およびエ
ラー メ ッセージがコンソールに表示されます。これらのメ ッセージは無視して くだ
さい。 ディ スクが完全に初期化される と、 これらのメ ッセージは表示されな くな り
ます。 初期化が完了する と、 処理が正常に完了したこ とを示すメ ッセージが表示さ
れます。 

次に示すプロンプ トに対して、 「y」 を入力するか、 または Return キーを押して処理を続
行します。

ディ スクの追加または初期化

Menu:VolumeManager/Disk/AddDisks

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

c0t1d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

ディ スクが初期化されていない場合や、 ディ スクを再初期化する こ とを選択した場合は、
上記のプロンプ トが表示されます。 

ディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 新しいディ スク グループに追加す
るかを選択します。 また、 後の作業で追加や交換操作を行うためにディ スクを確保して
おく こ と もできます。 新しいディ スク グループを作成するには、 使用していないディ ス
ク グループ名を指定します。 ディ スクを後の作業で使用するために確保しておくには、
ディ スク グループ名に 「none」 を指定します。

ディ スク グループの指定 [<group>,none,list,q,?] （デフォルト :rootdg）

このディ スクをデフォルトのグループ rootdg に追加するには、 Return キーを押します。
交換用ディ スク と して空けておく （ディ スク  グループに追加しない） 場合は、 「none」 と
入力します。 この後で、 ディ スク  グループに追加するディ ス ク名の指定を促すプロンプ
トが表示されます。 

このディスクにデフォルトのディスク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y
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通常はデフォルトのディ スク名を使用します （特殊ディ スクの名前を入力する場合を
除く ）。

ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン  スペア ディ スク と して使用しない場合は、 次に示すプ
ロンプ トに対して 「n」 を入力します。 

ディ スクを rootdgのスペア ディ スク と して追加しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n}n

ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン利用対象から除外しない場合は、次のプロンプ トで 「n」
を入力します。

他のディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?] 

[デフォルト :n] n

「y」 を入力するか、 または Return キーを押して操作を続行します。 

選択したディ スクは、 デフォルトのディ スク名でディ スク グループ rootdg に追加され
ます。

c0t1d0

 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

保存する必要のあるデータがディ スク上にないこ とが確実な場合は、次に示すプロンプ ト
に対して 「n」 を入力します。 

次のディ スク デバイスには有効な VTOCがあ り ますが、 Volume Manager用に初期化
されていません。 ディ スク上に重要なデータがある場合は、 ディ スクを新しいディ スク
と して追加するのではな く、 既存のディ スクパーティシ ョ ンをボ リ ュームと してカプセ
ル化します。 出力形式 :[Device_Name]

 

c0t1d0

 

Encapsulate this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y）

ディ スクの初期化を促すプロンプ トが表示されたら、 「y」 を入力します。 

Instead of encapsulating, initialize?[y,n,q,?] （デフォルト :n） y
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ディ スクc1t0d1がVolume Managerの管理下に組み入れられる こ とを示す次のよ うな メ ッ
セージが表示されます。システムによっては、表面分析を実行するかど うかを選択するオ
プシ ョ ンが表示される場合もあ り ます。  

デバイス c0t1d0 を初期化しています。

 

表面分析の実行 （推奨）

[y,n,q,?] （デフォルト :y） n

ディ スク デバイス c0t1d0 を、 disk33 というディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加します。

Volume Managerへのディスクの追加 
ボ リ ュームのディ スク領域を使用するには、 あらかじめディ スクを Volume Manager の管
理下に置いて、 ディ スク  グループに追加しておく必要があ り ます。 Volume Manager の管
理下に配置せずに使用していたディ ス クは、 ディ ス ク上の既存データを維持したまま
Volume Manager の管理下に置く こ とができます。 この処理には、 Volume Manager のカプ
セル化機能を使用します。カプセル化ではディ スク上の既存データが保持されます。ディ
スクが新しい場合は、初期化する必要があ り ます。初期化する と、ディ スク上の既存デー
タは削除されます。 Volume Manager の管理下に配置せずに使用していたディ スク も、 既
存データを維持する必要がない場合は初期化する必要があ り ます。

ディ スクを追加するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxdiskadd デバイス名 

デバイス名には追加するディ スクのデバイス名を指定します。

デバイス c1t0d0 を Volume Managerの管理下に追加するには、 次の処理を実行します。 

1. 次のよ うに入力して vxdiskadd を起動します。 
# vxdiskadd c1t0d0 

2. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

ディ スクの追加または初期化

Menu:VolumeManager/Disk/AddDisks

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

c1t0d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y
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3. 次に示すプロンプ トで、 ディ スクの追加先ディ スク  グループを指定するか、 または
Return キーを押して rootdg を使用します （詳細については、 「ディ スクのオフライ
ン （86ページ）」 を参照して ください）。

ディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 新しいディ スク グループに追加す
るかを選択します。 また、 後の作業で追加や交換操作を行うためにディ スクを確保して
おく こ と もできます。 新しいディ スク グループを作成するには、 使用していないディ ス
ク グループ名を指定します。 ディ スクを後の作業で使用するために確保しておくには、
ディ スク グループ名に 「none」 を指定します。

ディ スク グループの指定 [<group>,none,list,q,?] （デフォルト :rootdg）

4. 次に示すプロンプ トで、Return キーを押してデフォルト  ディ スク名を使用するか、ま
たは別のディ スク名を入力します。

このディ スクにデフォルトのディ スク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y}

5. ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン  スペア ディ スクにするかど うかを確認するプロン
プ トが表示されたら、 「n」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディ スクを rootdgのスペア ディ スク と して追加しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n） n 

詳細については、 「vxdiskadm メニュー インタフェース処理 （116 ページ）」 を参照し
て ください。

6. ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外しない場合は、次のプロンプ ト
で 「n」 を入力します。

他のディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?] 

[デフォルト :n] n

7. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクは、 デフォルトのディ スク名でディ スク グループ rootdg に追加され
ます。

 

c1t0d0

 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 
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8. ディ スク上のデータを維持する必要がある場合は、 「y」 を入力してカプセル化を選択
します。

次のディ スク デバイスには有効な VTOCがあ り ますが、 Volume Manager用に初期化
されていません。 ディ スク上に重要なデータがある場合は、 ディ スクを新しいディ スク
と して追加するのではな く、 既存のディ スクパーティシ ョ ンをボ リ ュームと してカプセ
ル化します。 出力形式 :[Device_Name]

c1t0d0

Encapsulate this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

9. 処理を続行するには、 次に示すプロンプ トで Return キーを押します。

次のディ スクがカプセル化の対象と して選択されています。

出力形式 :[Device_Name  c1t0d0]

 

カプセル化を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y）

Volume Manager で使用するためにディ スクがカプセル化される こ と を示す次のよ う
な メ ッセージが表示されます。

ディ スク デバイス c1t0d0はカプセル化され、 disk01 とい う名前でディ スク グルー
プ rootdgに追加されます。

ディ スク c1t0d0はカプセル化用に設定されています。

カプセル化の初期段階が問題な く完了しました。

できるだけ早い段階でシステムを リブート して ください。

カプセル化操作では数回 リブートする必要があ り ます。 これから リブートする と、 その
後に自動的に数回 リブート されます。

リブートするには、 次のコマンドを実行します :

shutdown -g0 -y -i6

このコマンドによ り /etc/vfstab ファ イルが更新され、 ボ リ ューム デバイスを使用し
てファイル システムをこのディ スク デバイス上にマウン トできるよ うにな り ます。

バッ クアップ スク リプ ト 、 データベース、 または手動作成したスワ ップ デバイスなど
の参照項目を更新する必要があり ます。

 

終了します。

必要に応じて、 シャ ッ ト ダウンおよび再起動して ください。
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ディスク  グループへのディスクの追加
新しいディ スクを作成済みのディ スク  グループに追加する こ とができます。たとえば、ア
プ リ ケーシ ョ ンやワーク  グループの要件が変更されたため、 現在のディ スクで必要な領
域が足 りな くなった場合などにディ スクを追加できます。 

初期化したディ スクをディ スク  グループに追加するには、 次のコマンドを使用します。 

# vdiskadd デバイス名

デバイス c1t1d0 を rootdgに追加するには、 次の処理を実行します。 

1. 次のコマンドを入力して vxdiskadd を起動します。 
# vxdiskadd c1t1d0 

vxdiskaddが起動する と、 次のよ うな メ ッセージが表示されます。 

ディ スクの追加または初期化

Menu:VolumeManager/Disk/AddDisks

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

c1t1d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

2. 次に示すプロンプ トで、 ディ スクの追加先ディ スク  グループを指定するか、 または
Return キーを押してデフォルトの rootdg を使用します。

ディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 新しいディ スク グループに追加す
るかを選択します。 また、 後の作業で追加や交換操作を行うためにディ スクを確保して
おく こ と もできます。 新しいディ スク グループを作成するには、 使用していないディ ス
ク グループ名を指定します。 ディ スクを後の作業で使用するために確保しておくには、
ディ スク グループ名に 「none」 を指定します。

ディ スク グループの指定 [<group>,none,list,q,?] （デフォルト :rootdg）

3. 次に示すプロンプ トで、Return キーを押してデフォルト  ディ スク名を使用するか、ま
たは別のディ スク名を入力します。

このディ スクにデフォルトのディ スク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y}

4. ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン  スペア ディ スクにするかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディ スクを rootdgのスペア ディ スク と して追加しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n}n 
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 ディスク  グループへのディスクの追加
5. ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外しない場合は、次のプロンプ ト
で 「n」 を入力します。

他のディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?] 

[デフォルト :n] n

6. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクは、 デフォルトのディ スク名でディ スク グループ rootdg に追加され
ます。

c1t1d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

7. このディ スクが既に Volume Manager での使用に備えて初期化済みである こ とを示す
次のよ うなプロンプ トが表示されます。 「y」 を入力して、 このディ スクの使用を確定
します。

次のディ スク デバイスは既に初期化されています。

ディ スクは現在、 交換ディ スク と して使用できます。

出力形式 :[Device_Name]

c1t1d0

Use this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

8. ディ ス クを再初期化するには、 次に示すプロンプ ト で、 「y」 を入力するか、 または
Return キーを押します。

選択した次のディ スクは、 既に Volume Manager用に初期化されています。 ディ スク
が既に Volume Manager用に初期化されている こ とが確実な場合は、 ディ スクデバイ
スを再初期化する必要はあ り ません。

出力形式 :[Device_Name]

c1t1d0

Reinitialize this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 
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Volume Manager で使用するためにディ スクを再初期化している こ と を示す次のよ う
な メ ッセージが表示されます。 システムによっては、表面分析を実行するかど うかを
選択するオプシ ョ ンが表示される場合もあ り ます。 

デバイス c1t1d0 を初期化しています。

表面分析の実行 （推奨）

[y,n,q,?] （デフォルト :y}n

ディ スク デバイス c1t1d0 を、 disk03 というディ スク名で追加しています。

ディ ス クがディ スク  グループに追加されている こ と を確認するには、 次のよ うに入力し
ます。 

# vxdisk list 

上記のコマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。 

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c0t0d0s2 sliced disk04 rootdg online

c1t0d0s2 sliced disk01 rootdg online

c1t1d0s2 sliced disk03 rootdg online 
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ディスク  グループからのディスクの削除
サブディ スクを含まないディ スクは、 ディ スク  グループから削除できます。 次のコマン
ドを使用します。 

# vxdg [-g グループ名 ] rmdisk ディスク名 

グループ名には、 デフォルトの rootdg以外のディ スク  グループのみを指定できます。

たとえば、 rootdgから disk02 を削除するには、 次のよ うに入力します。

# vxdg rmdisk disk02 

ディ スク上にサブディ スクがある場合は、 削除しよ う とする と、 次のエラー メ ッセージ
が表示されます。

vxdg:ディ スクディスク名はサブディ スクで使用されています。

-kオプシ ョ ンを指定して vxdg を実行し、デバイスの割り当てを削除します。-kオプシ ョ
ンを使用する と、 サブディ ス クがある場合でもディ ス クを削除できます。 詳細について
は、 vxdg （1M） マニュアル ページを参照して ください。 

注 vxdgに -kオプシ ョ ンを指定する と、 データが失われる恐れがあ り ます。

ディ スクをディ スク  グループから削除した後で、 そのディ スクを Volume Managerの管理
下から完全に削除できます （オプシ ョ ン）。 次コマンドを使用します。 

# vxdisk rm デバイス名 

たとえば、 c1t0d0 （または c1b0t0d0） を Volume Manager の管理下から削除するには、
次のよ うに入力します。 

# vxdisk rm c1t0d0s2

バスを使用しているシステムの場合は、 次のよ うに入力します。 
# vxdisk rm c1b0t0d0s0 

複数のサブディ スクが定義されているディ スクを削除する こ とができます。たとえば、す
べてのボ リ ュームを 1つのディ スク上にま とめる こ とができます。 vxdiskadm を使用し
てディ スクを削除する場合は、そのディ スクからボ リ ュームを移動するよ うに選択できま
す。 この処理を行うには、 vxdiskadm を実行し、 メ イン  メニューの項目 3[ ディ スクの
削除 ] を選択します。 

そのディ スクにい くつかのサブディ スクが含まれている場合、通常、次のよ うな メ ッセー
ジが表示されます。
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ディスクの移動
次のボ リ ュームは、 ディ スク disk02 の一部を現在使用しています : 

home usrvol

ボ リ ュームを削除するには、 その前に disk02から移動する必要があ り ます。 

ボ リ ュームを他のディ スクに移動しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

y を選択する と、すべてのサブディ スクがディ スクから移動されます （可能な場合）。移動
できないサブディ スク もあ り ます。サブディ スクを移動できない場合、一般に次のこ とが
原因と考えられます。 

◆ 残りのディ スクに十分な領域がない。 

◆ ボ リ ューム内にある既存のプレッ クスやス ト ラ イプ サブディ スクを別のディ スクに
割り当てる こ とができない。 

vxdiskadmによって移動できないサブディ スクがある場合、 ディ スクの削除を続行する
前に、一部のディ スクからプレッ クスの一部を削除し、空き領域を確保する必要があ り ます。  

ディスクの移動

ディ スク  グループ間でディ スクを移動するには、 移動するディ スクをディ スク  グループ
から削除し、 別のディ スク  グループに追加します。 たとえば、 ディ スク disk04 とい う
名前で接続されている物理ディ スク c0t3d0をディ スク  グループ rootdgから移動して、
ディ スク  グループ mktdgに追加するには、 次のコマンドを使用します。

# vxdg rmdisk disk04 

# vxdg -g mktdg adddisk mktdg02=c0t3d0

注 この方法では、 ディ スク上の設定やデータは保存されません。

vxdiskadm を使用してディ スクを移動する こ と もできます。 メ イン  メニューの項目 3[
ディ スクの削除 ] を選択してから、 項目 1[ディ スクの追加または初期化 ] を選択します。
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ディスク名の変更

ディ スクに Volume Manager名を指定していない場合は、ディ スクを Volume Managerの管
理下に配置する と、 デフォルトの名前が設定されます。 Volume Manager 名は、 ディ スク
の位置やディ スク  タ イプを識別するために使用されます。 ディ スク名を変更して所有権
や使用権に反映するには、 次のよ うに入力します。 

# vxedit rename old_diskname new_diskname

disk01 を disk03に変更するには、 次のよ うに入力します。 
# vxedit rename disk01 disk03 

名前が変更されたこ とを確認するには、 次のよ うに入力します。 
# vxdisk list 

上記のコマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。
DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c0t0d0s2 sliced disk04 rootdg online

c1t0d0s2 sliced disk03 rootdg online

c1t1d0s2 sliced - - online

注 デフォルトでは、サブディ スク  オブジェク ト名は、それらのオブジェク トが属する
VM ディ スクの名前に基づいて設定されます。 ただし、 VM ディ スク名を変更して
も、 そのディ スク上のサブディ スク名は自動的には変更されません。
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ディスクの予約

デフォルトでは、 vxassist は空き領域のある任意のディ スクから領域を割 り当てます。
処理速度が特に遅いディ ス ク または速いディ ス クを通常の場合には使用しないよ うにす
る場合など、 特別な目的のためにディ スクを予約する こ とができます。 

ディ スクを特別な目的のために予約するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxedit set reserve=on ディスク名 

このコマンドを入力しても、 vxassist は、 コマンド  ラインで特にディ スクを指定しな
い限り、選択されたディ スク領域を割 り当てません。たとえば、ディ スク disk03が予約
されている場合は、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist make vol03 20m disk03 

このコマンドを実行する と、 予約が無効になり、 disk03 に 20 メガバイ トのボ リ ューム
が作成されます。 ただし、 次のコマンドを入力した場合は、 結果が異な り ます。 

# vxassist make vol04 20m 

このコマンドを実行する と、ほかのディ スクに空き領域がない場合でも disk03は使用さ
れません。 

ディ スクの予約を無効にするには、 次のよ うに入力します。 

# vxedit set reserve=no ディスク名 

ディスクのオフライン

必要に応じて、 物理ディ ス クをオフラ イン状態にします。 ディ ス クが破損している場合
は、ディ スクを無効にして削除する必要があ り ます。物理ディ スク  デバイスを移動し、別
のシステムに接続する場合も、 事前にディ スクを無効にする必要があ り ます。 

物理ディ スクをオフラ イン状態にするには、 まずディ スク  グループからディ スクを削除
します （詳細については、 「ディ スクの削除 （88 ページ）」 を参照）。 次のコマンドを使用
して、 ディ スクを 「オフライン」 状態に設定します。 

# vxdisk offline デバイス名 

注 ディ スクがディ スク  グループから削除され、管理名が使用できないため、 こ こでは
デバイス名が使用されます。 
86 VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide



 ディスクのミ ラーリング
ディスクのミ ラーリング

ルート  ディ スクを ミ ラーリ ングする と、 起動に必要なルート  ボ リ ュームやその他の領域
が別のディ スクに ミ ラー化されます。

使用中のブート （ルート ） ディ スクをほかのディ スクにミ ラー化するには、 こ こで説明す
る手順または vxdiskadm を実行して ください。 ブート  ディ スクを ミ ラー化しておく と、
ブート  ディ スクの障害時にブート  ディ スクをその ミ ラーと入れ替える こ とによって、 障
害を リ カバリする こ とができます。 

ディ スクの交換が必要な場合に、 Volume Managerブート  ディ スク  エイ リ アスを利用して
ブート  ディ スクの ミ ラーを識別するには、ブート  ディ スクを ミ ラー化する前に、EEPROM
変数 use-nvramrc? を trueに設定してお く必要があ り ます。この変数が falseに設定
されている場合、 どれがブート可能なディ ス クかをユーザ自身で判断する必要があ り ま
す。 この変数を trueに設定するには、 次のよ うに入力します。 

eeprom use-nvramrc?=true

ブート  ディ スクを ミ ラー化するには、 次の処理を実行します。 

1. ブート  ディ スク以上のサイズを持つディ スクを選択します。 

2. vxdiskadd コマンドを使用して、 選択したディ スクを新しいディ スク と して追加し
ます （まだ追加していない場合）。 

3. 次のコマンドを実行します。 
# /etc/vx/bin/vxrootmir 代替ディスク

代替ディスクには、 ミ ラー化によって作成されたディ ス クに割 り当てる名前を指定し
ます。 

vxrootmir を実行する と、rootvol （代替ディ スク上のルート  ファ イル システムの
ボ リ ューム） の ミ ラーが作成されます。 

プライマ リ  ブート  ディ スクに障害が発生した場合に、 代替ブート  ディ スクから起動
するよ うに設定できます。 

ブート  ディ スク上には、 /home または /tmp ファ イル システムなどのボ リ ュームがある
場合があ り ます。 これらのボ リ ュームは、vxassistユーティ リ ティ を使用して個別にミ
ラー化できます。 たとえば、 homevol ボ リ ューム上に /home ファ イル システムがある
場合は、 次のコマンドを使用して代替ディスクにミ ラー化するこ とができます。

# vxassist mirror homevol 代替ディスク

代替ブート  ディ スク上にファイル システムのコピー用の領域がない場合は、 別のディ ス
クに ミ ラー化できます。 また、 これらのボ リ ュームを、 システムに接続されているほかの
ディ スクにわたってスパンまたはス ト ラ イプするこ と もできます。 

プライマ リ  ブート  ディ スク上のすべてのボ リ ュームを一覧表示するには、 次のコマンド
を使用します。

# vxprint -t -v -e\’aslist.aslist.sd_disk=" ブート  ディスク "’
第 4章  ディスク関連タスク  87



ディスクの削除
このディ ス ク上の連続するすべてのボ リ ュームを代替ブート  ディ スクに ミ ラー化するに
は、 次のコマンドを使用します。 

# /etc/vx/bin/vxmirror ブート  ディスク 代替ディスク

ディスクの削除

ディ スクに障害が発生した場合は、ディ スクをシステムから削除して別のシステムに移動
する こ とができます。現在のシステムからディ スクを削除する前に、次の処理を実行する
必要があ り ます。 

1. ボ リ ューム上のすべてのファイル システムをマウン ト解除します。 

2. ディ スク上のボ リ ュームを停止します。 

3. ボ リ ュームをほかのディ スクに移動するか、バッ クアップを作成します。 ボ リ ューム
を移動するには、 1つ以上のほかのディ スク上にボ リ ュームを ミ ラー化してから、 元
のボ リ ュームを削除します。 ボ リ ュームが不要になった場合は、移動せずに削除する
こ と もできます。 

ディ スクを削除するには、 次の処理を実行します。 

4. 次のコマンドを使用して、 ディ スク  グループからディ スクを削除します。

# vxdg [-g グループ名 ] rmdisk ディスク名 

グループ名にはディ スクの属するグループの名前、ディスク名には削除するディ スクの
名前をそれぞれ指定します。 

たとえば、 rootdgから disk01 を削除するには、 次のよ うに入力します。 
vxdg rmdisk disk01 

rootdgはデフォルトのディ スク  グループであるため、こ こでは特に指定する必要は
あ り ません。 

5. 次のコマンドを使用して、 ディ スクを Volume Managerの管理下から削除します。 

# vxdisk rm デバイス名 

たとえば、c1t0d0 を Volume Managerの管理下から削除するには、次のよ うに入力し
ます。 
# vxdisk rm c1t0d0s2 
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ディスク情報の表示

ディ スクを使用する前に、 そのディ スクが初期化され、 Volume Manager の管理下にある
こ と を確認する必要があ り ます。 また、 ディ スク  グループに含まれないディ スク上にボ
リ ュームを作成する こ とはできないため、 ディ スクがディ スク  グループに属しているか
ど うかも確認しておく必要があ り ます。 vxdisk list コマンドを実行する と、 認識され
たすべてのディ スクのデバイス名、ディ スク名、各ディ スクに関連付けられているディ ス
ク  グループ名、 および各ディ スクの状態が表示されます。 

次のコマンドを使用する と、 Volume Manager に定義されているすべてのディ スク上の情
報を表示する こ とができます。 

# vxdisk list 

上記のコマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。

 

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c0t0d0s2 sliced disk04 rootdg online

c1t0d0s2 sliced disk01 rootdg online

c1t1d0s2 sliced - - online

Volume Manager に定義された特定のディ スクの詳細を表示するには、 次のよ うに入力し
ます。

# vxdisk list disk01 

vxdiskユーティ リ ティによって、特定のメ タデバイスの動的マルチパス情報が表示され
ます。 メ タデバイス とは、 システムの I/O コン ト ローラからの複数の物理パスを持つ特定
の物理ディ スクのこ とです。 Volume Manger では、 システムのすべての物理ディ スクを 1
つ以上の物理パスを持つメ タデバイス と して表します。 

次のコマンドを使用する と、特定のメ タデバイスのマルチパス情報を表示する こ とができ
ます。

# vxdisk list デバイス 

デバイスは、Volume Managerの DMP サブシステムによって構成された メ タデバイスです。

上記の出力では、メ タデバイス c2t0d0s2 と して示される物理デバイスへの 2つのパスが
表示されています。 パス c2t0d0s2 はアクティブ状態 （state=enabledÅj で、 も う一
方のパス c1t0d0s2は非アクティブ状態 （state=disabledÅjです。
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上記のコマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。

Device device
devicetag c2t0d0
type sliced
hostid aparajita
disk name=disk01 id=861086917.1052.aparajita
group name=rootdg id=861086912.1025.aparajita
flags online ready autoconfig autoimport imported
pubpaths block=/dev/vx/dmp/c2t0d0s4 char=/dev/vx/rdmp/c2t0d0s4
privpaths block=/dev/vx/dmp/c2t0d0s3 char=/dev/vx/rdmp/c2t0d0s3
version 2.1
iosize min=512 （bytes） max=2048 （blocks）
public slice=4 offset=0 len=1043840
private slice=3 offset=1 len=1119
update time=861801175 seqno=0.48
headers 0 248
configs count=1 len=795
logs count=1 len=120
Defined regions
config priv 000017-000247[000231]:copy=01 offset=000000 enabled
config priv 000249-000812[000564]:copy=01 offset=000231 enabled
log priv 000813-000932[000120]:copy=01 offset=000000 enabled
Multipathing information:
numpaths: 2
c2t0d0s2 state=enabled type=primary
c1t0d0s2 state=disabled type=secondary

アクティブ /パッシブ タイプ ディ スク  アレイのディ スクには、 type に追加情報が表示さ
れます。 こ こには、ディ スクへのプライマ リ  パスおよびセカンダ リ  パスが表示されます。
たとえば、 DG Clariion、 Hitachi DF350 などのディ スク  アレイの場合です。

この type情報はアクティブ / アクティブ タイプ ディ スク  アレイ上のディ スクには表示さ
れません。 これらのディ スク  アレイ上のディ スクにはプライマ リ  パスとセカンダ リ  パス
の概念がないためです。 た と えば、 StorEdge A5000、 Sparc Storage Array （SSA） などの
ディ スク  アレイの場合です。
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障害のあるディスクの検出と交換

こ こでは、ディ スクの障害を検出して障害のあるディ スクを交換する方法について説明し
ます。 まず、 障害の発生時に、 冗長性のある Volume Manager のオブジェク ト を自動的に
リ ス ト アするホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能について説明します。 

ホッ ト リロケーシ ョ ン

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは、 冗長性のある （ミ ラーリ ングまたは RAID-5） Volume Manager
オブジェク トで発生した入出力障害に自動的に対処し、これらのオブジェク トに対する冗
長性およびアクセスを リ ス ト アします。 Volume Manager は、 オブジェク ト上の入出力障
害を検出し、 影響を受けたサブディ スクを、 指定されているスペア ディ スクまたはディ
ス ク  グループ内の空き領域に リ ロケート します。 次に、 オブジェ ク ト を障害発生前の状
態に リ ス ト アし、 冗長性とアクセスを再び確保します。 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンについて
は、 第３章の 「ホッ ト リ ロケーシ ョ ン （51ページ）」 を参照して ください。 

注 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは、 障害が発生したディ スク上の冗長性のある （ ミ ラーリ ン
グまたは RAID-5） サブディ スクに関してのみ実行されます。 障害ディ スク上の冗
長性を持たないサブディ スクは リ ロケート されませんが、 システム管理者に障害が
発生したこ とが通知されます。 

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンはデフォルトで有効になっており、システム管理者による介在を必
要とする こ とな く障害発生時に機能します。 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン  デーモン vxrelocd
は、 次の種類の障害を示す Volume Managerのイベン トの検出および対処を行います。

◆ ディ スク障害 － 通常、 Volume Manager オブジェク トの入出力に障害が発生する と検
出されます。 Volume Manager はエラーの修復を試みます。 エラーが修復できない場
合、 Volume Manager はディ スクの専有領域にある設定情報へのアクセスを試みます。
専有領域にアクセスできない場合、 ディ スクが破損している と判断されます。 

◆ プレッ クス障害 － 通常、 プレッ クス内に修復できない入出力エラーが発生する と検
出されます （プレッ クス内のサブディ スクに影響します）。 ミ ラー ボ リ ュームの場合、
プレッ クスは切り離されます。 

◆ RAID-5サブディ スク障害 － 通常、修正できない入出力エラーが発生する と検出され
ます。 サブディ スクは切り離されます。

このよ う な障害が検出された場合、 vxrelocd は、 障害の内容と影響を受けた Volume
Managerオブジェク ト を通知する電子メールをシステム管理者に送信します。 リ ロケート
できるサブディ スクがある場合は、そのサブディ スクが特定されます。 リ ロケートできる
場合、 適切な リ ロケート用の領域が探し出され、 サブディ スクが リ ロケート されます。 

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン用の領域は、 障害が発生したディ ス ク  グループ内でホッ ト リ ロ
ケーシ ョ ン用に予約されたディ スクから選択されます。 有効なスペア ディ スクが存在せ
ず、 領域の追加が必要な場合は、同一のディ スク  グループ内の空き領域が使用されます。
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ただし、nohotuse フラグの設定されたディ スク （ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から
除外されたディ スク） は使用されません。サブディ スクの リ ロケート後、 リ ロケート され
た各サブディ スクがプレッ クスに再接続されます。 

最後に vxrelocdは、 適切な リ カバリ処理を開始します。 たとえば、 ミ ラー ボ リ ューム
のミ ラーの再同期化や RAID-5 ボ リ ュームのデータのリ カバリ などが実行されます。シス
テム管理者には、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンと リ カバリ処理が実行されたこ とが通知されます。 

リ ロケート処理を実行できない場合はシステム管理者に通知され、それ以上の処理は実行
されません。 次の場合には、 リ ロケート処理を実行できません。

◆ サブディ スクが冗長性を持たない場合 （ミ ラー ボ リ ュームまたは RAID-5 ボ リ ューム
に属さない場合）、 そのサブディ スクはリ ロケートできません。 

◆ ディ スク  グループ内に十分な領域（スペア ディ スクまたは空き領域のうちnohotuse
フラグが設定されホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外されている ものを除 く ）
がない場合、 障害の発生しているサブディ スクは リ ロケートできません。

◆ 唯一使用できる領域が、障害が発生しているプレッ クスのミ ラーが含まれるディ スク
上にある場合、 そのプレッ クス内のサブディ スクはリ ロケートできません。

◆ 唯一使用できる領域が、 RAID-5 ボ リ ュームのログ プレッ クスまたは正常なサブディ
スクの 1 つが含まれるディ スク上にある場合、 RAID-5 プレッ クス内の障害サブディ
スクはリ ロケートできません。 

◆ ミ ラー ボ リ ュームにデータ  プレッ クスの一部と してダーティ  リージ ョ ン  ロギング
サブディ スクがある場合、そのプレッ クスに属するサブディ スクは リ ロケートできま
せん。

◆ RAID-5 ボ リ ュームのログ プレッ クスまたはミ ラー ボ リ ュームの DRL ログ プレッ ク
スに障害が発生した場合、 新しいログ プレッ クスが別の場所に作成されます （ログ
プレッ クスは実際にはリ ロケート されません）。

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン用のスペア ディ スクをディ スク  グループご とに1つ以上指定して、
ホッ ト リ ロケーシ ョ ンに備えておきます。ディ スクをスペアと して設定する方法について
は、 本章の 「VM ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン  プールへの追加 （137 ページ）」 を参
照して ください。 障害発生時に有効なスペア ディ スクがない場合、 またはスペア ディ ス
ク上に十分な領域がない場合は、 ディ スクに nohotuse フラグが設定されていてホッ ト
リ ロケーシ ョ ンから除外されていない限り、 空き領域が自動的に使用されます。 

スペア ディ スクを指定しておく と、 障害時にリ ロケートに使用される領域を制御できま
す。 空き領域と スペア ディ スク上の領域を合計しても十分ではない場合や、 冗長性の制
約を満たしていない場合、 サブディ スクはリ ロケート されません

ディ スクに nohotuseフラグを設定しておく と、交換用のディ スク と して使用しないディ
スクを制御できます。
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ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外するには、2通りの方法があ り ます。
たとえば、 次のよ うに入力します。

# vxedit -g rootdg set nohotuse=on disk01

# vxdiskadm 

vxdiskadm メ イン  メニューの項目 15[ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン利用対象からの
除外 ] を選択します。

ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象にするには、 2通りの方法があ り ます。 たと
えば、 次のよ うに入力します。

# vxedit -g rootdg set nohotuse=off disk01

# vxdiskadm 

vxdiskadmメ イン メニューの項目16[ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン設定]を選択します。

スペア ディ ス クまたはホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外されているディ スクを
確認するには、 2通りの方法があ り ます。 たとえば、 次のよ うに入力します。

# vxdisl list

# vxprint

正常にリ ロケートが実行されたら、障害を起したディ スクを削除して交換する必要があ り
ます （「ディ スクの交換 （101 ページ）」 を参照）。 リ ロケート されたサブディ スクの場所
によっては、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの実行後、 リ ロケート されたサブディ スクを別の場所
に移動する こ と もできます（「 リ ロケート されたサブディ スクの移動（95ページ）」を参照）。

vxrelocdの変更
ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは、 vxrelocd の稼働中は有効になっています。 ホッ ト リ ロケー
シ ョ ンを有効な状態にしておく と、障害発生時にこの機能を活用できます。ただし、 この
機能を無効にする場合 （ディ スク上の空き領域を リ ロケートに使用しない場合） は、 シス
テムの起動時に vxrelocd を起動しないよ うにしてて ください。 

システム起動時にホッ ト リ ロケーシ ョ ンを無効にする方法については、『VERITAS Volume
Manager Installation Guide』 を参照して ください。 vxrelocdプロセスを強制終了して、い
つでもホッ ト リ ロケーシ ョ ンを停止できます （ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが進行中の場合は、
強制終了しないで ください）。

vxrelocd を呼び出す起動ファイル （/etc/rc2.d/S95vxvm-recover） の vxrelocd
行を編集するか、 実行中の vxrelocd プロセスを強制終了し別のオプシ ョ ンを指定して
再び起動する と、 vxrelocd の動作を多少変更する こ とができます。 起動ファ イル内で
vxrelocd を呼び出す方法を変更した場合は、システムを リブート して変更を有効にする
必要があ り ます。デーモンを強制終了して再起動する場合は、vxrelocdプロセスを強制
終了する と きに、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが進行中でないこ とを確認して ください。 この場
合も、障害発生時にホッ ト リ ロケーシ ョ ンを活用できるよ うに、デーモンをすぐに再起動
する必要があ り ます。
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vxrelocdの動作を変更するには、 次の操作を実行します。

◆ デフォルトでは、障害が検出されて リ ロケートが行われる と、 vxrelocdは電子メー
ルをルート  ユーザに送信します。 ほかのユーザにも通知するよ うに vxrelocd を設
定するには、 次のよ うに適切なユーザ名を追加して vxrelocd を呼び出します。 

# vxrelocd root ユーザ名 1 ユーザ名 2 & 

◆ リ カバリ処理によるシステム パフォーマンスへの影響を軽減するには、ボ リ ュームの
各領域を リ カバリする際に時間間隔を空けるよ うに指定できます。次のよ うに入力し
ます。

# vxrelocd -o slow[=入出力遅延時間 ] root &

入出力遅延時間には、 必要な遅延時間 （ミ リ秒単位） を指定します。 デフォルト値は、
250 ミ リ秒です。詳細については、 vxrelocd （1M） マニュアル ページを参照して く
ださい。

-O: 旧バージ ョ ンに戻すオプシ ョ ンです。 VxVM_version -O と指定する と、
vxrelocdは指定したバージ ョ ンのリ ロケート処理を実行します。

-s: vxrelocd による リ ロケートの開始前に、 /etc/vx/saveconfig.d に現在の設
定のスナップシ ョ ッ トが作成されます。 -s オプシ ョ ンには、各ディ スク  グループに保
持される設定の最大数を指定します。 デフォルト値は 32 です。

スペア  ディ スク情報の表示
コマンド vxdg spare を使用して、 リ ロケートに使用できるすべてのスペア ディ スクの
情報を表示できます。 次のよ う な結果が表示されます。

GROUP DISK DEVICE TAG OFFSET LENGTH
FLAGS

rootdg disk02 c0t2d0s2 c0t2d0 0 658007
s

この例では、disk02が唯一指定されているスペア ディ スクです。LENGTH フ ィールドには、
このディ スク上で現在使用できる リ ロケート用のスペア領域のサイズが示されています。

また、 次のコマンドを使用して、 現在指定されているスペア ディ スクの情報を表示でき
ます。

◆ vxdisk list－ ディ スク情報の一覧と spareフラグが設定されているスペア ディ ス
クを表示します。

◆ vxprint－ ディ スクおよびその他の情報の一覧と spareフラグが設定されているス
ペア ディ スクを表示します。
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リ ロケート されたサブディ スクの移動

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンを実行する と、 サブディ スクはスペア ディ スクやディ スク  グルー
プ内の使用可能な空き領域に リ ロケー ト されます。 サブディ ス クが移された場所では、
ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの実行前と同じパフォーマンスやデータ  レイアウ ト を実現できな
い場合があ り ます。ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの完了後、 リ ロケート されたサブディ スクを移
動して、 パフォーマンスを向上させる こ とができます。 

リ ロケー ト されたサブディ ス クをスペア ディ ス クから移動して、 次のホッ ト リ ロケー
シ ョ ンの必要時に使用できるよ うにスペア ディ スクを空けておく こ と もできます。 また、
ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが実行される前の構成設定に戻すためにサブディ ス クを移動する
場合もあ り ます。

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン中、 次のよ う な電子メール メ ッセージがルート  ユーザに送信され
ます。

To:ルート

Subject: ホス ト teal上の Volume Manager エラー

プレッ クス home-02からサブディ スク disk02-03 を リ ロケート しよ う と しています。

Dev_offset 0 length 1164 dm_name disk02 da_name c0t5d0s2.

使用可能なプレッ クス home-01 を使用してデータを リ カバリ します。

このメ ッセージには、 リ ロケート前のサブディ スクの情報が含まれており、 リ ロケート後
にサブディ スクの移動先を決定するために使用できます。 

次のメ ッセージは、 リ ロケート されたサブディ スクの新しい場所を示しています。 

To:ルート

Subject:VxVM を teal上にリ ロケート します。

         

ボ リ ューム homeサブディ スク disk02-03 を disk05-01へ リ ロケート しましたが、

まだ、 リ カバリは実行していません。 

リ ロケー ト されたサブディ ス クを移動する前に、 前節の説明に従って、 障害が発生した
ディ スクを修復または交換します。 この処理を終了する と、 リ ロケート されたサブディ ス
クを元のディ スクに移動できるよ うにな り ます。たとえば、 リ ロケート されたサブディ ス
ク disk05-01 を disk02に移動するには、 次のコマンドを実行します。 

# vxassist -g rootdg move home !disk05 disk02

注 サブディ スクの移動処理中は、 RAID-5 ボ リ ュームは冗長性を持ちません。
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vxunrelocateの使用
VxVM ホッ ト リ ロケーシ ョ ンを使用する と、 システムは冗長性のある VxVM オブジェク
トの入出力障害に対してサブディ スク  レベルで自動対応し、 オブジェ ク ト を使用可能な
状態にするための処理を実行できます。 この機構によって、サブディ スク上の入出力障害
の検出、サブディ スクのリ ロケート 、サブディ スクに関連付けられたプレッ クスのリ カバ
リなどが行われます。 ディ スクの交換後は、 vxunreloc を使用する と、 ディ スク障害が
発生する前の設定にシステムを戻すこ とができます。 vxunrelocは、 障害によ りホッ ト
リ ロケート済みのサブディ スクを元のディ スクに戻すこ とができます。 

vxunreloc を起動したら、 ホッ ト リ ロケート済みサブディ スクの元の位置を示すディ ス
ク  メディア名を指定する必要があ り ます。 vxunreloc がサブディ ス クを移動する場合
は、元のオフセッ トに移動します。障害が発生した元のディ スク よ り も小さいディ スクの
リ ロケート処理を解除しよ う とする と、vxunrelocはエラーを返して処理を行いません。

vxunreloc には、 サブディ スクを元のディ スク とは異なるディ スクに移動するオプシ ョ ン
があ り ます。また、サブディ スクのリ ロケート処理を解除して異なるオフセッ トに移動す
るオプシ ョ ンもあ り ます。 ただし、 これはデスティネーシ ョ ン ディ スクがすべてのサブ
ディ スクを収容できる大きさを持つ場合に限り指定できます。 

vxunreloc がサブディ ス クを元のオフセッ ト に戻すこ とができない場合は、 強制オプ
シ ョ ンを使用する と、元のオフセッ ト を使用しないでサブディ スクを指定したディ スクに
移動できます。詳細については、vxunreloc（1M）マニュアル ページを参照して ください。

次に示す例で、 vxunrelocの使用方法を説明します。

例 1: 

disk01 に障害が発生し、 すべてのサブディ ス クが リ ロケー ト された と仮定し ます。
disk01の交換後、vxunrelocを使用してホッ ト リ ロケート済みのサブディ スクをすべて
disk01に移動するには、 次のコマンドを実行します。

vxunreloc -g newdg disk01 

例 2:

vxunrelocユーティ リ ティには、 リ ロケート前の元のディ スク とは異なるディ スクにサ
ブディ スクを移動するための -nオプシ ョ ンがあ り ます。

disk01に障害が発生し、ディ スク上のすべてのサブディ スクがホッ ト リ ロケーシ ョ ン処
理によってほかのディ スクに移動した仮定します。 vxunrelocには、 リ ロケート前の元
のディ スク とは異なるディ スクにサブディ スクを移動するためのオプシ ョ ンがあ り ます。
修復したディ スクは、disk05 など、別の名前を持つディ スク  グループに追加して戻すこ
とができます。ホッ ト リ ロケート済みのサブディ スクをすべてこの新しいディ スクに戻す
には、 次のコマンドを使用します。

vxunreloc -g newdg -n disk05 disk01
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例 3:

disk01に障害が発生し、サブディ スクがリ ロケート され、 ホッ ト リ ロケート済みのサブ
ディ スクを disk05に移動する と仮定します。disk05 には、ほかのサブディ スクが既に
存在しています。次の強制オプシ ョ ンを使用する と、ホッ ト リ ロケート済みのサブディ ス
クを disk05に移動できますが、 正確なオフセッ トには移動できません。

vxunreloc -g newdg -f -n disk05 disk01

例 4:

ディ スク障害が複数発生してサブディ ス クに複数回ホッ ト リ ロケーシ ョ ン処理が実行さ
れても、サブシステムのリ ロケート処理を解除して元の位置に戻すこ とができます。たと
えば、 disk01 に障害が発生し、 サブディ スク disk01-01 が disk02に移動した後、 disk02 に
ディ スク障害が発生した場合、disk02上のサブディ スクはホッ ト リ ロケーシ ョ ン処理され
たサブディ スク も含めてすべて再度移動できます。 disk02が交換された場合、 disk02に対
して vxunreloc を実行しても、ホッ ト リ ロケート済みのサブディ スク disk01-01には何も処
理されません。 ただし、 disk01交換の直後に vxunreloc を実行する と、 disk01-01は disk01
に戻されます。

障害の発生したディ スクの修復または交換後は、 vxunrelocによ り、 ホッ ト リ ロケート
済みのサブディ ス クをすべて元のディ スクに移動できます。 サブディ ス クのホッ ト リ ロ
ケーシ ョ ン処理中、 元のディ ス ク  メディア名およびディ スクのオフセッ トは、 設定デー
タベースに保存されます。 これらの情報は、 vxunreloc がサブディ スクを元のディ スク
または新しいディ スクに移動する時点で消去されます。元の dm名および元のオフセッ ト
は、 サブディ スク  レコードに保存されています。 rootdg ディ スク  グループの disk01
からホッ ト リ ロケーシ ョ ン処理されたサブディ スクをすべて印刷するには、次のコマンド
を使用します。

# vxprint -g rootdg -se 'sd_orig_dmname="disk01"'

disk01からホッ ト リ ロケーシ ョ ン処理されたサブディ スクをすべて元のディ スクに戻す
には、 次のコマンドを使用します。

# vxunreloc -g rootdg disk01 

vxunrelocユーティ リ ティには、 リ ロケート前の元のディ スク とは異なるディ スクにサ
ブディ スクを移動するための -n オプシ ョ ンがあ り ます。 たとえば、 disk01 に障害が発
生し、 disk01上のすべてのサブディ スクがホッ ト リ ロケーシ ョ ン処理されて、別のディ ス
クに移動したと仮定します。修復したディ スクは、 disk05 など、別の名前を持つディ ス
ク  グループに追加して戻すこ とができます。 ホッ ト リ ロケー ト済みのサブディ スクをす
べてこの新しいディ スクに戻すには、 次のコマンドを使用します。

# vxunreloc -g rootdg -n disk05 disk01

デスティネーシ ョ ン  ディ スクには、少な く と も元のディ スク と同じ記憶容量が必要です。
十分な領域がない場合は、 リ ロケート処理の解除中にエラーが発生し、サブディ スクの移
動は実行されません。
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vxunrelocがホッ ト リ ロケート済みのサブディ スクを移動する場合は、元のオフセッ ト
に移動します。 ただし、 デスティネーシ ョ ン  ディ スク上の一部またはすべての領域を使
用しているサブディ スクがある と、 vxunrelocにエラーが発生します。 基本的には、 次
の2つの選択肢があ り ます。（1）既存のサブディ スクを別の場所に移動し、再度vxunreloc
を実行する。（2） vxunrelocに -fオプシ ョ ンを指定して、サブディ スクをデスティネー
シ ョ ン  ディ スクに移動する。ただし、ディ スク上の領域は vxunrelocが検出します。デ
スティネーシ ョ ン  ディ スクに十分な領域があ り、 すべてのサブディ ス クが保存可能な場
合は、元のオフセッ ト を使用する こ とな く、ホッ ト リ ロケート済みのサブディ スクの リ ロ
ケート処理がすべて解除されます。

エラー後の vxunrelocの再起動 
内部的には、 vxunrelocによるサブディ スクの移動は 3段階で実行されます。 第 1段階
では、 リ ロケート処理が解除されたサブディ スク と同数のサブディ スクが、指定されたデ
スティネーシ ョ ン  ディ スクに作成されます。サブディ スクの作成時に、 vxunrelocはサ
ブディ スク  レコードのコ メン ト  フ ィールドに文字列 「UNRELOC」 を識別情報と して書
き込みます。第 2段階では、実際のデータの移動が実行されます。すべてのサブディ スク
の移動が成功する と、 第 3段階で、 サブディ スク  レコードのコ メン ト  フ ィールドが補整
されます。

サブディ スクの作成は、部分的に処理される こ とはあ り ません。すべてのサブディ スクを
完全に作成できない場合、 サブディ スクは 1つも作成されず、 vxunrelocは何も処理を
行いません。 サブディ スクの移動は、部分的にも処理されます。 サブディ スクの移動は 1
つの処理ご とに独立しているため、各サブディ スクの移動処理にエラーが発生した時点で
vxunrelocユーティ リ ティはエラー メ ッセージを出力して終了します。ただし、処理さ
れなかったサブディ スクはすべて、ホッ ト リ ロケーシ ョ ン処理によって移動されたディ ス
ク上に残り、戻される こ とはあ り ません。 このと き戻されたサブディ スクでは、第 3段階
の消去処理が実行されていないため、 サブディ ス ク  レコードのコ メ ン ト  フ ィールドが
「UNRELOC」 のまま残り ます。 

デスティネーシ ョ ン  ディ スクに新しいサブディ スクを作成後、 サブディ スクが戻される
前にシステムに障害が発生した場合は、システムの回復後に再度 vxunreloc ユーティ リ
テ ィ を実行できます。 上記のよ うに、 新しいサブディ スクが作成される と、 vxunreloc
はサブディ スクのコ メン ト  フ ィールドに 「UNRELOC」 を設定します。 vxunreloc は、
再実行時に、デスティネーシ ョ ン  ディ スク上にある既存のサブディ スクの offset、len、
および comment フ ィールドをチェッ ク して、 前回の vxunreloc処理時にディ スク上に
設定された 「UNRELOC」 を検出し、 そのディ スクを使用します。 

コ メン ト  フ ィールドの文字列 「UNRELOC」 は手動で変更しないで ください。 

一連のサブディ スクの移動で 1つの処理にエラーが発生する と、 vxunrelocは処理を中
止します。 この場合、サブディ スクの移動処理が失敗した原因となるエラーを確認し、 リ
ロケート処理の解除を続行できるかど うか判断する必要があ り ます。サブディ スクの移動
処理を再開するために vxunreloc を再起動する と、前回の実行時に作成されたサブディ
スクが使用されます。
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消去段階は、 単一の ト ランザクシ ョ ンで処理されます。 vxunreloc は、 デステ ィネー
シ ョ ン  ディ スク上で 「UNRELOC」 が設定されているすべてのサブディ スクについて、 コ
メ ン ト  フ ィールドを NULL 値で リセッ ト します。 消去処理は、 以前に完了しなかった
vxunreloc処理でリ ロケート処理が解除されたサブディ スク も対象とな り ます。 

障害のあるディスクの検出 

注 Volume Manager のホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能は、 自動的にディ スク障害を検出し、
システム管理者に電子メールで障害を通知します。 
ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが無効になっている場合や電子 メールを紛失した場合は、
vxprint コマンドの出力またはグラフ ィカル ユーザ インタフェースからディ スク
障害を確認できます。 また、 ド ラ イバのエラー メ ッセージをコンソールまたはシス
テム  メ ッセージ ファ イル内で参照する こ と もできます。

ボ リ ュームにディ スクの入出力障害が発生した場合（ディ スクに修正不能なエラーが発生
した場合など）、Volume Managerは障害に関係するプレッ クスを切り離すこ とができます。 

プレッ クスが切り離された場合、そのプレッ クスでの入出力は停止されますが、ボ リ ュー
ムの残 り のプレ ッ ク スでは継続して実行されます。 ディ ス クが完全に破損した場合、
Volume Managerはディ スク  グループからそのディ スクを切り離します。 

ディ スクが切り離された場合、 そのディ スク上のすべてのプレッ クスは無効にな り ます。
切り離しが行われる と きに、ディ スク上にミ ラーリ ングされていないボ リ ュームがある場
合は、 そのボ リ ュームも無効になり ます。 

部分的なディ スク障害

障害によ りプレッ クスまたはディ ス クが切り離されたと きにホッ ト リ ロケーシ ョ ンが有
効な場合は、 障害の発生したオブジェク ト を通知する メールがルート  ユーザに送信され
ます。部分的なディ スク障害が発生した場合、 メールには障害を起したプレッ クスが示さ
れます。 たとえば、 ミ ラー ボ リ ュームを含むディ スクに障害が発生した場合、 次のよ う
な メールが送信されます。 

To:ルート

Subject: ホス ト teal上の Volume Manager エラー

VERITAS Volume Manager がエラーを検出しました。 

failed plexes: 

  home-02

  src-02

ルー ト  ユーザ以外のユーザに メールを送信する方法については、 「vxrelocd の変更 （93
ページ）」 を参照して ください。 
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上の例のよ う な メ ッセージを受信した場合は、次のコマンドを実行して、障害を引き起こ
しているディ スクを特定できます。 

vxstat -s -ff home-02 src-02

通常、 次のよ うな結果が表示されます。 

                            FAILED

TYP NAME                READS   WRITES

sd disk01-04                0        0

sd disk01-06                0        0

sd disk02-03                1        0

sd disk02-04                1        0

この出力は、 障害が disk02 上で発生している こ と を示しています （サブディ ス ク
disk02-03および disk02-04が影響を受けています）。 

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは、影響を受けたサブディ スクを自動的にリ ロケート し、必要な リ
カバリ処理を開始します。ただし、 リ ロケートできない場合やホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能
が無効の場合は、問題を特定し、プレッ クスの リ カバリ を試みる必要があ り ます。 これら
のエラーは、ケーブルの障害によって発生する可能性があるので、ディ スク とシステムを
接続するケーブルをチェ ッ ク して ください。明らかに問題があれば修正し、次のコマンド
を使用してプレッ クスを リ カバリ します。 

# vxrecover -b home src 

このコマンドを実行する と、障害を起したプレッ クスのリ カバリがバッ クグラウンドで開
始されます （処理が終了する前にコマンドから制御が戻 り ます） 。 実行後にエラー メ ッ
セージが表示された場合や、プレッ クスが再び切り離された場合は、ケーブルに明らかな
障害がなければ、 ディ スクを交換します （「ディ スクの交換 （101ページ）」 を参照）。 

完全なディ スク障害

ディ スクが完全に破損し、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが有効な場合は、障害が発生したディ ス
ク とそのディ スク中のプレッ クスの一覧がメールで通知されます。たとえば、次のよ う な
メールが送信されます。 

To:ルート

Subject: ホス ト teal上の Volume Manager エラー

VERITAS Volume Manager がエラーを検出しました。 

failed disks: 

  disk02
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 障害のあるディスクの検出と交換
failed plexes: 

  home-02

  src-02

  mkting-01

failing disks: 

  disk02

 

このメ ッセージは、 障害が発生したために disk02が切り離されたこ とを示しています。
ディ スクが切り離される と、 このディ スクへの入出力は実行できな くなり ます。プレッ ク
ス home-02、 src-02、および mkting-01 も同様に切り離されています （ディ スク障害
が原因と考えられます）。 

こ こでもケーブル障害が原因と して考えられます。 ケーブル障害が原因でない場合は、
ディ スクを交換して ください （「ディ スクの交換 （101ページ）」 を参照）。 

ディスクの交換 
完全に破損したディ スク （障害が発生したために切り離されたディ スク） は、vxdiskadm
を実行するか、 メ イン メニューの項目 5[障害が発生したディ スクまたは削除したディ ス
クの交換 ] を選択して交換できます。初期化されているけれども追加されていないディ ス
クがある場合は、 それらのディ スクの １つを交換用ディ スク と して選択できます。 

注 選択リ ス トに古いディ スク  ド ラ イブが表示されている場合でも、そのディ スクを交
換用ディ スク と して選択しないで ください。適切な初期化済みディ スクがない場合
は、 新しいディ スクの初期化を選択できます。

ディ ス ク障害によってボ リ ュームが無効になった場合は、 ディ ス ク を交換した後にボ
リ ュームをバッ クアップから リ ス ト アする必要があ り ます。ディ スク障害が発生したため
に無効になったディ ス ク上にボ リ ューム全体が配置されているボ リ ュームを識別するに
は、 次のコマンドを使用します。

# vxinfo

Unstartable と表示されているボ リ ュームは、バッ クアップから リ ス ト アする必要があ
り ます。 次に vxinfoの出力画面の例を示します。 

home         fsgen     Started

mkting       fsgen     Unstartable

src          fsgen     Started

standvol     gen       Started （used on some systems）

rootvol      root      Started

swapvol      swap      Started
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バッ クアップから リ ス ト アできるよ うに mkting を再起動するには、次のコマンドを使用
します。 

# vxvol -o bg -f start mkting 

-o bg オプシ ョ ンの組み合わせによ り、 バッ クグラウンドでプレッ クスが再同期化され
ます。 

障害の発生が認められるが、ディ スクが完全に破損していない場合は、ディ スクを交換し
ます。 次の 2つの手順で実行します。 

1. ディ スク  グループからディ スクを切り離す。 

2. 新しいディ スク と交換する。 

ディ スクを切り離すには、 vxdiskadm を実行して メ イン  メニューの項目 4[ 交換用ディ
スクの削除 ] を選択します。 交換用と して使用できる初期化済みディ スクがある場合は、
そのディ スクを処理の一部で指定できます。 こ こで指定しない場合は、 メ イン  メニュー
の項目 5[ 障害が発生したディ スクまたは削除したディ スクの交換 ] を選択し、 後から交
換用ディ スクを指定する必要があ り ます。 

交換のために削除するディ スクを選択する場合は、処理で影響を受ける可能性のあるすべ
てのボ リ ュームが表示されます。 次のよ うな結果が表示されます。 

この操作を行う と、 次のボリ ュームのミ ラーが失われます : 

home src

これらのボ リ ュームのデータは失われません。 

次のボ リ ュームが使用中です。 この操作の結果、 これらのボ リ ュームは無効にな り ます。 

mkting

これらのボ リ ュームを使用しているすべてのアプリ ケーシ ョ ンが、 ボ リ ュームにアクセ
スできな くなり ます。 ボ リ ュームをバッ クアップから リ ス ト アする必要があ り ます。 

Are you sure you want do this?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

ボ リ ュームが無効になる可能性がある場合は、 vxdiskadm を終了してボ リ ュームを保存
します。そのボ リ ュームは、バッ クアップするかディ スクから移動して ください。ボ リ ュー
ム mkting を disk02以外のディ スクへ移動するには、 次のコマンドを使用します。

# vxassist move mkting !disk02  

ボ リ ュームのバッ クアップまたは移動後に、 も う一度 vxdiskadm を実行して、交換する
ディ スクの削除を続行します。 

交換するディ スクが削除されたら、 vxdiskadm メ イン  メニューの項目 5[ 障害が発生し
たディ スクまたは削除したディ スクの交換 ] を選択し、 ディ スクの交換を実行します。
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ディスク  グループの作成
通常、 ディ ス ク  グループは特定のユーザまたはアプ リ ケーシ ョ ン用に作成します。 ディ
スクを Volume Manager でボ リ ューム用に使用するには、 それらのディ スクをディ スク  グ
ループに入れてお く必要があ り ます。 Volume Manager には、 必ずデフォルトのディ スク
グループ rootdg があ り ますが、 必要に応じて別のディ スク  グループを追加する こ と も
できます。

注 特に指定しない限り、すべてのボ リ ュームは rootdgに作成されます。すべてのコ
マンドで、 デフォルト と して rootdgが使用されます。 

ディ スク  グループ newdg を作成するには、 次の手順を実行します。 

1. 次のコマンドを入力して vxdiskadd を起動します。

# vxdiskadd c1t1d0 

2. 次に示すプロンプ トで、 Return キーを押して処理を続行します。

ディ スクの追加または初期化

Menu:VolumeManager/Disk/AddDisks

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

c1t1d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y）

3. 次に示すプロンプ トで、ディ スクの追加先ディ スク  グループを指定します （こ こでは
newdg）。

ディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 新しいディ スク グループに追加す
るかを選択します。 また、 後の作業で追加や交換操作を行うためにディ スクを確保して
おく こ と もできます。 新しいディ スク グループを作成するには、 使用していないディ ス
ク グループ名を指定します。 ディ スクを後の作業で使用するために確保しておくには、
ディ スク グループ名に 「none」 を指定します。

 

ディ スク グループの指定 [<group>,none,list,q,?] （デフォルト :rootdg） newdg

4. vxdiskadd を実行する と、同じ名前のアクティブなディ スク  グループが存在しない
こ とが確認され、 この新しいディ ス ク  グループを作成するかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されます。 「y」 を入力して処理を続行します。 

newdg という名前のアクティブなディ スク グループはあり ません。

newdg という名前で新しいグループを作成しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 
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5. 次に示すプロンプ トで、Return キーを押してデフォルト  ディ スク名を使用するか、ま
たは別のディ スク名を入力します。

このディ スクにデフォルトのディ スク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y）

6. ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン  スペア ディ スクにするかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディ スクを rootdg （または newdg） のスペアディ スク と して追加しますか ?[y,n,q,?]
（デフォルト :n） n 

ディ ス クをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外しない場合は、 次のプロンプ ト で
「n」 を入力します。

他のディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?] 

[デフォルト :n] n

7. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで 「y」 を入力するか、または Return キーを
押します。

新しいディ スクグループ newdgが作成されます。 選択したディ スクはデフォルトのディ
スク名で新しいディ スクグループに追加されます。

c1t1d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

Volume Manager で使用するためにディ スクを初期化している こ と を示す次のよ う な
メ ッセージが表示されます。

デバイス c1t1d0 を初期化しています。

newdg01 という名前のディ スク デバイス c1t1d0が属する新しいディ スク グループ
newdg を作成しています。

8. ディ スク  グループが作成されたこ とを確認するには、 次のコマンドを使用します。 
# vxdisk list 

上記のコマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。 

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c0t0d0s2 sliced disk04 rootdg online

c1t0d0s2 sliced disk03 rootdg online

c1t1d0s2 sliced newdg01 newdg online 
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ディ スク  グループは、 vxdg init を使用して作成する こ と もできます。 vxdg ユーティ
リ ティ を使用してディ スク  グループを作成するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxdg init ディスク  グループ ディスク名 =デバイス名

たとえば、デバイス c1t0d0s2上にディ スク  グループ mktdg を作成するには、次のよ う
に入力します。 

# vxdg init mktdg mktdg01=c1t0d0

vxdgに指定するディ スク  デバイス名は、vxdiskaddを使用して初期化済みである必要が
あ り ます。 ディ スクはディ スク  グループに属している必要があ り ます。 

ディスク  グループのアップグレード
Volume Manager 3.0 よ り前の リ リースでは、 ディ ス ク  グループがインポー ト される と、
ディ スク  グループ バージ ョ ンは、必要に応じて、自動的にアップグレード されていました。 

Volume Managerのディ スク  グループ アップグレード機能では、ディ スク  グループのイン
ポートおよびアップグレードが、 2つの処理に分割されています。低いレベルのバージ ョ
ンのディ スク  グループをインポート し、 アップグレードせずに使用する こ とができます。

新しい機能を使用する場合は、 ディ スク  グループをアップグレードできます。 アップグ
レードは明示的に実行します。ディ スク  グループがアップグレード される と、新しいバー
ジ ョ ンをサポート していない VxVMの以前のリ リース との互換性はな くなり ます。

インポート されたディ スク  グループがアップグレード される以前には、 管理者が現在の
リ ソースに明示的にアップグレードするまで、使用されないよ うにインポート されたディ
スク  グループに対して変更は行われません。

アップグレードが完了するまで、 ディ スク  グループは提供された 「そのままの状態」 で
使用されます。 最新バージ ョ ンの機能は使用できません。 ディ スク  グループのインポー
ト元のバージ ョ ンではな く、最新バージ ョ ンの機能を使用しよ う とする と、次のよ うなエ
ラー メ ッセージが表示されます。

vxvm:vxedit:ERROR:ディ スク グループ バージ ョ ンで機能がサポート されていません

新しい機能を使用するには、 管理者がコマンドを実行して、 新機能をサポートするバー
ジ ョ ンにディ スク  グループを明示的にアップグレードする必要があ り ます。

すべてのディ ス ク  グループには、 それぞれバージ ョ ン番号が関連付けられています。
Volume Managerのリ リースによって、 特定のディ スク  グループ バージ ョ ンがサポート さ
れています。 Volume Manager では、 特定のバージ ョ ンのディ スク  グループに関して、 イ
ンポートおよび処理の実行が可能です。 ディ スク  グループのバージ ョ ンでサポート され
ている機能および処理だけを実行できます。
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表 2は、 VxVM リ リースで採用およびサポートするディ スク  グループ バージ ョ ンをま と
めたものです。     

注 VxVM 3.0 を除くその他すべての VxVM リ リースでは、 ディ スク  グループがイン
ポート されたと きに、 サポートするディ スク  グループ バージ ョ ンのアップグレー
ドが実行されます。

VxVM 3.0 システム上に以前のバージ ョ ンのディ スク  グループをインポートする と、その
バージ ョ ンのリ リース以降に採用された機能は使用できません。表 3 は、特定のディ スク
グループ バージ ョ ンでサポート されていない機能をまとめたものです。

ディ スク  グループ バージ ョ ンを一覧表示するには、ディ スク  グループ名を指定して次の
コマンドを実行します。

# vxdg list ディスク  グループ名

vxprint （1M） コマンドを -l フォーマッ ト  オプシ ョ ンを指定して実行するこ とによっ
て、 ディ スク  グループ バージ ョ ンを特定できます。 

表 2. ディスク  グループ バージョ ンの割り当て

VxVM
リ リース

採用する
バージ ョ ン

サポートする
バージ ョ ン

1.2 10 10

1.3 15 15

2.0 20 20

2.2 30 30

2.3 40 40

3.0 60 20-60

3.1 70 20-70

表 3. サポート されないディスク  グループ機能

 ディスク  グループ バージ ョ ン サポート されない機能

40

30 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン

20 VxSmartSync Recovery Accelerator

10、 15 RAID-5 ボ リ ューム、 新しいスタイルのス ト ラ イプ、 リ カバリ
チェ ッ クポイン ト 、ディ スク  グループ設定コピーの制限、ダー
ティ  リージ ョ ン ロギング、 ミ ラー ボ リ ューム ロギング
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VxVMはディ スク  グループを、現在実行中の VxVM リ リースでサポート されている最上
位バージ ョ ンにアップグレード します。ディ スク  グループをアップグレードするには、次
のコマンドを使用します。

# vxdg upgrade ディスク  グループ名

デフォルトでは、VxVMはVxVM リ リースでサポート されている最上位バージ ョ ンのディ
スク  グループを作成します。 たとえば、 VxVM 3.0 ではバージ ョ ン 60のディ スク  グルー
プが作成されます。

下位バージ ョ ンのディ スク  グループを作成する必要のある場合もあ り ます。VxVM リ リー
ス 3.0 を実行しているシステムで作成されるディ スク  グループは、 デフォルトではバー
ジ ョ ン 60 にな り ます。 このディ ス ク  グループは、 バージ ョ ン 40 までをサポートする
VxVM リ リース 2.5 を実行しているシステムではインポートできません。そのため、VxVM
リ リース 3.0 を実行しているシステムで、 VxVM リ リース 2.5 を実行しているシステムに
インポート可能なディ スク  グループを作成するには、 バージ ョ ン 50 以下のディ スク  グ
ループを作成する必要があ り ます。

上の例のよ うに、 特定のバージ ョ ンのディ スク  グループを作成するには、 vxdg init コ
マンドで -T バージョ ンオプシ ョ ンを指定します。オプシ ョ ンバージョ ンには、ディ スク  グ
ループのバージ ョ ンを指定します。 たとえば、 VxVM 2.5が稼働しているシステムでディ
スク  グループを作成するには、 次のコマンドを使用します。

# vxdg -T 40 init newdg newdg01=c0t3d0s2

上記のコマンドを実行する と、 バージ ョ ン 40 のディ スク  グループ newdg が作成されま
す。 このディ スク  グループは、 VxVM リ リース 2.5にインポートできます。 VxVM 2.5 シ
ステムでディ スク  グループをインポートできても、VxVM 3.0機能で使用する とエラーに
なる こ とに注意して ください。

ディスク  グループの削除 
ディ スク  グループを削除するには、 ディ スク  グループのすべてのボ リ ュームをマウン ト
解除および停止し、 次のコマンドを使用します。 

# vxdg deport ディスク  グループ

ディ スク  グループをデポート しても、 ディ スク  グループが実際に削除される こ とはあ り
ません。ディ スク  グループがシステムで使用できな くなるだけです。デポート されたディ
スク  グループ上のディ スクは、 再利用、 再初期化、 またはほかのディ スク  グループへ追
加できます。 
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システム間でのディスク  グループの移動
ディ スク  グループの重要な機能と して、 ディ スク  グループのシステム間の移動があ り ま
す。 ディ スク  グループ上のすべてのディ スクをあるシステムから別のシステムに移動す
る と、 そのディ スク  グループを 2 番目のシステムで使用できるよ うにな り ます。 構成の
設定を指定し直す必要はあ り ません。

次の手順に従って、 システム間でディ スク  グループを移動します。

1. 1番目のシステム上で、ディ スク  グループ上のすべてのボ リ ュームを停止し、ディ ス
ク  グループをデポート （ディ スク  グループへのローカル アクセスを無効化） します。
次のコマンドを使用します。

# vxdg deport ディスク  グループ 

2. すべてのディ スクを 2番目のシステムに移動し、2番目のシステムと Volume Managerで
新しいディ スクを認識するために必要な手順を実行します （システムによって異な り
ます）。

システムの リ ブー ト が必要になる場合があ り ます。 システムを リ ブー ト する と、
vxconfigdデーモンが再起動し、新しいディ スクが認識されます。システムを リブー
ト しない場合は、vxdctl enable コマンドを使用して vxconfigd を再起動する と、
Volume Managerでディ スクが認識されます。 

3. ディ スク  グループを 2番目のシステムにインポート （ディ スク  グループへのローカル
アクセスを有効化） します。 次のコマンドを使用します。 

# vxdg import ディスク  グループ

4. ディ スク  グループのインポート後、 ディ スク上のすべてのボ リ ュームを起動します。
次のコマンドを使用します。 

# vxrecover -g ディスク  グループ -sb 

ク ラ ッシュしたシステムからディ スクを移動できます。 この場合、 1番目のシステムから
ディ スク  グループをデポートする こ とはできません。 ディ スク  グループがシステム上に
作成またはインポート された場合、 そのシステムはディ スク  グループのすべてのディ ス
ク上にロッ クを書き込みます。 

注 ロ ッ クの目的は、 デュアルポート  ディ スク （2つのシステムから同時にアクセスで
きるディ スク） が同時に両方のシステムから使用されないよ うにする こ とです。 2
つのシステムが同時に同じディ スクを制御し よ う とする と、ディ スクに格納されて
いる設定情報が壊れ、 ディ スクおよびそのデータは使用できな くなり ます。 

ク ラ ッシュしたシステムまたはグループを検出できなかったシステムからディ ス クを移
動する と、 ディ スクに記録されたロ ッ クはそのまま残るので、 解除する必要があ り ます。
システムは次のよ う なエラー メ ッセージを返します。

vxdg:ディ スク グループ グループ名 : インポートできません :ディ スクは別のホス ト
が使用中です。
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特定のデバイスセッ ト上のロッ クを解除するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxdisk clearimport デバイス名 ...

次のコマンドを使用する と、 インポート中にロ ッ クを解除できます。

# vxdg -C import ディスク  グループ

注 vxdisk clearimport または vxdg -C import コマンドをデュアルポート  ディ
スクのあるシステム上で使用する と きは注意が必要です。 ロ ッ クを解除する と、 こ
れらのディ スクに複数のホス トから同時にアクセスできるよ うにな り、データが破
損する可能性があ り ます。

い くつかのディ スクが使用できず、 ディ ス ク  グループのインポートが必要な場合があ り
ます。 ディ スク  グループのい くつかのディ スクがシステムに接続されているディ スク  ド
ライブ上で検出できない場合、通常 import処理はエラーとな り ます。import処理がエ
ラーとなる と、 次のよ う なエラー メ ッセージが表示されます。 

vxdg:ディ スク グループグループ名 : インポートできません :ディ スクグループに有効
な設定コピーがあり ません。

このメ ッセージは、 ハード ウェアの修理や新しいディ スク  グループの作成を必要とする
致命的なエラーを示しています。   

vxdg:ディ スク グループ グループ名 : インポートできません :ディ スク グループの
ディ スクが見つかり ません。

このメ ッセージは、 リ カバリ可能なエラーを示しています。 

ディ ス ク  グループのディ スクにエラーが発生した場合は、 次のコマンドを使用して強制
的にディ スク  グループをインポートできます。 

# vxdg -f import ディスク  グループ 

注 -f オプシ ョ ンを使用する と きは注意が必要です。 同じディ スク  グループが別の
ディ スク  セッ トから 2 回インポート される と、 ディ スク  グループに矛盾が生じる
可能性があ り ます。

これらの処理は vxdiskadm を使用して実行できます。 vxdiskadm を使用してディ スク
グループをデポートするには、 メニュー項目 9[ディ スク  グループへのアクセスの無効化
（デポート ） ] を選択します。 ディ スク  グループをインポートするには、 メニュー項目 8[
ディ スク  グループへのアクセスの有効化 （インポート ） ] を選択します。 vxdiskadm の
インポート処理では、 ホス トのインポート  ロ ッ クが確認され、 ロ ッ クが検出された場合
は、 解除するかど うかを確認するプロンプ トが表示されます。 また、 ディ ス ク  グループ
内のボ リ ュームも起動します。 
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ディ スク  グループ名の変更
1つのシステム内で複数のディ スク  グループに同じ名前を指定する こ とはできません。同
じ名前のディ スク  グループが移動先のシステムに存在する場合は、 そのディ スク  グルー
プをインポート またはデポートする こ とはできません。 この問題を避けるため、 Volume
Managerではインポート またはデポート処理中にディ スク  グループ名を変更できます。

たとえば、 Volume Manager を実行しているすべてのシステムにはデフォルトの rootdg
ディ スク  グループが 1 つあるため、 システム間で rootdg をインポート またはデポート
する場合は問題です。 同じシステム上に 2 つの rootdg ディ スク  グループは存在できま
せん。 この問題は、 インポート またはデポート処理中に rootdg ディ スク  グループの名
前を変更する こ とで回避できます。 

インポート中にディスク  グループに新しい名前を付けるには、次のコマンドを使用します。 

# vxdg [-t] -n 新しいディスク  グループ名 import ディスク  グループ 

-t オプシ ョ ンを指定する と、 インポートは一時的なものとな り、 リブート後は元の状態
に戻 り ます。 この場合、 保存されたディ スク  グループの名前は元のホス ト通 りに変更さ
れない状態で残 り ますが、 そのディ ス ク  グループはインポー ト先のホス ト には新しい
ディ スク  グループ名と して認識されます。 -tオプシ ョ ンを指定しないと、 名前の変更は
確定されます。

デポート中にディ スク  グループ名を変更するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxdg [-h hostname] -n 新しいディスク  グループ名 deport ディスク  グループ 

デポート中に名前を変更する場合は、-h ホスト名オプシ ョ ンを指定する と、代替ホス トへ
ロ ッ クを割り当てる こ とができます。 これによって、代替ホス トの リブート時に、ディ ス
ク  グループは自動的にインポート されます。

次の手順に従って、rootdgディ スク  グループをあるホス トから別のホス トへ一時的に移
動し （ルート  ボ リ ューム上で修復作業を行う目的など）、次にそのディ スク  グループを元
に戻すこ とができます。

1. 元のホス ト上で、rootdgディ スク  グループのディ スク  グループ ID を識別し、次のコ
マンドを使用して別のホス トへインポート します。

# vxdisk -s list

ディ スク  グループ情報などが次のよ うに表示されます。

dgname:rootdg

dgid:774226267.1025.tweety
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2. インポート先ホス トで、次のコマンドを使用して、ディ スク  グループ rootdg をイン
ポート し、 名前を変更します。

# vxdg -tC -n 新しいディ スク  グループ名 import ディスク  グループ 

-t は一時的なインポート名を示します。 -C はインポート  ロ ッ クの解除を示します。
-nはインポートする rootdgの一時的な名前を指定します（一時的に名前を付ける こ
とによって既存の rootdg との競合を回避します）。ディスク  グループには、 インポー
トするディ スク  グループのディ スク  グループ ID （774226267.1025.tweety など）
を指定します。

この時点でリブートやク ラ ッシュが発生した場合、一時的にインポート されたディ ス
ク  グループはインポート されないため、 再度インポートする必要があ り ます。

3. インポート された rootdg で必要な処理を実行した後は、 次のコマンドを使用して、
rootdg をデポート して元のホス トに戻します。

# vxdg -h ホスト名 deport ディスク  グループ 

ホスト名には、rootdgが戻されるシステムの名前を指定します（システム名は uname
-n コマンドで確認できます）。 

このコマンドを実行する と、 インポート  ホス ト側のインポート された rootdg が削
除され、元のホス トにロ ッ クが戻されます。次のリブート時に、元のホス トは rootdg
を自動的にインポート します。 

ディ スク  グループ用のマイナー番号の予約
Volume Managerでは、指定したディ スク  グループのマイナー番号の範囲を選択できます。
ボ リ ュームの作成中にこの番号範囲を使用します。 これによって、 リブー トや再設定を
行った後でも、各ボ リ ュームのマイナー番号は同一に保たれます。2つのディ スク  グルー
プの番号の範囲が重複している場合は、 インポート時に競合が検出されるため、 インポー
ト を中止するか、 または番号の範囲を指定し直します。 

別の範囲にあるボ リ ューム  デバイス番号を各ディ スク  グループに割り当てる と、 マシン
のグループ内にあるすべてのディ スク  グループを移動しても、 デバイス番号の競合は発
生しません。

ディ スク  グループに対するボ リ ューム デバイスの基本マイナー番号を設定するには、 次
のコマンドを使用します。 

# vxdg init ディスク  グループ minor=基本マイナー番号 デバイス名 

ディ スク  グループの各ボ リ ューム  デバイス番号のマイナー番号は、基本マイナー番号に指
定された番号から始まるよ うに設定されます。ほとんどのシステム上で、マイナー番号は
131071 までの範囲にな り ます。 一時的なデバイス番号の再割当用に、 適当なサイズの番
号範囲を最後の方に確保しておく こ とができます。 
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vxdg init コマンド  ラ インに minorオペランドを指定しない場合、Volume Managerはラ
ンダムな番号を選択します。番号は 1000 または、 1000の倍数であ り、 1000個のデバイス
番号を取る こ とができます。 選択されたデフォル ト番号は、 現在インポー ト されている
ディ スク  グループの 1000個分の範囲と重複しません。 また、現在割り当てられているボ
リ ューム デバイス番号と も重複しません。 

注 デフォルトのポ リ シーを持っている と、少数のディ スク  グループはマシン間で正常
にマージできます。ただし、 フェイルオーバー機構を使用してディ スク  グループを
自動的にマージする場合、 重複を避けて範囲を選択する必要があ り ます。 

マイナー番号の予約の詳細については、vxdg（1M）マニュアル ページを参照して ください。

ディスク  グループの破棄
vxdg コマンドには破棄オプシ ョ ンが用意されています。 このオプシ ョ ンを使用して、 シ
ステムからディ ス ク  グループを削除し、 そのディ ス ク  グループ内のディ ス クをほかの
ディ スク  グループで使用するために解放します。 不要なディ ス ク  グループを削除して、
ディ ス クをほかのディ スク  グループから使用できるよ うにするには、 次のコマンドを実
行します。

# vxdg destroy ディスク  グループ

vxdg deport コマンドを使用して、ディ スクにアクセスできないよ うにするこ と もでき
ます。 Volume Manager では、 デポート したディ スク  グループのディ スクをほかのディ ス
ク  グループで使用できないよ うにする こ とができます。

特殊デバイスの使用 
こ こでは、 Volume Manager が管理タスクを実行するために使用する特殊デバイスについ
て説明します。 

特殊なカプセル化用の vxdiskの使用 
カプセル化とは、指定されたディ スク上の既存のパーティシ ョ ンをボ リ ュームに変換する
処理のこ とです。 ファ イル システムを含むパーティシ ョ ンの場合は、 ファ イル システム
がボ リ ューム上にマウン ト されるよ うに /etc/vfstab エン ト リが修正されます。

ディ スクのカプセル化を行うには、 Volume Manager の識別情報と設定情報を格納するた
めにディ スク上に空き領域が必要です。この空き領域はほかのパーティシ ョ ンに含める こ
とができません。 詳細については、 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』 および
vxencap （1M） マニュアル ページを参照して ください。

Volume Manager の専有領域パーティシ ョ ンに使用できる領域がないディ スクをカプセル
化できます。 vxdiskユーティ リ ティは、使用可能な領域のないディ スクをカプセル化し
ます。 この処理は、 特殊ディ スク  デバイスである nopriv デバイスを使用して実行しま
す。 このデバイスには専有領域があ り ません。 
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vxdisk を使用するには、アクセスするディ スクのすべてに対応するパーティシ ョ ンを作
成します。 次に、 以下のコマンドを実行して、 そのパーティシ ョ ンのパーティシ ョ ン  デ
バイスを追加します。

# vxdisk define パーティシ ョ ン -デバイス type=nopriv 

パーティシ ョ ンデバイスには、 /dev/dsk ディ レク ト リの基本名を指定します。 たとえば、
ディ スク  デバイスc0t4d0のパーティシ ョ ン3を使用する場合は、次のよ うに入力します。

# vxdisk define c0t4d0s3 type=nopriv

このディ スク  ド ラ イブ上のほかのパーティシ ョ ン用のボ リ ュームを次の方法で作成します。

◆ デバイスをディ スク  グループへ追加する。

◆ それらのパーティシ ョ ンのカプセル化パーティシ ョ ン内での位置を決定する。

◆ vxassist を使用して、該当のオフセッ トおよびサイズを指定してボ リ ュームを作成
する。

vxassistは、デフォルトで、作成したボ リ ュームのデータ領域を再初期化します。パー
テ ィシ ョ ン上に維持すべきデータがある場合は、 vxassist を使用しないで ください。
vxmake を使用してボ リ ュームを作成し、vxvol init active を使用してそのボ リ ュー
ムを起動します。

nopriv デバイスを使用する と、 Volume Manager によってディ スクのアド レスやコン ト
ローラに加えられた変更を追跡できません。 通常、 Volume Manager は物理ディ スク上の
専有領域に格納されている識別情報を使用して、 物理ディ ス クの位置の変更を追跡しま
す。noprivデバイスには専有領域および物理ディ スクに格納されている識別情報がない
ため、 追跡できません。 

特殊なカプセル化パーティシ ョ ン デバイスを最大限に活用するには、 ディ スクをカプセ
ル化する際に、 Volume Manager で領域をディ スクから移動できるよ うにします。 ディ ス
ク上の領域が使用可能になる と、 特殊なパーティシ ョ ン  デバイスを削除して、 ディ スク
を標準ディ スク  デバイス と してカプセル化できます。 

ディ ス ク  グループを、 nopriv デバイスで完全に形成する こ とはできません。 これは、
nopriv デバイスにはディ スク  グループの設定情報を格納するための領域がないためで
す。 設定情報は、 ディ スク  グループ内の 1 つ以上のディ スクに格納しておく必要があ り
ます。 
第 4章  ディスク関連タスク  113



特殊デバイスの使用
RAMディスクでの vxdiskの使用

注 この節の内容は、 RAMディ スクを搭載したシステムにのみ適用されます。

システムの中には、RAMディ スクの作成をサポート しているものがあ り ます。RAMディ
スクは、システム RAM で作成されたデバイスであ り、小さなディ スク  デバイスのよ う な
ものです。 多くの場合、 システムのリブート時に RAM ディ スクの内容は消去されます。
リブートによ り RAMディ スクが消去される と、Volume Managerで物理ディ スクを識別で
きな くなり ます。 これは、物理ディ スク上に格納された情報 （リブート時に消去された情
報） がディ スクを識別するために必要なためです。 

noprivデバイスには、RAMディ スクをサポートするための特殊な機能である volatileオプ
シ ョ ンがあ り ます。 このオプシ ョ ンは Volume Manager にそのデバイスの内容がリブート
時に失われる こ とを示します。揮発性デバイスは、システムの起動時に特別に処理されま
す。ボ リ ュームがミ ラーリ ングされている場合、不揮発性プレッ クスからデータをコピー
する こ とによって、 揮発性デバイスで構成されるプレッ クスは常にリ カバリ されます。 

RAMディ スクを使用するには、ディ レク ト リ /dev/dskおよび /dev/rdsk にディ スク
用のデバイス  ノード （/dev/dsk/ramd0、 /dev/rdsk/ramd0 など） を作成する必要が
あ り ます。 RAM ディ スク  デバイスを Volume Manager に定義するには、 次のコマンドを
使用します。 

# vxdisk define ramd0 type=nopriv volatile

通常、 Volume Manager は揮発性サブディ スクを使用したプレッ クスからすべてが構成さ
れているボ リ ュームを起動しません。 これは、プレッ クスに最新のボ リ ューム内容が含ま
れている保証がないためです。 

い くつかの RAMディ スクは、 リブート後にすべてのボ リ ューム内容が再作成されてから
使用されます。このよ うな状況下では、RAM で構成されたボ リ ュームをシステムのリブー
ト時に強制的に起動する こ とができます。 次のコマンドを使用します。

# vxvol set startopts=norecov ボリューム名 

このオプシ ョ ンは、 gen タイプのボ リ ュームでのみ使用できます。 vxvol setの操作お
よび norecov オプシ ョ ンの詳細については、 vxvol （1M） を参照して ください。
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vxdisk を使用したマルチパス情報の表示

注 この節の内容は、 DMP （Dynamic Multipathing: 動的マルチパス） 機能を持つシステ
ムにのみ適用されます。

Volume Managerでは、システムに接続されている物理ディ スクは、 1つまたは複数の物理
アクセス  パスを持つメ タデバイス と して表されます。 このアクセス  パスは、 ディ スクが
単一ディ スクであるか、 システムに接続されているマルチポートに対応したディ スク  ア
レイの一部であるかによって異なり ます。 vxdiskユーティ リ ティ を使用する と、 メ タデ
バイスのパスを表示し、 各パスの状態 （有効または無効など） を表示する こ とができま
す。 たとえば、 ディ スク disk01の詳細を表示するには、 次のよ うに入力します。 

# vxdisk list disk01 

次のよ うな結果が表示されます。

Device c2t0d0s2
devicetag c2t0d0
type sliced
hostid aparajita
disk name=disk01 id=861086917.1052.aparajita
group name=rootdg id=861086912.1025.aparajita
flags online ready autoconfig autoimport imported
pubpaths block=/dev/vx/dmp/c2t0d0s4 char=/dev/vx/rdmp/c2t0d0s4
privpaths block=/dev/vx/dmp/c2t0d0s3 char=/dev/vx/rdmp/c2t0d0s3
version 2.1
iosize min=512 （bytes） max=2048 （blocks）
public slice=4 offset=0 len=1043840
private slice=3 offset=1 len=1119
update time=861801175 seqno=0.48
headers 0 248
configs count=1 len=795
logs count=1 len=120
Defined regions
config priv 000017-000247[000231]:copy=01 offset=000000 enabled
config priv 000249-000812[000564]:copy=01 offset=000231 enabled
log priv 000813-000932[000120]:copy=01 offset=000000 enabled

Multipathing information:
numpaths: 2
c2t0d0s2 active
c1t0d0s2 failed

この出力には、 メ タデバイス c2t0d0s2 によって表された物理デバイスにパスが 2 つあ
る こ とが示されています。 パス c2t0d0s2はアクティブ状態で、 パス c1t0d0s2は非ア
クティブ状態になっています。
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vxdiskadm メニュー インタフ ェース処理
こ こでは、 Volume Manager Support Operation （vxdiskadm） と呼ばれる メニューから起動
するインタフェースについて説明します。 vxdiskadmは物理デバイスおよび論理デバイ
スの管理に使用します。 

こ こでは、 vxdiskadm を使用したディ スクおよびボ リ ューム関連タスクの実行に関する
次の情報について説明します。

◆ Volume Manager管理下への物理ディ スクの配置

◆ 今後の使用に備えたディ スクの追加

◆ Volume Managerで使用するためのディ スクの再初期化

◆ VMディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン  プールへの追加

◆ VMディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン  プールからの削除

◆ 物理ディ スク上の情報の表示

◆ 物理ディ スクの削除

◆ 物理ディ スクの無効化 （物理ディ スクのオフライン化）

◆ 物理ディ スクの有効化

◆ 物理ディ スクの交換

◆ 障害ディ スクまたは削除済みディ スクの交換

◆ ディ スク  グループへのディ スクの追加

◆ ディ スク  グループの作成

◆ ディ スク  グループのデポート

◆ ディ スク  グループのインポート

vxdiskadmの起動
vxdiskadm を起動するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxdiskadm

vxdiskadm メ イン  メニューが表示されます。 
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vxdiskadm メイン メニュー
vxdiskadm メ イン  メニューの表示内容は以下の通りです。

Volume Manager Support Operations

Menu:VolumeManager/Disk

1    1つ以上のディ スクの追加または初期化

2    1つ以上のディ スクのカプセル化

3    ディ スクの削除 

4    交換用ディ スクの削除 

5    障害が発生したディ スクまたは削除したディ スクの交換 

6    ディ スク上でのボ リ ュームのミ ラー 

7    ディ スクからの複数ボ リ ュームの移動 

8    ディ スク グループへのアクセスの有効化 （インポート ）

9    ディ スク グループへのアクセスの無効化 （デポート ）

10   ディ スク デバイスの有効化 （オンライン化）

11   ディ スク デバイスの無効化 （オフライン化）

12   ディ スク グループ用のスペア ディ スクの設定

13 ディ スク上のスペア フラグをオフにする

14   サブディ スクの リ ロケート処理を解除してディ スクへ回送

15   ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン利用対象からの除外

16   ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン設定

list  ディ スク情報の一覧表示 

?    メニューについてのヘルプを表示します。

??   メニュー システムについてのヘルプを表示します。

q    メニューの終了

実行する操作を選択して ください :

◆ メニューの使用中はいつでも 「?」 を入力してヘルプを表示できます。 「?」 を入
力する と、 処理およびその定義が一覧表示されます。 

◆ 「??」 を入力する と、 すべてのプロンプ トに対して入力可能な項目が一覧表示さ
れます。 

◆ 操作の再起動が必要な場合に 「q」 を入力する と メ イン メニューに戻り ます。 メ
イン  メニュー レベルで 「q」 を入力する と、 Volume Manager Support Operationが
終了します。 
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vxdiskadm メニューを使用する と、以下のタスクにアクセスできます。番号はメ イン  メ
ニューで一覧表示されている項目の番号を示します。

1. 1つ以上のディ スクの追加または初期化 

システムにフォーマッ ト済みのディ スクを追加できます。SCSIディ スクは既にフォー
マッ ト されています。ほかのディ スクのフォーマッ ト方法については、付属のマニュ
アルを参照して ください。 ディ ス ク  デバイスの指定を促すプロンプ トが表示されま
す。 ディ スクを追加するディ スク  グループを指定できます。 こ こで 「none」 を選択
する と、ディ スクは将来の操作やディ スクの交換用にスペアと して保持され、 この時
点での初期化は不要です。また、選択したディ スクをディ スク  グループ用のホッ ト リ
ロケーシ ョ ン  スペアと して指定する こ と もできます。ディ スクがまだ初期化されてい
ない場合は、Volume Managerで使用するためにパーティシ ョ ン分割および初期化され
ます。 

2. 1つ以上のディ スクのカプセル化

Volume Manager をインス トールする前に、 システムに追加されているディ ス ク を
Volume Managerの管理下に置く こ とができます。 1つ以上のディ スク  デバイス、ディ
スク  グループ、 または 1 つ以上のディ スク名の指定を促すプロンプ トが表示されま
す。選択したディ スクは指定したディ スク  グループに追加されます。ディ スクは検査
され、ファ イル システムやほかの目的で使用されているパーティシ ョ ンが検索されま
す。 既存のデータにアクセスする手段と して、 ボ リ ュームが作成されディ ス ク  パー
ティシ ョ ンと置き換えられます。カプセル化によってパーティシ ョ ンの用途が自動的
に決定できない場合は、 用途を指定する必要があ り ます。用途と して、 パーティシ ョ
ンのボ リ ュームとの置き換え、 パーティシ ョ ンの単独使用、 またはパーティシ ョ ンの
削除を選択できます。 

パーティシ ョ ンがマウン ト済みのファ イル システムまたはアプ リ ケーシ ョ ンの起動
に使用されている場合は、システムを リブートする必要があ り ます。ディ スク  デバイ
スを直接使用するのではな く、ボ リ ュームを使用してディ スク  パーティシ ョ ンにアク
セスする場合は、アプ リ ケーシ ョ ンの設定ファイルを変更する必要のある場合もあ り
ます。 ファ イル システムのマウン ト情報は自動的に調整されます。 

3. ディ スクの削除

ディ スク  グループからディ スクを削除できます。削除するディ スク名の指定を促すプ
ロンプ トが表示されます。そのディ スク上のス ト レージを使用するボ リ ュームがある
場合、 そのディ スクは削除できません。ディ スク上のス ト レージをボ リ ュームが使用
している場合は、そのス ト レージをディ スク  グループ内のほかのディ スクに移動する
よ うに指定する こ と もできます。 

注 このタスクを使用して、ディ スク  グループ内の最後のディ スクを削除する こ とはで
きません。ディ スク  グループ内の残りのディ スクをすべて使用するには、ディ スク
グループを無効にする （デポート ） 必要があ り ます。 これで、 ディ スクを再利用で
きます。 ただし、 rootdgはデポートできません。 
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4. 交換用ディ スクの削除

ディ スク名は保持したまま、物理ディ スクをディ スク  グループから削除できます。 こ
のタスクを実行する と、 指定した名前付きディ スクの状態は removed に変更されま
す。ディ スク  グループに属さない未初期化ディ スクがある場合は、それらのディ スク
のいずれかを交換ディ スク と して使用する こ と もできます。 

5. 障害が発生したディ スクまたは削除したディ スクの交換

[ 交換用ディ スクの削除 ] メニュー項目を使用して、 削除したディ スク、 または使用
中に障害が発生したディ スク用の交換ディ スクを指定できます。交換するディ スクの
名前および交換ディ ス ク と して使用するディ ス ク  デバイスの指定を促すプロンプ ト
が表示されます。未初期化ディ スクを選択して操作中にディ スクを初期化するか、 ま
たは [ディ スクの追加または初期化 ] メニュー操作を実行して既に初期化済みのディ
スクを選択する こ とができます。 

6. ディ スク上でのボ リ ュームのミ ラー化

ボ リ ュームをディ スク上でミ ラー化できます。 ボ リ ュームは、使用可能な領域を持つ
別のディ スクにミ ラー化する こ と もできます。この方法でボ リ ュームのミ ラー コピー
を作成する と、ディ スク障害時のデータ損失を防ぐこ とができます。 ミ ラー化された
ボ リ ューム、 または複数のサブディ スクで構成されているボ リ ュームは、 この方法で
はミ ラー化できません。ブート  ディ スクのボ リ ュームを ミ ラー化する と、代替ブート
ディ スク と して使用可能なディ スクが作成されます。

7. ディ スクからの複数ボ リ ュームの移動

1 つのディ スクを使用している任意のボ リ ューム （またはボ リ ュームの一部） をほか
のディ スクに移動できます。 このメニュー項目は、ディ スクを削除する （完全な削除
またはディ スク交換のための削除） 直前に使用します。 

注 ディ ス クからボ リ ュームを移動するだけでそのディ ス クを削除しない場合は、 将
来、 そのディ スク上にほかのボ リ ュームが移動して く るこ とがあ り ます。 

8. ディ スク  グループへのアクセスの有効化 （インポート ）

システムからディ スク  グループへのアクセスを有効にする こ とができます。ディ スク
グループをあるシステムから別のシステムへ移動する場合は、初めに元のシステム上
でディ ス ク  グループを無効化 （デポート ） します。 次に、 デポート されたディ ス ク
グループからほかのシステムにディ スクを移動し、移動先でそのディ スク  グループを
有効化 （インポート ） します。ディ スク  グループ名の指定を促すプロンプ トが表示さ
れます。 

9. ディ スク  グループへのアクセスの無効化 （デポート ）

システムによって現在有効化 （インポート ） されているディ スク  グループへのアクセ
スを無効にする こ とができます。ディ スク  グループ内のディ スクを別のシステムに移
動する場合は、 ディ スク  グループをデポート します。 また、 別の目的でディ スク  グ
ループ内の残 りのディ スクをすべて使用する場合も、ディ スク  グループをデポート し
て ください。
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ディ スク  グループ名の指定を促すプロンプ トが表示されます。ディ スクの無効化 （オ
フライン化） を確認する メ ッセージが表示されます。システム上のリ ムーバブル デバ
イスの場合は、ディ スクを削除する前にディ スクへのすべてのアクセスを無効にする
必要があ り ます。 

10. ディ スク  デバイスの有効化 （オンライン化）

通常のシステム稼働中に、 あるシステムから別のシステムへディ ス クを移動する場
合、Volume Managerでは移動したディ スクは自動認識されません。 このメニュー項目
を使用して、ディ スクを検索して識別し、そのディ スクがディ スク  グループに属して
いるかど うかを判断するよ うに Volume Manager を設定します。 また、 このタスクを
実行する と、 ディ スク  グループのデポート  タスク、 またはディ スク  デバイスの無効
化 （オフライン） タスクによって無効化されていたディ スクへのアクセスが再び有効
化されます。 

11. ディ スク  デバイスの無効化 （オフライン化）

Volume Manager を使用してディ スク  デバイスへのすべてのアクセスを無効にする こ
とができます。 このタスクは、現在ディ スク  グループに属していないディ スクにのみ
適用可能です。 リブートせずにシステムからディ スクを削除するには、 このタスクを
実行します。

システムによっては、 稼働中はシステムからディ ス クを削除する こ とができません。
そのよ うなシステムでは、 このオフライン操作の効果は望めません。 

12. ディ スク  グループ用のスペア ディ スクの設定

ディ スク  グループ内のディ スクに障害が発生した場合に、別のディ スクを （ホッ ト リ
ロケーシ ョ ン用の） 交換ディ スク と して自動的に使用するために確保しておく こ とが
できます。 

13. ディスク上のスペア フラグをオフにする

ディ スクのスペア フラグをオフにするのに使用する こ とができます。

14. サブディ スクのリ ロケート処理を解除してディ スクへ回送

VxVM のホッ ト リ ロケーシ ョ ンを使用する と、 システムは冗長性のある VxVM オブ
ジェク ト上の入出力障害にサブディ スク  レベルで自動対応し、オブジェク ト を使用可
能な状態にするための処理を実行します。 この機構によって、 サブディ スク上の入出
力障害の検出、サブディ スクのリ ロケート、 サブディ スクに関連付けられたプレッ ク
スの リ カバリなどが行われます。ディ スクの交換後は、ディ スク障害発生前と同じ設
定にシステムを リ ス ト アするための vxunreloc ユーテ ィ リ テ ィ を使用できます。
vxunreloc は、 ホッ ト リ ロケート済みのサブディ スクを、 ディ スク障害によって交
換されたディ スクに戻します。 

15.  ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン利用対象からの除外

空きプール内のディスク（非スペア）をホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から外します。
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16. ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン設定

手順 15 の設定を元に戻し、 空きプール内のディ スク （非スペア） をホッ ト リ ロケー
シ ョ ンの利用対象にします。

ディ ス ク管理を行 う場合は、 デバイ ス名とディ ス ク名の違いを認識してお く こ とが重要
です。  

注 システムによっては、 例とは異なるデバイス名を使用している場合があ り ます。 デ
バイス名の詳細については、「Volume Manager とは（1ページ）」を参照して ください。

デバイス名 （devname またはディ スク  アクセス名と しても参照される） はディ スクの場
所を示します。 デバイス名の基本形式は、 c#b#t#d#s#です。 

◆ c#は、 ディ スク  デバイスが接続されているコン ト ローラの番号です。 

◆ b#は、 対応するバス番号 （システムで使用している場合） です。

◆ t#は、 コン ト ローラ上のターゲッ ト  ディ スク番号です。 

◆ d#は、 ディ スク番号です。 

◆ s#は、 ディ スクスラ イス番号です。 

デバイスのフル パスは、 /dev/vx/dmp/ デバイス名とな り ます。 このマニュアルではデ
バイス名のみを表記し、 デバイスは常に /dev/vx/dmp ディ レク ト リにある と想定しま
す。 たとえば、 c0t0d0s2のよ うにデバイス名を表記します。 

ディ スク名 （またはディ スク  メディア名） はディ スクの管理上の名前です （disk01 な
ど）。 ディ スク名を割り当てていない場合、 ディ スクが rootdgに追加される と、 ディ ス
ク名と して disk##がデフォルトで設定されます （##は連番）。 それ以外の場合、 デフォ
ルト  ディ スク名はグループ名 ## （グループ名はディ スクの追加先ディ スク  グループの名
前） にな り ます。 

Volume Manager管理下への物理ディスクの配置
Volume Manager を起動しているシステムにディ スクを追加する場合は、 そのディ スクを
Volume Manager の管理下に置き、 Volume Manager でディ スク上の領域割 り当てを制御で
きるよ うにする必要があ り ます。 

別のディ スク  グループを指定しない限り、 Volume Manager は新しいディ スクをデフォル
トのディ スク  グループ rootdgに配置します。追加ディ スク  グループの作成については、
本章の後半で説明します。
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ディ スクを Volume Managerの管理下に置く方法は、次のよ うに環境によって異なり ます。

◆ ディ スクが新しい場合は、初期化してから Volume Managerの管理下に置く必要があ り
ます （「Volume Manager管理下へのディ スクの配置 （123ページ）」 を参照）。 

◆ ディ スクがすぐに必要でない場合は、初期化し （ディ スク  グループには追加しない）、
今後の使用に備えて確保しておく こ とができます （ 「今後の使用に備えたディ スクの
追加 （134ページ）」 を参照）。

◆ 今後の Volume Manager での使用に備えて、ディ スクが既に初期化されている場合は、
そのデ ィ ス ク を再初期化し て Volume Manager の管理下に置 く こ と ができ ます
（「Volume Managerで使用するためのディ スクの再初期化 （134ページ）」 を参照）。

◆ Volume Managerの管理下にないディ スクが使用されていた場合は、ディ スク上の既存
データを保持したまま、 このディ スクを Volume Manager の管理下に配置する こ と も
できます。 この処理は、 カプセル化によって実現できます （「Volume Manager で使用
するディ スクのカプセル化 （131ページ）」 を参照）。 

◆ 1つ以上のコン ト ローラ上の複数のディ スクを同時にVolume Managerの管理下に配置
できます。環境によっては、すべてのディ スクが同じ方法で処理されない場合もあ り
ます （「Volume Managerの管理下への複数ディ スクの配置 （126ページ）」 を参照）。

複数のディ スクを同時に初期化またはカプセル化する場合は、特定のディ スクまたは
コン ト ローラのみを対象外に指定する こ とができます。 ディ ス クを対象から外すに
は、 初期化またはカプセル化を実行する前に、 /etc/vx デ ィ レ ク ト リ にあ る
disks.exclude ファ イルに除外するディ ス ク名を記述します。 同様に、 /etc/vx
ディレク ト リにある cntrls.exclude ファ イルにコン ト ローラ名を記述する と、特
定のコン ト ローラ上のすべてのディ ス クを初期化またはカプセル化から除外する こ
とがきます。

以下に、 さまざまな方法および環境下で、 Volume Manager の管理下にディ スクを置くた
めに vxdiskadm を使用する方法について詳し く説明します。

注 Volume Managerの管理下にディ スクを置く前に、そのディ スクをフォーマッ トする
（format コマンドを使用） か、 システムに追加する （diskadd を使用） 必要があ
り ます。
フォーマッ ト していないディ スクを vxdiskadmを使用してVolume Managerの管理
下に置こ う とする と、 初期化は通常どお り開始されますが、 デ ィ ス クが不正で
フォーマッ トできないこ とを示すメ ッセージが表示され、 処理が中止されます。 こ
の場合は、ディ スクを正し く フォーマッ ト してから、再度 Volume Managerの管理下
に置く必要があ り ます。
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Volume Manager管理下へのディ スクの配置
こ こでは、 フォーマッ ト済みディ スクを Volume Manager の管理下に置く方法について説
明します。 新しいディ スクや、 以前に Volume Manager 以外で使用されていたディ スク も
使用できます。

注 初期化では、 ディ スク上の既存データは保持されません。

Volume Manager で使用するために 1 つのディ スクを初期化するには、 次の処理を実行し
ます。

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目1[1つ以上のディ スクの追加または初期化]を選択
します。

2. 次に示すプロンプ トで、Volume Managerの管理下に追加するディ スクのディ スク  デバ
イス名を入力します （ディ スク一覧を表示するには 「list」 と入力します）。 

ディ スクの追加または初期化

Menu:VolumeManager/Disk/AddDisks

 

この操作を実行する と、 ディ スクをディ スクグループへ追加します。 選択済みのディ ス
クを既存のディ スクグループへ追加する こ とや、 操作の他の部分で作成した新規のディ
スクグループへ追加するこ とができます。 また選択済みのディ スクをスペアと してディ
スク グループに追加する こ と もできます。 さ らに、 ディ スクを初期化し、 ディ スク グ
ループに追加しないで交換ディ スク用に確保しておく こ と もできます。

 

プロンプ トでは、 複数のディ スクまたはパターンを入力できます。 以下にディ スクの選
択例を示します ：

 

all: すべてのディ スク

c3 c4t2: コン ト ローラ 3、 およびコン ト ローラ 4 ターゲッ ト 2上の

 すべてのディ スク

c3t4d0: 単一のディ スク

追加するディ スクデバイスを選択して ください ：

[<pattern-list>,all,list,q,?] list 

<pattern-list>には、 1つのディ スク、 または一連のディ スクやコン ト ローラ （オプシ ョ
ンのターゲッ ト ） を指定できます。 <pattern-list> に複数の項目を指定する場合は、 各
項目を空白で区切って入力して ください。
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プロンプ ト で 「list」 を入力する と、 次のよ う なシステムで使用可能なディ ス クの
一覧が表示され、続いて、追加するディ スクのデバイス名の入力を促すプロンプ トが
表示されます。 

DEVICE DISK GROUP STATUS

c0t0d0 disk01 rootdg online

c0t1d0 disk02 rootdg online

c0t2d0 disk03 rootdg online

c0t3d0 - - online

c1t0d0 disk10 rootdg online

c1t0d1 - - error

.

.

.

c3t0d0 - - error

c3t1d0 disk33 rootdg online

c3t2d0 disk34 rootdg online

c3t3d0 disk35 rootdg online

 

追加するディ スクデバイスを選択して ください ：

[<pattern-list>,all,list,q,?] c1t0d1 

システムに接続されているすべてのディ スクが Volume Manager で認識され、 こ こに
表示されます。 

STATUS行に「error」 と表示されている場合は、そのディ スクがまだ Volume Manager
の管理下に追加されていないこ とを示します。 これらのディ スクは、初期化済みの場
合も初期化されていない場合もあ り ます。ディ スク名とディ スク  グループが一覧に表
示されているディ スクは、 既に Volume Manager の管理下に置かれているため、 この
タスクでは使用できません。 

3. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

c1t2d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y  
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4. 次に示すプロンプ トで、 ディ スクの追加先ディ スク  グループを指定するか、 または
Return キーを押してデフォルトの rootdg を使用します。

ディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 新しいディ スク グループに追加す
るかを選択します。 また、 後の作業で追加や交換操作を行うためにディ スクを確保して
おく こ と もできます。 新しいディ スク グループを作成するには、 使用していないディ ス
ク グループ名を指定します。 ディ スクを後の作業で使用するために確保しておくには、
ディ スク グループ名に 「none」 を指定します。

 

ディ スク グループの指定 [<group>,none,list,q,?] （デフォルト :rootdg）

5. 次に示すプロンプ トで、Return キーを押してデフォルト  ディ スク名を使用するか、ま
たは別のディ スク名を入力します。

このディ スクにデフォルトのディ スク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y}

6. ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン  スペア ディ スクにするかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディ スクを rootdgのスペア ディ スク と して追加しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n}n 

7. ディ ス クをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外するかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n 」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディスクをホッ ト リ ロケーションへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

8. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクは、 スペアと してデフォルトのディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加されます。

c1t2d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

9. ディ スク上にデータがないこ とが確実な場合は、 「n」 を入力してカプセル化しないよ
うにします。ディ スクを初期化するかど うかを確認する次のよ うな メ ッセージが表示
されたら、 「y」 を入力します。

次のディ スク デバイスには有効な VTOCがあ り ますが、 Volume Manager用に初期化
されていません。 ディ スク上に重要なデータがある場合は、 ディ スクを新しいディ スク
と して追加するのではな く、 既存のディ スク パーティシ ョ ンをボ リ ュームと してカプセ
ル化します。

出力形式 :[Device_Name]

c1t2d0
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Encapsulate this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） n

c1t2d0

Instead of encapsulating, initialize?[y,n,q,?] （デフォルト :n） y 

ディ スク c1t2d0 が Volume Manager の管理下に置かれたこ とを示す次のよ うな メ ッ
セージが表示されます。 システムによっては、表面分析を実行するかど うかを選択す
るオプシ ョ ンが表示される場合もあ り ます。 

デバイス c1t2d0 を初期化しています。

 

表面分析の実行 （推奨）

 [y,n,q,?] （デフォルト :y） n

 

ディ スク デバイス c1t2d0 を、 disk39 というディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加します。

10. 次に示すプロンプ トで、 ほかのディ スクの初期化も続行するか （y）、 vxdiskadm メ
イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクを追加または初期化しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

Volume Managerの管理下への複数ディ スクの配置
こ こでは、 Volume Manager の管理下に複数のディ スクを同時に配置する方法について説
明します。 ディ スク  セッ トには、 システム上のすべてのディ スク、 コン ト ローラ上のす
べてのディ スク、 選択したディ スク、 またはそれらの組み合わせを指定できます。

環境によっては、 すべてのディ ス クが同じ方法で処理されない場合もあ り ます。 たとえ
ば、 一部のディ スクが初期化され、 ほかのディ スクがカプセル化される場合もあ り ます。

注 初期化では、 ディ スク上の既存データは保持されません。

複数のディ スクを同時に初期化またはカプセル化する場合は、特定のディ スクまたはコン
ト ローラを対象外にする こ とができます。ディ スクを対象から外すには、初期化またはカ
プセル化を実行する前に、 /etc/vxディレク ト リにある disks.exclude ファ イルに除
外するディ スク名を記述します。同様に、/etc/vxディ レク ト リにあるcntrls.exclude
ファ イルにコン ト ローラ名を記述する と、特定のコン ト ローラ上にあるすべてのディ スク
を初期化またはカプセル化の対象外にする こ とがきます。
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複数のディ スクを Volume Managerの管理下に同時に配置するには、次の処理を実行します。

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目1[1つ以上のディ スクの追加または初期化]を選択
します。

2. 次に示すプロンプ トで、Volume Managerの管理下に追加するディ スクのパターン リ ス
ト （pattern-list） を入力します。 こ こでは、 コン ト ロール 3上のすべてのディ スクを示
す 「c3」 が入力されています。 

ディ スクの追加または初期化

Menu:VolumeManager/Disk/AddDisks

 

この操作を実行する と、 ディ スクをディ スクグループへ追加します。 選択済みのディ ス
クを既存のディ スクグループへ追加する こ とや、 操作の他の部分で作成した新規のディ
スクグループへ追加するこ とができます。 また選択済みのディ スクをスペアと してディ
スク グループに追加する こ と もできます。 さ らに、 ディ スクを初期化し、 ディ スク グ
ループに追加しないで交換ディ スク用に確保しておく こ と もできます。

 

プロンプ トでは、 複数のディ スクまたはパターンを入力できます。

以下にディ スクの選択例を示します ：

 

all: すべてのディ スク

c3 c4t2: コン ト ローラ 3、 およびコン ト ローラ 4 ターゲッ ト 2上の

 すべてのディ スク

c3t4d0: 単一のディ スク

追加するディ スクデバイスを選択して ください ：

[<pattern-list>,all,list,q,?] c3

<pattern-list>には、 1つのディ スク、一連のディ スクまたはコン ト ローラ （オプシ ョ ン
のターゲッ ト ） を指定できます。 <pattern-list> に複数の項目を指定する場合は、 各項
目を空白で区切って入力して ください。

追加するディ スクのアド レス （デバイス名） が不明な場合は、 プロンプ トで 「list」
を入力する と、 使用可能なディ スクが一覧表示されます。 

3. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

 

c3t0d0 c3t1d0 c3t2d0 c3t3d0

 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y
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4. これらのディ スクをデフォルトのディ スク  グループ rootdgに追加するには、次に示
すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キーを押します。

ディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 新しいディ スク グループに追加す
るかを選択します。 また、 後の作業で追加や交換操作を行うためにディ スクを確保して
おく こ と もできます。 新しいディ スク グループを作成するには、 使用していないディ ス
ク グループ名を指定します。 ディ スクを後の作業で使用するために確保しておくには、
ディ スク グループ名に 「none」 を指定します。

 

ディ スク グループの指定 [<group>,none,list,q,?] （デフォルト :rootdg） y 

5. vxdiskadm で各ディ スクにデフォルト  ディ スク名を使用できるよ うにするには、 次
に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キーを押します。
これらのディスクにデフォルトのディスク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y

6. 次に示すプロンプ トで、 「n」 を入力して、 これらのディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン
スペア ディ スク と して使用しないよ うに設定します。
ディ スクを rootdgのスペア ディ スク と して追加しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n） n

7. ディ ス クをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外するかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n 」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディスクをホッ ト リ ロケーションへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

8. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクは、 スペアと してデフォルトのディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加されます。

 

c3t0d0 c3t1d0 c3t2d0 c3t3d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

9. Volume Managerで使用するために既に初期化済みのディ スクの一覧を表示します。次
に示すプロンプ トで、 「Y」 を入力して、すべてのディ スクをすぐに使用するよ うに設
定します。

次のディ スク デバイスは既に初期化されています。

現在このディ スクを交換ディ スク と して使用できます。

出力形式 :[Device_Name]
 

c3t1d0 c3t2d0 c3t3d0
 

Use these devices?[Y,N,S （elect） ,q,?] （デフォルト :Y） Y 
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このプロンプ トでは、 すべてのディ スクに対して 「Yes」 または 「No」 （Y または N）
を選択する こ と も、各ディ スクを個別に処理する方法を選択する（S）こ と もできます。

これらのディ スクをすべて再初期化するには、次に示すプロンプ トで、 「Y」 を入力し
ます。

選択した次のディ スクは、 既に Volume Manager用に初期化されています。 ディ スク
が既に Volume Manager用に初期化されている こ とが確実な場合は、 ディ スク デバイ
スを再初期化する必要はあ り ません。

出力形式 :[Device_Name]

 

c3t1d0 c3t2d0 c3t3d0

 

Reinitialize these devices?[Y,N,S （elect） ,q,?] （デフォルト :Y） Y 

10. vxdiskadm はコン ト ローラ 3 上のいずれかのディ スクをカプセル化候補と して表示
します。 「 y」 を入力するか、 または Return キーを押して、 このディ スクをカプセル
化します。

次のディ スク デバイスには有効な VTOCがあ り ますが、 Volume Manager用に初期化
されていません。 ディ スク上に重要なデータがある場合は、 ディ スクを新しいディ スク
と して追加するのではな く、 既存のディ スク パーティシ ョ ンをボ リ ュームと してカプセ
ル化します。 

出力形式 :[Device_Name]

c3t0d0

 

Encapsulate this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

カプセル化では、 アクティブなディ スクを Volume Manager の管理下に置いて、 その
ディ スク上のデータを保持する こ とができます。

注 ディ スクのカプセル化ではシステムを リブートする必要があ り ます。場合によって
は数回 リブートする必要があ り ます。 そのよ う な場合は、 リブート を促すメ ッセー
ジが表示されます。

ディ スクが初期化中であ り、Volume Managerの管理下に追加されるこ とを示す次のよ
うな メ ッセージが表示されます。

デバイス c3t1d0 を初期化しています。

 

デバイス c3t2d0 を初期化しています。

 

デバイス c3t3d0 を初期化しています。

 

第 4章  ディスク関連タスク  129



vxdiskadm メニュー インタフ ェース処理
ディ スク デバイス c3t1d0 を、 disk33 というディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加します。

 

ディ スク デバイス c3t2d0 を、 disk34 というディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加します。  

ディ スク デバイス c3t3d0 を、 disk35 というディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加します。

上記のメ ッセージに加えて、表面分析を実行するかど うかを選択するオプシ ョ ンが表
示される場合もあ り ます。

11. この後、 カプセル化用に選択されたすべてのディ スクが表示され、 カプセル化を続行
するかど う かを確認する メ ッセージが表示されます。 「 y」 を入力するか、 または
Return キーを押してカプセル化を続行します。

次のディ スクがカプセル化の対象と して選択されています。

出力形式 :[Device_Name]

c3t0d0

カプセル化を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

次に、 カプセル化状態が表示され、 ただちにシャ ッ ト ダウンおよびリブートする必要
がある こ とを示す次のよ う な メ ッセージが表示されます。

ディ スク デバイス c3t0d0はカプセル化され、 disk38 とい う名前でディ スク グルー
プ rootdgに追加されます。

 

カプセル化の初期段階が問題な く完了しました。

できるだけ早い段階でシステムを リブート して ください。

 

カプセル化操作では数回 リブートする必要があ り ます。 これから リブートする と、 その
後に自動的に数回 リブート されます。 リブートするには、 次のコマンドを実します :

 

shutdown -g0 -y -i6

 

このコマンドによ り /etc/vfstab ファ イルが更新され、 ボ リ ューム デバイスを使用し
てファイル システムをこのディ スク デバイス上にマウン トできるよ うにな り ます。
バッ クアップ スク リプ ト 、 データベース、 または手動で作成したスワ ップ デバイスな
どの参照項目を更新する必要があ り ます。

12. 次に示すプロンプ トで、 ほかのディ スクの初期化も続行するか （y）、 vxdiskadm メ
イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクを追加または初期化しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）
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Volume Managerで使用するディ スクのカプセル化
こ こでは、 Volume Manager で使用するディ ス クのカプセル化方法について説明します。
ディ スクが Volume Manager の管理下に置かれている場合は、 カプセル化する こ とによっ
てディ スク上の既存データが保持されます。 

カプセル化の失敗を避けるため、 ディ スクが次の状態である こ とを確認して ください。

◆ どのパーティシ ョ ンにも属していない空き領域が多少ある こ と （ディ スクの先頭また
は末尾）。

◆ 空きパーティシ ョ ンが 2つある こ と。

◆ ディ スク全体を表す s2 （システムによっては s0） スラ イスがある こ と。

システムによっては、 ブート （ルート） ディ スクをカプセル化する と、 後でスワ ップ パー
ティシ ョ ンにダンプするために、そのパーティシ ョ ンに「swap」という タグが付けられます。 

交換が必要な場合に、Volume Manager ブート  ディ スク  エイ リ アスを使用してブート  ディ
ス クの ミ ラーを識別するには、 ブー ト  ディ ス クをカプセル化する前に、 EEPROM 変数
use-nvramrc?を trueに設定しておく必要があ り ます。この変数を falseに設定した場
合は、ブート可能ディ スクを手動で特定する必要があ り ます。 この変数を trueに設定す
るには、 次のよ うに入力します。 

eeprom use-nvramrc?=true

Volume Managerでディ スクのカプセル化を使用するには、 次の手順を実行します。

1. vxdiskadm メ イン メニューの項目2[1つ以上のディスクのカプセル化 ]を選択します。

注 システムによっては、 例とは異なるデバイス名を使用している場合があ り ます。 デ
バイス名の詳細については、 本章の 「標準ディ スク  デバイス （70ページ）」 を参照
して ください。

2. 次に示すプロンプ トで、 カプセル化するディ スクのデバイス名を入力します。

1つ以上のディ スクのカプセル化

Menu:VolumeManager/Disk/Encapsulate

 

この操作は、 Volume Manager で使用できるよ う、 1つまたは複数のディ スクを変換す
るために使用します。 この操作を実行する と、 指定したディ スクがディ スクグループに
追加され、 既存のパーティシ ョ ンがボ リ ュームで置き換えられます。

ディ スクをカプセル化した場合、 その変更を反映するにはシステムを リブートする必要
があり ます。

 

プロンプ トでは、 複数のディ スクまたはパターンを入力できます。
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ディ スクの選択例を次に示します。

 

all: すべてのディ スク

c3 c4t2: コン ト ローラ 3、 およびコン ト ローラ 4 ターゲッ ト 2上の

 すべてのディ スク

c3t4d0: 単一のディ スク

カプセル化するディ スクデバイスの選択 :

[<pattern-list>,all,list,q,?] c2t5d0 

<pattern-list> には、 1 つのディ スク、 一連のディ スクまたはコン ト ローラ （オプシ ョ
ンのターゲッ ト ） を指定できます。 <pattern-list> に複数の項目を指定する場合は、 各
項目を空白で区切って入力して ください。

カプセル化するディ ス クのアド レス （デバイス名） が不明な場合は、 プロンプ ト で
「l」 または 「list」 を入力する と、 使用可能なディ スクが一覧表示されます。 

3. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

c2t5d0

 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

4. このディ スクをデフォルトのディ スク  グループ rootdgに追加するには、Return キー
を押します。

ディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 新しいディ スク グループに追加す
るかを選択します。新しいディ スク グループを作成するには、使用していないディ スク 
グループ名を指定します。

 

ディ スク グループの指定 [<group>,list,q,?] （デフォルト :rootdg）

5. 次に示すプロンプ トで、Return キーを押してデフォルト  ディ スク名を使用するか、ま
たは別のディ スク名を入力します。

このディ スクにデフォルトのディ スク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y）

6. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。
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選択したディ スクは、 カプセル化され、 デフォルトのディ スク名で rootdgディ スク 
グループに追加されます。

 

c2t5d0

 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

7. カプセル化を続行するには、次に示すプロンプ トで、「y」 を入力するか、または Return
キーを押します。

次のディ スクがカプセル化の対象と して選択されています。 出力形式 :[Device_Name]

 

c2t5d0

 

カプセル化を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

Volume Managerで使用するためにカプセル化するディ スクが表示され、リブートが必
要である こ とを示す次のよ うな メ ッセージが表示されます。

ディ スク デバイス c2t5d0はカプセル化され、 disk01 とい う名前でディ スク グルー
プ rootdgに追加されます。

 

ディ スク c2t5d0はカプセル化用に設定されています。

 

カプセル化の初期段階が問題な く完了しました。 できるだけ早い段階でシステムを リ
ブート して ください。

 

カプセル化操作では数回 リブートする必要があ り ます。 これから リブートする と、 その
後に自動的に数回 リブート されます。 リブートするには、 次のコマンドを実行します :

 

shutdown -g0 -y -i6

 

このコマンドによ り /etc/vfstab ファ イルが更新され、 ボ リ ューム デバイスを使用し
てファイル システムをこのディ スク デバイス上にマウン トできるよ うにな り ます。
バッ クアップ スク リプ ト 、 データベース、 または手動で作成したスワ ップ デバイスな
どの参照項目を更新する必要があ り ます。

8. 次に示すプロンプ トで、ほかのディ スクのカプセル化も続行するか （y）、vxdiskadm
メ イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクをカプセル化しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n） n 

環境によっては、ディ スクのカプセル化に失敗する場合もあ り ます。 カプセル化は、ディ
スク上に Volume Manager で使用できる十分な空き領域がない場合は失敗する可能性が高
くなり ます。 このよ うな場合は、次のよ うな メ ッセージが表示され、上述の処理は中止さ
れます。
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ディ スク デバイス c2t5d0はカプセル化され、 disk01 とい う名前でディ スク グルー
プ rootdgに追加されます。

 

次のエラーが原因で、 カプセル化操作を実行できませんでした。

  

c2t5d0は、 次の理由で、 カプセル化できません。

vxvm:vxslicer:ERROR: サポート されていないディ スク レイアウ トです。   

 

続行するには、 Return キーを押します。 

今後の使用に備えたディスクの追加

今後の使用に備えて Volume Manager の管理下にデ ィ ス ク を追加するには、 「Volume
Manager管理下への物理ディ スクの配置 （121ページ）」 で説明されている手順に従って処
理を実行します。 ただし、 ディ スク  グループ名の指定を促すメ ッセージが表示された場
合は、 rootdg を選択した りディ スク  グループ名を入力する代わりに 「none」 を入力し
て ください。指定したディ スクは今後の使用に備えて通常通り初期化されます。 このディ
スクはディ スク  グループに追加されるまで、 使用する こ とはできません。

注 このよ うな 「スペア ディ スク」 とホッ ト リ ロケーシ ョ ン スペア ディ スクを混同し
ないで ください。 

Volume Manager で使用するためのディスクの再初期化
こ こでは、 既に初期化済みのディ スクを Volume Manager で使用するために再初期化する
方法について説明します。 

追加するディ スクが以前に Volume Manager 以外で使用されていた場合は、 次の手順のい
ずれかを実行して ください。

◆ ディ スクをカプセル化してそのディ スク情報を保持する （「Volume Managerで使用する
ディ スクのカプセル化 （131ページ）」 を参照）。

◆ Volume Managerがディ スクを Volume Manager用に設定できるよ うに、ディ スクを再初
期化する。 再初期化では、 ディ スク上の既存データは保持されません。 ディ スクを再
初期化する場合は、保持する必要のあるデータがディ スクに含まれていないこ とを確
認して ください。

Volume Manager で使用するためにディ スクを再初期化するには、 次の手順を実行して く
ださい。

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目1[1つ以上のディ スクの追加または初期化]を選択
します。
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2. 次に示すプロンプ トで、Volume Managerの管理下に追加するディ スクのディ スク  デバ
イス名を入力します。 

ディ スクの追加または初期化

Menu:VolumeManager/Disk/AddDisks

 

この操作は、 1つまたは複数のディ スクをディ スク グループに追加するのに使用しま
す。 選択したディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 操作手順の一部と して
作成される新しいディ スク グループに追加します。 また、 選択したディ スクをホッ ト  
スペアと してディ スク グループに追加するこ と もできます。 さ らに、 ディ スクを初期化
し、 ディ スク グループに追加しないで交換ディ スク用に確保しておく こ と もできます。

 

プロンプ トでは、 複数のディ スクまたはパターンを入力できます。 以下にディ スクの選
択例を示します ：

 

all: すべてのディ スク

c3 c4t2: コン ト ローラ 3、 およびコン ト ローラ 4 ターゲッ ト 2上の

 すべてのディ スク

c3t4d0: 単一のディ スク

追加するディ スクデバイスを選択して ください :

[<pattern-list>,all,list,q,?] c1t3d0

<pattern-list> には、 1 つのディ スク、 一連のディ スクまたはコン ト ローラ （オプシ ョ
ンのターゲッ ト ） を指定できます。 <pattern-list> に複数の項目を指定する場合は、 各
項目を空白で区切って入力して ください。

カプセル化するディ ス クのアド レス （デバイス名） が不明な場合は、 プロンプ ト で
「l」 または 「list」 を入力する と、 使用可能なディ スクが一覧表示されます。 

3. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

 

c1t3d0

 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

4. 次に示すプロンプ トで、 ディ スクの追加先ディ スク  グループを指定するか、 または
Return キーを押してデフォルトの rootdg を使用します。
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ディ スクを既存のディ スク グループに追加するか、 新しいディ スク グループに追加す
るかを選択します。 また、 後の作業で追加や交換操作を行うためにディ スクを確保して
おく こ と もできます。 新しいディ スク グループを作成するには、 使用していないディ ス
ク グループ名を指定します。 ディ スクを後の作業で使用するために確保しておくには、
ディ スク グループ名に 「none」 を指定します。

 

ディ スク グループの指定 [<group>,none,list,q,?] （デフォルト :rootdg）

5. 次に示すプロンプ トで、Return キーを押してデフォルト  ディ スク名を使用するか、ま
たは別のディ スク名を入力します。

このディ スクにデフォルトのディ スク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト : y）

6. ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン  スペア ディ スクにするかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディ スクを rootdgのスペア ディ スク と して追加しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n） n

7. ディ ス クをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外するかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n 」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディスクをホッ ト リ ロケーションへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

8. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクは、 スペアと してデフォルトのディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加されます。

 

c1t3d0

 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

9. このディ スクが既に Volume Manager での使用に備えて初期化済みであるこ とを示す
次のよ うなプロンプ トが表示されます。 「y」 を入力して、 このディ スクの使用を確定
します。

次のディ スク デバイスは既に初期化されています。 ディ スクは現在、 交換ディ スク と し
て使用できます。 出力形式 :[Device_Name]

 

c1t3d0

 

Use this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

10. ディ ス クを再初期化するには、 次に示すプロンプ ト で、 「y」 を入力するか、 または
Return キーを押します。
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選択した次のディ スクは、 既に Volume Manager用に初期化されています。 ディ スク
が既に Volume Manager用に初期化されている こ とが確実な場合、 ディ スク デバイス
を再初期化する必要はあ り ません。

出力形式 :[Device_Name]

 

c1t3d0

 

Reinitialize this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

Volume Manager で使用するためにこのディ ス クを再初期化する こ と を示す次のよ う
な メ ッセージが表示されます。

デバイス c1t3d0 を初期化しています。

  

ディ スク デバイス c1t3d0 を、 disk40 というディ スク名でディ スク グループ
rootdg に追加します。 

11. 次に示すプロンプ トで、 ほかのディ スクの初期化も続行するか （y）、 vxdiskadm メ
イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクを追加または初期化しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

VMディスクのホッ ト リロケーシ ョ ン プールへの追加
ホッ ト リ ロケーシ ョ ンを使用する と、冗長性のあるサブディ スクをほかのディ スクに リ ロ
ケー トする こ とで、 入出力障害に自動対応する こ とができます。 その後、 影響を受けた
Volume Manager オブジェク トおよびデータを リ ス ト アします。 あらかじめ 1 つのディ ス
クがディ スク  グループ内でスペアと して指定されている場合、 障害ディ スクのサブディ
スクはそのスペア ディ スクにリ ロケート されます。スペアが指定されていない場合は、利
用可能なディ スク  グループ内の空き領域が使用されます。ただし、事前にホッ ト リ ロケー
シ ョ ンの利用対象から除外されていたディ スク上の空き領域は使用されません。  

スペア ディ スクを指定するには、 次の処理を実行します。

1. vxdiskadm メ イン メニューの項目12[ディ スク  グループ用のスペア ディ スクの設定]
を選択します。

2. 次に示すプロンプ トで、 ディ スク名 （disk01 など） を入力します。

ディ スク グループ用のスペア ディ スクの設定

Menu:VolumeManager/Disk/MarkSpareDisk

 

この操作は、 ディ スクをディ スク グループのスペアと して設定するのに使用します。 こ
の操作ではディ スク名を指定します。 このディ スク名は、 ディ スクをディ スク グループ
に追加したと きに付けた名前です。

 

ディ スク名を入力して ください。 [<disk>,list,q,?] disk01 
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次の確認メ ッセージが表示されます。

rootdg に属する disk01 をスペア ディ スク と して設定できました 

3. 次に示すプロンプ トで、ほかのディ スク もスペアと して追加するか （y）、vxdiskadm
メ イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクをスペアと して設定しますか？ [y,n,q,?] （デフォルト :n）

ディ スク  グループ内のすべての VM ディ スクで、 障害時にこのディ スクをスペアと
して使用できます。ディ スクに障害が発生する と、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが自動的に
実行されます （可能な場合） 。 障害の発生と リ ロケーシ ョ ンについては、 電子メール
で通知されます。 リ ロケーシ ョ ンが正常に終了した後で、障害ディ スクを入れ替える
必要のある場合があ り ます。 

障害の発生したサブディ スクを リ ロケートするための十分なスペア領域がない場合、
ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは自動的に空き領域を使用します。 ユーザは、 ホッ ト リ ロケー
シ ョ ンで使用しない空きディ スクを指定する こ とによって、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンに
よる空き領域の使用量を制限できます。

VMディスクのホッ ト リロケーシ ョ ン プールからの削除
ディ ス クがスペア と して指定されている場合は、 そのディ ス ク上の領域はディ ス ク  グ
ループ内の Volume Manager オブジェク ト を作成するための空き領域と して使用される こ
とはあ り ません。必要に応じて、ホッ ト リ ロケーシ ョ ン ディ スクのプールからスペア ディ
スクを削除する こ とによ り、 スペア ディ スクを通常通 り使用できるよ うに解放する こ と
ができます。 

現在スペアと して指定されているディ スクを特定するには、vxdiskadm メ イン  メニュー
で list メニュー項目を選択します。 スペア ディ スクが spare フラグと共に一覧表示さ
れます。

ホッ ト リ ロケーシ ョ ン プールからディ スクを削除するには、 次の処理を実行します。

1. vxdiskadmメ イン  メニューの項目13[ディ スク上のスペア フラグをオフにする ]を選
択します。

2. 次に示すプロンプ トで、 スペア ディ スクの名前 （disk01 など） を入力します。

ディ スク上のスペア フラグをオフにする

Menu:VolumeManager/Disk/UnmarkSpareDisk

 

この操作は、 ディ スクのスペア フラグをオフにするのに使用します。 この操作ではディ
スク名を指定します。 このディ スク名は、 ディ スクをディ スク グループに追加したと き
に付けた名前です。

ディ スク名を入力して ください。 [<disk>,list,q,?] disk01
138 VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide



 vxdiskadm メニュー インタフ ェース処理
次の確認メ ッセージが表示されます。

rootdg に属するディ スク disk01は現在スペアと して設定されていません。 

3. 次に示すプロンプ トで、 ほかのスペア ディ スク も無効にするか （y）、 vxdiskadm メ
イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクのスペア フラグをオフにしますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

ホッ ト リロケート済みサブディスクのディスクへの移動

このオプシ ョ ンを使用する と、障害のあったディ スクを交換した後に、ホッ ト リ ロケート
済みのサブディ スクを元のディ スクに戻すこ とができます。

1.  vxdiskadm メ イン  メニューの項目14[ホッ ト リ ロケート済みのサブディ スクをディ
スクへ戻す ] を選択します。

2. 最初に、 元のディ スク  メディア名が表示されます。

次に示すプロンプ トで、ホッ ト リ ロケート済みのサブディ スクが存在した元のディ ス
ク  メディア名を入力します。

Enter the original disk name [<disk>,list,q,?]

ただし、 ホッ ト リ ロケート済みサブディ スクがシステム内にない場合は、 「現在ホッ ト リ
ロケート済みのディ スクはあ り ません。」 という メ ッセージが出力され、 Return キーを押
すよ う求められます。

3. 新しいデスティネーシ ョ ン  ディ スクに関する確認が表示されます。

While unrelocating the subdisks, you can choose to move the 
subdisks to a different disk from the original disk.

Unrelocate to new disk [y,n,q,?] （デフォルト :n}

4. サブディ スクを元のオフセッ ト に移動できない場合は、 「強制オプシ ョ ン」 によ りサ
ブディ スクのリ ロケート処理を解除して指定したディ スクに移動できます。移動先が
元のオフセッ ト である必要はあ り ません。

サブディスクのリ ロケート処理を解除して同一オフセッ トへの回送処理が失敗した場合は
§-f オプシ ョ ンを使用して強制的に処理を実行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n}

5. 実行する操作の内容と、 操作の続行を確認する メ ッセージが表示されます。
要求した操作は、 ホッ ト リ ロケート済みの全サブディ スクを disk10 から rootdgディ
スクグループの disk10へ戻す操作です。 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y}

6. 処理が終了する と、 処理の状態が表示されます。
ディ スク disk10へのアン リ ロケート処理が完了しました。
第 4章  ディスク関連タスク  139



vxdiskadm メニュー インタフ ェース処理
ディスクのホッ ト リロケーシ ョ ン利用対象からの除外

ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外するには、 次の手順を実行します。

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目 15[ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン利用対象か
らの除外 ] を選択します。 

2. 次に示すプロンプ トで、 ディ スク名 （disk01 など） を入力します。

ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン利用対象からの除外

Menu:VolumeManager/Disk/MarkNoHotUse

この操作によって、ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外する こ とが
できます。 この操作ではディ ス ク名を指定します。 このディ ス ク名は、 ディ ス クを
ディ スク  グループに追加したと きに付けた名前です。

ディ スク名を入力して ください。 [<disk>,list,q,?] disk01

次の確認メ ッセージが表示されます。

ディ スク disk01 をホッ ト リ ロケーシ ョ ンへの利用対象から除外する処理が完了しました。

3. 次に示すプロンプ トで、ほかのディ スク もホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外
する場合は 「y」 を入力します。 除外せずに vxdiskadm メ イン メニューに戻る場合
は、 Return キーを押すか、 または 「n」 を入力します。

他のディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?]
（デフォルト :n}

ディスクのホッ ト リロケーシ ョ ン設定

ディ スクがホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外されている場合は、その設定を解除
してディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン  プールに戻すこ とができます。

 ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象とするには、 次の手順を実行します。

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目16[ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン設定]を選択
します。

ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン設定

2. 次に示すプロンプ トで、 ディ スク名 （disk01 など） を入力します。

ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ ン設定

Menu:VolumeManager/Disk/UnmarkNoHotUse

この操作によって、 ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象に設定できます。 この
操作は、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外されていたディ スクにのみ適用でき
ます。
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この操作ではディ スク名を指定します。 このディ スク名は、 ディ スクをディ スク グルー
プに追加したと きに付けた名前です。

ディ スク名を入力して ください。 [<disk>,list,q,?] disk01

次の確認メ ッセージが表示されます。

rootdg の disk01 をホッ ト リ ロケーシ ョ ンで利用できる状態に設定する処理が完了し
ました。

3. 次に示すプロンプ トで、ほかのディ スク もホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象に設定す
る場合は、 「y」 を入力します。 設定せずに vxdiskadm メ イン メニューに戻る場合
は、 Return キーを押すか、 または 「n」 を入力します）。

他のディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ンで利用できる状態に設定しますか ?[y,n,q,?]
（デフォルト :n）

物理ディスク上の情報の表示

ディ スク情報を表示する と、 初期化済みディ スク、 ディ スクの属するディ スク  グループ、
ディ スクの状態などを確認できます。 list コマンドを実行する と、 認識されたすべての
ディ スクのデバイス名、 ディ ス ク名、 各ディ スクに関連付けられているディ スク  グルー
プ名、 および各ディ スクの状態が表示されます。 

ディ スク情報を表示するには、 次の処理を実行します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューで list を選択します。

2. 次に示すプロンプ トで、参照するディ スクのアドレスを入力します。すべてのディ ス
クを一覧表示するには 「all」 を入力します。 

ディ スク情報の一覧表示

Menu:VolumeManager/Disk/ListDisk

このメニュー操作は、 ディ スクの一覧を表示する操作です。 特定のディ スクデバイスア
ドレスにあるディ スクに関する詳細情報を一覧表示する こ と もできます。

ディ スク デバイス名を入力するか、 「all」 と入力します [<address>,all,q,?]
（デフォルト :all）

「all」 を入力する と、 次の情報が表示されます （システムによっては、 c0t0d0s2 では
な く rootdisk と表示される場合もあ り ます）。

DEVICE DISK GROUP STATUS

c0t0d0 c0t0d0s2 rootdg online

c1t0d0 disk01 rootdg online

c1t1d0 - - online
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詳細情報を表示するデバイス [<address>,none,q,?] （デフォルト :none）

◆ 情報を表示するデバイスのアドレスを入力する と、 完全なディ スク情報 （デバイ
ス名、 ディ スクの種類、 ディ スクの共有パーティシ ョ ンおよび専有パーティシ ョ
ンなど） が表示されます。 

情報を確認したら、 Return キーを押して メ イン  メニューに戻り ます。 

物理ディスクの削除

ディ スクを削除する前に、そのディ スクにデータが含まれていないこ と、すべてのデータ
が不要である こ と、 または別のディ スクにデータを移動できる こ とを確認して ください。
その後、 次の手順でディ スクを削除します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューのメニュー項目 3[ディ スクの削除 ] を選択します。

注 ディ スク  グループを無効化しないと、 ディ スク  グループ内の最後のディ スクは削
除できません。 

2. 次に示すプロンプ トで、 削除するディ スクのディ スク名を入力します。 
ディ スクの削除

Menu:VolumeManager/Disk/RemoveDisk

この操作は、 ディ スク グループからディ スクを削除するのに使用します。

この操作ではディ スク名を指定します。 このディ スク名は、 ディ スクをディ スク グルー
プに追加したと きに付けた名前です。

ディ スク名を入力して ください。 [<disk>,list,q,?] disk01

3. 指定したディ ス クにボ リ ュームが含まれている場合は、 ディ ス クからそれらのボ
リ ュームを退避するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。ボ リ ュームを保
持する場合は、 「y」 を入力します。 保持しない場合は、 「n」 を入力します。 

4. 処理を続行するには、 次に示すプロンプ トで Return キーを押します。 

要求した操作では、 グループ rootdg からディ スク disk01 を削除します。 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y）

vxdiskadmユーティ リ ティによ りディ スクがディ スク  グループから削除され、次の
完了メ ッセージが表示されます。 

ディ スク disk01は問題な く削除できました。 

これで、指定したディ スクを削除するか、 または交換ディ スク と してシステム上に残
すこ とができます。 
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5. 次に示すプロンプ トで、 ほかのスペア ディ スク も削除するか （y）、 vxdiskadm メ イ
ン メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクを削除しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

物理ディスクの無効化 （物理ディスクのオフライン化）

ディ スクが破損している場合は、 オフラ インにして削除します。 物理ディ スク  デバイス
を別の場所に移動し、別のシステムに接続する場合があ り ます。ディ スクをオフラインに
するには、 まずディ スク  グループから該当ディ ス クを削除してから、 次の処理を実行し
ます。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目 11[ディ スク  デバイスの無効化（オフライン化） ]
を選択します。

2. 次に示すプロンプ トで、 無効にするディ スクのアド レスを入力します。 
ディ スク デバイスの無効化 （オフライン化）

Menu:VolumeManager/Disk/OfflineDisk

このメニュー操作は、 Volume Managerからのディ スクデバイスへのアクセスを無効に
するのに使用します。 この操作は、 現在ディ スクグループに属していないディ スクにの
み適用できます。 リブートせずにシステムからディ スクを削除する場合は、 この操作を
実行します。

注 : 多くのシステムでは、 通常の動作中における、 システムからのディ スクの削除は
サポート していません。 そのよ うなシステムではオフライン操作はあま り効果的
ではあ り ません。

無効にするディ スク デバイスを選択して ください。 [<address>,list,q,?] c1t1d0

vxdiskadmプログラムによって、 指定したディ スクが無効になり ます。

3. 次に示すプロンプ トで、 ほかのデバイスも無効にするか （y）、 vxdiskadm メ イン  メ
ニューに戻るか （n） を指定します。 

ほかのデバイスを無効にしますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）
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物理ディスクの有効化

通常のシステム稼働中に、 あるシステムから別のシステムへディ ス クを移動する場合、
Volume Manager は移動したディ スクを自動認識しません。 ディ スクの有効化タスクによ
り、 ディ スクを検索して識別し、 そのディ スクがディ ス ク  グループに属しているかど う
かを判断するよ うに Volume Manager を設定します。また、このタスクを実行する と、ディ
スク  グループのデポート  タスクまたはディ スク  デバイスの無効化 （オフライン） タスク
によって無効化されていたディ スクへのアクセスが再び有効化されます。ディ スクを有効
化するには、 次の処理を実行します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目 10[ディ スク  デバイスの有効化（オンライン化） ]
を選択します。

2. 次に示すプロンプ トで、有効化するディ スクのデバイス名 （デバイス一覧を表示する
場合は 「list」） を入力します。

ディ スク デバイスの有効化 （オンライン化）

Menu:VolumeManager/Disk/OnlineDisk

この操作は、 [ディ スクデバイスの無効化 (オフライン化 )] 操作で無効にしたディ ス
クへのアクセスを有効にするのに使用します。

Volume Manager以外で変更された可能性のあるディ スクを再走査する場合にも この操
作を実行します。 たとえば、 １台のディ スクが ２台のシステムで共有されていて、 他の
システムで実行されている Volume Manager がディ スクを変更した場合などが考えら
れます。 その場合は、 この操作を実行してディ スクを再走査します

注 : たいていの voldiskadm操作では、 ユーザの操作を必要とせずにディ スクが再
走査されます。 これによ り、 ディ スクを直接オンライン化する必要がな くな り ま
す (ディ スクを直接オフラインにした場合を除く )。

有効にするディ スク デバイスを選択して ください。 [<address>,list,q,?] c1t1d0

指定したデバイスが有効化されます。

3. 次に示すプロンプ トで、 ほかのデバイスも有効にするか （y）、 vxdiskadm メ イン  メ
ニューに戻るか （n） を指定します。

他のデバイスを有効にしますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n}

注 VxVM がディ スクおよびパスを認識できるよ うに、 ホッ ト  ディ スク  スワ ップの後
に vxdctl enable を実行する必要があ り ます。
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物理ディスクの交換

ディ スクに障害が発生する と、 そのディ スクを別のディ スク と交換する必要があ り ます。
このタスクでは、障害ディ スクを無効化して削除し、代わりに新しいディ スクを挿入する
必要があ り ます。 ディ スクを交換するには、 次の処理を実行します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目 4[交換用ディ スクの削除 ] を選択します。

2. 次に示すプロンプ ト で、 交換するディ ス クの名前 （ディ ス ク一覧を表示する場合は
「list」） を入力します。

交換用ディ スクの削除

Menu:VolumeManager/Disk/RemoveForReplace

このメニュー操作は、 ディ スク名を変えずに、 ディ スクグループから物理ディ スクを削
除するのに使用します。 この操作によって、 ディ スクの状態は、 "removed"ディ スクに
変わり ます。 ディ スク グループに属していない初期化済みディ スクがある場合、 それら
のディ スクのいずれかを交換ディ スク と して使用する こ とができます。

ディ スク名を入力して ください。 [<disk>,list,q,?] disk02

削除するディ スクに関連付けられているボ リ ュームも追加表示されます。ディ スク交
換時には、 これらのボ リ ュームに関連付けられているデータを保持するかど うかを指
定する必要があ り ます。 必要に応じてプロンプ トに対処して ください。

3. 次に示すプロンプ トで、交換ディ スクのデバイス名を （表示されている一覧から） 選
択するか、 または Return キーを押してデフォルト  ディ スクを使用します。 

次のデバイスは交換用に使用できます : 

c1t1d0

disk02 を交換するために、 これらのディ スクのいずれか 1つを選択できます。 
交換ディ スクを選択しない場合は、 「none」 を選択します。

デバイスを選択するか 「none」 を選択して ください。 

[>device>,none,q,?] （デフォルト :c1t1d0）

4. 次に示すプロンプ トで、 Return キーを押して処理を続行します。 

要求した操作では、 グループ rootdg からディ スク disk02 を削除します。
削除されたディ スクはディ スク デバイス c1t1d0 と交換されます。

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y）

処理が完了する と次よ う な メ ッセージが表示されます。
ディ スク disk02は問題な く削除できました。 
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disk02 をデバイス c1t1d0 と交換します。

ディ スクを問題な く交換できました。 

5. 次に示すプロンプ トで、 ほかのディ スク も削除するか （y） 、 vxdiskadm メ イン  メ
ニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクを削除しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

障害ディスクまたは削除済みディスクの交換

ディ スクを削除して、後で交換する こ とができます。ディ スクの交換を行うには、メニュー
の項目 4[ 交換用ディ スクの削除 ] を選択してディ スクを削除してから、 次の手順を実行
します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目5[障害が発生したディ スクまたは削除したディ ス
クの交換 ] を選択します。

2. 交換するディ スクのディ スク名を選択します。 
障害が発生したディ スクまたは削除したディ スクの交換

Menu:VolumeManager/Disk/ReplaceDisk

このメニュー操作は、 [交換用ディ スクの削除 ] メニュー操作を実行して削除したか、
使用中に障害が発生したディ スク と交換するディ スクを指定するのに使用します。 交換
するディ スクの名前と、 交換用に使用するディ スクデバイスの入力を求めるプロンプ ト
が表示されます。 未初期化ディ スクを選択して操作中にディ スクを初期化するか、
[ディ スクの追加または初期化 ] メニュー操作を実行して既に初期化済みのディ スクを
選択するこ とができます。

Select a removed or failed disk [<disk>,list,q,?] disk02

3. 交換ディ スク と して使用可能なディ スク  デバイスのデバイス名が表示されます。選択
したデバイスのデバイス名を入力するか、 または Return キーを押してデフォルト  デ
バイスを使用します。 

注 システムによっては、 例とは異なるデバイス名を使用している場合があ り ます。 デ
バイス名の詳細については、「Volume Manager とは（1ページ）」を参照して ください。

次のデバイスは交換用に使用できます。

c1t0d0s2 c1t1d0s2

disk02 を交換するには、 これらのディ スクのいずれか 1つを選択できます。 

別のディ スクを初期化して disk02 と交換する場合は、 「none」 を選択します。 
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デバイスを選択するか 「none」 を選択して ください。

[<device>,none,q,?] （デフォルト :c1t0d0s2）

4. 次に示すプロンプ トで、 Return キーを押してディ スクを交換します。 

要求した操作は、 初期化されたデバイス c1t0d0s2 を、 ディ スクグループ rootdg内の
削除されたか障害が発生したディ スク disk02 と交換します。

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y}

vxdiskadmプログラムによって、 次の完了メ ッセージが表示されます。 

グループ disk02に属するディ スク disk02 をデバイス c1t0d0s2 と問題な く交換でき
ました。 

5. 次に示すプロンプ トで、 ほかのディ スク も交換するか （y） 、 vxdiskadm メ イン  メ
ニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクを交換しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

ディスク  グループへのディスクの追加
新しいディ スクを、 作成済みのディ スク  グループに追加したい場合があ り ます。 たとえ
ば、 プロジェ ク トやワーク  グループの要件が変更されたため、 現在のディ ス クで必要な
領域が足 り な くなった場合などにディ スクを追加できます。 ディ ス ク  グループにディ ス
クを追加するには、 ディ スクの追加処理を実行します。 「Volume Manager管理下への物理
ディ スクの配置 （121ページ）」 を参照して ください。

ディスク  グループの作成
特定のアプ リ ケーシ ョ ンの集ま りや、特定のユーザのグループに関連するデータは、次の
よ う な場合に、 別のシステムからアクセスできるよ うに設定しておく必要があ り ます。  

◆ システムに障害が発生したため、 データを別のシステムに移動する場合。 

◆ 複数のシステムに作業負荷を分散する場合。 

この場合、特定のアプリ ケーシ ョ ンまたはユーザに関連するデータを識別可能なディ スク
セッ トに保存しておく こ とが重要です。 そのディ スク  セッ ト を移動する場合は、 その他
のデータを移動する こ とな く、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはユーザに関連するディ ス ク上の
データだけを移動できます。 

注 Volume Managerはデフォルトディ スク  グループ rootdg をサポート しています。特
に何も指定していない場合、すべてのボ リ ュームがこのディ スク  グループ内に作成
されます。 すべてのコマンドで、 デフォルト と して rootdgが使用されます。 
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ディ スク  グループを単独で作成する こ とはできません。 必ず、 ディ スク と共に作成しま
す。 また、 ディ スク  グループには少な く と も 1 つのディ スクが関連付けられている必要
があ り ます。 

rootdg以外のディ スク  グループを作成する必要がある場合は、次の処理を実行します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目1[1つ以上のディ スクの追加または初期化]を選択
します。

2. 次に示すプロンプ トで、Volume Managerの管理下に追加するディ スクのディ スク  デバ
イス名を入力します。 

ディ スクの追加または初期化

Menu:VolumeManager/Disk/AddDisks

 

この操作は、 1つまたは複数のディスクをディ スク グループに追加するのに使用します。

この操作を実行する と、 ディ スクをディ スクグループへ追加します。 選択済みのディ ス
クを既存のディ スクグループへ追加する こ とや、 操作の他の部分で作成した新規のディ
スクグループへ追加するこ とができます。 さ らに、 ディ スクを初期化し、 ディ スクグ
ループに追加しないで交換ディ スク用に確保しておく こ と もできます。

プロンプ トでは、 複数のディ スクまたはパターンを入力できます。

以下にディ スクの選択例を示します ：

all: すべてのディ スク

c3 c4t2: コン ト ローラ 3、 およびコン ト ローラ 4 ターゲッ ト 2上のすべての
ディ スク

c3t4d0: 単一のディ スク

追加するディ スクデバイスを選択して くださ :

[<pattern-list>,all,list,q,?] c1t2d0 

<pattern-list> には、 1 つのディ スク、 一連のディ スクまたはコン ト ローラ （オプシ ョ
ンのターゲッ ト ） を指定できます。 <pattern-list> に複数の項目を指定する場合は、 各
項目を空白で区切って入力して ください。

カプセル化するディ ス クのアド レス （デバイス名） が不明な場合は、 プロンプ ト で
「l」 または 「list」 を入力する と、 使用可能なディ スクが一覧表示されます。 

3. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

選択したディ スクの一覧を以下に表示します。 出力形式 :[Device_Name]

c1t2d0

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y  
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4. 次に示すプロンプ トで、ディ スクの追加先ディ スク  グループを指定します （こ こでは
anotherdg）。

ディ スクを既存のディ スクグループに追加するか、 新しいディ スクグループに追加する
かを選択します。 また、 後の作業で追加や交換操作を行うためにディ スクを確保してお
く こ と もできます。 新しいディ スクグループを作成するには、 使用していないディ スク
グループ名を指定します。 ディ スクを後の作業で使用するために確保しておくには、
ディ スク グループ名に 「none」 を指定します。

 

ディ スク グループの指定 [<group>,none,list,q,?] （デフォルト :rootdg）

anotherdg

5. 同じ名前のアクティブなディ スク  グループが存在しないこ とが確認され、この新しい
ディ スク  グループを作成するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。

anotherdg という名前のアクティブなディ スク グループはあ り ません。

 

anotherdg という名前で新しいグループを作成しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

6. 次に示すプロンプ トで、Return キーを押してデフォルト  ディ スク名を使用するか、ま
たは別のディ スク名を入力します。

このディ スクにデフォルトのディ スク名を使用しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y）

7. ディ ス クをホッ ト リ ロケーシ ョ ンの利用対象から除外するかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n 」 を入力するか、 または Return キーを押します。
ディスクをホッ ト リ ロケーションへの利用対象から除外しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n}

8. ディ スクをホッ ト リ ロケーシ ョ ン  スペア ディ スクにするかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されたら、 「n」 を入力するか、 または Return キーを押します。

ディ スクを anotherdgのスペア ディ スク と して追加しますか ?[y,n,q,?]
（デフォルト :n） y 

9. 処理を続行するには、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または Return キー
を押します。

新しいディ スク グループ anotherdgが作成されます。 選択したディ スクはデフォルト
のディ スク名で新しいディ スク グループに追加されます。

 

c1t2d0

 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y

10. このディ スクが既に Volume Managerでの使用に備えて初期化済みである場合は、次の
よ う なプロンプ トが表示されます。「y」を入力してこのディ スクの使用を確定します。
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次のディ スク デバイスは既に初期化されています。 ディ スクは現在、 交換ディ スク と し
て使用できます。

出力形式 :[Device_Name]

 

c1t2d0

 

Use this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

ディ スクを再初期化する場合は、次に示すプロンプ トで、 「y」 を入力するか、 または
Return キーを押します。

選択した次のディ スクは、 既に Volume Manager 用に初期化されています。 ディ スク
が既に Volume Manager 用に初期化されている こ とが確実な場合は、 ディ スクデバイ
スを再初期化する必要はあ り ません。

出力形式 :[Device_Name]

 

c1t2d0

 

Reinitialize this device?[y,n,q,?] （デフォルト :y） y 

Volume Manager で使用するためにディ スクを再初期化している こ と を示す次のよ う
な メ ッセージが表示されます。

デバイス c1t2d0 を初期化しています。

 

anotherdg という名前のディ スク デバイス c1t2d0が属する新しいディ スク グルー
プ another01 を作成しています。

11. 次に示すプロンプ トで、 ほかのディ スクの初期化も続行するか （y）、 vxdiskadm メ
イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スクを追加または初期化しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）
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ディスク  グループのデポート
システムによって現在有効化 （インポー ト ） されているディ スク  グループへのアクセス
を無効にするためには、ディ スク  グループのデポート  タスクを使用します。ディ スク  グ
ループ内のディ スクを別のシステムに移動する場合は、 ディ スク  グループをデポート し
ます。 また、 その他の目的でディ スク  グループ内の残 りのディ スクをすべて使用する場
合も、 ディ スク  グループをデポート して ください。 

ディ スク  グループをデポートするには、 次の処理を実行します。 

1. vxdiskadm メ イン メニューの項目 9[ ディ スク  グループへのアクセスの無効化 （デ
ポート ） ] を選択します。

2. 次に示すプロンプ トで、 デポートするディ スク  グループの名前を入力します。

ディ スク グループへのアクセスの無効化 （デポート ）

Menu:VolumeManager/Disk/DeportDiskGroup

このメニューでは、 システムによって現在有効になっている （インポート済） のディ ス
ク グループへのアクセスを無効に設定するこ とができます。 ディ スク グループ内の
ディ スクを別のシステム上に移動する場合や、 ディ スク グループ内のすべてのディ スク
を別の目的に使用する場合に、 ディ スクをデポート します。

ディ スク グループ名の入力を求めるプロンプ トが表示され、 またディ スクを無効 （オフ
ライン） にするかど うかも指定します。 一部のシステムで リ ムーバブル ディ スク デバ
イスを使用している場合、 ディ スクを削除する前にディ スクへのすべてのアクセスを無
効にするこ とが重要です。

ディ スク グループ名を入力して ください。 [<group>,list,q,?] （デフォルト :list）

newdg 

3. 次に示すプロンプ トで、 このディ スク  グループ内のディ スクを削除する場合は、 「y」
を入力します。 

要求した操作を実行する と、 newdg とい う名前のリ ムーバブルディ スクグループへのア
クセスを無効にします。 このディ スクグループは次のディ スク上に格納されています ：

newdg01 on device c1t1d0s2

これらのディ スクへのアクセスを無効 （" オフライン化 "） にするよ うに選択できます。

これは、 システムから実際にディ スクを削除する場合に、 エラーを防止するために必要
です。

指定したディ スクを無効 （オフライン化） にしますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n}

4. 次に示すプロンプ トで、 Return キーを押して処理を続行します。 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :y）
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ディ ス ク  グループのデポートが完了したこ と を示す次のよ う な メ ッセージが表示さ
れます。 

ディ スク グループ newdg を問題な く削除できました。 

5. 次に示すプロンプ トで、 ほかのディ スク  グループも無効化するか （y）、 vxdiskadm
メ イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スク グループを無効にしますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

ディスク  グループのインポート
システムからディ スク  グループへのアクセスを有効にするには、 次のメニュー タスクを
使用します。 ディ スク  グループをあるシステムから別のシステムへ移動する場合は、 初
めに元のシステム上でディ スク  グループを無効化 （デポート ） します。 次に、 デポート
されたディ スク  グループからほかのシステムにディ スクを移動し、 移動先でそのディ ス
ク  グループを有効化 （インポート ） します。 

ディ スク  グループをインポートするには、 次の処理を実行します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目 8[ディ スク  グループへのアクセスの有効化（イン
ポート ） ] を選択します。

2. 次に示すプロンプ トで、 インポートするディ スク  グループの名前を入力します。 

ディ スク グループへのアクセスの有効化 （インポート ）

Menu:VolumeManager/Disk/EnableDiskGroup

この操作は、 ディ スクグループへのアクセスを有効にするのに使用します。 この操作は、
ディ スクグループをシステムからシステムへ移動する場合の最終過程で実行します。
ディ スクグループを移動する最初の過程では、 元のホス ト上で [ディ スクグループへの
アクセスの無効化 (デポート )] 操作を実行します。

ディ スク グループを障害の発生した別のホス トからインポートする場合、 あらかじめ
ディ スク グループをデポート しておく必要はあ り ません。 ディ スク グループ内のすべ
てのディ スクがホス ト間で移動したかど うかを確認して ください。 2 台のホス トが 
SCSI バスを共有している場合は、 他のホス トに本当に障害が発生しているか、 ほかの
ホス トのディ スク グループがデポート されているかを必ず確認して ください。

2 台のアクティブなホス トが同じディ スク グループを同時にインポートする と、 ディ ス
ク グループは破壊され、 使用できな くな り ます。

インポートするディ スク グループを選択して ください。 [<group>,list,q,?]
（デフォルト :list）

newdg 
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ディ ス ク  グループのインポートが完了したこ と を示す次のよ う な メ ッセージが表示
されます。 

newdg を問題な く インポートできました。 

3. 次に示すプロ ンプ ト で、 ほかのデ ィ ス ク グループ も イ ンポー ト するか （y） 、
vxdiskadm メ イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

他のディ スク グループを選択しますか ?[y,n,q,?] （デフォルト :n）

vxdiskadmの終了
すべてのディ スクについて管理作業が完了したら、 メ イン  メニューから 「q」 を選択して
vxdiskadm を終了します。 
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ボリューム関連タスク
 

5

はじめに

本章では、 Volume Manager の管理下にあるシステム設定の作成および管理方法について
説明します。 Volume Manager オブジェ ク ト （ボ リ ューム、 プレッ クス、 およびサブディ
ス ク） の作成、 削除、 および管理についての情報が含まれます。 また、 オンラ イン  バッ
クアップについても説明します。

ボリューム、 プレックス、 およびサブディスク関連タスクとオンライン
バックアップ

本章では、 次のタスクについて説明します。

ボリューム関連タスク

◆ ボ リ ュームの作成

◆ ボ リ ュームのサイズ変更

◆ ボ リ ュームの削除

◆ ボ リ ュームのミ ラーリ ング

◆ ミ ラーの削除

◆ RAID-5 ログの追加

◆ DRL ログの追加

◆ DRL ログの削除

◆ RAID-5 ログの削除

◆ ボ リ ュームの停止

◆ ボ リ ュームの起動

◆ ボ リ ュームの読み取 りポ リ シーの変更

◆ バッ クアップから リ ス ト アするためのボ リ ュームの準備

◆ ボ リ ュームのリ カバリ

◆ ボ リ ューム情報の表示
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プレックス関連タスク

◆ プレッ クスの作成

◆ プレッ クスの関連付け

◆ プレッ クスの関連付けの解除とプレッ クスの削除

◆ ミ ラーを使用したバッ クアップ

◆ プレッ クス情報の表示

◆ プレッ クス属性の変更

◆ プレッ クスの状態の変更 : プレッ クスの切り離し と接続

◆ プレッ クスの移動

◆ プレッ クスのコピー

サブディスク関連タスク

◆ サブディ スクの作成

◆ サブディ スクの削除

◆  サブディ スク情報の表示

◆ サブディ スクの関連付け

◆ サブディ スクの関連付けの解除

◆ サブディ スク属性の変更

◆ サブディ スクの移動

◆ サブディ スクの分割

◆ サブディ スクの結合

オンライン バックアップの実行

◆ 高速ミ ラー再同期

◆ VMディ スク上でのボ リ ュームのミ ラーリ ング

◆ VMディ スクからのボ リ ュームの移動

注 Volume Manager コマンドによっては、スーパーユーザ権限またはその他の適切な権
限が必要です。 
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ボリュームの作成

ボ リ ュームを作成して、 Volume Manager の仮想ディ スク概念を活用します。 ボ リ ューム
を作成しておく と、 ボ リ ューム上にファ イル システムを配置して、 ディ スク領域をファ
イルとディ レク ト リで編成できます。また、データベースなどのアプリ ケーシ ョ ンを使用
して、 ボ リ ューム上のデータを編成する こ と もできます。 

ディ ス クおよびディ ス ク  グループは、 ボ リ ュームを作成する前に、 初期化し、 Volume
Managerに対して定義する必要があ り ます。  

次の基本または詳細のいずれかの方法でボ リ ュームを作成できます。

◆ 基本―基本方法では、 実行するタスクの情報を取得してから、 必要な関連タスク
を実行します。 この方法では、 ユーザ入力は最小限で済みますが、 よ り詳細な指
定を行う こ と もできます。 基本方法は、 vxassist コマンドを使用して最初に実
行されます。 vxassistは、 任意のボ リ ュームの基本属性のみを入力と して使用
し、 必要なプレッ クスおよびサブディ スクを作成します。 vxassistは、 既存の
ボ リ ュームも変更できます。 下位のオブジェク トや関連付けられているオブジェ
ク ト も自動的に変更されます。 vxassistでは、 特定の値を指定しない限り、 多
くのボ リ ューム属性でデフォルト値が使用されます。

◆ 詳細―詳細方法では、通常詳細な入力を必要とする多くのコマンドを使用します。
これらのコマンドはブロ ッ クを組み立ててい く よ うに使用するので、 特定のタス
クを完了するために必要なコマンドを手動で実行するには、 基本構造と構成要素
の詳細な知識が必要とな り ます。詳細方法は、複数の Volume Manager コマンドを
使用して実行されます。 

一般的なボ リ ュームの手動作成手順は次の通りです。

◆ サブディ スクの作成

◆ プレッ クスの作成

◆ サブディ スク とプレッ クスの関連付け

◆ ボ リ ュームの作成

◆ ボ リ ュームとプレッ クスの関連付け

◆ ボ リ ュームの初期化

ボ リ ュームの作成は、 プレッ クスおよびサブディ スクなどの構成要素の作成を伴います。
基本方法でボ リ ュームを作成する場合、 希望のボ リ ューム特性を指定する と、 下位のプ
レッ クスおよびサブディ スクは自動的に作成されます。 
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ボ リ ュームは、 次のよ う なさまざまなレイアウ ト  タイプで作成できます。 

◆ コンカチネイテッ ド―プレッ クス内でサブディ スクが順次、 連続して編成されて
いるボ リ ューム。 ディ スクの単一領域内のボ リ ューム全体に空き領域がない場合
は、コンカチネーシ ョ ンを使用して、1つ以上のディ スクの複数領域からボ リ ュー
ムを作成できます。 

◆ ス ト ラ イプ―データが複数ディ スク間で均等に分散されているボ リ ューム。 ス ト
ライプは、 1 つのプレッ クスのサブディ スクに交互に均等に割り当てられた均等
サイズのフラグ メン ト です。 少な く と もス ト ラ イプ プレッ クスには 2 つのサブ
ディ スクが必要で、 各サブディ スクは異なるディ スクに存在している必要があ り
ます。 スループッ トは、 プレッ クスがス ト ラ イプされたディ スクの数と共に増加
します。 ス ト ライプは、 特定のサブディ スクに ト ラフ ィ ッ ク量の多い領域が存在
する場合に、 入出力の負荷を分散する と きに有効です。 

◆ RAID-5―ス ト ラ イプを使用して、 アレ イ内の複数のディ ス クにデータ とパ リ
ティーを均等に分散するボ リ ューム。各ス ト ラ イプは、パリティー ス ト ライプ ユ
ニッ ト とデータ  ス ト ラ イプ ユニッ トで構成されます。パリテ ィーは、ディ スクの
1 つで障害が発生したと きに、 データを再編成するために使用できます。 ス ト ラ
イプ ボ リ ュームの性能と比べる と、 RAID-5 ボ リ ュームの場合はデータがアクセ
スされるたびにパリティー情報がアップデート されるため、 書き込みスループッ
トが低下します。 しかし、 ミ ラーと比べる と、 パリ ティーの使用によって必要な
領域を減らすこ とができます。

◆ ミ ラー―ボ リ ュームに含まれる情報を複製した複数のプレッ クスを持つボ リ ュー
ム。 ボ リ ュームのプレッ クス数は 1つでも問題あ り ませんが、 完全な ミ ラーリ ン
グ （データの冗長性） のためには最低 2つのプレッ クスが必要です。 冗長性を有
効にするために、 各プレッ クスには異なるディ スクのディ スク領域を含める必要
があ り ます。

◆ 階層化ボ リ ューム―ボ リ ュームの最上位に構築されたボ リ ューム。 階層化ボ
リ ュームは、サブディ スクを VMディ スクまたはス ト レージ ボ リ ュームにマッピ
ングする こ とで構築できます。 ス ト レージ ボ リ ュームは、最上位ボ リ ュームに類
似したレイアウ ト を使用して繰り返し下層へとマッピングしていきます。 階層化
ボ リ ュームでは、 論理的レイアウ トの複数の組み合わせが可能です。 

注 VERITAS Volume Manager Storage Administratorでは、 ス ト ラ イプ プロはス ト ラ イプ
ミ ラーを示す GUI用語で、 コンカチネイテッ ド  プロはコンカチネイテッ ド  ミ ラー
を示す GUI用語です。

vxassist コマン ド を使用する と、 ボ リ ュームを最も簡単に作成でき ます。
vxassist を次のよ うに使用してボ リ ュームを作成します。

# vxassist make ボリューム名 サイズ [属性 ]

makeはボ リ ューム作成のキーワード、ボリューム名はボ リ ュームに付けた名前、サ
イズはボ リ ューム内のセク タ数 （デフォルト ） を示します。 サイズはキロバイ ト、
メガバイ ト、 またはギガバイ ト単位で指定でき、 それぞれ k、 m、 または g のサ
158 VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide



 ボリュームの作成
フ ィ ッ クスを使用します。 ボ リ ューム作成時のサイズの単位指定についての詳細
は、 vxintro （1M） マニュアル ページを参照して ください。 必要に応じて、 属
性を追加して指定できます。

デフォルトでは、vxassistは rootdgディ スク  グループ内にボ リ ュームを作成
します。 別のディ スク  グループを指定するには、 コマンド  ラ インで -g ディスク
グループを指定して vxassist を実行します。

rootdg ディ スク  グループ内にボ リ ュームを作成する と、 次の 2 つのデバイス
ノード  ファ イルが作成されます。これらのファイルを使用してボ リ ュームにアク
セスする こ とができます。 

◆ /dev/vx/dsk/ボリューム名 （ボ リ ュームのブロ ッ ク  デバイス  ノード）

◆ /dev/vx/rdsk/ボリューム名 （ボ リ ュームの rawデバイス  ノード）

ボ リ ュームを rootdg やそれ以外のディ スク  グループ内に作成する場合、 パスには次の
よ うにディ スク  グループ名が含まれます。

◆ /dev/vx/dsk/ディスクグループ名 /ボリューム名

◆ /dev/vx/rdsk/ディスクグループ名 /ボリューム名

「コンカチネイテッ ド  ボ リ ュームの作成 （159 ページ）」 では、 デフォルト  ボ リ ュームを
作成する最も簡単な方法について説明します。後続の節では、属性を指定してボ リ ューム
を作成する方法について説明します。

コンカチネイテッ ド  ボリュームの作成
デフォルトでは、vxassistはディ スク領域のセクシ ョ ンを 1つ以上使用するコンカチネ
イテッ ド  ボ リ ュームを作成します。 この方法によ り、 ディ ス クが断片化されている場合
でも、使用可能な空きディ スク領域の個々のセクシ ョ ンよ り大きなボ リ ュームを作成でき
ます。

単一ディ スク上に十分な領域がない場合、vxassistはスパン  ボ リ ュームを作成します。
スパン ボ リ ュームとは、 ディ スク領域のセクシ ョ ンが複数のディ スクに分散されている
コンカチネイテッ ド  ボ リ ュームのこ とです。 複数のディ スクの領域を使用するので、 ス
パン  ボ リ ュームは最大サイズの単一ディ スクよ り大き くする こ とができます。 

ディスクへのコンカチネイテッ ド  ボリュームの作成
ディ スクが指定されていない場合、 Volume Manager はボ リ ュームの作成先ディ スクを選
択します。 

デフォルトのコンカチネイテッ ド  ボリ ュームを作成するには、次のコマンドを使用します。 

# vxassist make ボリューム名 サイズ 
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ボリューム名にはボ リ ュームの名前を、サイズにはボ リ ュームのサイズをセク タ数で指定し
ます （サフ ィ ッ クスで別の単位が指定されていない場合のみ）。 ボ リ ュームのサイズを変
更する場合、変更後のサイズはセク タ、 キロバイ ト、 メガバイ ト 、 またはギガバイ ト単位
で指定できます。単位を指定するには、 サイズの後にサフ ィ ッ クス （s、 k、 m、 または g）
を追加します。 単位が指定されていない場合のデフォルトの単位はセク タです。

10 メガバイ トのボ リ ューム voldefault を作成するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist make voldefault 10m 

指定ディスクへのコンカチネイテッ ド  ボリュームの作成
Volume Manager は、 特に指定しない限り、 各ボ リ ュームが常駐するディ スクを自動的に
選択します。ボ リ ュームを特定のディ スクに常駐させる場合、Volume Managerにそのディ
スクを指定する必要があ り ます。 複数のディ スクを指定できます。 

特定のディ スクにボ リ ュームを作成するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist make ボリューム名 サイズ ディスク名 [...] 

disk03にボ リ ューム volspecific を作成するには、 次のよ うに入力します。 

# vxassist make volspecific 3m disk03 

スト ライプ ボリュームの作成
ス ト ラ イプ ボ リ ュームには、 複数の物理ディ ス ク上の複数のサブディ ス クで構成されて
いるプレッ クスが 1つ以上含まれます。 

ス ト ラ イプ ボ リ ュームを作成するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist make ボリューム名 サイズ layout=stripe 

ス ト ラ イプ ボ リ ューム volzebra を作成するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist make volzebra 10m layout=stripe 

このコマンドを実行する と、 デフォル トの数のディ ス ク上に、 デフォル トのス ト ラ イプ
ユニッ ト  サイズでス ト ラ イプ ボ リ ュームが作成されます。 

ボ リ ュームの作成先ディ スクを指定するには、 コマンド  ラ インの最後にディ スク名を指
定します。 た とえば、 30 メガバイ ト のス ト ラ イプ ボ リ ュームを 3 つの指定ディ ス ク
（disk03、 disk04、 および disk05） 上に作成するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist make stripevol 30m layout=stripe disk03 disk04\disk05
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RAID-5ボリュームの作成
RAID-5 ボ リ ュームには、 複数の物理ディ スク上にある複数のサブディ スクで構成されて
いるRAID-5プレッ クスが1つ含まれます。1つのボ リ ュームに含める こ とのできるRAID-5
プレッ クスは 1つのみです。また、RAID-5 ボ リ ュームに、1つ以上の RAID-5 ログ プレッ
ク スを含める こ と もできます。 RAID-5 ログ プレッ ク スは、 ボ リ ュームに書き込まれる
データ とパリティーについての情報を記録するために使用されます。

RAID-5 ボ リ ュームを作成するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist make ボリューム名 サイズ layout=raid5

RAID-5 ボ リ ューム volraid を作成するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist make volraid 10m layout=raid5

このコマンドによ り、デフォルトで指定されている数のディ スク上に、デフォルトの
ス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズで RAID-5 ボ リ ュームが作成されます。また、デフォルト
で RAID-5 ログも作成されます。

ミ ラー ボリュームの作成
新しい ミ ラー ボ リ ュームを作成するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist make ボリューム名 サイズ layout=mirror 

ミ ラー ボ リ ューム volmir を作成するには、 次のよ うに入力します。 

# vxassist make volmir 5m layout=mirror 
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ボリュームのサイズ変更

ボ リ ュームのサイズを変更するには、vxassistまたはvxresizeコマンドを使用します。

保存するデータ量に対してボ リ ュームに十分な領域がない場合は、ボ リ ュームのサイズを
拡大する必要があ り ます。ボ リ ュームのサイズを拡大する と、 vxassistでは、使用可能
なディ スク領域が自動的に検出されます。

ボ リ ュームのサイズを変更する場合、 変更後のサイズはセク タ、 キロバイ ト 、 メガバイ
ト、 またはギガバイ ト単位で指定できます。単位を指定するには、サイズの後にサフ ィ ッ
クス （s、 k、 m、 または g） を追加します。 単位が指定されていない場合のデフォルトの
単位はセク タです。

注意 ボ リ ュームのサイズは、 ファ イル システムよ り小さ く縮小しないよ うにして く
ださい。 VxFS ファ イル システムを使用している場合は、 ファ イル システムを
縮小してからボ リ ュームを縮小します。先にファイル システムを縮小しておか
ないと、 データが失われ、 リ カバリできな くなる恐れがあ り ます。

vxassist を使用したボリュームのサイズ変更
vxassistは、 次の方法でボ リ ュームのサイズを変更します。 

growto－指定したサイズにボ リ ュームを拡大 

growby－指定した量だけボ リ ュームを拡大 

shrinkto－指定したサイズにボ リ ュームを縮小 

shrinkby－指定した量だけボ リ ュームを縮小 

注意 カプセル化されたブート  ディ スクに関連付けられたボ リ ューム （rootvol、
usr、 var、 opt、 swapvol など） は、 ディ スク上の基礎となる物理パーティ
シ ョ ンにマッピングされていて、 連続している必要があるため、 拡大または縮
小する こ とはできません。 rootvol、 usrvol、 varvol、 または swapvol を
拡大しよ う とする と、 ブートのためのスライスに戻る必要がある場合、 システ
ムをブートできな くなる こ とがあ り ます。 また、 これは Solaris のアップグレー
ドに失敗する原因とな り、 再インス トールの必要が生じる可能性があ り ます。
さ らに、 upgrade_start スク リプ トにもエラーが発生する こ とがあ り ます。

指定サイズへの拡大

指定したサイズにボ リ ュームを拡大するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist growto ボリューム名 サイズ 

ボ リ ューム volcat を 2000 セク タに拡大するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist growto volcat 2000 
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拡大するサイズの指定

指定したサイズだけボ リ ュームを拡大するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist growby ボリューム名 サイズ

ボ リ ューム volcat を 100 セク タ拡大するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist growby volcat 100 

指定サイズへの縮小

指定したサイズにボ リ ュームを縮小するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist shrinkto ボリューム名 サイズ 

ボ リ ュームのサイズは、 そのボ リ ュームを使用しているファ イル システムやデータベー
スの現在のサイズよ り小さ く設定しないよ うにして ください。このコマンドを安全に実行
するためには、 空のボ リ ュームを使用して ください。 

ボ リ ューム volcat を 1300 セク タに縮小するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist shrinkto volcat 1300 

縮小するサイズの指定

指定したサイズだけボ リ ュームを縮小するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist shrinkby ボリューム名 サイズ 

ボ リ ューム volcat を 300 セク タ縮小するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist shrinkby volcat 300 

vxresize を使用したボリュームのサイズ変更
vxresizeコマンドを使用する と、ファ イル システムを含むボ リ ュームのサイズを変更で
きます。 別のコマンドでもファ イル システムを含むボ リ ュームのサイズを変更できます
が、 vxresize では、 ボ リ ュームだけでな く ファ イル システムのサイズも自動的に変更
されるため便利です。 vxresizeの使用方法の詳細については、vxresize （1M） マニュ
アル ページを参照して ください。 vxresize で変更できるファ イル システムは vxfsお
よび ufsのみです。 

ボ リ ュームが必要以上に大きい場合は、 そのサイズを変更できます。 
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ボリュームの削除

ボ リ ュームが不要になった場合 （使用しないのでアーカイブした場合など） 、 vxassist
remove volume コマンドを使用し、ボ リ ュームを削除してディ スクの空き領域を確保で
きます。

vxassist コマンドを使用して、ボ リ ューム全体を削除する こ と もできます。次のよ うに、
コマンド  ラ インでキーワード removeおよび volume を使用し、 次にボ リ ューム名を指
定します。

# vxassist remove volume ボリューム名

ボリュームのミ ラーリング

ミ ラーはボ リ ュームのコピーです。ミ ラーをボ リ ュームの元のコピーと して同じディ スク
上に格納する こ とはできません。ボ リ ュームを ミ ラーリ ングしておく と、ディ スクの 1つ
に障害が発生した場合に、 ボ リ ューム  データの損失を防ぐ こ とができます。 

ミ ラー ボリュームの作成
ミ ラー ボ リ ュームの作成には、 vxassist コマンドを使用します。

# vxassist make ボリューム名  サイズ layout=mirror

既存ボリュームのミ ラーリング 
ミ ラー （プレッ クス） は既存のボ リ ュームに追加できます。 これには、 vxassist コマン
ドを使用します。

# vxassist mirror ボリューム名

たとえば、 次のよ うに入力します。 
# vxassist mirror voltest

まずプレッ クスを作成してから、そのプレッ クスをボ リ ュームに関連付ける方法でも既存
のボ リ ュームを ミ ラーリ ングできます。 次のコマンドを使用します。 

# vxmake plex プレックス名 sd=サブディスク名 ... 

# vxplex att ボリューム名 プレックス名  

ダーティ  リージ ョ ン ロギングを使用したボリュームの作成
ダーティ  リージ ョ ン  ロギング （DRL） を有効にして ミ ラー ボ リ ュームを作成するには、
次のコマンドを使用して、 ログ付きの ミ ラー ボ リ ュームを作成します。

# vxassist make ボリューム名 サイズ layout=mirror,log 

デフォルトでは、vxassistは各ログ サブディ スクにログ プレッ クスを 1つ作成します。
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すべてのボリュームのミ ラーリング

システム上のすべての既存のボ リ ュームを使用可能なディ ス ク領域に ミ ラーリ ングする
には、 次のコマンドを使用します。 

# /etc/vx/bin/vxmirror -g ディスクグループ -a

デフォルトで ミ ラー ボ リ ュームを作成するよ うに、 Volume Manager を設定する こ と もで
きます。 この場合、 次のよ うに入力します。 

# /etc/vx/bin/vxmirror -d yes

このよ うに変更した場合も、 vxassist コマンドの属性と して nmirror=1 を指定する
と、 ミ ラーリ ングせずにボ リ ュームを作成できます。 たとえば、 ミ ラーリ ングせずに 20
メガバイ トのボ リ ューム nomirror を作成するには、 次のコマンドを使用します。

# vxassist make nomirror 20m nmirror=1

ミ ラーの削除 
ミ ラーが不要になった場合は削除する こ とができます。 ミ ラーを削除する と、ディ スクの
空き領域を確保できます。 

注 ボ リ ュームに関連付けられた有効なプレッ クスのうち、最後のプレッ クスは削除で
きません。 

注意 削除する ミ ラー上のデータを保存するには、 ミ ラーの設定を認識しておく必要
があ り ます。設定パラ メータ （ス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズおよびサブディ スク
の順序） は、 新しい ミ ラーを作成して同じデータを格納する際に重要です。 こ
のタイプの ミ ラーを削除する場合は、 設定を必ず記録しておいて ください。 

ミ ラーの関連付けを解除してボ リ ュームから削除するには、 次のコマンドを使用します。

# vxplex -o rm dis plex_name 

ミ ラー vol01-02 の関連付けを解除して削除するには、 次のよ うに入力します。 
# vxplex -o rm dis vol01-02

上記のコマンドを実行する と、 ミ ラー vol01-02 と、 関連付けられたすべてのサブディ
スクが削除されます。 
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RAID-5 ログの追加
1つの RAID-5 ボ リ ュームに含める こ とができる RAID-5 プレッ クスは 1つだけです。 追
加プレッ クスは RAID-5 ログ プレッ クス とな り、ボ リ ュームに書き込まれるデータ とパリ
ティーの情報を記録するために使用されます。vxassist を使用して RAID-5 ボ リ ューム
を作成する と、 そのボ リ ュームのログ プレッ クスがデフォルトで作成されます。

RAID-5 ログを既存のボ リ ュームに追加するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist addlog ボリューム名 

RAID-5 ボ リ ューム volraidのログを作成するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist addlog volraid 

DRL ログの追加
ボ リ ュームのダーティ  リージ ョ ン  ロギング （DRL） を有効にするには、 ログ サブディ ス
クをそのボ リ ュームに追加し、 ボ リ ュームを ミ ラーリ ングする必要があ り ます。 1つのプ
レッ クスに含める こ とができるログ サブディ スクは 1つだけです。 

DRL ログを既存のボ リ ュームに追加するには、 次のコマンドを使用します。

# vxassist addlog ボリューム名 

ボ リ ューム vol03のログを作成するには、 次のよ うに入力します。 

# vxassist addlog vol03 

vxassist を使用してボ リ ュームにログ サブディ スクを追加する と、 そのログ サブディ
スクを含むログ プレッ クスもデフォルトで作成されます。

作成後、ログ サブディ スクを含むプレッ クスは通常のプレッ クス と して扱われます。デー
タ  サブディ スクは、 ログ プレッ クスに追加できます。 ログ プレッ クス と ログ サブディ ス
クは、 通常のプレッ クスやサブディ スクを削除する場合と同じ手順で削除できます。

DRL ログの削除
vxassist コマンドを使用して、 ログを削除する こ と もできます。 

# vxassist remove logボリューム名 

削除するログの数を指定するには、属性nlog=を使用します。デフォルトでは、vxassist
は 1つのログを削除します。
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RAID-5 ログの削除
vxassist コマンドを使用して、 RAID-5 ログを削除する こ と もできます。 

vxassist remove log ボリューム名 

削除するログの数を指定するには、属性nlog=を使用します。デフォルトでは、vxassist
は 1つのログを削除します。

ボリュームの停止 
ボ リ ュームを停止する と、そのボ リ ュームは使用できな くなり ます。ボ リ ュームを停止す
る と、ボ リ ュームの状態が ENABLED または DETACHED から DISABLED に変わり ます。
コマンドを実行しても停止できない場合、ボ リ ュームは現在の状態のままになり ます。ボ
リ ュームを停止するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxvol stop ボリューム名 ...

たとえば、 ボ リ ューム vol01 を停止するには、 次のよ うに入力します。

# vxvol stop vol01

すべての ENABLED状態のボ リ ュームを停止するには、 次のよ うに入力します。

# vxvol stopall

ボリュームの起動 
ボ リ ュームを起動する と、 ボ リ ュームを使用できるよ うにな り ます。 

ボ リ ュームを起動する と、 ボ リ ュームの状態が DISABLED または DETACHED から
ENABLED に変わり ます。有効化できない場合、ボ リ ュームは現在のままの状態になり ま
す。 ボ リ ュームを起動するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxrecover -s ボリューム名 ...

すべての DISABLED状態のボ リ ュームを起動するには、 次のよ うに入力します。

# vxrecover -s
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起動できないボリュームの一覧表示

ボ リ ュームを起動できない原因と して、設定が不正である こ とや、起動を妨げるその他の
エラーまたは条件が発生している こ とが考えられます。起動できないボ リ ュームを一覧表
示するには、vxinfo コマンドを使用します。 vxinfo を実行する と、1つ以上のボ リ ュー
ムについてそのアクセス性や有用性に関する情報が表示されます。

# vxinfo [ボリューム名

ボリュームの読み取りポリシーの変更 
Volume Managerでは、 次の読み取 りポ リ シーを選択できます。

◆ roundは、検出された非連続的な入出力に対して、各プレッ クスを 「ラウンド ロ
ビン」 方式で順に読み取り ます。 連続的にアクセスできるのは、 1 つのプレッ ク
スのみです。 これは、 デバイスまたはコン ト ローラが読み取り前にキャ ッシュす
る方式を利用しています。 

◆ preferは、優先プレッ クスと して設定されたプレッ クスから最初に読み取り ます。 

◆ select は、 プレッ クスのボ リ ュームへの関連付けに基づいてデフォルトの読み
取り方式を選択します。ボ リ ュームに有効なス ト ラ イプ プレッ クスが含まれてい
る場合、 select はそのプレッ クスをデフォルトで優先します。 それ以外の場合
は、 ラウンド ロビン方式で読み取り ます。

読み取 りポ リ シーは、 roundから prefer （またはその逆）、 または別の優先プレッ クス
に変更できます。vxvol rdpolコマンドは、ボリ ュームの読み取りポ リシーを設定します。 

読み取 りポ リ シーを roundに設定するには、 次のコマンドを使用します。

# vxvol rdpol roundボリューム名

たとえば、ボ リ ューム vol01の読み取りポ リ シーをラウンド ロビン方式に設定するには、
次のよ うに入力します。 

# vxvol rdpol round vol01

読み取 りポ リ シーを preferに設定するには、 次のコマンドを使用します。

# vxvol rdpol prefer ボリューム名 優先プレックス名

たとえば、ボ リ ューム vol01の読み取 りポ リ シーをプレッ クス vol01-02から優先的に
読み取るよ うに設定するには、 次のよ うに入力します。 

# vxvol rdpol prefer vol01 vol01-02
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読み取 りポ リ シーを selectに設定するには、 次のコマンドを使用します。

# vxvol rdpol select ボリューム名

バッ クアップからリス トアするためのボリュームの準備

ボ リ ュームのバッ クアップ コピーを作成してお く と、 データのコピーをバッ クアップ時
の状態のまま維持する こ とができます。 バッ クアップ コピーは、 ディ スクの障害による
ボ リ ュームの損失や、 人為的なエラーによ るデータの破損などが発生した場合に、 ボ
リ ュームを リ ス ト アする際に使用します。 Volume Manager を使用する と、 最小限の手動
操作でボ リ ュームをバッ クアップできます。 

vxassist を使用してボ リ ュームをバッ クアップするには、 次の処理を実行します。 

1. バッ クアップするボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを作成します。 

vxassist snapstart タスクを実行する と、書き込み専用のバッ クアップ ミ ラーが
作成されます。 このミ ラーは、 バッ クアップするボ リ ュームに関連付けられ、 そのボ
リ ュームと同期します。ボ リ ュームと同期しているバッ クアップ ミ ラーは、スナップ
シ ョ ッ ト  プレッ クス と して使用できます。ただし、 スナップシ ョ ッ ト処理中は、切り
離されるまで継続して更新されるため、ボ リ ュームサイズによっては時間のかかる場
合があ り ます。

ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを作成するには、次のコマンドを使用します。 

# vxassist snapstart ボリューム名 

ボ リ ューム voldef のスナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを作成するには、 次のよ うに入力し
ます。 
# vxassist snapstart voldef 

2. スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを作成する適切なタイ ミ ングを選択します。

スナップシ ョ ッ ト を作成するタイ ミ ングと して、ボ リ ュームにアクセスするユーザが
できる限り少ない時間帯を選択します。 

3. スナップシ ョ ッ ト作成時の元のボ リ ュームを反映するスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ューム
を作成します。 

オンラ イン  バッ クアップ処理は、 スナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを持つボ リ ューム上で
vxassist snapshot コマンドを実行するこ とによって完了します。 このタスクは、
作成されたスナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを切り離して、 新しい標準ボ リ ュームを作成し、
そのボ リ ュームにスナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを関連付けます。このスナップシ ョ ッ トは
読み取 り専用ボリ ュームになり ます。 この処理は数秒で終了します。
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スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを作成するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxassist snapshot ボリューム名 新しいボリューム名 

スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ューム voldef を作成するには、 次のよ うに入力します。 
# vxassist snapshot voldef snapvol

これで、元のボ リ ュームは引き続きアプリ ケーシ ョ ンやユーザが使用できる状態のま
まで、 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームをバッ クアップ ユーティ リ テ ィで使用できるよ
うにな り ます。 

スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームのバッ クアップは任意の方法で実行できます。 領域を無駄
に使用しないよ うに、 バッ クアップ完了後はスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを削除するよ
うにして ください。 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームは、 元のボ リ ュームと同じサイズの領
域を使用します。 

ボリュームのリカバリ  
システムのク ラ ッシュや I/O エラーが発生する と、 ボ リ ュームのプレッ クスが破壊され、
CLEAN またはACTIVE状態のプレッ クスがな くなる可能性があ り ます。1つ以上のプレッ
クスをCLEAN状態に設定し、それ以外のプレッ クスの リ カバリ元と して使用するよ うに、
システムを設定する こ とができます。 

プレッ クスを CLEAN状態にするには、 次のコマンドを使用します。 

# vxmend fix clean プレックス名

たとえば、 プレッ クス vol01-02 を CLEAN状態にするには、 次のよ うに入力します。

# vxmend fix clean vol01-02

vxmendの使用方法については、 vxmend （1M） マニュアル ページを参照して ください。 
170 VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide



 ボリューム情報の表示
ボリューム情報の表示

vxprint コマンドを使用する と、 ボ リ ュームの設定に関する情報を表示できます。

システム内のすべてのボ リ ュームに関するボ リ ューム、プレッ クス、およびサブディ スク
レコード情報を表示するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxprint -ht 

vxprint コマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。
Disk group:rootdg

DG NAME NCONFIG NLOG MINORS GROUP-ID
DM NAME DEVICE TYPE PRIVLEN PUBLEN STATE
V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH READPOL PREFPLEX
PL NAME VOLUME   KSTATE   STATE    LENGTH LAYOUT NCOL/WID MODE
SD NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH [COL/]OFF DEVICE MODE
dg rootdg 759096729.1025.tweety

dm disk10 c1t0d0s2 sliced 559 1044400 -
dm disk20 c2t0d0s2 sliced 559 1044400 -

v pubs fsgen ENABLED ACTIVE 2288 SELECT -
pl pubs-01   pubs  ENABLED ACTIVE 2288 CONCAT - RW
sd disk10-01 pubs-01 disk10 0 2288 0 c0t0d0 ENA

v voldef sgen ENABLED ACTIVE 20480 SELECT -
pl voldef-01 voldef ENABLED ACTIVE 20480 CONCAT - RW
sd disk10-02 voldef-0 disk10 2288 20480 0 c0t1d0 ENA

dgはディ スク  グループ、 dmはディ スク、 vはボ リ ューム、 plはプレッ クス、 sdはサブ
ディ スクをそれぞれ示します。最初の数行は、下に続く出力行の各タイプに該当するヘッ
ダーを示します。各ボ リ ュームは、関連付けられたプレッ クス とサブディ スク と一緒に一
覧表示されます。

特定のボ リ ュームについてのボ リ ューム関連情報を表示するには、次のコマンドを使用し
ます。 

# vxprint -tボリューム名 

voldefについての情報を表示するには、 次のよ うに入力します。 
# vxprint -t voldef 

vxprint コマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。

Disk group:rootdg

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH READPOL PREFPLEX

v voldef fsgen ENABLED ACTIVE 20480 SELECT -  
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プレックス関連タスク

プレッ クスは、 物理ディ スク  サイズやほかの制限とは無関係に、 ディ スク領域を作成す
るサブディ スクの論理的なグループ化です。 ディ スク  データの複製 （ミ ラーリ ング） は、
1つのボ リ ュームに複数のプレッ クスを作成する こ とで実現されます。各プレッ クスには、
ボ リ ューム  データの完全なコピーが含まれます。 各プレッ クスは異なるディ スク上に格
納されるため、 ミ ラーリ ングして複製しておく と、 ディ スク  サブシステムの 1 か所で障
害が発生した場合にはデータの損失を防ぐこ とができます。複数のプレッ クスを作成する
こ とによ り、 データの整合性と信頼性も向上します。 

プレッ クス関連タスクには、 次のよ う な処理が含まれます。 

◆ プレッ クスの作成

◆ ミ ラーを使用したバッ クアップ

◆ プレッ クスの関連付け

◆ プレッ クスの関連付けの解除とプレッ クスの削除

◆ すべてのプレッ クスの一覧表示

◆ プレッ クスの表示

◆ プレッ クス属性の変更

◆ プレッ クスの状態の変更

◆ プレッ クスの移動

◆ プレッ クスのコピー

プレックスの作成 
vxmakeコマンドは、プレッ クスなどのVolume Managerオブジェク ト を作成します。プレッ
クスの作成時に、サブディ スクを特定し、作成しよ う と しているプレッ クスに関連付けます。 

既存のサブディ スクからプレッ クスを作成するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxmake plex プレックス名 sd=サブディスク名 ,...

たとえば、 次のコマンドを実行する と、 2 つの既存のサブディ スク disk02-01 および
disk02-02 を使用して、 コンカチネイテッ ド  プレッ クス vol01-02が作成されます。 

# vxmake plex vol01-02 sd=disk02-01,disk02-02
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ス ト ライプ プレッ クスの作成
ス ト ラ イプ プレッ クスを作成するには、追加属性を指定する必要があ り ます。 たとえば、
次のコマンドを実行する と、 ス ト ラ イプ幅が 32 セク タで 2 カラムのス ト ライプ プレッ ク
ス pl-01が作成されます。

# vxmake plex pl-01 layout=stripe stwidth=32 ncolumn=2 \

sd=disk01-01,disk02-01

プレッ クスを使用してボ リ ュームを構築する場合は、該当するプレッ クス とボ リ ュームを
関連付ける必要があ り ます （「プレッ クスの関連付け （173ページ）」 を参照）。

プレックスの関連付け

プレッ クスは、ボ リ ュームと関連付ける こ とによ り、そのボ リ ュームに属するプレッ クス
にな り ます。プレッ クスを既存のボ リ ュームに関連付けるには、次のコマンドを使用します。 

# vxplex att ボリューム名 プレックス名

たとえば、次のコマンドを実行する と、 プレッ クス vol01-02がボ リ ューム vol01 に関
連付けられます。 

# vxplex att vol01 vol01-02

ボ リ ュームがまだ作成されていない場合に、ボ リ ュームを作成するのと同時に 1つ以上の
プレッ クス と関連付けるには、 次のよ うに入力します。

# vxmake -U usetype vol ボリューム名 plex= プレックス名 1, プレックス名 2...

たとえば、 次のコマンドを実行する と、 fsgen タイプのミ ラー ボ リ ューム home が作成
され、 既存のプレッ クス home-1および home-2 と関連付けられます。 

# vxmake -Ufsgen vol home plex=home-1,home-2 

注 次のコマンドを既存のボ リ ューム上で実行して、 プレッ クスを追加および関連付け
る こ と もできます。  # vxassist mirrorボリューム名
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プレックスの関連付けの解除とプレックスの削除 
プレッ クスが不要になった場合は削除する こ とができます。次のよ う な場合に、プレッ ク
スを削除します。

◆ ディ スクの空き領域を確保する場合。

◆ ボ リ ューム内の ミ ラー数を減ら して、 ほかの ミ ラーや関連付けられているボ
リ ュームのサイズを増やす場合。 プレ ッ ク スおよびサブディ ス クを削除する と、
それらの領域はほかのボ リ ュームに追加する こ とができます。

◆ ボ リ ュームのバッ クアップ用に作成され、 不要になった一時的な ミ ラーを削除す
る場合。

◆ プレッ クスのレイアウ ト を変更する場合。

注意 削除するプレッ クス上のデータを保存するには、 プレッ クスの設定を認識して
おく必要があ り ます。設定パラ メータ （ス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズおよびサブ
ディ スクの順序） は、 新しいプレッ クスを作成して同じデータを格納する際に
重要です。 プレ ッ ク スを削除する前に、 設定を必ず記録しておいて ください。
詳細については、 「プレッ クス情報の表示 （175ページ）」 を参照して ください。

プレッ クスのボ リ ュームとの関連付けを解除したり、関連付けられているボ リ ュームから
削除するには、 次のコマンドを使用します。

# vxplex -o rm dis plex_name 

プレッ クス vol01-02の関連付けを解除して削除するには、 次のよ うに入力します。 
# vxplex -o rm dis vol01-02

上記のコマンドを実行する と、 プレッ クス vol01-02 と、 関連付けられているサブディ
スクが削除されます。 

次のよ うに、まずプレッ クス とサブディ スクの関連付けを解除してから削除する こ と もで
きます。 

# vxplex dis プレックス名

# vxedit -r rm プレックス名 

これらを組み合わせる と、 vxplex -o rm dis コマンド と同じ処理内容にな り ます。

ミ ラーを使用したバックアップ

ボ リ ュームがミ ラーリ ングされている場合は、 ボ リ ューム  ミ ラーの 1 つを一定期間オフ
ライン状態にする こ とによって、そのボ リ ュームのバッ クアップを実行できます。 この場
合、 バッ クアップのみの目的で余分なディ ス ク領域を使用する必要があ り ません。 ただ
し、 バッ クアップ実行中は、 ボ リ ュームの冗長性も失われています。 

注 この節の説明は RAID-5には適用されません。
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ミ ラー ボ リ ュームをアクテ ィブなシステム上でバッ クアップするには、 次の手順に従い
ます。 

1. バッ クアップの一貫性を維持するため、 ユーザによる操作を短時間停止します （必要
な場合のみ）。 

2. ボ リ ューム  ミ ラーのいずれか 1つの関連付けを解除します（この例では vol01-01）。 
# vxplex dis vol01-01 

3. 関連付けを解除したプレッ クスを使用して、 新しい一時ボ リ ュームを作成します。 
# vxmake -U gen vol tempvol plex=vol01-01 

4. 一時ボリ ュームを起動します。 
# vxvol start tempvol

5. 一時ボリ ュームを使用して、 適切なバッ クアップ手順を実行します。

6. 一時ボリ ュームを停止します。 
# vxvol stop tempvol

7.  バッ クアップ プレッ クスの一時ボ リ ュームへの関連付けを解除します。 
# vxplex dis vol01-01 

8. バッ クアップ プレッ クスを元のボ リ ュームに再度関連付け、ボ リ ュームの冗長性を回
復します。 
# vxplex att vol01 vol01-01

9. 一時ボリ ュームを削除します。 
# vxedit rm tempvol

vxassist コマンドを使用したも う 1 つのオンライン  バッ クアップ方法の詳細について
は、 「オンライン  バッ クアップの実行 （186ページ）」 を参照して ください。

プレックス情報の表示 
プレッ クスを一覧表示する と、ボ リ ュームを構築する際に必要な空きプレッ クスを特定で
きます。 vxprint コマンドをプレッ クス  オプシ ョ ン （－ p） を指定して実行する と、 す
べてのプレッ クスに関する情報が一覧表示されます。

システム内のすべてのプレッ クスに関する詳細情報を表示するには、次のコマンドを使用
します。

# vxprint -lp

特定のプレッ クスに関する詳細情報を表示するには、 次のよ うに入力します。

# vxprint -l プレックス名
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 Å|t オプシ ョ ンを指定する と、 プレッ クスに関する 1 行の情報が印刷されます。 空きプ
レッ クスを一覧表示するには、 次のよ うに入力します。 

# vxprint -pt

プレックス属性の変更

注意 プレッ クス属性の変更は、 必要な場合にのみ、 十分注意して行う よ うにして く
ださい。

vxedit コマンドは、プレッ クスおよびほかの Volume Managerオブジェク トの属性を変更し
ます。 プレッ クス属性を変更するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxedit set フ ィールド =値 ... プレックス名 ...

comment フ ィールド、putilおよび tutil フ ィールドは、プレッ クスの作成後に Volume
Manager コマンドで使用されます。 putil 属性はリブート時に維持されますが、 tutil
フ ィールドは一時的なものでリブート時に維持されません。 

putilおよび tutilは、両方と も 3つの機能を持ち、それらの機能に従って番号が付けら
れています。 これらのフ ィールドは必要に応じて変更できます。 putil0および tutil0
と記されているユーティ リ ティ  フ ィールドは、Volume Managerで使用されます。putil1
およびtutil1 と記されているフ ィールドは、ほかのVeritas製品で使用されます。putil2
および tutil2 と記されているフ ィールドはユーザ フ ィールドです。 176 ページの表 4
は、 putilおよび tutil フ ィールドの機能の一覧です。

コマンド例

# vxedit set comment=”my plex” tutil2=”u” user=”admin” vol01-02

表 4. putil[n] フ ィールド と tutil[n] フ ィールド

フ ィールド ユーティ リテ ィ  フ ィールドの説明

putil0 Volume Manager コマンドで使用。 リブート時に保持されます。 

putil1 グラフ ィカル ユーザ インタフェースなど、 高度なユーティ リ テ ィで使用。
このフ ィールドはリブート時に保持されます。 

putil2 システム管理者またはサイ ト特有のアプ リ ケーシ ョ ンで使用。 このフ ィー

ルドはリブート時に保持されます。 

tutil0 Volume Manager コマンドで使用。 リブート時に消去されます。 

tutil1 グラフ ィカル ユーザ インタフェースなど、 高度なユーティ リ テ ィで使用。
リブート時に消去されます。 

tutil2 システム管理者またはサイ ト特有のアプ リ ケーシ ョ ンで使用。 リブー ト時

に消去されます。 
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この例では vxedit を使用して次の属性を設定しています。 

◆ comment フ ィールド （プレッ クスの用途を特定） を 「my plex」 に設定

◆ tutil2 をサブディ スクが使用中である こ とを示す 「u」 に設定

◆ ユーザ ID を adminに変更

特定のプレッ クスがボ リ ュームと関連付けられないよ うにするには、次のコマンドで指定
しているよ うに、 putil0 フ ィールドを NULL以外の文字列に設定します。 

# vxedit set putil0=”DO-NOT-USE” vol01-02

プレックスの状態の変更 : プレックスの切り離し と接続
ボ リ ュームを作成してオンライン状態 （ENABLED） にする と、 Volume Managerでは一時
的にプレッ クスをボ リ ュームから切り離すこ とができます。 この機能は、プレッ クスが存
在しているハード ウェアを修理する必要が生じた場合や、ボ リ ュームが起動できない状態
になった場合に、 そのボ リ ュームの回復のためソース  プレッ クスを手動で選択する必要
が生じた場合などに役立ちます。 

ディ スクまたはシステムの障害を解決するには、ボ リ ュームをオフライン状態にし、その
プレッ クスを接続および切り離すなどの処理が必要になり ます。ディ スク障害を解決する
には、 vxmendおよび vxplexの 2つのコマンドを使用します。

プレッ クスを OFFLINEにし、 そのプレッ クスのサブディ スクを含む物理ディ スク上で修
理や保守を実行するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxmend off プレックス名 ..

ディ スクのヘッ ドが破損している場合は、障害ディ スク上のサブディ スク と関連付けられ
ているすべてのプレッ ク スを OFFLINE にする必要があ り ます。 たとえば、 プレ ッ ク ス
vol01-02および vol02-02に修理する ド ラ イブ上のサブディ スクが含まれる場合は、次
のよ うに入力します。 

# vxmend off vol01-02 vol02-02

上記のコマンドを実行する と、vol01-02および vol02-02が OFFLINE状態になり、
再び変更されるまでそのままの状態が保持されます。 

プレッ クスの切り離し

ミ ラー ボ リ ュームのプレッ クスを一時的に切り離すには、 次のコマンドを使用します。 

# vxplex det プレックス名  

たとえば、 次のコマンドを実行する と、 プレッ クス vol01-02 を一時的に切り離し保守
モードにする こ とができます。 

# vxplex det vol01-02
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このコマンドではプレッ クスが一時的に切り離されますが、プレッ クス とボ リ ューム間の
関連付けは維持されます。 ただし、 プレ ッ ク スを入出力操作に使用する こ とはできませ
ん。上述のコマンドで切り離されたプレッ クスは、システムのリブート時にリ カバリ され
ます。 プレッ クスの状態は STALE に設定されており、 vxvol start コマンドが適切な
ボ リ ューム上で実行される と （システム  リブート時など）、 プレッ クスの内容がリ カバリ
され ACTIVE状態になり ます。 

プレッ クスがボ リ ュームのアクテ ィブ パート と して復帰できるよ うになったら、 次の手
順に従います。 

◆ ボ リ ュームが有効 （ENABLED） でない場合は、 次のコマンドを使用してボ リ ューム
を起動します。

# vxvol start ボリューム名

ボ リ ュームを起動できない場合は、 次のコマン ド を使用してプレ ッ ク スの 1 つを
CLEAN に設定します。 

# vxmend fix clean プレックス名

その後、 ボ リ ュームを起動します。 

◆ プレッ クスのカーネル状態がまだENABLEDでない場合は、次のコマンドを使用します。 

# vxplex att ボリューム名 プレックス名 ...

OFFLINE状態のプレッ クスを ACTIVE状態に戻す場合、このコマンドは、プレッ クス
の内容を リ カバリ してからプレッ クス状態を ACTIVEに設定します。 

プレッ クスの接続 
ディ スクを修理または交換し、再び使用できるよ うになる と、プレッ クスをオンライン状
態に戻す必要があ り ます （プレッ クスの状態を ACTIVEに設定する）。 

ボ リ ュームが現在有効 （ENABLED） である場合は、 次のコマンドを使用します。 

# vxplex att ボリューム名 プレックス名 ...

たとえば、ボ リ ュームvol01上のプレッ クスvol01-02に対するコマンドは次の通りです。 
# vxplex att vol01 vol01-02

上記のコマンドを実行する と、プレッ クス内容のリ カバリが開始され、 リ カバリの完了後
に、 プレッ クス  ユーティ リ ティの状態が ACTIVEに設定されます。 

ボ リ ュームが使用中でない （ENABLEDでない） 場合は、 次のコマンドを使用します。

# vxmend on プレックス名

たとえば、 プレッ クス vol01-02の場合は、 次のよ うに入力します。

# vxmend on vol01-02
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この例では、 vol01-02の状態は STALE に設定されています。 ボ リ ュームの次回 リ ブー
ト時に、 プレ ッ ク ス上のデータはほかのプレ ッ ク スから回復され、 プレ ッ ク ス状態が
ACTIVEに設定されてボ リ ュームに反映されます。 

プレッ ク スの状態を手動で変更する場合は、 本章の 「ボ リ ュームの リ カバ リ （170 ペー
ジ）」 を参照して ください。 これらのコマンドの詳細については、 vxmake （1M） および
vxmend （1M） マニュアル ページを参照して ください。

プレックスの移動 
プレッ クスを移動する場合は、元のプレッ クスのデータを新しいプレッ クスにコピーしま
す。あるプレッ クスから別のプレッ クスにデータを移動するには、次のコマンドを使用し
ます。 

# vxplex mv 元のプレックス 新しいプレックス

プレッ クスの移動を正し く実行するには、 次の条件を満たす必要があ り ます。 

◆ 古いプレッ クスがアクテ ィブな （ENABLED） ボ リ ュームの一部で、 アクティブ状態
である こ と。 

◆ 新しいプレッ クスのサイズが古いプレッ クス と同じか、 またはそれ以上である こ と。 

◆ 新しいプレッ クスが別のボ リ ュームに関連付けられていないこ と。 

プレッ クスのサイズによって、 次のよ うに処理結果が異な り ます。 

◆ 新しいプレッ クスが元のプレッ クスよ り小さいか、空白プレッ クスである場合は、元
のプレッ クス  データを完全にコピーできません。このよ う な場合は、-o force オプ
シ ョ ンを指定する必要があ り ます。 

◆ 新しいプレ ッ ク スが元のプレッ ク スよ り大きいか、 空白領域が少ない場合、 元のプ
レッ クス上の既存のデータは新しいプレッ クス上にコピーされます。元のプレッ クス
上にはな く新しいプレッ クス上にはある領域は、同じボ リ ュームに関連付けられてい
るほかのプレッ クスから埋められます。 

◆ 新しいプレッ クスがボ リ ューム自体よ り も大きい場合、新しいプレッ クスの余った領
域は初期化されずに未使用のまま残り ます。 

プレックスのコピー 
この処理は、ボ リ ューム上の内容を指定したプレッ クスにコピーします。 コピーされるボ
リ ュームは有効にしておく こ とはできません。また、プレッ クスをほかのボ リ ュームに関
連付ける こ とはできません。 プレッ クスをコピーするには、 次のコマンドを使用します。

# vxplex cp ボリューム名 新しいプレックス

コピー処理の完了後、 新しいプレックスは指定したボ リ ュームボリューム名に関連付けられ
ていません。 新しいプレッ クスはボ リ ューム  データの完全なコピーを含んでいます。 コ
ピー元のプレッ ク スのサイズは、 ボ リ ュームと同じまたはそれ以上である必要があ り ま
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す。コピー元のプレッ クスがボ リ ュームよ り大きい場合、データのコピーは不完全な状態
で終了します。 同じ理由から、 新しいプレッ クスには空白プレッ クスを指定しないで くだ
さい。 

サブディスク関連タスク

サブディ スクは、 Volume Manager 設定の下位の構成ブロ ッ クで、 ボ リ ュームを構築する
ために使用されます。以下に、 サブディ スク上で実行できるタスクについて説明します。 

サブディスクの作成

注 vxassist または Storage Administrator を使用してボ リ ュームを作成する と、 サブディ
スクが自動的に作成されます。

vxmake コマンドを使用する と、サブディ スクなどの Volume Managerオブジェク ト を作成
できます。サブディ スクの作成時には、サブディ スクの名前とサイズ、ディ スク内のサブ
ディ スクの開始ポイン ト （オフセッ ト ）、 およびディ スク  メディア名を指定する必要があ
り ます。

 サブディ スクを作成するには、 次のコマンドを使用します。

# vxmake sd サブディスク名 ディスク ,オフセッ ト ,サイズ 

たとえば、次のコマンドを実行する と、ディ スク disk02の先頭から開始する、サイズが
8000 セク タのサブディ スク disk02-01が作成されます。

# vxmake sd disk02-01 disk02,0,8000

デフォルトでは、Volume Manager コマンドのサイズはセク タ単位です。サフ ィ ッ クス （k、
m、 または g など） を追加する と、 サイズの単位を変更できます。 

新規サブディ スクを使用してボ リ ュームを構築する場合は、そのサブディ スクをプレッ ク
スに関連付ける必要があ り ます （「サブディ スクの関連付け （181 ページ）」 を参照）。 サ
ブディ ス クは、 すべてのプレ ッ ク ス  レ イアウ ト （コンカチネイテ ッ ド、 ス ト ラ イプ、
RAID-5） で同じ方法で作成されます。

サブディスクの削除 
サブディ スクを削除するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxedit rm サブディスク名 

たとえば、 次のコマンドを実行する と、 サブディ スク disk02-01 が削除されます。 
# vxedit rm disk02-01
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サブディスク情報の表示 
vxprint コマンドは、Volume Managerオブジェク トに関する情報を表示します。すべての
サブディ スクに関する一般情報を表示するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxprint -st

-sオプシ ョ ンは、 サブディ スクに関する情報を指定します。 -tオプシ ョ ンは、一覧表示
されるオブジェク トの種類に従って、 1行の出力レコードを印刷します。 

特定のサブディ スクに関する完全な情報を表示するには、 次のよ うに入力します。 

# vxprint -l サブディスク名

たとえば、次のコマンドを実行する と、サブディ スク disk02-01に関するすべての情報
を取得できます。 

# xprint -l disk02-01

上記のコマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。

Disk group:rootdg

Subdisk:disk02-01

info:disk=disk02 offset=0 len=205632

assoc:vol=mvol plex=mvol-02 （offset=0）

flags:enabled

device:device=c2t0d1s2 path=/dev/vx/dmp/c2t0d1s4 diskdev=32/68

サブディスクの関連付け 
サブディ スクをプレッ クスに関連付ける と、サブディ スクで定義されている総ディ スク領
域をプレッ クス内の特定のオフセッ トに配置できます。 サブディ スクが占める全領域は、
ほかのサブディ スク といっさい重複しないよ うにする必要があ り ます。サブディ スクをプ
レッ クスに関連付ける方法は、 全体的な設定状況に応じてい くつかあ り ます。 

特定のプレッ クスに必要なサブディ スクをすべて作成してある場合は、プレッ クスの作成
時に次のコマンドを使用してサブディ スクを関連付けます。

# vxmake plex プレックス名 sd=サブディスク名 ,... 

たとえば、 次のコマンドを実行する と、 プレッ クス home-1 が作成され、 サブディ スク
disk02-01、disk02-00、およびdisk02-02がプレッ クスhome-1に関連付けられます。

# vxmake plex home-1 sd=disk02-01,disk02-00,disk02-02 
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サブディ スクは、 オフセッ ト 0から指定された順序で関連付けられます。 disk02-01で
定義されるディ スク領域が 1番目、 ディ スク領域 disk02-00 が 2番目、 disk02-02 が
3番目にな り ます。 このタイプのコマンドを使用する場合は、 プレッ クスを作成し、 その
プレッ クスへ各サブディ スクを関連付けるために、複数のコマンドを指定する必要はあ り
ません。 このサブディ スク関連付け方式は、 初期設定中に利用する と便利です。 

サブディ スクは既存のプレッ クスに関連付ける こ と もできます。次のコマンドを使用する
と、 1つ以上のサブディ スクを既存のプレッ クス と関連付ける こ とができます。 

# vxsd assoc プレックス名 サブディスク名 [サブディスク名2 サブディスク名3 ...]

たとえば、次のコマンドを実行する と、サブディ スク disk02-01、 disk02-00、および
disk02-02がプレッ クス home-1に関連付けられます。 

# vxsd assoc home-1 disk02-01 disk02-00 disk02-01 

プレッ クスが空でない場合、新しいサブディ スクは、そのプレッ クスに既に関連付けられ
ているサブディ スクの後に追加されます （このコマンドで -l オプシ ョ ンが指定されてい
ない場合）。-lオプシ ョ ンは、プレッ クス内の特定のオフセッ トにサブディ スクを関連付
けます。 

-l オプシ ョ ンは、 特定のボ リ ュームに空白プレッ クス （サブディ スク間に空き領域があ
るプレ ッ ク ス） を作成していて、 そのプレッ ク スを完全にさせる場合に指定します。 プ
レッ クスを完全体にするには、空白プレッ クス内の空き領域と一致するサイズのサブディ
スクを作成する必要があ り ます。次に、プレッ クス内の空き領域の開始オフセッ ト を指定
して、作成したサブディ スクをプレッ クスに関連付けます。次のコマンドを使用します。 

# vxsd -l オフセッ ト assoc 空白プレックス名 正確なサイズのサブディスク 

注 Volume Managerでは、 2つのサブディ スクで定義された領域が 1つのプレッ クス内
で重複する こ とは許されないため、 サブディ スクのサイズは正確に指定する必要が
あ り ます。

ス ト ラ イプ サブディ スクの場合は、 サブディ スクにカラム番号とカラム  オフセッ ト を指
定できます。

# vxsd -l カラム数 / オフセッ ト assoc プレックス名 サブディスク名 ...

-lオプシ ョ ンでス ト ラ イプ プレッ クスに1つの番号のみを指定する と、その番号はカラム
番号と して解釈され、 サブディ スクはそのカラムの末尾に関連付けられます。 

ログ サブディスクの関連付け
ログ サブディスクは、ダーティ  リージ ョ ン  ロギングを使用してボ リ ュームの一部となるプ
レッ クスに追加されます。 ダーティ  リージ ョ ン ロギングは、 1つ以上のログ サブディ ス
クを含む ミ ラー ボ リ ュームに対して有効です。 

ダーティ  リージ ョ ン  ロギングについては、第３章の 「ダーティ  リージ ョ ン ロギング （55
ページ）」 を参照して ください。 ログ サブディ スクは、通常のプレッ クス方式が採用され
ている場合は無視され、 ダーティ  リージ ョ ン ログを保持する目的でのみ使用されます。 
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注 プレッ クスに関連付ける こ とができるログ サブディ スクは 1つのみです。このログ
サブディ スクは頻繁に書き込まれるため、 あま り使用されていないディ スク上に配
置する必要があ り ます。頻繁に使用されているディ スク上にログ サブディ スクを配
置する と、 システム  パフォーマンスが低下する場合があ り ます。 

次のコマンドを使用して、 既存のボ リ ュームにログ サブディ スクを追加する こ と もでき
ます。

# vxassist addlog ボリューム名 ディスク 

このコマンドは、 指定したボ リ ュームのログ プレッ クス内にログ サブディ スクを自動的
に作成します。

ログ サブディ スクを既存のプレッ クスに追加するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxsd aslog プレックス  サブディスク

サブディスクは、 ログ サブディ スク と して使用する名前です。 プレッ クスは、 DRL を有効
にする前にミ ラー ボ リ ュームに関連付けられている必要があ り ます

たとえば、次のコマンドを実行する と、サブディ スク disk02-01がプレッ クス vol01-02
（ボ リ ューム vol01に関連付け済み） に関連付けられます。 

# vxsd aslog vol01-02 disk02-01

サブディスクの関連付けの解除 
サブディ スク とそのサブディ スクが属するプレッ クス との関係を解除するには、サブディ
スクのプレッ クスへの関連付けを解除する必要があ り ます。 サブディ スクの関連付けは、
サブディ スクが削除されるか、または別のプレッ クスで使用されている場合に解除されま
す。 サブディ スクの関連付けを解除するには、 次のコマンドを使用します。

# vxsd dis サブディスク名 

たとえば、次のコマンドを実行する と、サブディ スク disk02-01 と現在関連付けられて
いるプレッ クス との関連付けが解除されます。 

# vxsd dis disk02-01

注 次のコマンドを使用して、 サブディ スクを削除する こ と もできます。 
# vxsd -orm dis サブディスク名
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サブディスク属性の変更

注意 サブディ スク属性の変更は、 必要な場合にのみ、 十分注意して行う よ うにして
ください。

vxedit コマンドは、サブディ スクの属性をほかの Volume Managerオブジェク トに変更し
ます。 サブディ スクに関する情報を変更するには、 次のコマンドを使用します。

# vxedit set フ ィールド =値 ... サブディスク名   

たとえば、 次のコマンドを実行する と、 サブディ スク disk02-01 の comment フ ィール
ドが変更されます。 

# vxedit set comment=“新しいコ メン ト ” disk02-01

vxedit を使用して変更できるサブディ スク  フ ィールドは次の通 りです。 

◆ name

◆ putil[n] フ ィールド

◆ tutil[n] フ ィールド

◆ len （サブディ スクの関連付けが解除されている場合のみ） 

◆ comment

注 putil0 フ ィールドにデータを入力する と、 サブディ スクがまだプレッ クスの一部
でない場合は、 そのサブディ スクがプレッ クスの一部と しては使用されないよ うに
な り ます。 

サブディスクの移動 
サブディ スクを移動する と、 サブディ スクの内容が別のサブディ スクにコピーされます。
移動するサブディ スクがプレッ クスに関連付けられている場合、元のサブディ スクに格納
されたデータは新しいサブディ スクにコピーされます。古いサブディ スクはプレッ クス と
の関連付けを解除され、新しいサブディ スクがそのプレッ クスに関連付けられます。関連
付けは、プレッ クス内の、元のサブディ スク と同じオフセッ トで行われます。サブディ ス
クを移動するには、 次のコマンドを使用します。

# vxsd mv 古いサブディスク名 新しいサブディスク名 

サブディ スクの移動を正し く実行するには、 次の条件を満たす必要があ り ます。

◆ 関連するサブディ スクのサイズがすべて同じである こ と。 

◆ 移動するサブディ スクが、 アクティブなボ リ ューム （ENABLED） 上のアクティブな
プレッ クスの一部である こ と。 

◆ 新しいサブディ スクが別のプレッ クスに関連付けられないこ と。 
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サブディスクの分割 
サブディ スクを分割する と、既存のサブディ スクが 2つに分割されます。サブディ スクを
分割するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxsd -s size split サブディスク名 新サブディスク名 1 新サブディスク名 2

各オペランドの説明は次の通りです。

◆ サブディスク名は、 元のサブディ スクの名前です。

◆ 新サブディスク 1は、作成する 2つのサブディ スクのうちの1つ目のサブディ スクの名前
です。

◆ 新サブディスク 2は、作成する 2つのサブディ スクのうちの2つ目のサブディ スクの名前
です。 

－ sオプシ ョ ンは、作成する 2つのサブディ スクのうちの 1つ目のサブディ スクのサイズ
を指定するために使用します。 2つ目のサブディ スクでは、元のサブディ スクで使用して
いた領域の残 り を使用します。

分割前は、元のサブディ スクはプレッ クスに関連付けられています。分割後は、作成され
た両方のサブディ スクが同じプレッ クスに関連付けられます。 

元のサブディ スクを 3つ以上のサブディ スクに分割するには、前述のコマンドを必要な回
数繰り返し実行します。

サブディスクの結合 
サブディ スクを結合する と、複数の既存のサブディ スクが 1つのサブディ スクに結合され
ます。サブディ スクを結合するには、対象となるサブディ スクが同じディ スク上で隣接し
ている必要があ り ます。選択したサブディ スクが関連付けられている場合は、同じプレッ
クスに関連付けられ、そのプレッ クス内で隣接している必要があ り ます。サブディ スクを
結合するには、 次のコマンドを使用します。 

# vxsd join サブディスク 1 サブディスク 2 新しいサブディスク 
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オンライン バックアップの実行 
Volume Managerでは、 ボ リ ューム デバイスのスナップシ ョ ッ ト  バッ クアップを提供して
います。 スナップシ ョ ッ ト  バッ クアップは、 vxassist およびその他のコマンドを使用
して実現されます。バッ クアップを実行するには、ボ リ ューム内容の整合性に関する要件
によってさまざまな方法があ り ます。いずれの方法の場合でも、ボ リ ュームの内容を完全
に格納できるサイズのプレッ クスが必要です。プレッ クスは必要なサイズよ り大き くても
構いませんが、 逆に小さい場合はバッ クアップを実行できません。 

ボ リ ューム  バッ クア ップは、 vxassist コマン ド を使用する と簡単に実行できます。
vxassist snapstart、 snapwait、 および snapshot タスクを使用する と、 最小限の
手動操作でボ リ ュームのオンライン バッ クアップを実行できます。

vxassist snapshot処理は 2段階に分かれています。

1. vxassist snapstart を実行してスナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを作成します。

2. vxassist snapshot を実行してスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを作成します。

注 vxassist コマンドを使用して、 RAID-5 ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト を作成す
るには、 この節で説明しているボ リ ュームバッ クアップの手順に従って ください。

vxassist snapstart タスクを実行する と、書き込み専用のバッ クアップ プレッ クスが
作成されます。 このプレッ クスは、バッ クアップするボ リ ュームに関連付けられ、そのボ
リ ュームと同期します。 ボ リ ュームと同期しているバッ クアップ プレッ クスは、 スナッ
プシ ョ ッ ト  ミ ラー と し て使用でき ます。 新しいスナッ プシ ョ ッ ト  ミ ラーの状態が
SNAPDONE に変わる と、 更新処理は終了です。 この変更は、 1 つ以上のミ ラーの状態が
SNAPDONEに変わるまでは、vxassist snapwait タスクによって参照するこ とができ
ます。 関連付けに失敗した場合、 スナップシ ョ ッ ト  ミ ラーは削除され、 使用されていた
領域は解放されます。 

スナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを同期させる と、 切り離されるまで継続して更新されます。 そ
の後ならば、 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを既存ボ リ ュームのイ メージと して作成する
ため適切な時間を設定できます。また、スナップシ ョ ッ トの実行中 （通常は 1分未満） は、
ユーザにシステムを使用しないよ う に指示する こ と もできます。 スナップシ ョ ッ ト  ミ
ラーの作成に必要な時間は、 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームを作成する時間よ り も長くな
り ます。 

オンラ イン  バッ クアップ処理は、 SNAPDONE ミ ラーを持つボ リ ューム上で vxassist
snapshot コマンドを実行する こ とによって完了します。 このタスクでは、作成されたス
ナップシ ョ ッ ト （標準のミ ラーになる） を切り離し、新しい標準ボ リ ュームを作成し、 ス
ナップシ ョ ッ ト  ミ ラーをスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームに関連付けます。その結果、スナッ
プシ ョ ッ トは標準のミ ラーとな り、スナップシ ョ ッ トの状態は ACTIVEに設定されます。 

スナップシ ョ ッ ト処理で割 り込みが発生する と、 スナップシ ョ ッ ト  ミ ラーはボ リ ューム
の起動時に自動的に削除されます。 
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次の処理を実行して、 完全な vxassistバッ クアップを実行します。

1. 次のコマンドを使用して、 ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  ミ ラーを作成します。

# vxassist snapstart ボリューム名

2. snapstart手順が完了し、 ミ ラーが SNAPDONE状態になったら、スナップシ ョ ッ ト
タ ス ク を実行する適切なタ イ ミ ングを選択し ます。 ユーザに、 実行するスナップ
シ ョ ッ ト を通知し、 ファ イルを保存して、実行中はシステムを使用しないよ うに指示
します。 

3. 次のコマンドを使用して、元のボ リ ュームを反映するスナップシ ョ ッ ト ボ リ ュームを
作成します。

# vxassist snapshot ボリューム名 一時ボリューム名 

4. fsck （または、 ボ リ ューム上で実行するアプリ ケーシ ョ ンに適したユーティ リ ティ）
を使用して、 一時的なボ リ ュームの内容を消去します。 たとえば、次のよ うに入力し
ます。 

# fsck -y /dev/vx/rdsk/一時ボリューム名

5. 一時的なボ リ ュームを、テープまたは適切なバッ クアップ メディアにコピーします。 

6. 次のコマンドを使用して、 新しいボ リ ュームを削除します。 

# vxedit -rf rm 一時ボリューム名

高速ミ ラー再同期

高速ミ ラー再同期 （FMR） 機能は、 バッ クアップや意志決定支援などの支援処理に対す
る VxVM のスナップシ ョ ッ ト機構の効果を高めるこ とによ り、 陳腐化した ミ ラーに対し
て高速で効果的な再同期化処理を実行します。 

FMRの有効化
vxassistを使用して新しいボ リ ュームを作成する際に、属性にonまたはoffを指定して
FMR を有効または無効にできます。 FMR をボ リ ューム上で使用するかど うかを指定する
には、 fmr または fastresync とい うキーワードを属性と して使用します。 

FMR が有効なボ リ ュームを作成するには、次の vxassist make コマンドを使用します。

# vxassist make ボリューム名 サイズ fmr=on

FMR のデフォルトは off ですが、 このデフォルトは vxassist デフォルト  ファ イルの
設定で変更できます。
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FMR機能を ON または OFFに設定するには、 vxvol コマンドを使用する こ と もできます。
FMR を使用するには、 スナップシ ョ ッ トが作成される時点で FMR が有効化されていて、
スナップバッ クが完了するまで FMRが有効な状態である必要があ り ます。FMR を無効に
する と、指定したボ リ ュームに関するすべての追跡マップが消去されます。その後の再接
続において FMR機能は使用されませんが、 ボ リ ュームの完全な再同期化処理は行われま
す。 FMRが後で有効化された場合でも同様です。 

FMR を有効化するには、 次のコマンドを使用します。

# vxvol set fmr=on ボリューム名

FMR を無効化するには、 次のコマンドを使用します。

# vxvol set fmr=off ボリューム名

スナップシ ョ ッ ト  ボリュームのマージ
ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーを元のボ リ ュームにマージして戻すこ とができま
す。 スナップシ ョ ッ ト  プレッ クスはスナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームから切り離され、 元の
ボ リ ュームに接続されます。 スナップシ ョ ッ ト  ボ リ ュームは削除されます。 このタスク
によ り、 ボ リ ューム内のデータは再同期化され、 プレッ クスの一貫性が保たれます。  

スナップシ ョ ッ ト を元のボ リ ュームにマージするには、 次のコマンドを使用します。

# vxassist snapback レプリカ -ボリューム

レプリカ -ボリュームは、 ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーです。

デフォル トでは、 元のプレッ ク ス内のデータが、 マージされたボ リ ュームで使用されま
す。 これを複製ボ リ ュームからのコピー データにするには、次のコマンドを使用します。

# vxassist -o resyncfromreplica snapback レプリカ -ボリューム

スナップシ ョ ッ ト  ボリュームの関連付けの解除
スナップシ ョ ッ ト と元のボ リ ューム間の リ ンクを完全に削除する と、 スナップシ ョ ッ ト
ボ リ ュームは独立したボ リ ュームになり ます。 

スナップシ ョ ッ ト と元のボ リ ュームの関連付けを解除するには、 次のコマンドを使用し
ます。

# vxassist snapclear レプリカ -ボリューム

レプリカ -ボリュームは、 ボ リ ュームのスナップシ ョ ッ ト  コピーです。
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スナップシ ョ ッ ト  ボリューム情報の表示
vxassist snapprint コマンドを使用する と、元のボ リ ュームとそのレプリ カ（スナッ
プシ ョ ッ ト  コピー） の関連を表示できます。

snapprintオプシ ョ ンの構文は次の通りです。

# vxassist snapprint [ ボリューム名 ] 

出力結果は、 次のよ うに表示されます。

V NAME USETYPE LENGTH RP NAME VOLUME LENGTH RRPLEXID

v vol fsgen 2048 rp vol-05 SNAP1-vol 3040 rp vol-04

ボ リ ュームを指定した場合は、そのボ リ ュームに関する情報が表示されます。ただし、 ボ
リ ュームに有効な FMRマップがない場合は、エラー メ ッセージが表示されます。ボリ ュー
ムを指定しない場合は、ディスク  グループ内の全ボリ ュームに関する情報が表示されます。 

VMディスク上でのボリュームのミ ラーリング
ボ リ ュームを VM ディ スク上でミ ラーリ ングする と、 ディ スク上の別の場所にボ リ ュー
ムのコピーを 1 つ以上作成できます。 ボ リ ュームの ミ ラー コピーを作成する こ とによっ
て、ディ スクの障害発生時にシステムのデータ損失を防ぐこ とができます。 このタスクを
ルート  ディ スク上で実行する と、 有効な起動情報のコピーを代替ディ ス ク上に作成でき
ます。 代替ディ スクを作成しておく と、 ブート  ディ スクが破損した場合でもシステムを
ブートする こ とができます。 

注 このタスクはコンカチネイテッ ド  ボ リ ュームのみを ミ ラーリ ングします。 既にミ
ラー リ ング済みのディ ス クや複数のディ ス ク上に常駐するサブディ ス ク を含む
ディ スクは対象外とな り ます。

ボ リ ュームをディ スク上で ミ ラーリ ングするには、 ターゲッ ト  ディ ス クに元のディ スク
と同じか、 またはそれ以上の領域がある こ とを確認してから、 次の処理を実行します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目 6[ディ スク上でのボ リ ュームのミ ラー] を選択し
ます。

2. 次に示すプロンプ トで、 ミ ラーリ ングするディ スクの名前を入力します。 

ディ スク上でのボ リ ュームのミ ラー

Menu:VolumeManager/Disk/Mirror

この操作は、 ディ スク上でボ リ ュームのミ ラーを作成するのに使用します。 これらのボ
リ ュームは別のディ スクか、 使用可能なディ スク領域にミ ラーできます。 既にミ ラーさ
れている場合は、 ボ リ ュームはミ ラーされません。 また、 複数のサブディ スクから成る
ボ リ ュームも ミ ラーするこ とはできません。
第 5章  ボリューム関連タスク  189



オンライン バックアップの実行
ブート  ディ スクからボ リ ュームを ミ ラーしておく と、 代替ブート  ディ スク と して使用
できるディ スクを作成できます。

ディ スク名を入力して ください。 [<disk>,list,q,?] disk02

3. 次に示すプロンプ トで、ターゲッ ト  ディ スクの名前を入力します （このディ スクのサ
イズは元のディ スク と同じかそれ以上である こ とが必要）。 

ディ スク disk02上のボ リ ュームを使用可能な任意のディ スク領域にミ ラーするか、 特
定のディ スク上へ ミ ラーするかを選択できます。 特定のディ スクにミ ラーするには、
ディ スク名を指定します。 使用可能な任意のディ スク領域にミ ラーする場合は、 "any"
を選択します。

Enter destination disk [<disk>,list,q,?](デフォルト :any) disk01

注 代替ルート  ディ スクを作成する場合は、 必ずデスティネーシ ョ ン  ディ スクを指定
して ください。指定しない場合、Volume Managerは代替ルート  ディ スクになるディ
スクを選択します。 ただし、 お使いのシステムがこのディ スクからブートできない
場合もあ り ます。 

4. 次に示すプロンプ トで、 Return キーを押して ミ ラーを作成します。 

要求した操作は、 ディ スクグループ rootdg内のディ スク disk02上のすべてのボ
リ ュームを、 ディ スク disk01上の使用可能なディ スク領域にミ ラーする操作です。

注 : この操作には時間がかかり ます。 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?](デフォルト :y)

ミ ラー操作の状態が表示されます。 

ボ リ ューム voltest-bk00 のミ ラー ... 

ディ スク disk01 を ミ ラーできました。 

5. 次に示すプロンプ ト で、 ディ ス ク を別のディ ス ク上に ミ ラー リ ングするか （y） 、
vxdiskadm メ イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

ボ リ ュームを他のディ スク上にミ ラーしますか ?[y,n,q,?](デフォルト :n)
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VMディスクからのボリュームの移動
ディ スクを無効化または削除する前に、ディ スク内のデータをシステム上の別のディ スク
に移動する こ とができます。 データを移動するには、 ターゲッ ト  ディ スクに十分な領域
がある こ とを確認してから、 次の処理を実行します。 

1. vxdiskadm メ イン  メニューの項目 7[ディ スクからの複数ボ リ ュームの移動 ] を選択
します。

2. 次に示すプロンプ トで、 移動するボ リ ュームを含むディ スクの名前を入力します。 
ディ スクからの複数ボ リ ュームの移動

Menu:VolumeManager/Disk/Evacuate

このメニュー操作は、 あるディ スクを使用しているボ リ ュームを他のディ スク上に移動
するのに使用します。 ディ スクを永久に、 または交換のために一次的に削除する直前に、
この操作を実行します。 ボ リ ュームの移動先ディスクを一覧形式で指定するか、 同一の
ディ スク グループに属する任意のディスク領域にボ リ ュームを移動するこ とが可能です。

注 :ディ スクを削除せずにディ スクからボ リ ュームを移動するだけでは、 今後の操作に
よって移動したボ リ ュームが元のボ リ ュームに戻されてしま う場合があり ます。 たとえ
ば、 移動操作を 2 回続けて実行する と、 移動先のディ スクからまた元のディ スクにボ
リ ュームが戻されてしまいます。

ディ スク名を入力して ください。 [<disk>,list,q,?] disk01

次の表示の後で、ディ スク（1つ以上）の移動先のディ スク一覧を指定する こ と もできます。 

移動先ディ スクの一覧を指定できます。 ディ スク メディア名 （例 ： disk01） を、 空白で
区切り、 すべてのメディア名を 1 行の中に指定します。 ディ スク メディア名を入力しな
いと、 ボ リ ュームはディ スクグループ内の使用可能な任意の領域に移動されます。

次に示すプロンプ トで、 Return キーを押してボ リ ュームを移動します。

要求した操作では、 グループ rootdg に属するディ スク disk01からすべてのボ リ ュー
ムを移動します。

注 : この操作には時間がかかり ます。 

操作を続行しますか ?[y,n,q,?](デフォルト :y)

ディ スクからのボ リ ュームの移動時には、 処理の状態が次のよ うに表示されます。 

ボ リ ューム voltest の移動 ... 

ボ リ ューム voltest-bk00 の移動 ... 
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ボ リ ュームの移動がすべて終了する と、次のよ う な メ ッセージが表示され、処理が完了し
たこ とを示します。 

ディ スク disk01 を退避できました。 

3. 次に示すプロンプ トで、 ディ スクを別のディ スクからボ リ ュームを移動するか （y） 、
vxdiskadm メ イン  メニューに戻るか （n） を指定します。

ボ リ ュームを他のディ スクから移動しますか ?[y,n,q,?](デフォルト :n)
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Volume Managerのクラスタ機能
 

6

はじめに

この章では、 VERITAS Volume Manager （VxVM） に付随して提供される、 オプシ ョ ンのク
ラスタ機能について説明します。 この機能を利用する と、 ク ラスタ環境において VxVM
を使用する こ とができます。Volume Managerのク ラスタ機能のライセンスは別立てとなっ
ており ます。  

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ ク ラスタ機能の概要 

◆ VxVM ク ラスタ内のディ スク  

◆ ダーティ  リージ ョ ン  ロギングと ク ラスタ環境 

◆ Volume Manager ク ラスタ機能のアップグレード

◆ ク ラスタ関係の Volume Managerのユーティ リ ティ とデーモン

◆ ク ラスタ処理と高速ミ ラー再同期 （FMR）

ク ラ ス タ関連のエ ラー メ ッセージについては、 『VERITAS Volume Manager Reference
Guide』 のエラー メ ッセージに関する章を参照して ください。 
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クラスタ機能の概要 

Volume Managerのク ラスタ機能を利用する と、Volume Managerの管理下にある一連のディ
ス ク （VM ディ ス ク） に、 複数のホス ト から同時にアクセスして管理する こ とができま
す。 ク ラスタは、一連のディ スクを共有するホス トの集ま りです。各ホス トは、 ク ラスタ
内ではノード と呼ばれます。 ノードはネッ ト ワークを通じて接続されます。 １台のノード
が故障しても、ほかのノードは引き続きディ スクにアクセスする こ とができます。Volume
Managerのクラスタ機能では、すべてのノードにおいて、 ディ スクの構成の設定 （変更を
含む） を同一の論理ビューと して見る こ とができます。 

注 Volume Managerではク ラスタあた り ４台のノードをサポート します。 

以下の節で、 Volume Managerのク ラスタ機能についてさ らに詳し く説明します。

Volume Managerにおけるオブジェク トの共有 
ク ラスタ機能を有効にする と、 ク ラスタ内のすべてのノードによって Volume Manager オ
ブジェク ト を共有する こ とができます。 

Volume Managerのクラスタ機能では、２種類のディ スク  グループがサポート されています。

◆ 専有ディ ス ク  グループ。 単一のノード に属します。 専有ディ スク  グループは単一のシ
ステムのみにインポート されます。物理的には複数のシステムから専有ディ スク  グルー
プにアクセス可能であっても 、 実際にアクセスを許されるシステムは１ つだけです。

◆ ク ラスタで共有するディ スク  グループ。 ク ラスタ共有ディ スク  グループと も言いま
す。すべてのノードによって共有されます。 ク ラスタで共有するディ スク  グループは
すべてのク ラ ス タ  ノードにインポー ト されます。 ク ラ ス タで共有するディ ス ク  グ
ループ内のディ スクは、 ク ラスタに含まれる可能性のあるすべてのシステムから物理
的にアクセスできる必要があ り ます。 

Volume Manager のク ラスタにおいては、 ほとんどのディ ス ク  グループが共有されます。
ただし、 ルート  ディ スク  グループ （rootdg） は必ず専有ディ スク  グループと して扱わ
れます。

共有ディ ス ク  グループ内のディ スクはク ラスタ内のすべてのノードからアクセス可能で
あるため、 複数のク ラスタ  ノード上のアプ リ ケーシ ョ ンが同一のディ ス クに同時にアク
セスできます。 ラ イセンスおよびディ スク  グループのアクティブ化モードの内容に応じ
て、 共有ディ スク  グループ内のボ リ ュームには、 ク ラスタ内の複数のノードから同時に
アクセスできます。

ノードからのアプ リ ケーシ ョ ンの入出力に対してディ ス ク  グループ内のボ リ ュームをア
クセス可能にするには、 共有ディ スク  グループをそのノード上でアクテ ィブ化する必要
があ り ます。アプリ ケーシ ョ ンにディ スクの読み取り または書き込みを許可するかど うか
は、 ディ スク  グループのアクティブ化モードで設定します。 共有ディ スク  グループに関
して有効なアクティブ化モードには、専有書き込み、共有書き込み、読み取り専用、共有
読み取 りおよびオフ （または非アクティブ） があ り ます。 各モードについては、 表 5 「共
有ディ スク  グループのアクティブ化モード 」 で説明します。
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注 ディ スク  グループのアクティブ化は、 VxVM 3.0の新機能です。 以前のリ リース と
の互換性を保つために、 デフォル トでは、 アクテ ィブ化モードは Volume Manager
ユーティ リ ティに対して透過的になっています。共有ディ スク  グループは、自動的
に共有書き込みモードでアクティブ化されます。 

HA アプリ ケーシ ョ ン、 オフホス ト  バッ クアップなど、 ク ラスタの特殊な使用方法では、
デ ィ ス ク  グループのア クテ ィ ブ化を活用して、 ク ラ ス タ内の異なる ノードからのボ
リ ューム入出力を正確に制御する こ とができます。アクティブ化モードの使用方法につい
ては、 「ディ スク  グループのアクティブ化 （203ページ）」 を参照して ください。

注 Volume Manager 3.0の新機能ス ト ラ イプ ミ ラー ボ リ ューム、タスク  モニタ、および
オンライン再レイアウ トは専有ディ スク  グループでは使用できますが、共有ディ ス
ク  グループではまだサポート されていません。
Volume Managerのク ラスタ機能を通じてアクセスできるのはrawデバイスだけです。
ファ イル システムが組み込まれた共有ボリ ュームはサポート されていません。
Volume Managerのク ラスタ機能では現在のと ころ、ク ラスタで共有するディ スク  グ
ループ内の RAID-5 ボ リ ュームをサポート していません。 ただし、 ク ラスタの特定
のノードに接続された専有ディ スク  グループ内で、 RAID-5 ボ リ ュームを使用する
こ とができます。
サポー ト されていないオブジェ ク ト を含むディ ス ク  グループが共有ディ ス ク  グ
ループと してインポート された場合は、このディ スク  グループをデポート して くだ
さい。 保持するボ リ ュームをサポート されているレイアウ トに再構築してから、 共
有ディ スク  グループと して再度インポート して ください。

表 5. 共有ディスク  グループのアクテ ィブ化モード

専有書き込み ノードには、 ディ スク  グループに対する排他的な書き込みが許可されます。
ほかのノードは、書き込みのためにこのディ スク  グループをアクティブ化で
きません。

共有書き込み ノードには、 ディ スク  グループに対する書き込みが許可されます。 

読み取り専用 ノードには、ディ スク  グループに対する読み取りが許可されます。ク ラスタ
内のほかの全ノードの書き込みは拒否されます。 このノードには、ディ スク

グループに対する書き込みは許可されません。 ほかのノード上で書き込み

モードのいずれかのディ スク  グループをアクティブ化する と、エラーになり
ます。

共有読み取り ノードには、 ディ ス ク  グループに対する読み取 りが許可されます。 ほかの
ノードにはディ スク  グループに対する書き込みが許可されますが、このノー
ドは許可されません。

オフ ノードには、ディ スク  グループに対する読み取り と書き込みのどちら も許可
されません。 ディ スク  グループの照会操作は許可されます。
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クラスタにおけるボリューム管理の仕組み

Volume Manager のク ラスタ機能は外部的に提供される ク ラスタ  マネージャ と連携して働
きます。ク ラスタ  マネージャはデーモンであって、ク ラスタ  メンバシップの変化を VxVM
に知らせる働きをします。 各ノードは独立して起動され、 それぞれがオペレーテ ィング
システム、 ク ラスタがサポート されている VxVM、 およびク ラスタ  マネージャのコピー
を保持しています。 ノードをク ラスタに追加する と、そのノードから共有ディ スクにアク
セスできるよ うにな り ます。 ノードをク ラスタから取り外すと、そのノードから共有ディ
スクにアクセスできな くな り ます。 システム管理者がノードをク ラスタに追加するには、
該当のノード上でク ラスタ  マネージャを起動します。

単純なク ラスタの構成を 197ページの図 24 「 ４つのノードで構成されるク ラスタの例」に
示します。 ノードはすべてネッ ト ワークに接続されています。各ノードはク ラスタで共有
するディ スク  グループにも接続されています。 ク ラスタ  マネージャにとっては、 すべて
のノードは同等です。 ただし、 Volume Managerのク ラスタ機能では、 1つのノードをマス
タ  ノード と し、残りのノードをスレーブ ノード とする必要があ り ます。 マスタ  ノードは
Volume Manager のある種の処理を調整する役割を負います。 どのノードにマスタの機能
を割り当てるかは、VxVM ソフ ト ウエアによって決められます（どのノード もマスタ  ノー
ド とな りえます）。 その割り当てはそのノードがク ラスタに属している間ずっ と変わり ま
せん。 そのノードがク ラスタから取 り外される と、 スレーブ ノードのいずれかひとつが
新しいマスタ  ノードに割り当てられます。 図 24 「 ４つのノードで構成されるク ラスタの
例」 の例では、 ノード 1がマスタ  ノードであ り、 ノード 2、 ノード 3、 ノード 4がスレー
ブ ノードです。
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図 24. ４つのノードで構成されるクラスタの例
  

システム管理者は、 vxdgユーティ リ ティ を使用して、ディ スク  グループをク ラスタで共
有するディ スク  グループと して設定します （詳細は、 「vxdg （211 ページ）」 を参照）。 ク
ラスタで共有するディ スク  グループをあるひとつのノードにインポートする と、 ディ ス
ク  ヘッダーにク ラスタ IDが記録されます。そのク ラスタにほかのノードが追加される と、
それらのノードはディ スク  グループがク ラスタで共有可能である こ とを認識して、 その
ディ スク  グループをインポート します。 システム管理者は任意の時点で共有ディ スク  グ
ループをインポート またはデポートする こ とができます。その処理はすべてのノードに波
及します。

各物理ディ スクには一意のディ スク IDが付けられます。マスタ  ノード上でク ラスタを起
動する と、 すべての共有ディ スク  グループがマスタ  ノードにインポート されます （ただ
し、 noautoimport 属性が設定されているものを除きます）。 スレーブ ノードをク ラス
タに追加しよ う とする と、 マスタにインポート済みのディ スク ID の一覧がマスタからス
レーブに送られます。スレーブ側では一覧をチェ ッ ク し、一覧中のすべてのディ スクにア
クセスできるかど うかを確認します。スレーブからアクセスできないディ スクが一覧中に
ひとつでもある場合、スレーブはクラスタに追加されません。一覧中のすべてのディ スク
にスレーブからアクセスできる場合は、 マスタにインポート されている共有ディ スク  グ
ループがスレーブにもインポート されて、スレーブがク ラスタに追加されます。ある ノー
ドをク ラスタから取 り外すと、そのノードにインポート されていた共有ディ スクはすべて
デポート されますが、それらのディ スクは残りのノードにはインポート されたままです。 

クラスタ共有
ディスク

ノード  1

ネッ トワーク

（マスタ）

クラスタで共有する
ディスク  グループ

ノード 2
（スレーブ）

ノード 3
（スレーブ）

ノード 4
（スレーブ）
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共有ディ スク  グループの再設定はすべてのノードに対して一括して行われます。つま り、
ディ ス ク  グループの構成の変更はすべてのノードに対して一斉に全く同様に行われま
す。 この変更処理は全体と してひと ま と ま りのものです。すべてのノードで一斉に同様に
変更できない場合には、 その処理はまった く行われなかったものと して扱われます。

ク ラスタ内のすべてのメンバは、アクティブ化モードの設定に従って、 ク ラスタで共有す
るどのディ スク  グループに対しても同時に読み取 りおよび書き込みを行う こ とができま
す （「ディ スク  グループのアクティブ化 （203 ページ）」 を参照）。 ク ラスタ内のアクティ
ブなノードは、ほかのノードで障害が発生しても、 その影響を受けません。 ク ラスタで共
有されているディ スク  グループ内に格納されているデータは、 そのク ラスタ内で少な く
と も １台のノードがアクテ ィブであるかぎ り、 利用可能です。 ク ラスタで共有している
ディ スク  グループにどのノードからアクセスしても、 ディ スク  グループの構成の設定は
まった く同様に見えます。 各ノード上で稼働している複数のアプ リ ケーシ ョ ンから VM
ディ スク上のデータに同時にアクセスする こ とができます。 

注 VxVMでは、複数のノードからの共有ボリ ュームへの同時書き込みを防止しません。
アプリ ケーシ ョ ンのレベルで （分散ロ ッ ク  マネージャを使用している場合など） 、
何らかの一貫性制御がなされているものと想定されています。

構成の設定と初期化

新しいク ラスタにノードを追加するのに先立って、システム管理者は構成の設定に関する
情報を登録する必要があ り ます。 それは通常はク ラスタ  マネージャを設定する間に指定
します。 指定したデータは通常はク ラスタ  マネージャの設定データベースに格納されま
す。 必要な情報の詳細な内容とフォーマッ トは個々のク ラスタ  マネージャによって異な
り ます。 VxVM で必要と される情報には下記のものがあ り ます。

◆ ク ラスタ ID 

◆ ノード ID

◆ 各ノードのネッ ト ワーク  アドレス

◆ ポート  アドレス

ク ラスタにノードを追加する と、 ノードを起動したと きに、 そのノード上の VxVM にこ
の情報が自動的にロード されます。 

ノードの初期化はク ラスタ  マネージャを起動する際に行われます。 それを通じて、 ノー
ド上の種々のク ラスタ  コンポーネン ト （ク ラスタ  サポート を伴う VxVM、 ク ラスタ  マ
ネージャ、 分散ロ ッ ク  マネージャなど） が起動します。 これが完了する と、 アプ リ ケー
シ ョ ンを起動する こ とができます。システム管理者はク ラスタに追加する各ノード上でク
ラスタ  マネージャ起動手続きを呼び出します。 
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 クラスタ機能の概要
ク ラスタ環境にある VxVM の初期化では、 ク ラスタの構成の設定情報を読み込み、 ク ラ
スタへノードを追加します。最初にクラスタに追加したノードがマスタ  ノード とな り、後
から追加した ノードがスレーブ ノード とな り ます。 複数のノードを同時に追加した場合
には、 VxVM ソフ ト ウエアによってマスタ  ノードが選定されます。 追加の完了したノー
ドからは共有ディ スクにアクセスできるよ うにな り ます。 

クラスタの再設定 
 ク ラスタの状態に変化 （ノードの追加や取 り外し） があった場合、 ク ラスタの再設定が
行われます。各ノードのク ラスタ  マネージャは、 ク ラスタ内のほかのノードを監視し、 ク
ラス タ  メ ンバシップに変化がある と、 それを VxVM に通知します。 それに基づいて、
VxVMは適切な処理を行います。

ク ラスタの再設定中は、共有ディ スクへの入出力は一時停止されます。 ク ラスタの再設定
が完了する と、 共有ディ ス クへの入出力が再開されます。 したがって、 少しの間アプ リ
ケーシ ョ ンは停止したかのよ うに見えます。 

Volume Manager による処理やリ カバリなどが行われている と、 それが完了するまで、 ク
ラスタの再設定が行われないこ とがあ り ます。ボ リ ュームの再設定 （後述） がク ラスタの
再設定と同時に行われる こ とはあ り ません。状況に応じて、処理は停止して後に再起動す
る こ とがあ り ます。通常は、 ク ラスタの再設定が優先されます。 ただし、 ボ リ ュームの再
設定が確定段階に達している場合は、 完了するまでそちらが先に進められます。 

 SunCluster_ をク ラスタ  マネージャ と して使用している場合は、vxclust ユーティ リ ティに
よってク ラスタの再設定が調整され、 VxVM と SunCluster_ 間の通信が可能とな り ます。
SunCluster_ と vxclustが連係して動作し、ク ラスタの再設定の各処理が正しい順序で完
了します。 

VCS をク ラスタ処理のフレームワーク と して使用している場合は、 ク ラスタの再設定の
全処理が VxVM カーネル内で行われます。

ク ラスタの再設定については、 210 ページの 「vxclust」 および 「vxclustadm （209 ペー
ジ）」 を参照して ください。

ボリュームの再設定 
ボ リ ュームの再設定とは、 Volume Manager オブジェク トの構成 （ディ スク  グループやボ
リ ュームやミ ラーなど） に、 追加、 変更、 削除などを行う処理です。 ク ラスタにおいて
は、それらの処理にはすべてのノードが関与します。ボ リ ュームの再設定はすべてのノー
ドに波及します。 すべてのノードで設定が一斉に同様に変更されます。 

注 ボ リ ュームの再設定の起動と調整はマスタ  ノードから行うため、システム管理者は
Volume Manager オブジェク ト を変更するユーティ リ ティ をマスタ  ノード上で実行
する必要があ り ます。 

ボ リ ュームの再設定においては、vxconfigdデーモンが積極的な役割を演じます。ボ リ ュー
ムを正し く再設定するためには、 vxconfigdがすべてのノードで稼働している必要があ
り ます。 
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クラスタ機能の概要
マスタ  ノード上のユーティ リ テ ィはそのノードの vxconfigd デーモンに要求を伝え、
vxconfigdデーモンが要求された変更の妥当性を ノード上でチェ ッ ク します。たとえば、
新しいディ スク  グループを作成しよ う と したが、 同じ名前のディ スク  グループが既に存
在する場合はエラーとな り ます。そのチェッ クが済むと、マスタ  ノード上の vxconfigd
デーモンはク ラスタ内にあるほかのすべてのvxconfigdデーモンに変更の詳細情報を記
し た メ ッ セージを送信 し ます。 その メ ッ セージを受信 し た各ス レーブ ノ ー ド の
vxconfigdデーモンはそれぞれのノードにおけるチェッ クを行います。 たとえば、 作成
されよ う と しているディ スク  グループと名前が同じ専有ディ スク  グループが存在しない
こ とをチェ ッ ク します。 また、新しいディ スクが作成される場合は、そのディ スクにアク
セスできる こ とをチェッ ク します。 すべてのノード上の vxconfigd デーモンによって、
提案された変更が妥当である と判定される と、各 vxconfigdデーモンはそのこ とをその
カーネルに伝えます。する と、各カーネルは協力して、 ト ランザクシ ョ ンを確定させるか
アボート させるかを判定します。 ト ランザクシ ョ ンを確定させる前に、すべてのカーネル
は入出力処理が行われていないこ とを確認する必要があ り ます。ボ リ ュームの再設定を要
求し ト ランザクシ ョ ンの確定を調整する役割はマスタ  ノードが果たします。

ボ リ ュームの再設定の処理中にいずれかのノードの vxconfigd デーモンが何らかのエ
ラーを起こ した場合、そのこ とがすべてのノードに通知され、処理は中止されます。処理
中にいずれかのノードが取 り外された場合も、処理は中止されます。ただし、マスタ  ノー
ドによって ト ランザクシ ョ ンが既に確定されている場合を除きます。 マスタ  ノードが取
り外された場合は、新しいマスタ （それまではスレーブであった） によって、処理を完了
させるか中止するかが決定されます。そのどちらになるかは、新しいマスタが前のマスタ
から処理が完了した通知を受けたかど うかによって異な り ます。 この通知はすべてのス
レーブに対して出されます。新しいマスタがその通知を受けていなければ、ほかのどのス
レーブもその通知を受けていないこ とにな り ます。

ボ リ ュームの再設定が行われている最中にクラスタにノードを追加しよ う と した場合、ど
のよ うに処理されるかは、処理がどこまで進んでいたかによって異な り ます。まだカーネ
ルが関与するに至っていなかった場合、ボ リ ュームの再設定は一時中断されて、 ノードの
追加が完了した後で再開されます。カーネルが既に関与していた場合は、ボ リ ュームの再
設定が完了するまで、 ノードは追加されません。

エラーが発生した場合 （スレーブでのチェ ッ クで異常が検出された場合、 ク ラスタから
ノードが取り外された場合など）、 ユーティ リ ティにエラー情報が戻され、 エラーが発生
したノードを知らせる メ ッセージが起動ノード上のコンソールに表示されます。

ノードのシャ ッ トダウン

システム管理者は指定した ノードに関してク ラスタをシャ ッ ト ダウンする こ とができま
す。そのためには、該当のノード上でク ラスタ  マネージャのシャ ッ ト ダウン  プロシージャ
を呼び出します。する と、ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ンが終了した後で、ク ラスタ  コンポー
ネン トが停止されます。 VxVM ではノードのク リーン  シャ ッ ト ダウンがサポート されて
います。 これは、共有ボ リ ュームへのアクセスがすべて終了してから、整合性を崩すこ と
な く ク ラスタから ノードを切り離します。 ホス トは稼働し続けていますが、 ク ラスタ  ア
プリ ケーシ ョ ンを実行する こ とはできな くなり ます。
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 クラスタ機能の概要
Volume Manager のク ラスタ機能は、 各ボ リ ュームに関する全体的な状態情報を保持して
います。 このため、 ノードがク ラ ッシュした際は、 リ カバリする必要があるボ リ ュームが
正確に判定されます。ク ラ ッシュまたはほかの何らかの異常があったためにノードがク ラ
スタから取り外された場合、書き込みが完了しなかった可能性のあるボ リ ュームが VxVM
によって判定され、そのボ リ ュームがマスタによって再同期化されます。そのボ リ ューム
にダーティ  リージ ョ ン  ロギングが適用されている場合は、 それが利用されます。

ノードのク リーン シャ ッ ト ダウンは、 すべてのク ラスタ  アプ リ ケーシ ョ ンを停止するプ
ロシージャを実施した後またはそれと平行して行います。 ク ラスタ  アプ リ ケーシ ョ ンの
特性とシャ ッ ト ダウン  プロシージャしだいで、 シャ ッ ト ダウンが正常に終了するまでに
長い時間がかかる可能性があ り ます（数分から数時間）。たとえば、多くのアプ リケーシ ョ
ンに 「掃き出し」 とい う概念があ り ます。 それは、新しい仕事の受け付けを停止し、仕掛
中の仕事をすべて完了させてから、処理を終了する こ とです。それに長い時間がかかる こ
とがあ りえます。 たとえば、 長時間を要する ト ランザクシ ョ ンを実行中の場合です。

VxVM シャ ッ ト ダウン プロシージャを起動する と、 シャ ッ ト ダウン対象のノード上の共
有ディ スク  グループがすべてチェ ッ ク され、 その結果に基づいてシャ ッ ト ダウン処理が
続行するか、 またはエラーとな り ます。 

◆ 共有ディ スク  グループ内のボ リ ュームがすべて閉じ られている場合、それらのディ ス
ク  グループはアプ リ ケーシ ョ ンで利用できな くなり ます。取り外される ノード上では
それらのボ リ ュームはすべて閉じ られている こ とがすべてのノードに分かっている
ので、 再同期化は行われません。

◆ 共有ディ ス ク グループ内に開かれているボ リ ュームがひとつでもある と、 VxVM
シャ ッ ト ダウン  プロシージャはエラーとな り ます。 ただし、 正常に終了するまで、
シャ ッ ト ダウン プロシージャを繰 り返し試行する こ とができます。この処理にはタイ
ムアウ トはあ り ません。ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ンが動作していないこ とを確認する
ためのサービスであるからです。 

注 シャ ッ ト ダウンが正常に終了する と、 対象のノードはク ラ スタから取 り外されま
す。 そのノードから共有ボリ ュームにアクセスする こ とはできな くなり ます。共有
ボリ ュームにアクセスするためには、 そのノードをク ラスタに再び追加する必要が
あ り ます。

シャ ッ ト ダウン処理には長時間かかる こ とがあ り ます。そのため、その進行中に、別の再
設定処理が開始される可能性があ り ます。通常は、別の再設定処理が完了するまで、シャ ッ
ト ダウン処理は一時中断されます。ただし、シャ ッ ト ダウン処理が既に相当に進んでいる
場合は、 シャ ッ ト ダウン処理の方が先に完了するこ と もあ り ます。
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クラスタ機能の概要
ノードのアボート

ノードを完全に取り外せない場合もあ り ます。その原因と しては、ホス トがク ラ ッシュし
たか、 ほかの何らかのク ラスタ  コンポーネン トによって該当ノードが緊急に取 り外され
たと判断されたこ とが考えられます。 このよ う な場合は、 後続のク ラスタ再設定機能に
よって、VxVMのアボート機能が呼び出されます。 この機能によって、共有ボ リ ュームへ
のすべてのアクセスが即座に停止する試みがなされます。ただし、既に開始されている入
出力処理があれば、 それが完了するのを待ちます。 

まだ開始されていない入出力処理はエラーになり、共有ボリ ュームが削除されます。 した
がって、 共有ボリ ュームにアクセスしていたアプリ ケーシ ョ ンはエラーとな り ます。

ノードがアボート またはク ラ ッシュした後は、共有ボ リ ュームを リ カバリする必要があ り
ます。 ミ ラー間の同期が崩れている可能性が非常に高いからです。 リ カバ リ方法と して
は、 残っている正常なノードを利用するか、 または後でク ラスタを再起動します。 

クラスタのシャ ッ トダウン

ク ラスタに属する ノードをすべて取り外した場合は、次にク ラスタを起動する と きに、共
有ボ リ ュームを リ カバリする必要があるかど うかを判定しなければなり ません。すべての
ノードを完全に取り外した場合は、 リ カバリする必要はあ り ません。最後のノードを完全
に取り外し、以前完全に取り外すこ とがきなかったノードの再同期化処理が正常に完了し
ている場合も、 リ カバリする必要はあ り ません。最後のノードの取 り外しが正常に完了し
なかった場合、または以前の取 り外しの再同期化処理が正常に完了しなかった場合は、 リ
カバリ を実施しなければなり ません。
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 VxVM クラスタ内のディスク
VxVM クラスタ内のディスク  
ク ラスタ内の各ノードのディ スクの状態は必ず一致していなければなり ません。特に、あ
る ノードからあるディ スクに書き込みが行えない場合、書き込み処理の結果が呼び出し元
に返される前に、すべてのノードからのそのディ スクへのアクセスを停止する必要があ り
ます。 したがって、 ある ノードがあるディ スクにアクセスできない場合、そのノードはほ
かのノードに連絡して、ディ スクの状態をチェッ ク しても ら う必要があ り ます。ディ スク
が故障している場合は、そのディ スクにアクセスできる ノードはないので、そのディ スク
を取 り外すこ とにすべてのノードが合意できます。 ディ スクが故障しているのではな く、
い くつかのノードからのアクセス  パスが故障している場合、 ノード間でディ スクの状態
が一致しな くなり ます。 このよ うな不一致を解決するために、ポ リ シーを設定しておく必
要があ り ます。 

ディスクの切り離しポリシー

上記の不一致に対処するには、 次に示すポ リ シー （ディ ス ク  グループに対して設定） を
使用できます。 ポ リ シーの設定には vxedit （1M） コマンドを使用します。

共有ディ スク  グループに関するグローバル接続ポ リ シーでは、 ク ラスタ内のいずれかの
ノードがディ スク障害を通知した場合、 ク ラスタ全体で （グローバルに） 切り離しが行わ
れます。 このポ リ シーはデフォルトです。

ローカル接続ポ リ シーでは、ディ スク障害が発生する と、障害を検知したノードだけが影
響を受けます。ディ スクの使用を継続できるよ う、 ク ラスタ内のすべてのノードに対して
通信が試行されます。すべてのノードが障害を検知した場合、 このディ スクはク ラスタ全
体で切り離されます。

ディスク  グループのアクテ ィブ化
ディ ス ク  グループのアクティブ化によって、 ク ラスタ内の異なる ノードからのボ リ ュー
ム入出力が制御されます。指定したノードがク ラスタ内のほかのノード と競合するモード
でアクティブ化されている場合は、 ディ スク  グループをアクティブ化できません。

表 6 「許可されるアクティブ化モード と競合するアクティブ化モード」 に、共有ディ スク
グループで許可されるアクティブ化モード と競合するアクティブ化モードを示します。

表 6. 許可されるアクテ ィブ化モード と競合するアクテ ィブ化モード

クラスタ内のディスク 
グループのアクテ ィブ
化モード

ほかのノードにおけるディスク  グループのアクテ ィブ化モード

専有書き込み 共有書き込み 読み取り専用 共有読み取り

専有書き込み 失敗 失敗 失敗 成功

共有書き込み 失敗 成功 失敗 成功

読み取り専用 失敗 失敗 成功 成功

共有読み取り 成功 成功 成功 成功
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ダーティ  リージ ョ ン ロギングとクラスタ環境
ユーザがアクティブ化モードの設定を実行できるよ うにするには、 デフォルト  ファ イル
/etc/default/vxdg を作成して、 次の行を挿入する必要があ り ます。

default_activation_mode= アクテ ィブ化モードアクテ ィブ化モードアクテ ィブ化モードアクテ ィブ化モード

アクティブ化モードには、 off （オフ）、 shared-write （共有書き込み）、 shared-read （共有読
み取り ）、read-only （読み取り専用）、または exclusive-write （専有書き込み） を設定します。 

共有ディ スク  グループを作成してインポートする と、 共有ディ スク  グループは指定した
モードでアクティブ化されます。 ノードをク ラスタに追加する と、すべての共有ディ スク
グループが指定したモードでアクティブ化されます。 

ダーティ  リージ ョ ン ロギングとクラスタ環境 
ダーティ  リージ ョ ン  ロギング （DRL） はボ リ ュームのリ カバリのためのオプシ ョ ン機能
です。 この機能を利用する と、 システムに障害が発生した後で、 ミ ラー ボ リ ュームの リ
カバリ を迅速に行う こ とができます。 ダーティ  リージ ョ ン  ロギングはク ラスタで共有す
るディ スク  グループに関してサポート されています。 この節では、DRL を簡単に概説し、
ク ラスタ環境における DRLの仕組みを説明します。

DRL では、 ミ ラー ボ リ ュームへの書き込みによ り変更のあった領域を記録します。 そし
て、その情報を利用して、ボ リ ューム中の該当する部分だけを リ カバリの対象とするよ う
にします。 DRL では、 ボ リ ュームを連続する一連のリージ ョ ンに論理的に区分して、 各
リージ ョ ンに対応するステータス  ビ ッ ト を記録したダーテ ィ  リージ ョ ン  ログを維持し
ます。 ログ サブディ スクは、 DRLが有効になっているボ リ ュームのダーティ  リージ ョ ン
ロギングを保存するために使用されます。 DRL を伴うボ リ ュームには、 少な く と もサブ
ディ スクがひとつ用意されます。そのサブディ スクはそのボ リ ュームのプレッ クスの 1つ
に関連付けられます。 

ボ リ ュームにデータを書き込む直前に、 ダーティ  リージ ョ ン  ログ内の該当する リージ ョ
ンにダーティである印が付けられます。書き込みによって、以前はク リーンだったログ内
のリージ ョ ンがダーティになる場合は、書き込み操作の開始前に、 ログが同期的にディ ス
クに書き込まれます。 ミ ラーへの書き込み操作が完了する と、 ログ内の リージ ョ ンが再度
ク リーンになり ます。システムを再起動する際にリ カバリが必要な場合、Volume Manager
はダーティ  リージ ョ ン  ログに書き込みがあったと記録されている リージ ョ ンだけを対象
にします。

注 ：

◆ アクティブ化を有効にするためにデフォルト  ファ イルを使用する場合は、 ク ラスタ内の全
ノード上のデフォルト  ファ イルを等し くする こ とをお勧めします。 このよ うに設定しない場
合は、 アクティブ化の結果が予測できません。

◆ デフォルトのアクティブ化モードがオフ以外に設定されている と、ク ラスタ内のほかのノード
がディ スク  グループを競合するモードでアクティブ化していた場合、 ク ラスタ追加後のアク
ティブ化、 またはディ スク  グループの作成やインポートがエラーになる可能性があ り ます。 
204 VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide



 ダーティ  リージ ョ ン ロギングとクラスタ環境
ク ラスタ環境においては、 Volume Managerへの DRLの実装の仕方は、 通常の場合と少し
違っています。 後述の節では、 その違いの一部を概説し、 ク ラスタ環境における DRL の
実装のい くつかの局面を説明します。

ログのフォーマッ ト とサイズ

VxVM をク ラスタ環境で使用しない場合は、 ク ラスタ環境中のダーティ  リージ ョ ン  ログ
はミ ラー ボ リ ューム内のログ サブディ スクに格納されます。 

VxVMのダーティ  リージ ョ ン ログには、リ カバリ  マップとアクテ ィブ マップが １つずつ
あ り ます。 ク ラスタ環境中のダーティ  リージ ョ ン ログには、 １つのリ カバリ  マップと複
数のアクティブ マップ （ク ラスタ内の各ノードご とに １つ） があ り ます。 VxVM とは異
なり、 ク ラスタ構成の場合、 リ カバリ  マップはログの先頭に置かれています。

ク ラスタ環境中のダーティ  リージ ョ ン ログのサイズは通常はVxVMのダーティ  リージ ョ
ン ログのサイズよ り も大き くなり ます。 その理由は、 1 つのリ カバリ  マップに加え、 す
べてのノードの分のアクテ ィブ マップを保持する必要があるからです。 ダーテ ィ  リー
ジ ョ ン  ログ内の各マップのサイズは 1ブロッ ク以上です。ダーティ  リージ ョ ン ログに十
分なサイズが vxassist によって割り当てられます。 

ログ サイズはボ リ ューム サイズおよびノード数に応じて変わり ます。すべてのマップ （1
つのリ カバリ  マップに加え、 各ノードご とに 1つのアクティブ マップ） を収容できるだ
けの、 十分な大きさが必要です。 各マップには、 ボ リ ューム サイズ 2 ギガバイ ト ご とに
１ブロ ッ クが必要です。 ク ラスタが 2 つのノードから成り、 ボ リ ューム サイズが 2 ギガ
バイ トである場合、 ログ サイズは 3ブロ ッ ク （各マップご とに 1ブロ ッ ク） で十分です。
これが最低のログ サイズです。 ク ラスタが 4つのノードから成り、 ボ リ ューム  サイズが
4 ギガバイ トである場合、 ログ サイズは 10ブロ ッ クにな り ます。 

既存のク ラスタにノードを追加する と きは、 既存の DRL ログを切り離して除去してから
（vxplex -o rm dis を使用）、DRL を作成し直す （vxassist addlog を使用） 必要があ
り ます。 それによって、 追加された ノードの分のマップを収容できるよ うに、 ログ サイ
ズが拡大されます。 

互換性

ク ラスタ環境の DRLヘッダーにはク ラスタに固有のマジッ ク  ナンバが追加されます。そ
れ以外の点では、 ク ラスタ環境のものも非ク ラスタ環境のものも、 DRL ヘッダーは同じ
です。 

VxVMのディ スク  グループ （およびそのボ リ ューム） を共有ディ スク  グループと してク
ラスタ環境にインポートする こ とが可能です。 また、 その逆も可能です。 しかし、 イン
ポー ト されたディ ス ク  グループのダーテ ィ  リージ ョ ン ログは無効である とみなされて
全面的な リ カバリが行われる可能性があ り ます。 

ク ラスタ  サポート なしで VxVM によって共有ディ スク  グループがインポート される と、
VxVMは共有ボリ ュームのログが無効である とみなして、全面的なボ リ ュームの リ カバリ
を実行します。このリ カバリが完了した後で、Volume Managerはクラスタ機能のダーティ
リージ ョ ン  ロギングを適用します。 
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Volume Managerのク ラスタ機能は非共有VxVMボ リ ューム上のDRLのリ カバリ を行えま
す。 しかし、 ク ラスタ  サポートのある VxVM システムに VxVM ボ リ ュームを移動して共
有ボ リ ュームと してインポートする と、 ク ラスタ内の全ノード分を収容するには、 ダー
ティ  リージ ョ ン  ログが小さすぎる可能性があ り ます。 この場合、 ク ラスタ機能はログを
無効にし、全面的な リ カバリ を行います。 同様に、 2 ノード構成のク ラスタから ４ ノード
構成のク ラスタへ DRL ボ リ ュームを移動した場合も、 ログ サイズが小さすぎるので、 ク
ラスタ機能によってボ リ ュームの全面的な リ カバリが行われます。どちらの場合も、シス
テム管理者は十分な大きさの新しいログを割り当てる必要があ り ます。

クラスタ環境における DRLの仕組み
ク ラスタ内のノードがい くつかク ラ ッシュした場合は、その時点でそれらのノードで使用
されていたすべてのボ リ ュームを DRL がリ カバリできる必要があ り ます。 最初にクラス
タを起動したと きに、 アクティブ マップはすべて リ カバリ  マップに組み込まれます。 こ
れは volume start処理の間に行われます。

ク ラ ッシュしたノード （「ダーティ 」 状態でク ラスタから取 り外されたノード） はそのま
までは再びク ラスタに戻すこ とはできません。 まず、 それらのアクテ ィブ マップを、 影
響を受けたすべてのボ リ ュームの リ カバ リ  マップに組み込む必要があ り ます。 リ カバ リ
ユーティ リ ティはク ラ ッシュしたノードのアクティブ マップを リ カバリ  マップと比較し
て、必要な更新を行います。それが済んだら、ノードをク ラスタに再び追加して、ボ リ ュー
ムへの入出力を再開する こ とができます （それによって、 アクテ ィブ マップが上書きさ
れます）。 その間に、 ほかのノードは入出力を続行する こ とができます。

VxVMのカーネルはどのノードがク ラ ッシュしたのかを把握しています。ある時点でク ラ
スタ内で複数のノードの リ カバリが進行している場合、それぞれのリ カバリおよびリ カバ
リ  マップの更新が相互に競合する こ とがあ り ます。そのために、VxVMのカーネルは DRL
リ カバリの状態の変化を追跡し、 入出力処理が競合するこ とを防止します。 

マスタは各ボ リ ュームご との DRL リ カバリ  マップの更新の一時的な追跡を実行し、複数
のユーティ リ ティが同時にリ カバリ  マップを更新するのを防止します。 
206 VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide



 Volume Manager クラスタ機能のアップグレード
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ローリ ング アップグレード機能によって、 ク ラスタ全体をシャ ッ ト ダウンせずに、 管理
者はク ラスタで実行中の Volume Manager のバージ ョ ンをアップグレードできます。 新し
いバージ ョ ンの Volume Manager をインス トールしてク ラスタ上で実行するには、 システ
ム管理者はク ラスタから ノードを 1つずつ切り離し、アップグレード してから ク ラスタに
ノードを再度追加します。 これをク ラスタ内の各ノードについて繰り返します。 

リ リース 3.1以降の各 VxVM リ リースには、 ク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ン番号が関連
付けられています。この番号は、 リ リース番号とは異なり ます。ク ラスタ  プロ ト コル バー
ジ ョ ンは /etc/vx/volboot ファ イルに格納されます。 VxVM を新規にインス トールす
る と、 /etc/vx ディ レク ト リに volboot ファ イルは作成されません。 このファイルは
vxdctl initによって作成され、サポート される最新のク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ン
が設定されます。

新しい VxVM リ リースは、2つのク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ンをサポート しています。
古い方のバージ ョ ンは、既存の VxVM リ リースに対応しています。このリ リースには、機
能および通信プロ ト コルの固定セ ッ ト があ り ます。 新しい方のバージ ョ ンは、 新しい
VxVM リ リースに対応しています。 このリ リースには、 新しい機能のセッ トがあ り ます。
新しい VxVM リ リースの機能またはプロ ト コルに変更がない場合、 ク ラスタ  プロ ト コル
バージ ョ ンは変更されません。 たとえば、 バグの修正や小さな変更の場合です。 この場
合、 vxdctl upgrade を実行する必要はあ り ません。

ローリ ング アップグレードの処理中は、 各ノードをシャ ッ ト ダウンし、 最新のク ラスタ
プロ ト コル バージ ョ ンを持つ VxVM リ リースをインス トールする必要があ り ます。 新し
い VxVM リ リースがインス トールされているすべてのノードで、 低いバージ ョ ンが継続
して使用されます。 新しいク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ンがインス トールされているス
レーブ ノードは、 ク ラスタへの追加を試みます。新しいク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ン
がマスタ  ノードで使用されていない場合、 マスタ  ノードは追加を拒否し、 現在のク ラス
タ  プロ ト コル バージ ョ ンをスレーブ ノードに提供します。 スレーブ ノードは、 マスタ
ノードによって提供されたク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ンを使用して、 追加を再試行し
ます。 この時点で追加がエラーになる場合、 マスタ  ノードのク ラスタ  プロ ト コル バー
ジ ョ ンは、 スレーブの追加でサポート されるプロ ト コル バージ ョ ンの範囲外である こ と
にな り ます。 このよ うな状況では、システム管理者は、サポート されている最新のクラス
タ  プロ ト コル バージ ョ ンになるまで、中間の各 VxVM リ リースによってク ラスタをアッ
プグレード してい く必要があ り ます。

すべてのノードが最新のク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ンにアップグレード される と、 新
しい機能が使用できるよ うにな り ます。

すべてのノードに新しい リ リースがインス トールされたら、 新しいク ラスタ  プロ ト コル
バージ ョ ンに切り替えるために、 マスタ  ノード上で vxdctl upgrade コマンドを実行
する必要があ り ます。 
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クラスタ関係の Volume Managerのユーティ リテ ィ とデーモン
ク ラスタ環境の Volume Manager で使用するために、 下記のユーティ リ ティ／デーモンが
開発または修正されました。

◆ vxclust

◆ vxclustadm

◆ vxconfigd

◆ vxdg

◆ vxdisk

◆ vxrecover

◆ vxdctl

◆ vxstat

上記のユーティ リ ティのそれぞれに節を割いて、ク ラスタ環境でのそれらの使用方法を以
下に説明します。 各ユーティ リ テ ィの詳細については、 対応するマニュアル ページを参
照して ください。

vxclust
ク ラスタの再設定が行われるたびに、その時点でク ラスタ内にある各ノードで、既に設定
済みの手順が実行され、 vxclustユーティ リ ティが起動されます。 ク ラスタ  マネージャ
はすべてのノード上で同時に同じ手順が実行されるよ うにします。すべてのノード上で前
の手順が完了しないと、 次の手順は開始されません。 再設定の手順ご とに、 vxclust は
Volume Manager のクラスタ機能が次に何を行うべきかを決定します。 次の措置を VxVM
に通知する と、 vxclust はその結果 （正常終了、 異常終了、 再試行） が出るのを待ち、
それをク ラスタ  マネージャに通知します。

vxclust からの要求にノードが一定のタイムアウ ト期限内に応答しないと、 そのノード
はアボート処理され、 状況に応じて、 vxclust は再設定を再試行するか断念するかを決
定します。 問題の原因がノード内の修正不可能なエラーである場合、 vxclust は処理の
続行を断念します。ほかのノードが取り外されたためにある ノードでの処理が完了できな
い場合、そのノードでの処理はタイムアウ ト とな り ます。その場合、別のノードが取り外
される こ とを期待して、 vxclust は再設定を要求します。 ほかに取り外される ノードが
ないと、 vxclustはローカル ノードを取り外します。

注 ：

◆ ほとんどの Volume Managerのコマンドには、 スーパーユーザの特権が必要です。
◆ vxclustは SunClusterTM と共にクラスタ  マネージャ と して機能します。 
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再設定の手順でエラーが発生する と、 vxclustはクラスタ  マネージャにエラーを返しま
す。 ク ラスタ  マネージャはノードをアボート させる可能性があ り ます。 これによ り、 そ
のノードは直ちにク ラスタから取り外されます。共有ディ スクに対して実行中であった入
出力があれば、 エラーと され、 共有ディ スクへのアクセスは停止されます。

ク ラスタに変更があったこ と を通知される と、 vxclust は取るべき措置を決定します。
前のマス タ  ノードが故障したために新しいマス タ  ノードが必要になった場合には、
vxclustは新しいマスタにする ノードを決定します。

vxclustadm

注 vxclustadmは VCS と共に動作し、 単独では動作しません。

vxclustadm コマンドは、ク ラスタ内のノード上で、VxVMのク ラスタ機能をアクティブ
化または非アクティブ化するために使用します。 このコマンドは、VCS ク ラスタの起動時
およびシャ ッ トダウン時に、 オンラインおよびオフライン スク リプ トで呼び出されます。 

startnodeオプシ ョ ンを使用する と、ク ラスタ設定情報がVxVMカーネルに渡されます。
このコマンドに対して、カーネルおよび設定デーモンvxconfigdが初期化を実行します。 

stopnodeオプシ ョ ンを使用する と、 ノード上のク ラスタ機能を停止できます。 この処理
は、未完了の入出力がすべて終了し、すべてのアプ リケーシ ョ ンが共有ボ リ ュームを閉じ
るまで待機します。 abortnodeオプシ ョ ンを使用する と、 ノード上のクラスタ処理をア
ボートできます。 これは緊急のシャ ッ ト ダウンであ り、共有ボリ ューム上の未完了の入出
力をすべて中断します。

nodestateオプシ ョ ンを使用する と、 ク ラスタ内のノードの状態を判定する こ とができ
ます。

詳細については、 vxclustadm （1M） マニュアル ページを参照して ください。

vxconfigd 
Volume Manager設定デーモン vxconfigdは、 VxVMオブジェク トの設定を維持します。
SunClusterの配下またはVCS実行時のカーネル配下で、vxconfigdは vxclustユーティ
リ ティから ク ラスタ関連の命令を受け取り ます。各ノード上に vxconfigdのコピーがそ
れぞれ置かれます。 それらのコピーはネッ ト ワーキング機能を通じて相互に通信します。
ク ラスタ内の各ノードに関して、 Volume Manager のユーティ リ テ ィは該当のノード上で
稼働している vxconfigd と情報を交換します。それらのユーティ リ ティがほかのノード
上の vxconfigd デーモンに接続し よ う とする こ とはあ り ません。 ク ラスタの起動時、
vxclust （SunCluster） またはカーネル （VCS） は、 vxconfigd にク ラスタ処理の開始を
指示し、 マスタ  ノード と スレーブ ノードのいずれであるかを通知します。
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ノードがク ラスタ処理のために初期化される と、 ノードがク ラスタに追加される こ とが
vxconfigd に通知され、 次の情報 （ク ラスタ  マネージャの設定データベースに基づく ）
が示されます。

◆ ク ラスタ ID

◆ ノード ID

◆ マスタ  ノード ID

◆ ノードの役割

◆ 各ノード上の vxconfigd のネッ ト ワーク  アドレス

マスタ  ノード上では、 vxconfigd は共有の構成を設定 （共有ディ スク  グループをイン
ポート ） し、 スレーブを追加する準備が整ったこ とを vxclustに通知します。 

ス レーブ ノード上では、 ス レーブ ノードが ク ラ ス タ を追加でき る よ う にな る と、
vxconfigdは通知を受けます。スレーブ ノードがク ラスタに追加される と、vxconfigd
と Volume Manager のカーネルはそれぞれマスタ  ノード上の vxconfigd および Volume
Manager と連絡を取り合って、 共有の構成を設定します。 

ノードがク ラスタから切り離される と、 vxconfigdデーモンはほかの全ノード上のカー
ネルに通知します。 それを受けて、 マスタ  ノードは必要な整理処理を行います。 マスタ
ノードがク ラスタから切り離される と、 カーネルは新しいマスタ  ノードを選択し、 すべ
てのノード上の vxconfigd デーモンは新しいマスタ  ノードが選択されたこ とを通知さ
れます。 

vxconfigd はボ リ ュームの再設定にも関与し ます。 ボ リ ュームの再設定における
vxconfigdの役割については、「ボ リ ュームの再設定（199ページ）」を参照して ください。

vxconfigdのリカバリ
Volume Managerのvxconfigdデーモンは任意の時点で停止した り再起動したりする こ と
ができます。 vxconfigdが停止している間は、 ボ リ ュームの再設定を行う こ とはできま
せん。 vxconfigdが再起動するまで、ほかのノードをク ラスタに追加する こ とはできま
せん。 ク ラスタ環境においては、 スレーブ ノード上の vxconfigd デーモンは常にマス
タ  ノード上の vxconfigd デーモンに接続されています。 したがって、 どの ノード上の
vxconfigdデーモンも停止させる こ とは望まし くあ り ません。 

何らかの理由によ り vxconfigd が停止された場合、 それがどのノードで発生したかに
よって、 取られる措置が異なり ます。

◆ スレーブ ノード上の vxconfigdが停止された場合、マスタ側では何の措置も取られ
ません。 スレーブ上で vxconfigdが再起動したと き、 スレーブの vxconfigdはマ
スタに再接続して共有の構成に関する情報を再び入手しよ う と試みます。 （共有の構
成に関するカーネルのビューは影響を受けません。同様に、共有ディ スクへのアクセ
スも影響を受けません。マスタへの再接続に成功するまで、スレーブ上の vxconfigd
には共有の構成に関する情報がほとんどあ り ません。 したがって、共有の構成を表示
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した り修正した り しよ う とする試みは、 いずれもエラーとな り ます。 特に、共有ディ
スク  グループを一覧表示する と （vxdg list を使用）、一覧のディ スク  グループの状
態には disabled と表示されます。再追加が完了する と、enabled と表示されます。

◆ マスタ  ノード上のvxconfigdが停止された場合、スレーブ上のvxconfigdは定期的
にマスタへの再接続を試みます。 マスタ上で vxconfigdが再起動するまで、 その試
みは成功しません。 この場合、共有の構成に関するスレーブ上の vxconfigdの情報
は失われていません。 したがって、 共有の構成に関して表示される内容は正確です。

◆ マスタ  ノード とスレーブ ノードの両方の vxconfigdが停止された場合、両方のノー
ド上で vxconfigd を起動して、両者を再接続する必要があ り ます。 それが完了する
まで、 共有の構成に関してスレーブ上に表示される内容は正し くあ り ません。 

vxconfigdがノード上で停止したこ とが、vxclust （SunCluster） またはカーネル （VCS）
に通知される と、 vxconfigdが再起動されます。

注 VxVMにおいて vxconfigdに対して -r reset オプシ ョ ンを適用する と、
vxconfigdが再起動され、 すべての状態が初期化されます。 ノードがク ラスタ内
にある間は、 このオプシ ョ ンは利用できません。 なぜならば、 ク ラスタ情報が失
われるからです。 そのよ う な状況のも とでこのオプシ ョ ンを使用しても、
vxconfigdは起動しません。

vxdg 
vxdg ユーティ リ ティは Volume Manager のディ スク  グループを管理する働きをします。
vxdg を使用して、ディ スク  グループをク ラスタで共有するよ うに指定する こ とができま
す。 オプシ ョ ンの -s を指定する と、 ディ スク  グループを 「共有」 と して、 初期化または
インポートする こ とができます。 

ク ラスタ  ソフ ト ウエアを実行してク ラスタの設定が済んでいれば、 下記のコマンドを使
用して、 共有ディ スク  グループを作成する こ とができます。

vxdg -s init ディスクグループ [ メディア名 =] アクセス名

こ こで、ディスクグループはディ スク  グループ名前、 メディア名はディ スクを管理するため
の名前、 アクセス名はディ スク  アクセス名 （またはデバイス名） です。 

vxdg -s import を使用する と、ディ スク  グループを 「共有」 するものと してインポート
する こ とができます。 ク ラスタ  ソフ ト ウエアを実行する前にディ スク  グループを設定し
ておく と、 下記のコマンドを使用して、 ディ スク  グループをク ラスタ環境にインポート
する こ とができます。

vxdg -s import ディスクグループ

こ こで、ディスクグループはディ スク  グループの名前または ID を表します。以降、 ク ラス
タを再起動する際に、 ディ スク  グループは自動的に共有するものと してインポート され
ます。 このコマン ド を実行する前に、 デ ィ ス ク  グループをデポー ト してお く （vxdg
deport ディスクグループを使用） 必要がある こ とに注意して ください。
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共有ディ スク  グループを専有ディ スク  グループに変換する こ とができます。 そのために
は、 vxdg deport を使用してデポート してから、 vxdg import ディスクグループを使用
してインポート し直します。 

注 システムはディ スクが共有されているかど うか認識できません。複数のシステムか
らディ ス クにアクセスできる と きにデータの整合性を保つためには、 ディ ス クを
ディ スク  グループに追加する際に、システム管理者は設定を慎重に正し く行う必要
があ り ます。物理的に共有されていないディ スクをシステム管理者が共有ディ スク
グループに追加しよ う とする と、 そのディ スクにアクセス可能なノードがク ラスタ
内にそれだけしかないと きに、 Volume Managerは追加を認めます。 しかし、 ほかの
ノードをそのク ラスタに追加する こ とはできません。 さ らに、 システム管理者が同
一のディ スクを同時に2つのノード上の異なるディ スク  グループに追加しよ う とす
る と、 結果はど う なるか分かり ません。 したがって、 構成の設定はすべて、 １つの
ノードだけを対象にして行って ください。

vxdgには強制オプシ ョ ン （-f） があ り ます。 このオプシ ョ ンを使用する と、ディ スク  グ
ループを強制的にインポート した り、 ディ ス クをディ スク  グループに強制的に追加した
りする こ とができます。 

注 強制オプシ ョ ン （-f） を使用する と きは、注意が必要です。 システム管理者は、可
能性のある結果について熟知している場合にのみ、 このオプシ ョ ンを使用するよ う
にして ください。

ク ラスタを再起動したと きに、 ディ スク  グループの自動インポートが VxVMによって拒
否される こ とがあ り ます。 その理由と して、 下記のいずれかが考えられます。

◆ 該当のディ スク  グループ内のディ スクにハードウエア的なエラーがあったために、ア
クセスできな くなっている。 この場合、 システム管理者は下記のよ うに強制オプシ ョ
ンを指定して、 そのディ スク  グループを再インポートする こ とができます。

# vxdg -s -f import ディスクグループ

◆ ディ スク  グループ内のディ スクが接続されている ノードのい くつかが現在はクラス
タから取り外されているため、ディ スク  グループ内のすべてのディ スクにはアクセス
できない。 このよ うな場合は、強制的にインポートする こ とは危険なので、実施すべ
きではあ り ません （ ミ ラーの整合性が崩れる可能性があ り ます）。

あるディ スクが VxVMによって既存のディ スク  グループに追加されない場合 （ディ スク
グループ内のほかのディ ス クが接続されている ノード と同じ ノードにそのディ ス クが接
続されていないため）、 システム管理者は下記のよ う して、 そのディ スクを強制的に追加
する こ とができます。

# vxdg -f adddisk -g ディスクグループ [medianame=] アクセス名

vxdg を使用して共有ディ スク  グループを一覧表示する こ と もできます。下記のコマンド
を実行する と、 各ディ スク  グループご とに 1行の情報が表示されます。

# vxdg list
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次のよ うな結果が表示されます。 

NAME         STATE             ID

rootdg       enabled           774215886.1025.teal

group2       enabled,shared    774575420.1170.teal

group1       enabled,shared    774222028.1090.teal 

共有ディ スク  グループの "STATE"欄に shared と表示されます。 

下記のコマンドを実行すると、各共有ディスク  グループごとに 1行の情報が表示されます。

# vxdg -s list

次のよ うな結果が表示されます。 

NAME         STATE            ID

group2       enabled,shared   774575420.1170.teal

group1       enabled,shared   774222028.1090.teal 

下記のコマンドを実行する と、指定したディ スク  グループに関する情報が表示されます。
その中に、 共有されているか否かの表示も含まれます。

# vxdg list ディスクグループ

こ こで、 ディスクグループはディ スク  グループの名前を表します。 

マスタ上のディ スク  グループ group1 を対象にしてこのコマンドを実行する と、 次のよ
うな結果が表示されます。 

Group: group1

dgid: 774222028.1090.teal

import-id: 32768.1749

flags: shared

copies: nconfig=default nlog=default

config: seqno=0.1976 permlen=1456 free=1448 templen=6 loglen=220

config disk c1t0d0s2 copy 1 len=1456 state=clean online

config disk c1t1d0s2 copy 1 len=1456 state=clean online

log disk c1t0d0s2 copy 1 len=220

log disk c1t1d0s2 copy 1 len=220

flags: フ ィールドに sharedが設定されている こ とに注意して ください。このコマンド
をスレーブに適用した場合、 出力は少し異なり ます。
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vxdisk 
vxdiskユーティ リ ティは Volume Managerのディ スクを管理する働きをします。このユー
ティ リ テ ィ を使用して、 ク ラスタで共有するディ スク  グループに、 あるディ スクが属し
ているかど うかを判定する こ とができます。 たとえば、 次のよ うに入力します。

# vxdisk list アクセス名

こ こで、 アクセス名はディ スク  アクセス名 （またはデバイス名） を表します。

デバイス c1t0d0s2にこのコマンドを適用する と、 次のよ う な結果が表示されます。 

Device: c1t0d0s2

devicetag: c1t0d0

type: sliced

clusterid: cvm

disk: name=disk01 id=774215890.1035.teal

group: name=group1 id=774222028.1090.teal

flags: online ready autoconfig shared imported

pubpaths: block=/dev/dsk/c1t0d0s4 char=/dev/rdsk/c1t0d0s4

privpaths: block=/dev/dsk/c1t0d0s3 char=/dev/rdsk/c1t0d0s3

version: 3.1

iosize: min=512 (bytes) max=248 (blocks)

public: slice=4 offset=0 len=2050272

private: slice=3 offset=1 len=2015

update: time=778564769 seqno=0.1614

headers: 0 248

configs: count=1 len=1456

logs: count=1 len=220

Defined regions:

 config   priv 000017-000247[000231]:copy=01 offset=000000 enabled

 config   priv 000249-001473[001225]:copy=01 offset=000231 enabled

 log      priv 001474-001693[000220]:copy=01 offset=000000 enabled

clusterid: フ ィールドに cvm（ク ラスタ名）、flags: フ ィールドに sharedエン ト リが
設定されている こ とに注意して ください。 ノードが追加されていない場合は、 flags:
フ ィールドには imported フラグではな く autoimport フラグが設定されます。
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vxrecover 
vxrecoverユーティ リ ティはディ スクの交換後にプレッ クス とボ リ ュームを リ カバリす
る働きをします。 

ノードをク ラスタから取り外したと きに、い くつかのミ ラーが不整合な状態になる こ とが
あ り ます。 vxrecover ユーティ リ ティはそのよ うな状態にあるすべてのボ リ ュームの リ
カバリ を行います。-c オプシ ョ ンを指定する と、vxrecoverはクラスタで共有するディ
ス ク  グループ内のすべてのボ リ ュームを リ カバ リ します。 必要に応じて、 vxclust に
よって、 vxrecover -cが自動的に呼び出されます。

注 vxrecover が動いている間は、 システムのパフォーマンスがい く らか低下する こ
とがあ り ます。

vxdctl 
vxdctlユーティ リ ティはボ リ ューム設定デーモンである vxconfigdの一部の局面を管
理する働きをします。 -cオプシ ョ ンを指定する と、 ク ラスタ情報を要求する こ とができ
ます。 vxconfigdが有効になっているか稼働しているかを判定するために、 vxdctl を
下記のよ うに使用する こ とができます。 

# vxdctl -c mode

状況によって多少の違いはあ り ますが、 次のよ うな結果が表示されます。 
mode:enabled:cluster active - MASTER
mode:enabled:cluster active - SLAVE
mode:enabled:cluster inactive
mode:enabled:cluster active - role not set

注 vxconfigdが無効になっている と、 ク ラスタ情報は表示されません。

vxdctlに関する詳細の説明については、vxdctl （1M） マニュアル ページを参照して く
ださい。

vxdctlは、 ク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ンおよびク ラスタ  プロ ト コルの範囲を表示し
ます。 ク ラスタ内のすべてのノードが新しいク ラスタ  プロ ト コルでアップグレード され
たら、 ク ラスタ全体を次のコマンドでアップグレード します。

# vxdctl upgrade

vxdctl protocolversion コマンドを使用する と、 既存のク ラスタ  プロ ト コル バー
ジ ョ ンをチェッ クできます。 たとえば、 次のよ うに入力します。

# vxdctl protocolversion

Cluster running at protocol 10
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vxdctl protocolrangeコマンドは、現在のVxVM リ リースでサポート されているク ラ
スタ  プロ ト コル バージ ョ ンの最大値と最小値を表示します。 たとえば、 次のよ うに入力
します。

# vxdctl protocolrange

minprotoversion:10, maxprotoversion: 20

vxdctl listコマンドは、ノード上で実行している ク ラスタ  プロ ト コル バージ ョ ンを表
示します。 vxdctl list コマンドを実行する と、 次のよ うな結果が表示されます。

Volboot file

version: 3/1

seqno: 0.19

cluster protocol version: 20

hostid:giga

entries:

vxdctl support コマンドは、ノードおよび現在のプロ ト コル バージ ョ ンでサポート さ
れているプロ ト コル バージ ョ ンの最大値と最小値を表示します。 vxdctl support コ
マンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。

Support information:

  vold_vrsn: 11

  dg_minimum: 60

  dg_maximum: 70

  kernel: 10

  protocol_minimum: 10

  protocol_maximum: 20

  protocol_current: 20
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vxstat 
vxstatは指定されたオブジェク トに関する統計を返すユーティ リ ティです。ク ラスタ環
境においては、 vxstatはク ラスタ内のすべてのノードから統計を収集します。指定した
オブジェ ク トに関するすべてのノードでの合計使用量の統計が返されます。 ローカル オ
ブジェク ト を指定する と、 そのノードでの使用量が返されます。

vxstatでは、 オプシ ョ ンと して、 ノードのサブセッ ト を指定するこ とができます。 

# vxstat -g ディスクグループ -n ノード [, ノード ...]

ノードには整数を指定します。 複数のノードをコンマで区切って列挙する と、 それらの
ノードでの統計値の合計が表示されます。

次の例では、 ノード 2、 ボ リ ューム vol1の統計を入手します。 

# vxstat -g group1 -n 2 vol1

次のよ うな結果が表示されます。 

                    OPERATIONS           BLOCKS         AVG TIME(ms)

TYP  NAME          READ     WRITE      READ     WRITE    READ  WRITE

vol  vol1          2421         0    600000         0    99.0    0.0

vxstat を使用して、 ク ラスタ全体の統計を表示する こ と もできます。それには下記のよ
うに指定します。 

# vxstat -b

すべてのノードの統計が合算されます。 たとえば、 ノード 1 で 100回の入出力が行われ、
ノード 2 では 200回の入出力が行われた場合、上記のコマンドの結果は 300 とな り ます。

クラスタ処理と高速ミ ラー再同期 （FMR）
高速ミ ラー再同期 （FMR） は共有ボ リ ュームでサポート されています。更新マップ （FMR
マップ） はク ラスタ内で配布されます。持続性のないマップが存在しても、 ク ラスタ環境
ではさほど問題にはなり ません。 これは、 ク ラスタ内で 1つのノード さえ FMR マップを
使用可能であればよいためです。 1 つのノードに障害が発生しても FMR マップが失われ
る こ とはあ り ません。

マップの更新は、 マスタ  ノードの補助を受けて適用されます。 マスタ  ノードからすべて
のノードに更新が配布される と、すべての更新が全ノードに適用されるか、どのノードに
も適用されないかのいずれかにな り ます。 更新が必ず適用されるよ うに、 マスタ  ノード
は 2段階のコ ミ ッ ト メン ト を組み合わせています。218ページの図 25 「ビ ッ ト マップのク
ラスタ処理」 を参照して ください。
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図 25. ビッ トマップのクラスタ処理
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リカバリ
 

7

はじめに 

VERITAS Volume Managerは、 ディ スク障害からシステムを保護およびリ カバリする役に
立ちます。 この章では、 リ カバリ手順と、ディ スク障害によ りデータが失われた りシステ
ムへアクセスできな くなるなどの問題を回避するために役立つ情報について説明します。
また、 プレッ クスやボ リ ュームの状態についても説明します。

システムの保護方法については、 「Volume Manager の初期化 （32 ページ）」 および 「シス
テムの設定 （35ページ）」 を参照して ください。

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ UNIXのブート  プロセス

◆ ルート （/）、 swap、 および usr構成の設定

◆ 障害と リ カバリ手順

◆ ホッ ト リ ロケーシ ョ ンおよびブート  ディ スク障害

◆ ブート  ディ スクの再追加と交換

◆ ディ スクの再接続

◆ 再インス トールによる リ カバリ

◆ プレッ クス とボ リ ュームの状態

◆ RAID-5 ボ リ ュームの リ カバリ

◆ RAID-5のさまざまな処理
219



UNIXのブート  プロセス
UNIXのブート  プロセス
Sun SPARC システムでは、 ファーム ウェアで使用されている不揮発性ス ト レージ領域に
autoboot フラグが設定されていないと、boot コマンドのプロンプ トが表示されます。古
い PROM を搭載しているマシンでは、 新しいバージ ョ ン V2 および V3 の PROM を搭載
したマシンとは異なるプロンプ トが表示されます。 これらの新しいバージ ョ ンの PROM
は、 OpenBoot PROM （OBP） と も呼ばれます。 この 2つのタイプの PROMの場合、 boot
コマンドには次のよ うに別の構文を用います。

# ok boot [OBP名 ] [ ファイル名 ] [ ブート フラグ ] 

OBP 名には、 OBP （Open Boot PROM） の場所を指定します。 た とえば、 デス ク ト ップ
SPARC システムでは、 次のよ うに指定します。

# /sbus/esp@0,800000/sd@3,0:a 

この場所は、 SCSIバス上のターゲッ ト 3、論理ユニッ ト番号 （LUN） 0に配置されている
SCSIディ スク （sd） を示しています。 ESP ホス ト  アダプタ （esp） はスロ ッ ト 0に差し
込まれています。

注 Volume Managerでは、ブート  ディ スクのエイ リ アス名を使用できます。このエイ リ
アスには、Volume Managerが提供する形式 （vx-rootdisk、 vx-disk01 など） ま
たはオペレーティング システムが提供する形式 （disk1）のいずれも使用できます。
OpenBootの OKプロンプ トに応じて devalias コマンドを使用する と、有効なブー
ト可能デバイスの一覧を表示できます。

ファイル名には、ブート  プログラムに対するスタンドアロン  プログラムの名前を指定しま
す。 デフォルトでは、 /kernel/unix をルート  パーティシ ョ ンからブート します。 コマ
ンド  ラ インから、別のプログラム （/stand/diag など） を指定できます。 ファームウェ
アのバージ ョ ンによっては、デフォルトのファ イル名をシステムの不揮発性ス ト レージ領
域に保存しておく こ とができます。

ブート  プログラムでは、 -a フラグは 「ask me」 と解釈され、 ブートするスタンドアロ
ン プログラムの名前を入力するよ うにプロンプ トが表示されます。 -a フラグは、 そのス
タンドアロン  プログラムに渡されます。

注 ルート機能を有効にした状態で Volume Manager を実行しているシステムは、 -a フ
ラグで指されるデフォルトではブートできません。 boot -a コマンドへの正しい
応答の仕方については、 「/etc/system のコピーが使用できる場合 （229 ページ）」 を
参照して ください。 

ブート  プログラムはフラグを解釈しません。 ブート  プログラムは、すべてのブート  フラ
グをファイル名で識別できるファ イルに送り ます。 ブート します。デフォルトの スタンド
アロン プログラム /kernel/unixに有効なオプシ ョ ンについては、 kernel （1） および
kadb （1M） マニュアル ページを参照して ください。
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障害発生後のブート

ルート  ディ スクを ミ ラーリ ングしている場合、プライマ リ  ブート  ディ スクに障害が発生
しても、 代替ブート  ディ スクを使用してシステムをブートできます。 プライマ リ  ブート
ディ スクに障害が発生した後にシステムをブートする手順は下記の通りです。 

1. OpenBootコマンド  プロンプ トに応じてdevaliasコマンドを実行し、エイ リ アスを付
けられている Volume Managerディ スクを確認します。 

ルート  ディ スクの ミ ラーに適しているディ スクが vx メディア名と表示されます。 メ
ディア名は、 ルート  ファ イル システムの候補が含まれているディ ス クのディ スク  メ
ディア名を示しています。

2. 次のコマンドを入力します。
# ok boot 別名

エイリアス名には、 選択したディ スクのエイ リ アス名を指定します。

選択したディ スクに含まれているルート  ミ ラーが無効な場合、 vxconfigd によ り、 ミ
ラーが使用できないこ と を通知するエラー メ ッセージと、 無効ではないブート可能な代
替ディ スクの一覧が表示されます。

ルート （/）、 swap、 および usr構成の設定
インス トール中に、ルート、 swap、および usrの各ファ イル システムの構成を設定する
こ とができます。 次の場合が考えられます。

◆ usrは、ルートの下のディ レク ト リ と して設定され、単独のパーティシ ョ ンが割り当
てられる こ とはあ り ません。 この場合、 ルート  ディ スクがカプセル化されて Volume
Managerの管理下に置かれる と、 usrは rootvol ボ リ ュームの一部になり ます。

◆ usrは、ルート  ディ スク上の単独のパーティシ ョ ンに設定されます。 この場合、単独
のボ リ ュームが usrパーティシ ョ ン用に作成されます。vxmirrorは、デスティネー
シ ョ ン  ディ スク上に usr ボ リ ュームを ミ ラーリ ングします。 

◆ usrは、 ルート  ディ スク上以外の単独のパーティシ ョ ンに設定されます。 この場合、
Volume Manager を使用してそのディ スクをカプセル化した場合のみ、 ボ リ ュームが
usrパーティシ ョ ン用に作成されます。ただし、ルート  ディ スクをカプセル化し、ルー
ト  ボ リ ュームを ミ ラーリ ングしていても、 何らかの理由で usr パーティシ ョ ンにア
クセスできな くなる と役には立ちません。システムの可用性を最大限に維持するため
には、usrパーティシ ョ ンが含まれているディ スク とルート  ディ スクの両方をカプセ
ル化し、 usr、 rootvol、 および swapvol ボ リ ュームのミ ラーを作成しておく こ と
をお勧めします。

rootvol ボ リ ュームは、 rootdg ディ ス ク  グループに存在している必要があ り ます。
rootvolおよびusrボ リ ュームの制限事項については、「ブート時のボ リ ュームの制限（62
ページ）」 を参照して ください。
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Volume Manager では、 任意のディ スクに swap パーティシ ョ ンを設定でき、 ブート  プロ
セスの初期の段階でスワ ップ領域を必要と しません。デフォルトでは、Volume Managerの
インス トール時に、選択したルート  ディ スク上のパーティシ ョ ン0がルート  パーティシ ョ
ン、パーティシ ョ ン 1が swapパーティシ ョ ンと して選択されます。ただし、ルート  ディ
スク上にないパーティシ ョ ンに swap パーティシ ョ ンを置く こ と もできます。 この場合
は、 そのディ スクをカプセル化し、 swap ボ リ ュームのミ ラーを作成しておく こ とをお勧
めします。 この処理を行わないと、 swapパーティシ ョ ンに発生した障害が原因でシステ
ムが破壊される恐れがあ り ます。 その場合でもシステムをブートする こ とはできますが、
swapvol ボ リ ュームの ミ ラーを作成しておく と、 システム障害を防ぐ こ とができます。

ボリューム上のルート （/） フ ァイル システムまたは /usr ファイル システム
の修復

ルート （/） フ ァ イル システムまたは /usr ファ イル システムが使用できな くなった場
合、 ネッ ト ワークにマウン ト されているルー ト  フ ァ イル システムまたは有効なバッ ク
アップからブートする こ とをお勧めします。 使用するバッ クアップには、 ルート  ディ ス
ク上の関連するすべてのファイル システム パーティシ ョ ンが含まれている必要があ り ま
す。 また、 ルー ト  ディ ス クをカプセル化する前に、 ルー ト  ディ ス クのパーテ ィシ ョ ン
テーブルを印刷しておく こ と も必要です。 

ルート  ファ イル システムまたは/usrファ イル システムがミ ラー ボ リ ューム上に定義さ
れている場合、 この処理はさ らに複雑になり ます。 いずれか 1 つのミ ラーの基盤である
パーティシ ョ ンが変更された場合、 後から Volume Manager を起動したと きに ミ ラーが正
し く同期している と想定され、 ファ イル システムが破壊される こ とがあ り ます。 

この問題を回避するには、 次の 2つの方法があ り ます。 

◆ 最も簡単な方法は、ルート  ファ イル システムまたは/usrファ イル システムのプレッ
クスを 1つマウン ト し、修復してからマウン ト解除します。次に、dd を使用して、修
正されたプレッ クスをほかのすべてのプレッ クスにコピーします。 ただし、 この方法
ではエラーを起こす可能性が高くなり ます。 

◆ も う １つの方法は、 システムを有効なバッ クアップ テープから リ ス ト アする こ とで
す。 その手順は次の節で説明します。 この手順では、 オペレーテ ィ ング システムを
CD-ROMからインス トールする必要はあ り ません。

次の手順で、 ルート  ディ スク と ミ ラーの両方が破損した場合の、 簡単で、 効率よ く、 信
頼できる リ カバリ方法を説明します。

バックアップテープからの Volume Managerルート  ディスク （ルート  ミ ラー）
のリカバリ

この手順では、 次の条件を前提と します。 

◆ 元の Volume Manager ルート  ディ スク上の全ファ イル システムの完全な最新バッ ク
アップがある。 

◆ 元のブート  ディ スクが物理的に破損している場合、 それに代わる新しいブート  ディ
スクがインス トールされている。
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この処理では、 Volume Manager ルート  ディ ス クをインス トールし直す必要があ り ます。
再インス トールに関係のないディ スク上のデータの損失を防ぐため、再インス トール処理
では、 Volume Managerルート  ディ スクのみを扱 う よ うにして ください。

インス トールの自動オプシ ョ ンの中には、システム管理者による確認を必要とする こ とな
く、 ルート  ディ スク以外のディ スクにアクセスするものがあ り ます。 そのため、 処理を
開始する前に、ボ リ ュームを含んでいるほかのすべてのディ スクをシステムから切り離し
ておく こ とをお勧めします。切り離しておけば、ほかのディ スクは再インス トールの影響
を受けずに済みます。 処理の完了後、 これらのディ スクを再接続します。

ルート  ディスクのリカバリ

次に説明する手順では、 新しいブート  ディ スクを c0t0d0、 リ カバリする必要のある /
ファ イル システムおよび/usrファ イル システムをそれぞれs0およびs6 と想定します。

1. オペレーティング システムを CD-ROMからブート します。

2. format コマンドを使用して、元のブート  ディ スク上にあったファ イル システムを収
めるために、新しいブート  ディ スク （c0t0d0）上に同じパーティシ ョ ンを作成します。

注 ファ イル システムを リ ス ト アする必要があるので、最大 7つのパーティシ ョ ンを作
成できます。また、このディ スクを一時的に再カプセル化する必要があるので、ディ
ス ク上に専有領域と共有領域の 2 つのパーティシ ョ ンが必要とな り、 作成できる
パーティシ ョ ンは 5つだけとな り ます。

3. /dev/rdsk/c0t0d0s0 を /a/root上にマウン ト します。ルート  ファ イル システム
をテープから リ ス ト アします。 installboot を使用して、ブートブロ ッ ク  デバイス
を /a/root上にインス トールします。

4. /dev/rdsk/c0t0d0s6 を /a/usr上にマウン ト します。/usr ファ イル システムを
テープから リ ス ト アします。

5. リ ス ト アしたルート  ファ イルを次のよ うに変更します。

◆ touch を使用して /a/root/etc/vx/reconfig.d/state.d/install-db を
作成します。

◆ /a/root/etc/systemの中の次の 2行を削除します。

rootdev:/pseudo/vxio@0:0

set vxio:vol_rootdev_is_volume=1

◆ /a/root/etc/vfstabの Volume Manager ボ リ ューム デバイスのエン ト リ
/dev/vx/dsk を標準のディ スク  デバイス /dev/dsk/c0t0d0s0および
/dev/dsk/c0t0d0s6 で置き換えます。

6. システムを新しいブート  ディ スクから リブート します。リブートする と、ブート  ディ
スクは Volume Managerがインス トールされていないと判断します。
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これに続く手順は、 ルート  ディ スク  ミ ラーが古い rootdgにあるかど うかによって異な
り ます。

◆ 古い rootdg 内にルート  ディ スク  ミ ラーと して使用されないディ スクがある場
合は、 手順 7に進みます。

◆ 古い rootdg内にルート  ディ スク  ミ ラーだけがある場合は、手順 8に進みます。

7. 古いrootdg内にルート  ディ スク  ミ ラーと して使用されないディ スクがある場合は、
次の手順を実行して、Volume Managerで障害が発生している と認識されるブート  ディ
スクを古い rootdgから外し、 新しいブート  ディ スクを設定します。

a. インス トール処理で扱われたファイルで、 不要になったものを削除します。 次の
よ うに入力します。

rm -r /etc/vx/reconfig.d/state.d/install-db

b. VXVM入出力デーモンを起動します。 次のよ うに入力します。
# vxiod set 10

c. VXVM設定デーモンを無効モードで起動します。 次のよ うに入力します。
# vxconfigd -m disable

d. vxconfigdデーモンを初期化します。 次のよ うに入力します。

# vxdctl init

e. vxconfigd を有効にします。 次のよ うに入力します。

# vxdctl enable

上記の手順によって、 VxVMVolume Manager で障害が発生している と認識されるルート
ディ スクが古い rootdgから外されます。  

f. vxedit コマンド （または Volume Manager Storage Administrator） を使用して、 古
いルート  ディ スク  ボ リ ュームとルート  ディ スク自体を削除します。

g. 次に、vxdiskadm コマンドを使用して、新しいブート  ディ スクをカプセル化し、
ルート  ディ スクの ミ ラーと して使用するディ スクを初期化します。必要な リブー
ト を実行後、 ルート  ディ スクをルート  ディ スク  ミ ラーに ミ ラーリ ングします。

8. 古い rootdg内にルート  ディ スク  ミ ラーだけがある場合は、次の手順を実行します。

vxinstall コマンドを実行して、 新しいルート  ディ スクをカプセル化し、 ルー
ト  ディ スク  ミ ラーを初期化します。 

必要な リブート を実行後、 ルート  ディ スクをルート  ディ スク  ミ ラーにミ ラーリ
ングします。
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ルート  ファイル システムのバックアップと リス トア
破損した場合にリ ス ト アできるよ うに、 ルート  ファ イル システムをバッ クアップしてお
く こ とをお勧めします。 

ufs ファ イル システムを使用している場合は、 次のコマンドを使用して、 ルート  ファ イ
ル システムをバッ クアップできます。

# /usr/lib/fs/ufs/ufsdump [ ダンプ オプシ ョ ン ] /dev/vx/rdsk/rootvol

これで、 障害が発生した後でルート  ファ イル システムを リ ス ト アできます。 次の手順に
従います。

1. CD-ROM またはネッ ト ワークにマウン ト されているルート  ファ イル システムから
ブート してから、 Volume Manager を起動します （「ボ リ ューム上のルート （/） フ ァ イ
ル システムまたは /usr ファ イル システムの修復 （222ページ）」 を参照）。 

2. 次のコマンドを使用して、ルート  ファ イル システムをマウン ト して リ ス ト アします。

# newfs /dev/vx/rdsk/rootvol

# mount /dev/vx/dsk/rootvol /mnt

# cd /mnt

# /usr/lib/fs/ufs/ufsrestore [ リス トア オプシ ョ ン ]
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障害と リカバリ手順

システムがブートできな くなる障害にはい くつかの種類があ り ますが、どの場合も同じ基
本的な手順でシステムを リ カバリできます。システムをブートできな くなった場合、まず
画面に表示された内容から障害を特定し、 問題の解決を試みて ください （誤って電源を
切ってしまったド ライブの電源を入れるなど）。 解決できないよ うな問題 （ブート  ディ ス
ク上のデータ  エラーなど） の場合は、 障害の修復または障害が発生したディ スクの交換
を行えるよ うに、 代替ブート  ディ スク （ルート  ボ リ ュームの ミ ラーを含む） からシステ
ムをブート します。

この節では、 発生する可能性がある障害と、 その対処法について説明します。 

UNIXパーティシ ョ ンでの障害
ブート  プログラムが読み込まれる と、 ブート  プログラムは通常の UNIXパーティシ ョ ン
情報を使用してブート  ディ スクへのアクセスを試みます。 この情報に障害が発生してい
る場合は、 ブート  プログラムで次のエラーが発生します。

File just loaded does not appear to be executable

ブー ト時にこの メ ッセージが表示された場合は、 システムを代替ブー ト  ディ ス クから
ブートする必要があ り ます。 ブート中は、 ほとんどのディ スク  ド ラ イバで、 障害が発生
しているディ スク上の無効なUNIXパーティシ ョ ン情報に関するエラーがコンソールに表
示されます。 次のよ うな メ ッセージが表示されます。

WARNING:unable to read label

WARNING:corrupt label_sdo

このメ ッセージは、 障害の原因がディ スク  パーティシ ョ ンが無効である こ と を示してい
ます。 「障害を起こ したブート  ディ スクの再追加 （233ページ）」 の説明を参照して、ディ
スクを再追加する こ とができます。 ただし、 再追加に失敗した場合は、 「障害を起こ した
ブート  ディ スクの交換 （236 ページ）」 の説明に従って、 ディ スクを交換する必要があ り
ます。

ブート  デバイスへのアクセス時の障害
ブート  プロセスの初期の段階で、 システムの初期化直後に、 次のよ う な メ ッセージが表
示される場合があ り ます。

SCSI device 0,0 is not responding

Can’t open boot device
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このメ ッセージは、システム PROMでブート  ド ラ イブからブート  プログラムを読み込め
ないこ とを示しています。 この問題の一般的な原因と して、 次のこ とが考えられます。 

◆ ブート  ディ スクの電源が入っていない。 

◆ SCSIバスが終端されていない。 

◆ コン ト ローラに何らかの障害が発生している。

◆ あるディ スクに障害が発生してバスがロ ッ ク されているため、 コン ト ローラでディ ス
クを識別する こ とができず、 ディ スクが接続されていないと認識されている。

この問題の原因を特定するには、 まず SCSIバス上のすべてのデバイスが正し く設定され
ているかど うかを注意深く確認します。ディ スクの電源が入っていない場合や、バスが終
端されていない場合は、 これらの問題を解決してからシステムを リブート します。故障し
ているディ スクがある場合は、 バスからそのディ スクを取 り外して交換します。

ハード ウェアに問題が見つからない場合は、 エラーの原因はブート  ディ スク上のデータ
障害である可能性があ り ます。 この問題を解決するには、 代替ブート  ディ スク （ルー ト
ボ リ ュームの ミ ラーを含む） からシステムをブート してみます。 代替ブート  ディ スクか
らブートできない場合は、 ハード ウェア側に何らかの問題があ り ます。 障害が発生した
ブー ト  ディ ス クを代替ブー ト  ディ ス クに切り替えてもシステムがブート できない場合
も、 ハード ウェアに問題があ り ます。

/etc/vfstab中の不正なエン ト リによる障害
ルート  ディ スクがカプセル化されて Volume Managerの管理下に置かれている場合、通常
のカプセル化処理の一部と して、ディ スク上のすべてのパーティシ ョ ンに対してボ リ ュー
ムが作成されます。Volume Managerは /etc/vfstab を変更して、ディ スク  パーティシ ョ
ンの代わりに対応するボ リ ュームを使用できるよ うにします。/etc/vfstab ファ イルを
手動で編集する場合は、慎重に行う必要があ り ます。 もっ と も重要なエン ト リは、 /およ
び /usr に関するエン ト リ です。 Volume Manager のイ ンス ト ール前の vfstab は、
/etc/vfstab.prevm という名前で保存されます。

/etc/vfstab中の / エン ト リの障害
/etc/vfstab 中の / に関するエン ト リが失われたか不正な場合、 システムはシングル
ユーザ モードでブート します。 次のよ う な メ ッセージが表示されます。

File just loaded does not appear to be executable

この時点で、 fsck を実行するこ とをお勧めします。 次のよ うに入力します。

# fsck /dev/vx/rdsk/rootvol
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ブー ト  プロセスのこの段階では、 / は read/write と してマウン ト されていません。
/etc/vfstabのエン ト リが不正であるか削除されているので、次のコマンドを使用して、
/ を read/write と して手動でマウン トする必要があ り ます。

# mount -o remount /dev/vx/dsk/rootvol

/ を read/writeでマウン ト した後に、シェルを終了します。実行レベルの指定を求める
プロンプ トが表示されます。マルチユーザ モードの場合は、実行レベル 3 を入力します。

ENTER RUN LEVEL (0-6,s or S): 3

システムのブート後に、 /etc/vfstabの / エン ト リ を リ ス ト アします。 

/etc/vfstab中の /usr エン ト リの障害
/etc/vfstabには、/usrが別のディ スク  パーティシ ョ ンにある場合にだけ、/usr に関
するエン ト リが記述されます。 /usrパーティシ ョ ンを含むディ スクをカプセル化した後
で、 Volume Manager は /etc/vfstab のエン ト リ を変更し、 対応するボ リ ュームを使用
できるよ うにします。

/etc/vfstabの /usr エン ト リが失われる と、システムをブートするこ とはできません
（/usr ボ リ ュームのミ ラーがある場合でも同様）。 この場合、 システムを CD-ROM から
ブート して、 /etc/vfstab を リ ス ト アします （「ボ リ ューム上のルート （/） ファ イル シ
ステムまたは /usr ファ イル システムの修復 （222ページ）」 を参照）。

/etc/systemの欠損または破損による障害

注 Volume Managerによって /etc/systemに追加されたエン ト リは編集しないで くださ
い。それらのエン ト リはすべて、*vxvm_START と *vxvm_ENDに囲まれれています。 

ルート  ファ イル システムの /etc/systemは、 変更する前にコピーを作成しておく こ と
をお勧めします。 これによ り、 新しい /etc/system ファ イルに加えた変更が不正な場
合、保存しておいたシステム  ファ イルをブート  プログラムに指定できます。 ブート  プロ
グラムに対して保存しておいたシステム  ファ イルを指定するには、 boot -a コマンドを
使用してシステムをブート します。 システム ファ イル名の指定を求めるプロンプ トが表
示されるので、 保存してあるシステム  ファ イルのパスを入力します。

/etc/systemのコピーが使用できない場合
/etc/system ファ イルが破損し、保存しておいたシステム  ファ イルのコピーが使用でき
ない場合は、 Volume Manager のルート機能を有効にした状態でシステムをブートする こ
とはできません。 /usrがボ リ ュームでない場合は、 Volume Managerのルート機能を使用
せずに （rootvolが /になっていない状態）、 システムをブートできます。 
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Volume Managerのルート機能を使用しないでシステムをブートするには、 「ボ リ ューム上
のルート （/） ファ イル システムまたは /usr ファ イル システムの修復 （222ページ）」 の説
明を参照して次の手順を実行します。

1. Volume Manager を CD-ROM から起動します。 詳細については、 『VERITAS Volume
Manager Installation Guide』 を参照して ください。

2. fixmountroot コマンドを実行します。

3. /tmp/rootvol を作成してマウン ト します。 

これで、/tmp/rootvol/etc/system ファ イルを編集し、その他の必要な修復を行える
よ うにな り ます。

システムのブート後、 /etc/systemに次のエン ト リ を入力します。

* vxvm_START

rootdev:/pseudo/vxio@0:0

set vxio:vol_rootdev_is_volume=1

* vxvm_END

また、 forceload を使用してルート  ミ ラー ディ スクに必要なすべてのド ライバを強制
的に読み込む必要があ り ます。 この処理を行うには、 /etc/system ファ イルを編集し、
ド ラ イバご とに次の形式の行を追加します。

# forceload:drv/ ド ライバ名

これらのディ スクのド ラ イバ名は、 /dev/dsk/ ルートデバイスでロング形式を指定して
list を実行する こ とによ り取得できます。 io-unit などのド ライバ名があ り ます。

/etc/systemのコピーが使用できる場合
/etc/system ファ イルが破損したが、保存しておいた /etc/system ファ イルのコピー
が使用できる場合は、 Volume Manager のルート機能を使用してシステムをブートする こ
とができます。 

Volume Manager のルート機能を使用してシステムをブートするには、 次のコマンドを実
行してシステムをブート します。すべてのプロンプ トで、Return キーを押してデフォルト
の値を使用します （ルート  デバイス名を除く ）。

 ok boot -a

  .

  .

 Rebooting with command:-a

 Boot device:/iommu/sbus/espdma/esp/sd@5,0   File and args:-a

 Enter filename [/kernel/unix]: 
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 Name of system file [/etc/system.sav]: 

 Name of default directory for modules [/kernel /usr/kernel]:

 Enter name of device instance number file [/etc/path_to_inst]:

 root file system type [ufs]: 

 Enter physical name of root device

 [/iommu.....................................]:/pseudo/vxio@0:0

 /etc/systemが使用できず /usrがボリュームの場合
etc/system ファ イルが破損または欠損し、バッ クアップ コピーも使用できず、/usrが
ボ リ ュームである場合は、システムをCD-ROMからブートする必要があ り ます（「ボ リ ュー
ム上のルート （/） ファ イル システムまたは /usr ファ イル システムの修復 （222ページ）」
で説明している手順を参照）。 この処理を実行後、 ルート  ボ リ ュームをマウン ト し、 その
ボ リ ューム上の etc/system ファ イルを編集します。 etc/systemに次のエン ト リ を入
力します。

* vxvm_START

rootdev:/pseudo/vxio@0:0

set vxio:vol_rootdev_is_volume=1

set vxio:vol_swapdev_is_volume=1

* vxvm_END 

また、 前述のよ うに、 forceload を使用してルート  ミ ラー ディ スクに必要なすべての
ド ライバを強制的に読み込む必要があ り ます。 ファ イルの変更後、 システム ファ イルが
リ ス ト アされたルート  パーティシ ョ ンからシステムを リブート します。

使用できない陳腐化したプレックスからブート したことによる障害

システムの稼働中にディ スクが使用できな くなった場合、そのディ スク上にあるボ リ ュー
ムの ミ ラーは陳腐化 （正しいデータが格納されていない状態） します。つま り、 そのディ
ス ク上のデータは、 同じボ リ ュームのほかのミ ラーと一致しな くな り ます。 ブート  プロ
セス中、 システムは、 ルート  ボ リ ュームの設定を完全に取得するまで、 ルート  ボ リ ュー
ムの 1つのコピー （ブート  ディ スク上のコピー） にのみアクセスします。 

ブートに使用されたこのボ リ ュームのプレッ クスが陳腐化している場合、最新のプレッ ク
スを含んでいる代替ブート  ディ ス クからシステムを リブートする必要があ り ます。 たと
えば、 元のブート  ディ スクの電源を切った状態で、 Volume Manager によって作成された
ブート可能ディ スクの 1つからシステムをブート した場合、この問題が発生する可能性が
あ り ます。システムは通常通りブート しますが、電源の入っていないディ スク上にあるプ
レッ クスが陳腐化します。 元のブート  ディ スクの電源を入れ、 そのディ スクからシステ
ムを リブートする と、 システムは陳腐化したプレッ クスを使用してブート します。
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このほかにも、 ブート  ディ スク上の Volume Managerヘッダーにエラーが発生したこ とに
よ り、 Volume Managerが正し くディ スクを識別できなかった場合にも問題が発生します。
この場合、 Volume Manager はそのディ スクの名前を判別できません。 これは、 プレッ ク
スがディ スク名と関連付けられており、識別できなかったディ スク上のプレッ クスが使用
できな くなるため、 問題とな り ます。 

また、ルート  ボ リ ューム プレッ クスに影響を及ぼす障害がルート  ディ スクで発生した場
合にも問題が発生します。次にブート しよ う とする と き も、システムは依然と して障害が
発生したルート  プレッ クスをブート処理に使用するものと想定します。 障害が発生した
時点のルート  ディ スクが ミ ラーリ ングされている場合は、 代替ルート  ディ スク （有効な
ルート  プレッ クス） をブート処理用に指定できます。 

これらの問題が発生した場合、Volume Managerの vxconfigd ユーティ リ ティは、ブート
手順の initプロセスの一部と して、いつシステムの構成を設定する と きに、そのこ とを
記録します。 vxconfigdは、 エラーおよび対処法を説明する メ ッセージを表示し、 シス
テムを停止します。 たとえば、 ディ スク rootdisk 上のルート  ボ リ ューム rootvol に
あるプレッ クス rootvol-01 が陳腐化している場合、 vxconfigd は次のメ ッセージを
表示します。

vxvm:vxconfigd:Warning Plex rootvol-01 for root volume is stale or 
unusable.

vxvm:vxconfigd:Error: システム ブート  ディ スクに有効なプレッ クスがあ り ません。

次のディ スクからブート してく ださ い :

Disk:disk01              Device:c0t1d0s2

vxvm:vxconfigd:Error:システムを起動できません。

The system is down.

このメ ッセージは、 代替ブート  ディ スク disk01 にルート  プレッ クスの有効なコピーが
含まれており、 そのディ スクをブート処理に使用すべきである こ と を管理者に通知しま
す。 このメ ッセージが表示された場合は、 システムを代替ブート  ディ スクから リブー ト
する必要があ り ます。

システムがブート したら、 問題そのものを解決する必要があ り ます。 ブート  ディ スク上
のプレッ ク スが単に陳腐化している場合は、 システムのブート時に自動的に修正されま
す。一方、ディ スク上の専有領域に問題がある場合や、ディ スクに障害が発生している場
合は、 ディ スクを再追加または交換する必要があ り ます。
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ブート  ディ ス ク上のプレッ ク スを使用できない場合、 問題を通知する メールが Volume
Managerユーティ リ テ ィから送信されます。 vxdiskユーティ リ ティ を使用してディ スク
を一覧表示して問題を特定する こ と もできます。 上の例で、 問題が rootdisk の専有領
域で発生している障害 （メディア障害やディ スク上の Volume Manager の専有領域が偶発
的に上書きされたなど） である場合は、 次のよ うな一覧が表示されます。

 DEVICE     TYPE       DISK       GROUP    STATUS
   -          -        rootdisk   rootdg   failed was:c0t3d0s2
 c0t1d0s2    sliced    disk01     rootdg   ONLINE

ホッ ト リロケーシ ョ ンおよびブート  ディスク障害
ブート （ルート ） ディ スクに障害が発生した場合、そのディ スクが ミ ラーリ ングされてい
れば、 障害が発生しているルート  ディ スクの ミ ラーがホッ ト リ ロケーシ ョ ンによって自
動的に新しい ミ ラーに交換されます。 この処理を行うために、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは障
害の影響を受けていないルート  ディ スクの ミ ラーを使用して、 スペア ディ スクまたは十
分な空き領域があるディ スクのいずれかに新しいミ ラーを作成します。 これによ り、ブー
ト時に使用できるルート  ディ スクのミ ラーが、 少な く と も 2 つは常に存在する こ とにな
り ます。 また、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン  デーモンは vxbootsetup ユーティ リ ティ も呼び
出します。 このユーティ リ ティは、新しい ミ ラーを含むディ スクをブート可能ディ スク と
して設定します。 

障害が発生したルート  ディ スクのボ リ ュームを保存するスペア ディ スクまたは十分な空
き領域が rootdgディ スク  グループにない場合、 ルート  ディ スクのホッ ト リ ロケーシ ョ
ンは異常終了します。 rootvol および swapvol ボ リ ュームには、 連続したディ スク領
域が必要です。 障害が発生したルー ト  ディ ス ク上のルー ト  ボ リ ュームやその他のボ
リ ュームを新しい同一のディ スクにリ ロケートできない場合は、各ボ リ ュームを別のディ
スクにリ ロケートできます。 

rootvolおよびswapvolボ リ ュームの ミ ラーはシ リ ンダ単位で割 り当てる必要があ り ま
す。 したがって、それらのサブディ スクがシ リ ンダ境界で開始または終了できる十分な空
き領域を備えたディ スク上にのみ、 ミ ラーを作成するこ とができます。 これらのディ スク
が使用できない場合、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは異常終了します。 
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ブート  ディスクの再追加と交換 
システムのブートに必要ではないデータは、システムが完全に動作するよ うになってから
でないと Volume Manager によ りアクセスされないため、 特別な領域に配置しておく必要
はあ り ません。 Volume Manager はこれらのデータを探し出すこ とができます。 しかし、
ブートに不可欠なデータは、 ブート  プロセスによ り検出できるよ うに、 ブート可能ディ
スク上の特定の領域に配置しておく必要があ り ます。

い くつかのシステムでは、 ディ スク  コン ト ローラによ り実行されるコン ト ローラ固有の
処理やシステム BIOS によ り、 この重要データの位置が制限されます。 

ディ スク障害が発生した場合、 問題を解決するには次の 2つの方法があ り ます。 

◆ エラーが一過性または修正可能なものである場合は、 同じディ ス クを再利用できま
す。 これをディ スクの再追加と呼びます。 場合によっては、障害を起こ したディ スク
を再フォーマッ トするか、 表面分析を行って代替セク タ  マッピングを行うだけで、
ディ スクを再利用または再追加できるよ うにな り ます。 

◆ ディ スクが完全に破損している場合は、 交換する必要があ り ます。 

次の節では、 障害が発生したブート  ディ スクの再追加と交換方法について説明します。

障害を起こしたブート  ディスクの再追加 
ディ スクの再追加は、同じ物理ディ スクが使用される という点を除けば、ディ スクの交換
と手順は同じです。通常、再追加が必要なディ スクは切り離されています。つま り、Volume
Managerでディ スク障害が検出され、 そのディ スクへのアクセスが停止されています。 

注 システムによっては、例とは異なるデバイス名またはパスを使用している場合があ
り ます。 デバイス名に関する詳細は、 「Volume Manager とは （1ページ）」 を参照し
て ください。

たとえば、 システムに disk01 および disk02 の 2 つのディ スクがあ り、 ブート時に通
常は、 それぞれディ スク c0t0d0s2および c0t1d0s2に対応づけられている と想定しま
す。 障害が発生する と disk01 が切り離されます。 これは、 次のコマン ドを使用して、
vxdiskユーティ リ ティでディ スクの一覧を表示する と確認できます。

# vxdisk list 

次のよ うな結果が表示されます。

DEVICE       TYPE      DISK      GROUP      STATUS 

c0t0d0s2     sliced    -         -          error 

c0t1d0s2     sliced    disk02    rootdg     online 

 -            -        disk01    rootdg     failed was:c0b0t0d0s0 
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ディ スク disk01 には関連付けられているデバイスがな く、 状態が failed と表示され
ている こ とに注意して ください。 このこ とは、 このデバイスが切り離されている こ とを意
味します。 デバイス c0b0t0d0s0 は表示されない場合もあ り ます。 ディ スクが完全に破損
していて、 ディ スク  コン ト ローラがバス上でそのディ スクを検出しない場合は、 表示さ
れません （バスを使用するシステムの場合）。 

vxdisk listの出力が異なる場合もあ り ます。 たとえば、UNIXパーティシ ョ ン  テーブ
ルに関連する修復できない障害がブート  ディ スクにある場合です。この場合、ルート  パー
ティシ ョ ンが欠落していてそれを修正できない可能性があ り ますが、 Volume Manager 専
有領域ではエラーは発生していません。 vxdisk list コマンドによ り、次のよ うな結果
が表示されます。

DEVICE      TYPE      DISK      GROUP      STATUS

c0t0d0s2    sliced    disk01    rootdg     online 

c0t1d0s2    sliced    disk02    rootdg     online 

   ただし、 説明されている手順ではエラーを修正できないため、 ディ ス クは障害が発生し
たものと して扱われます。 この場合は、障害が発生しているディ スクをデバイスから手動
で切り離す必要があ り ます。 デバイスを切り離すには、 vxdiskadm ユーテ ィ リ テ ィの
「交換用ディ スクの削除」機能を使用します（vxdiskadmの詳細については、vxdiskadm
（1M） マニュアル ページを参照）。 ディ スクがデバイスから切り離される と、 問題を解決
するための特別な処理 （デバイスの再フォーマッ ト など） を実行できます。 

ディ スクを再追加するには、 vxdiskadmユーティ リ ティの 「障害が発生したディ スクま
たは削除したディ スクの交換」 機能を使用してディ スクを交換しますが、交換用に同じデ
バイスを選択します。 前述の例では、 disk01 をデバイス c0t0d0s2 または c0b0t0d0s2 と
して （バスを使用するシステムの場合） 交換します。 

ミ ラーリ ングされているブート  ディ スクに障害が発生した場合は、 ホッ ト リ ロケーシ ョ
ンが有効になっている と、 新しい ミ ラーが作成され、 障害が発生しているブート  ディ ス
クから問題のサブディ スクが削除されます。ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの完了後に再追加も完
了した場合、 再追加されたディ ス クにはディ ス ク障害によ る影響を受けたルー ト  ボ
リ ュームやほかのボ リ ュームは存在しません。 この場合、vxunreloc を呼び出して、ホッ
ト リ ロケート済みサブディスクを、新し く置き換えられたディスクに戻すこ とができます。 
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カプセル化されたサブディスクの新しいディスクへのリロケート処理の解除

ブート  ディ スクがカプセル化される と、ルート  ファ イル システムやブート  ディ スク上の
スワ ップ デバイスなどのシステム領域がボ リ ュームに作成されます。 Volume Manager は
スワ ップ領域の一部を使用して専有領域を作成するため、専有領域はディ スクの中間に配
置されます。 Volume Manager ディ スクに設定するために、 ディ スクがカプセル化されず
に初期化された場合、 専有領域はディ スクの先頭から作成されます。 

カプセル化されたブート  ディ ス クに障害が発生する と、 すべてのサブディ スクがホッ ト
リ ロケーシ ョ ンによってほかのディ スクにコピーされます。リ ロケーシ ョ ン処理の一部と
して、元のディ スク名およびオフセッ トは、サブディ スク  レコード内に保存されます。障
害の発生したブー ト  ディ ス クが同じ記憶容量を持つディ ス ク と置換される と、 新しい
ディ スクは 「初期化」 されてディ ス ク  グループに戻されます。 vxunreloc が自動的に
実行され、すべてのサブディ スクが新しいディ スクに戻されます。 ただし、初期化された
ディ ス ク とカプセル化されたディ スクのディ スク  レイアウ トが異なるため、 リ ロケー ト
処理が解除された各サブディ ス クに対するディ ス クのオフセッ ト のカプセル化方法が影
響を受けます。 サブディ スクをディ スクに移動するには、 -f オプシ ョ ンを使用する必要
があ り ますが、正確なオフセッ トに移動できる保証はあ り ません。交換されたディ スクが
元のブート  ディ スク よ り も少な く と も 2 メガ以上大きい場合は、 すべてのサブディ スク
をディ スク上の正確なオフセッ トに移動する こ とができます。

vxunrelocによって、 すべてのサブディ スクをディ スクに移動した後は、 新しいディ ス
クからのブートが可能になり ます。 

注 :通常、 ダンプ デバイスがルート  ディ スクのスワ ップ パーティシ ョ ンと して設定され
ます。 スワ ップ サブディ スクをディ ス ク間で移動する と （ホッ ト リ ロケーシ ョ ン、 リ ロ
ケート処理の解除、 手動操作など）、 ダンプ デバイスを新しいディ スクに再設定する必要
があ り ます。

Solaris 2.6 では、ダンプ デバイスは dumpfile構造に保存されます。デバイスの設定
を確認するには、 次のコマンドを使用します。

# echo dumpfile+0x10/s | adb -k /dev/ksyms /dev/mem

この設定はリブートによって変更可能で、 ダンプ デバイスを 1 番目のスワ ップ
パーティシ ョ ンに設定できます。

Solaris 2.7以降では、

ダンプ デバイスの参照または設定に、 dumpadm コマンドを使用します。 詳細に
ついては、 次のよ うに入力して結果を参照して ください。

# man dumpadm 
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障害を起こしたブート  ディスクの交換 
ブート  ディ スクを交換する際は、 まずシステムを代替ブート  ディ スクからブートする必
要があ り ます。 障害が発生しているディ ス クがデバイスから切り離されていない場合、
vxdiskadmの 「交換用ディ スクの削除」 機能を使用して手作業で切り離す必要があ り ま
す。 vxdiskadmの詳細については、 vxdiskadm （1M） マニュアル ページを参照して く
ださい。ディ スクが切り離されたら、システムをシャ ッ ト ダウンしてハードウェアを交換
します。 

交換用ディ スクには、少な く と も交換前のディ スクで使用されていた記憶領域と同じ容量
が必要です。交換用ディ スクには、サブディ スクを格納するためのディ スク領域に、元の
ディ ス クのすべてのサブディ スクを現在の各ディ ス ク  オフセッ トの位置で格納できる大
き さが必要です。 交換用ディ ス クに必要な最小サイズを判断するには、 障害が発生した
ディ スク上で使用されていた領域を確認する必要があ り ます。 

交換用ディ スクに必要なサイズの概数を知るには、 次のコマンドを使用します。 

# vxprint -st -e ’sd_disk=”ディスク名 ”’

出力結果から、 一覧表示された最後のサブディ スクの DISKOFFS カラムと LENGTH カラ
ムの値を加算します。 その値は、 512バイ トの単位です。 合計を 2 で割ってキロバイ ト単
位の値を得ます。 

注 通常、製造元が報告しているディ スク  サイズは使用可能な容量を示しているわけで
はあ り ません。 また、 百万バイ ト単位で表示している製造元もあ り ますが、 それは
メガバイ ト単位と等し くあ り ません。 

交換用ディ スクが検出されたら、システムを完全にシャ ッ ト ダウンして必要なハード ウェ
アを交換します。 ハード ウェアの交換後、 システムをブート します。 vxdiskadm ユー
ティ リ ティの [障害が発生したディ スクまたは削除したディ スクの交換 ]機能を使用して、
障害のあるディ スクを追加した新しいデバイス と交換します。 
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ディスクの再接続

ディ ス クが完全に破損し、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが使用できない場合、 または Volume
Manager がい くつかのディ スク  ド ラ イバを読み込まないか読み込めない状態で起動した
場合 （ディ スクが failed 状態になり ます）、 ディ スクの再接続を実行できます。 問題の解
決後に、vxreattach コマンドを実行して、プレッ クスに陳腐化フラグを設定せずにディ
スクを再接続できます。ただし、必ずディ スク上のボ リ ュームを起動する前に再接続する
必要があ り ます。 

vxreattach コマンドは、vxdiskadm メニューから実行するディ スクの リ カバリの一部
と して、 ブート  プロセス中に呼び出されます。 可能な場合、 vxreattach は、 障害が発
生したディ スク  メディア レコードを同じデバイス名を持つディ スクに再接続します。 再
接続は、ディ スクが以前配置されていたのと同じディ スク  グループ内で行われ、元のディ
スク  メディア名が維持されます。 

再接続を実行後、 リ カバリ処理が必要ない場合があ り ます。ディ スク障害の元の （または
別の） 原因が残っている場合、 再接続は失敗するこ とがあ り ます。

vxreattach -c コマンドを実行する と、再接続できるかど うかが確認されるだけで、処
理自体は行われません。 処理を行う代わりに、 ディ スクを接続できるディ スク  グループ
とディ スク  メディア名を表示します。 

vxreattach コマンドの詳細については、 vxreattach （1M） マニュアル ページを参照
して ください。
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再インストールによるリカバリ

ルート （ブート ） ディ スクのすべてのコピーが破損した場合、 またはファ イル システム
の破損によ り重要なファイルが欠損した場合は、再インス トールする必要があ り ます。 こ
れらの種類の障害が発生した場合は、 現時点でルート  ファ イル システムをバッ クアップ
から リ ス ト アする方法がほかにはないので、システム全体を再インス トールする必要があ
り ます。 

これらの障害が発生した場合は、 元の Volume Manager 設定を可能な限り維持するよ うに
して ください。 障害の影響を直接受けていないボ リ ュームは保存できます。 それらのボ
リ ュームの構成を設定し直す必要はあ り ません。 

一般的な再インストール情報

こ こでは、 Volume Manager の再インス トール手順、 および障害後に元の構成の設定をで
きる限り保全する方法を説明します。 

システムの再インス トールでは、再インス トールに使用するすべてのディ スクの内容が破
棄されます。 

すべての Volume Manager関連情報が、再インス トール中に削除されます。削除されるデー
タには、 ディ スク識別子や Volume Manager の設定コピーなどの、 削除されるディ スクの
専有領域内のデータが含まれます。この情報が削除される と、ディ スクを Volume Manager
ディ スク と して使用できな くなり ます。 

システム  ルート  ディ スクは、 常に再インス トールの対象とな り ます。 ほかのディ スク も
対象になる こ とがあ り ます。 Volume Manager のインス トール中、 または後から実行する
カプセル化によってルート  ディ スクがVolume Managerの管理下に置かれている場合、ルー
ト  ディ スク とそのディ スク上のボ リ ュームまたはミ ラーが再インス トール中に失われま
す。ほかの再インス トール対象のディ スク、削除および交換されたディ スクでも、Volume
Manager設定データ （ボ リ ュームおよびミ ラーを含む） が失われます。 

ルート  ディ スクを含むディ スクが障害の発生前に Volume Managerの管理下に置かれてい
ない場合は、 再インス トールによって Volume Manager 設定データが失われるこ とはあ り
ません。 その他のディ スクは、第 ４章の 「ディ スク  コマンドおよびディ スク  グループ コ
マンド」 で説明する処理で置き換える こ とができます。 

ルート  ディ スクを Volume Managerの管理下に置いていない場合は、 再インス トール後の
リ カバ リ処理を簡略化できますが、 再インス トールの必要が生じる可能性は高くな り ま
す。 ルート  ディ スクを Volume Manager の管理下に置き、 その ミ ラーを作成しておく と、
システムの再インス トールが必要となる問題の多く を回避できます。 

再インス トールが必要になった場合、障害や再インス トールに直接関係のないディ スクに
あるボ リ ューム、 またはそのディ スク上にコピーを持つボ リ ュームだけが保存されます。
ルート  ディ ス クおよび障害や再インス トールに関係するその他のディ スク上のボ リ ュー
ムはいずれも、 再インス トール中に失われます。 これらのボ リ ュームのバッ クアップ コ
ピーが使用できる場合、再インス トール後にボ リ ュームを リ ス ト アできます。システムに
よっては、 root、 stand、および usr ファ イル システムはバッ クアップから リ ス ト アす
る こ とができないものがあ り ます。 
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再インストールおよび構成の再設定の手順 
システムを再インス トールし、 Volume Manager 設定を リ カバリするには、 次の手順に従
います。 これらの手順の詳細は、 以降の節で説明します。 

1. インス トールするためにシステムを準備します。 

障害が発生したディ スクまたはその他のハードウェアの交換、再インス トール対象で
ないディ スクの切り離しなどを行います。 

2. オペレーティング システムをインス トールします。 

基本システムや Volume Manager と関係のないパッケージを再インス トールします。 

3. Volume Manager をインス トールします。 

Volume Managerパッケージを追加しますが、 vxinstall コマンドは実行しないで く
ださい。 

4. Volume Manager設定を リ カバリ します。 

5. Volume Manager設定を補整します。 

障害または再インス トールによって影響を受けたボ リ ューム中の情報のリ ス ト ア、お
よびシステム  ボ リ ューム （rootvol、 swapvol、 usr など） の再作成を行います。 

再インス トールのためのシステムの準備

再インス トールの対象でないディ ス ク上のデータを損なわないよ うにするため、 ルート
ディ スクのみを再インス トールの対象とする必要があ り ます。 

注 インス トールに関する自動オプシ ョ ンの中には、 システム管理者による確認を必要
とする こ とな く、 ルート  ディ スク以外のディ スクにアクセスするものがあ り ます。
このため、オペレーティング システムを再インス トールする前に、ボ リ ュームを含
んでいるほかのすべてのディ ス クをシステムから切り離してお く こ と をお勧めし
ます。 

切り離しておけば、ほかのディ スクは再インス トールの影響を受けずに済みます。たとえ
ば、元のオペレーティング システムをインス トールしたと きに、ディ スク上に home ファ
イル システムを配置したと します。2番目のディ スクを切り離しておけば、再インス トー
ルしても home ファ イル システムはそのまま残り ます。 

オペレーテ ィ ング システムの再インストール
障害を起したか起しているディ スクを交換し、再インス トール対象でないディ スクを切り
離したら、 オペレーティング システムのマニュアルに従ってオペレーティング システム
を再インス トールします。 Volume Manager のインス トール前に、 オペレーティング シス
テムをインス トールして ください。 
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オペレーティング システムのインス トール中は、 いかなる方法でもルート  ディ スク以外
のディ スクにアクセスできないよ うにする必要があ り ます。 ルート  ディ スク以外のディ
スクに何らかの書き込みが行われる と、 そのディ スク上にある Volume Manager 設定が壊
される可能性があ り ます。 

注 再インス トール中に、 ホス ト ID （またはホス ト名） を変更できます。以降の記述で
は、 ホス ト ID （ホス ト名） を変更していないと想定しているため、 既存のホス ト
ID （ホス ト名） をそのまま維持する こ とをお勧めします。

Volume Managerの再インストール
Volume Managerのインス トールは、 次の 2段階で構成されます。 

◆ CD-ROMからの Volume Managerの読み込み

◆ Volume Managerの初期化

Volume Manager を再インス トールするには、『VERITAS Volume Manager Installation Guide』
で CD-ROMから Volume Manager を読み込むための手順を参照して ください。 

注 ルート以外のディ スクに保持されている Volume Manager 設定を リ カバリする場合
は、 再インス トール後に （vxinstall を使用して） Volume Manager を初期化しな
いで ください。 

システムによっては、 vxserial を使用して、 Volume Manager のライセンス キーをイン
ス トールできます （vxserial （1M） マニュアル ページを参照）。 

Volume Manager設定のリカバリ
Volume Manager パッケージの読み込みが完了したら、 次の手順に従って Volume Manager
設定を リ カバリ します。 

1. システムをシャ ッ ト ダウンします。 

2. システムから切り離されたディ スクを再接続します。 

3. システムを リブート します。 

4. システムの リブート後、 次のコマンドを使用して、 システムをシングル ユーザ モー
ドにします。 
# shutdown -g0 -iS -y

5. プロンプ トが表示されたら、 パスワードを入力し、 Return キーを押して処理を続行し
ます。 

6. Volume Manager の読み込み時に作成されたインス トール処理に関連したファ イルで、
以降は不要であるファ イルを削除します。 次のコマンドを使用します。

# rm -rf /etc/vx/reconfig.d/state.d/install-db
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7. ファ イルの削除後、い くつかの Volume Manager入出力デーモンを起動します。次のコ
マンドを使用してデーモンを起動します。 
# vxiod set 10

8. Volume Manager設定デーモン vxconfigd を無効（disable）モードで起動します。次
のコマンドを使用します。 
# vxconfigd -m disable

9. vxconfigdデーモンを初期化します。 次のコマンドを使用します。

# vxdctl init 

10. DMPサブシステムを初期化します。 次のコマンドを使用します。
# vxdctl initdmp

11. vxconfigd を有効にします。 次のコマンドを使用します。 

# vxdctl enable

これで、再インス トールの対象でないディ スク上に保持されていた設定がリ カバリ されま
した。しかし、ルート  ディ スクは再インス トールされたので、Volume Manager で VMディ
スク と しては認識されません。 退避されていたディ スクの設定には、 Volume Manager 設
定の一部と してのルート  ディ スクが含まれていません。 

障害発生時または再インス トール時に、 システムのルート  ディ スク と再インス トール対
象のほかのディ スクが Volume Manager の管理下に置かれていない場合ハ、 これで再設定
は完了です。 ディ スクの交換方法は複数あるので、 適した方法を選択して ください。 

ルート  ディ スク （または別のディ ス ク） が再インス トールの対象となる場合、 そのディ
スク （またはシステムに接続されていない別のディ スク） のボ リ ュームやミ ラーはこの時
点でアクセスできな くなり ます。 ボ リ ュームに、再インス トール、削除、 または交換され
たディ スク上のプレッ クスが 1 つのみ含まれる場合、 ボ リ ュームのデータは失われるの
で、 バッ クアップから リ ス ト アする必要があ り ます。

また、システムのルート  ファ イル システム、スワ ップ領域 （一部のシステムでは、stand
領域）、 および /usr ファ イル システムは、 ボ リ ューム上から削除されています。 これら
の問題を解決するには、 「設定の補整 （242ページ）」 の手順に従って ください。

vxdctl enableが正常に終了する と、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能を起動する こ とができ
ますが、実際には、管理者がサービスを起動および作動しても、ほかの再設定手順に影響
がないこ とを確認した後で、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能を起動する必要があ り ます。 「最
終的な再設定」の手順を完了した後でホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能を起動する こ とをお勧め
します。 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの起動方法については、 「ホッ ト リ ロケーシ ョ ンの起動
（248ページ）」 を参照して ください。
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設定の補整 
こ こでは、 Volume Manager の再インス トール後にシステム設定を補整する手順について
以降に説明します。 

次の種類の補整処理を説明します。

◆ ルート機能の補整

◆ ボ リ ュームの補整

◆ ディ スクの補整

その後に、 下記の再設定情報を示します。

◆ ルート機能の再設定

◆ 最終的な再設定

ルート機能の補整 
Volume Manage設定の補整を開始するには、ルート機能に関連するボ リ ュームをすべて削
除します。ルート  ディ スク （およびシステム ブート  プロセスに関連するほかのディ スク）
が Volume Manageの管理下にある場合は、 この処理を行う必要があ り ます。次のボ リ ュー
ムを削除します。 

◆ rootvol。 ルート  ファ イル システムが含まれています。

◆ swapvol。 スワ ップ領域が含まれています。

◆ （一部のシステム） standvol。 stand ファ イル システムが含まれています。

◆ usr。 /usr ファ イル システムが含まれています。

ルート  ボ リ ュームを削除するには、 vxedit コマンドを使用します。 

# vxedit -fr rm rootvol

swap、stand、および usr ボ リ ュームを削除するには、上記の rootvolの代わりそれぞ
れ swapvol、 standvol、 および usr を指定します。 

ボリュームの補整 
ルート機能の補整が完了したら、バッ クアップから リ ス ト アするボ リ ュームを指定する必
要があ り ます。 リ ス ト アの対象となるボ リ ュームには、再インス トールまたは削除された
ディ スク上にすべての ミ ラー （ボ リ ュームのすべてのコピー） があるものが含まれます。
これらのボ リ ュームは無効なため、削除、再作成、およびバッ クアップからの リ ス ト アを
行う必要があ り ます。ボ リ ュームのミ ラーの一部のみが再初期化または削除されたディ ス
ク上にある場合は、それら一部のミ ラーを削除する必要があ り ます。 ミ ラーは後で再追加
できます。 
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ボ リ ュームを リ ス ト アするには、 次の手順に従います。 

1. 削除または再インス トールされた VMディ スクを確認します。次のコマンドを使用し
ます。

# vxdisk list

システム  ディ スク  デバイス と、 これらのデバイスの状態が一覧表示されます。 たと
えば、 再インス トールしたシステムに 3 つのディ スク と再インス トール済みルート
ディ スクがある場合、 vxdisk list コマンドを実行する と、 次のよ うな結果が表示
されます。 

DEVICE TYPE DISK GROUP STATUS

c0t0d0s2 sliced - - error

c0t1d0s2 sliced disk02 rootdg online

c0t2d0s2 sliced disk03 rootdg online

- - disk01 rootdg failed was:

c0t0d0s2

注 システムによっては、 例とは異なるデバイス名を使用している場合があ り ます。 デ
バイス名の詳細については、「Volume Manager とは（1ページ）」を参照して ください。

この出力は、 再インス トールされたルート  デバイス c0t0d0s2 が VMディ スクに関
連付けられておらず、error状態である こ とを示しています。disk02および disk03
は再インス トールの対象ではないので、Volume Managerによって認識され、それぞれ
デバイス c0t1d0s2 および c0t2d0s2 に関連付けられています。 disk01 は、 交換
されたディ スク  デバイスに関連付けられた VM ディ スクでしたが、 この時点ではそ
のデバイス （c0t0d0s2） に関連付けられていません。 

ほかのディ スク （ディ スク上のボ リ ュームやミ ラーを含む） が再インス トール中に削
除または交換された場合は、 これらのディ ス クについても、 ディ ス ク  デバイ スが
error状態で、 VMディ スクがデバイスに関連付けられていないと表示されます。 

2. 削除または交換されたディ スクを確認したら、障害が発生したディ スク上のミ ラーを
すべて特定します。 次のコマンドを使用します。

# vxprint -sF “%vname” -e’sd_disk = “ディスク名 ”’

ディ スク名には、 failed状態のディ スクの名前を指定します。 コマンド内ではディ
ス ク名を必ず引用符で囲って ください。 囲まないと、 エラー メ ッセージが返されま
す。 vxprint コマンドによって、 障害を起したディ スク上にミ ラーがあるボ リ ュー
ムの一覧が表示されます。 failed状態のすべてのディ スクに対して、 このコマンド
を繰り返し実行します。 
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3. 各ボ リ ュームの状態を確認します。次のコマンドを使用してボ リ ューム情報を印刷し
ます。

# vxprint -th ボリューム名 

ボリューム名には、 確認するボ リ ュームの名前を指定します。 vxprint コマンドは、
ボ リ ュームの状態、 そのプレッ クス、およびこれらのプレッ クスを構成するディ スク
の部分を表示します。たとえば、プレッ クスを 1つのみ含むボ リ ューム v01が、再イ
ンス トール済みディ スク disk01上にある と します。 vxprint -th v01 コマンドを
実行する と、 次のよ うな結果が表示されます。

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH READPOL
PREFPLEX

PL NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH LAYOUT
NCOL/WID MODE

SD NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH [COL/]OFF
DEVICE MODE

v v01 fsgen DISABLED ACTIVE 24000 SELECT -

pl v01-01 v01 DISABLED NODEVICE 24000
CONCAT - RW

sd disk01-06 v0101 disk01 245759 24000 0
c1t5d1 ENA

 

plで始まる行には、ボ リ ュームの唯一のプレッ クスが表示されています。プレッ クス
v01-01の STATE フ ィールドは NODEVICEです。このプレッ クスは、交換、削除、ま
たは再インス トールされたディ スク上の領域を占めています。 このプレッ クスは有効
ではないので、 削除する必要があ り ます。 

v01-01はボ リ ュームの唯一のプレッ クスなので、 ボ リ ュームをバッ クアップから リ
ス ト アする方法以外でボ リ ュームの内容を リ カバリするこ とはできません。ボ リ ュー
ムも削除する必要があ り ます。ボ リ ュームのバッ クアップ コピーがある場合は、後で
ボ リ ュームを リ ス ト アできます。バッ クアップ手順で必要となるため、 ボ リ ューム名
とサイズを記録しておいて ください。 

4. ボ リ ューム v01 を削除するには、 vxedit コマンドを使用します。

# vxedit -r rm v01 
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障害が発生したディ ス ク上にプレッ ク スの一部だけが存在する場合もあ り ます。 ボ
リ ュームにス ト ラ イプ プレッ クスが関連付けられている場合、そのボ リ ュームは複数
のディ スクにまたがっています。 たとえば、 ボ リ ューム v02に、 3つのディ スクにわ
たってス ト ラ イピングされている 1つのス ト ラ イプ プレッ クスが含まれ、3つのうち
1つのディ スクが再インス トールされたディ スク disk01である と します。vxprint
-th v02 コマンドを実行する と、 次のよ うな結果が表示されます。 

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH
READPOL PREFPLEX

PL NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH
LAYOUT NCOL/WID MODE

SD NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH
[COL/]OFF DEVICE MODE

v v02 fsgen DISABLED ACTIVE 30720
SELECT v02-01

pl v02-01 v02 DISABLED NODEVICE 30720
STRIPE 3/128 RW

sd disk02-02 v02-01 disk02 424144 10240
0/0 c1t2d0 ENA

sd disk01-05 v02-01 disk01 620544 10240
1/0 c1t2d1 DIS

sd disk03-01 v02-01 disk03 620544 10240
2/0 c1t2d2 ENA

この出力は、プレッ クスv02-01がス ト ラ イピングされている 3つのディ スクを示して
います （sdで始まる行はス ト ラ イプを表します）。 ス ト ラ イプ領域の 1つが、障害が
発生したデ ィ ス ク上にあ り ます。 このディ ス クは有効ではないため、 プレ ッ ク ス
v02-01の状態は NODEVICEになっています。このプレッ クスはボ リ ュームの唯一の
プレッ クスなので、 ボ リ ュームは無効とな り、 削除する必要があ り ます。 v02 のコ
ピーがバッ クアップ メディア上にある場合は、後からを リ ス ト アできます。後でバッ
クアップから リ ス ト アする場合は、ボ リ ュームの名前とサイズを記録しておいて くだ
さい。 

5. vxedit コマンドを使用して、 前述の通りボ リ ュームを削除します。 

障害が発生したディ スク上にミ ラーが 1つ含まれてるボ リ ュームが、有効なディ スク
上にほかのミ ラーを保持している場合があ り ます。 このよ う な場合、有効なディ スク
上のデータは依然と して有効なので、ボ リ ュームをバッ クアップから リ ス ト アする必
要はあ り ません。 
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vxprint -th コマンドを実行する と、 障害が発生したディ スク （disk01） 上にプ
レッ クスが 1 つ含まれ、 有効なディ スク （disk02） 上に別のプレッ クスが含まれて
いるボ リ ュームについて、 次のよ うな結果が表示されます。 

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH
READPOL PREFPLEX

PL NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH
LAYOUT NCOL/WID MODE

SD NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH
[COL/]OFF DEVICE MODE

v v03 fsgen DISABLED ACTIVE 30720
SELECT -

pl v03-01 v03 DISABLED ACTIVE 30720
CONCAT - RW

sd disk02-01 v03-01 disk01 620544 30720
0 c1t3d0 ENA

pl v03-02 v03 DISABLED NODEVICE 30720
CONCAT - RW

sd disk01-04 v0302 disk03 262144 30720
0 c1t2d2 DIS

このボ リ ュームには、v03-01 と v03-02 の 2つのプレッ クスが含まれています。最初の
プレッ クス （v03-01） は、 無効なディ スク上の領域を使用していないので、 この時点で
も使用できます。 2番目のプレッ クス （v03-02） は、 無効なディ スク disk01 上の領域
を使用しているので、 NODEVICE 状態となっています。 プレッ クス v03-02 は削除する
必要があ り ます。 ただし、 このボ リ ュームには有効なデータを含む有効なプレッ クスが 1
つあ り ます。 このボ リ ュームを ミ ラーリ ングする必要がある場合、別のプレッ クスを後か
ら追加できます。後から別のプレッ クスを作成する場合は、ボ リ ューム名を記録しておい
て ください。 

6. 無効なプレッ クスを削除するには、まずプレッ クス とボ リ ュームの関連付けを解除し
てから削除します。この処理には、vxplexコマンドを使用します。プレッ クスv03-02
を削除するには、 次のよ うに入力します。

# vxplex -o rm dis v03-02

7. すべてのボ リ ュームの補正が完了したら、 「ディ スクの補整 （247 ページ）」 の説明に
従ってディ スク設定を補正します。 
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ディスクの補整

無効なボ リ ューム とプレ ッ ク スをすべて削除したら、 ディ ス ク設定を補整できます。 削
除、再インス トール、 または交換された各ディ スク （vxdisk list コマンドの出力で確
認） は、 設定から削除する必要があ り ます。 

ディ スクを削除するには、vxdg コマンドを使用します。障害が発生したディ スク disk01
を削除するには、 次のよ うに入力します。

# vxdg rmdisk disk01

vxdg コマンドによ りエラー メ ッセージが返された場合は、 無効な ミ ラーが存在します。
「ボ リ ュームの補整 （242ページ）」 で説明されている手順を繰り返して、 無効なボ リ ュー
ムと ミ ラーをすべて削除して ください。 

ルート機能の再設定

無効なディ スクをすべて削除したら、交換または再インス トールされたディ スクをVolume
Manager の管理下に追加する こ とができます。 ルート  ディ スクが本来 Volume Manager の
管理下にあった場合や、ルート  ディ スクを新たに Volume Managerの管理下に置く場合は、
まず、 そのディ スクを追加します。 

ルー ト  ディ ス ク を Volume Manager の管理下に追加するには、 Volume Manager Support
Operations （vxdiskadm） を使用します。 次のコマンドを使用します。

# vxdiskadm

vxdiskadmのメ イン  メニューから、メニュー項目2[1つ以上のディ スクのカプセル化 ]を
選択します。 指示に従って、 システムのルート  ディ スクをカプセル化します。 

カプセル化の完了後、 システムを リブート してマルチユーザ モードにします。 

最終的な再設定

ルート  ディ スクをカプセル化したら、 vxdiskadm を使用して、交換されたほかのディ ス
クを追加する必要があ り ます。 オペレーティング システムの再インス トール中に再イン
ス トールしたディ スクは、 カプセル化または追加する必要があ り ます。

すべてのディ ス ク をシステムに追加したら、 設定の補整によって完全に削除されたボ
リ ュームを再作成し、バッ クアップからその内容を リ ス ト アできます。ボ リ ュームの再作
成は、 vxassist またはグラフ ィカル ユーザ インタフェースを使用して実行できます。 

次のコマンドを使用して、 ボ リ ューム v01および v02by を再作成できます。

# vxassist make v01 24000 

# vxassist make v02 30720 layout=stripe nstripe=3

ボ リ ュームを作成したら、 通常のバッ クアップ / リ ス ト ア手順で、 バッ クアップからボ
リ ュームを リ ス ト アできます。 
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ボ リ ュームの補整の一環と してプレッ クスが削除されたボ リ ュームの ミ ラーは、 本書の
vxassist を使用したボ リ ュームの ミ ラー リ ングの手順に従って再作成できます。 ボ
リ ューム v03から削除されたボ リ ュームを交換するには、 次のよ うに vxassist コマン
ドを使用します。 

# vxassist mirror v03

再インス トール中に失われたボ リ ュームとプレ ッ クスを リ ス ト アしたら リ カバ リ処理は
完了です。 システムは障害が発生する前と同じ設定になり ました。

ホッ ト リロケーシ ョ ンの起動

この時点で、 管理者はシステムを リブートするか、必要に応じて手作業でホッ ト リ ロケー
シ ョ ン機能を起動する必要があ り ます。どちらを行っても、 リ ロケーシ ョ ン デーモン （お
よびその vxnotifyプロセス） が起動します。

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンを起動するには、 次のコマンドを使用します。

監視デーモンを起動します。 これによって、何らかの問題が検出されたと きに、管理者に
電子メールで通知されるよ うにな り ます。 問題の通知の宛先のアドレスを変更するには、
vxrelocdの引数を変更します。

# nohup /usr/lib/vxvm/bin/vxrelocd root &

次のコマンド も有効です。

# nohup /usr/lib/vxvm/bin/vxrelocd root > /dev/null 2>&1 &

次のコマンドを使用する と、ホッ ト リ ロケーシ ョ ンが起動しているかど うかを確認する こ
とができます。

# ps -ef | grep vxrelocd | grep -v grep
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プレックスとボリュームの状態

以降の節では、 プレッ クス とボ リ ュームの状態について説明します。 

プレックスの状態

プレッ クスの状態は、プレッ クスがボ リ ュームの内容と同一で完全なコピー （ ミ ラー） で
あるかど うかを反映しています。 Volume Manager のユーティ リ テ ィは自動的にプレッ ク
スの状態を維持します。ただし、プレッ クス と関連付けられているボ リ ュームに対する変
更をプレッ ク スに書き込みた くない場合は、 プレ ッ ク スの状態を変更する こ とができま
す。たとえば、 あるプレッ クスを含むディ スクに障害の兆候が現れた場合、そのプレッ ク
スを一時的に無効状態にする こ とができます。 

注 プレッ クスは、必ずし もボ リ ュームに関連付ける必要はあ り ません。プレッ クスは、
vxmake plex コマン ドで作成できます。 このコマン ドを使用して作成されたプ
レッ クスは、 後でボ リ ュームに接続できます。 

Volume Managerのユーティ リ ティは、 プレッ クス状態を使用して次の処理を行います。 

◆ ボ リ ューム内容が既知の状態に初期化されているかど うかを示す。

◆ プレッ クスにボ リ ュームの内容の有効なコピー （ ミ ラー） が含まれているかど うかを
判別する。

◆ システムが障害を起した時に、 プレッ クスが使用されていたかど うかを確認する。

◆ プレッ クス上の処理を監視する。

この節では、プレッ クスの状態の詳細な知識が必要と される管理者を対象と して、プレッ
クスの状態について詳し く説明します。 

ボ リ ュームに関連付けられているプレッ クスは、 次のいずれかの状態になり ます。

◆ EMPTY 

◆ CLEAN 

◆ ACTIVE 

◆ STALE 

◆ OFFLINE 

◆ TEMP 

◆ TEMPRM 

◆ TEMPRMSD

◆ IOFAIL 

ダーティ  リージ ョ ン  ロギングまたは RAID-5 ログのプレッ クスは特殊なケースであ り、状
態は常に LOG に設定されます。 
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EMPTY プレックス状態 
ボ リ ュームの作成時に、 ボ リ ュームに関連付けられているすべてのプレッ クスは EMPTY
状態に設定され、 プレッ クスが初期化されていないこ とを示します。 

CLEAN プレッ クス状態 
プレッ クスにボ リ ュームの内容の一貫性のあるコピー （ ミ ラー） が含まれており、 ある操
作によってそのボ リ ュームを無効にする操作が行われた場合、 そのプレッ クスは CLEAN
状態になり ます。 結果的に、 1 つのボ リ ュームのすべてのプレッ クスが CLEAN 状態であ
れば、ボ リ ュームの起動時に、すべてのプレッ クスが同一であるこ とを確認するために操
作を行う必要はあ り ません。 

ACTIVE プレックス状態 
プレッ クスは、 次の 2つの場合に ACTIVE状態になり ます。 

◆ ボ リ ュームが起動し、プレッ クスが通常のボ リ ューム入出力に全面的に使用される場
合 （ボ リ ュームの内容が変更される とプレッ クスの内容も変更される場合）。

◆ システム ク ラ ッシュによ りボ リ ュームが停止されたと きにプレッ クス状態がACTIVE
だった場合。 

後者の場合、システム障害によ り、プレッ クスの内容の整合性が失われる可能性があ り ま
す。ボ リ ュームの起動時に、ACTIVE状態のプレッ クスの内容が同一となるよ うに Volume
Managerはリ カバリ処理を行います。

注 正常に稼働しているシステムでは、 通常、 すべてのボ リ ュームのプレ ッ ク スが
ACTIVE状態になっています。 

STALE プレックス状態 
プレッ クスに含まれるボ リ ュームの内容が完全かつ最新でない可能性がある場合、そのプ
レッ クスは STALE状態になり ます。また、プレッ クスで入出力エラーが発生する と、カー
ネルはそのプレッ クスの内容の使用と更新を停止し、何らかの操作によってプレッ クスの
状態は STALEに設定されます。 

vxplex attを実行する と、ACTIVE状態のプレッ クスから STALE状態のプレッ クスの内
容を リ カバリできます。 ア ト ミ ッ ク  コピー操作によって、 ボ リ ュームの内容を STALE状
態のプレッ クスにコピーします。 システム管理者は、 vxplex det を使用して、 プレッ
クスを強制的に STALE状態にする こ とができます。 

OFFLINE プレックスの状態 
vxmend off を実行する と、プレッ クスの状態が OFFLINEにな り、プレッ クスがボ リ ュー
ムから切り離されます。切り離されたプレッ クス とボ リ ュームとの関連付けは維持されま
すが、 ボ リ ュームが変更されても OFFLINE 状態のプレッ クスは更新されません。 この状
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態は、 プレッ クスをオンライン化し、 vxplex att を実行してボ リ ュームに再接続する
まで続きます。 再接続される と、 プレッ クスは STALE 状態になり、 プレッ クスの内容は
vxvol start を次に実行したと きにリ カバリ されます。 

TEMP プレッ クスの状態 
プレッ クスを TEMP状態にする と、ア ト ミ ッ クには実行できない一部のプレッ クス処理を
簡単に実行できます。たとえば、有効なボ リ ュームにプレッ クスを接続する場合、ボ リ ュー
ムの内容をプレッ クスにコピーしてからでないと、 完全に接続する こ とはできません。 

ユーティ リ ティは、 このよ う な処理の開始時にプレッ クスの状態を TEMPに設定し、処理
が終了する と適切な状態に設定します。何らかの理由でシステムに障害が発生し、プレッ
クスの状態が TEMPになっている場合は、処理が完了していません。その後 vxvol start
を実行する と、 TEMP状態にあるプレッ クスの関連付けが解除されます。 

TEMPRM プレックスの状態 
プレッ クスの TEMPRM 状態は、 TEMP 状態と似ていますが、 TEMPRM 状態のプレッ ク
スは処理が完了する と削除されます。サブディ スクの処理には、一時プレッ クスを必要と
する ものがあ り ます。 たとえば、 サブディ ス クをプレ ッ クスに関連付ける場合は、 サブ
ディ スクをボ リ ュームの内容で更新してから実際に関連付けを行います。この更新処理で
は、 TEMPRM 状態の一時プレッ クスにサブディ スクを関連付ける必要があ り ます。 処理
が完了する と、 TEMPRM状態のプレッ クスが削除されます。 

何らかの理由でシステムに障害が発生し、プレッ クスの状態が TEMPRMになっている場
合は、 処理が完了していません。 後の処理で、 TEMPRM 状態のプレッ クスの関連付けが
解除され、 プレッ クスは削除されます。 

TEMPRMSD プレックス状態

プレッ クスの TEMPRMSD状態は、新しいプレッ クスを接続する と きに vxassistによっ
て使用されます。処理が完了しないと、 そのプレッ クス とサブディ スクは削除されます。 

IOFAIL プレックスの状態 
プレッ クスの IOFAIL 状態は、 パーシステン ト  ステート  ロギングに関連付けられていま
す。 ACTIVE状態のプレッ クスに障害が検出される と、 そのプレッ クスは vxconfigdに
よって IOFAIL状態に設定され、 ボ リ ューム起動時に行われる リ カバリ選択プロセスの対
象外になり ます。 
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プレックスの状態のサイクル 
プレッ クスの状態の変化は、正常な処理の一環と して行われます。プレッ クスの状態の変
化の中には、 異常が発生しているため、 Volume Manager が正常な状態に戻す必要がある
こ とを示しているものもます。システムの起動時に、ボ リ ュームが自動的に起動し、vxvol
startによってCLEAN状態のプレッ クスはすべてACTIVE状態に変わり ます。システムを
終了するまで何も問題が起こ らなければ、 ボ リ ュームの停止時にすべての ACTIVE 状態
のプレッ クスが CLEAN状態に設定されます。 このサイ クルが繰り返されます。起動時に
すべてのプレッ ク スが CLEAN 状態であれば （vxvol staÇít によってプレ ッ ク スが
ACTIVE 状態になる前）、 システムが通常通り終了したこ とを示し、 起動プロセスが最適
化されます。 

プレックスのカーネル状態 
 プレッ クスのカーネル状態は、プレッ クスへアクセスできるかど うかを示します。プレッ
クスのカーネル状態はボ リ ューム ド ラ イバで監視されます。 この状態によって、 プレ ッ
クスの操作モードがオフライン （DISABLED） 、 保守 （DETACHED） 、 またはオンライン
（ENABLED） に区分されます。

プレッ クスのカーネル状態には、 次の種類があ り ます。

◆ DISABLED－ プレッ クスにアクセスする こ とはできません。 

◆ DETACHED－ ボ リ ュームへの書き込みはプレッ クスに反映されません。 ボ リ ューム
からの読み取 り要求にプレッ クスは応じません。プレッ クスの操作および ioctl関数は
処理されます。 

◆ ENABLED－ ボ リ ュームへの書き込み要求はプレッ クスに反映されます。ボ リ ューム
からの読み取 り要求にプレッ クスは応じます。 

注 これらのプレッ クス状態はシステム内部で管理されているため、 ユーザの介在を必
要とせずに設定されます。 正常に稼働しているシステムでは、 すべてのプレッ クス
が ENABLED状態になっています。

ボリュームの状態 
ボ リ ュームの状態には複数の種類があ り、プレッ クスの状態と似ているものもあ り ます。 

◆ CLEAN－ ボ リ ュームは起動しておらず（カーネル状態が DISABLED）、プレッ クスは
同期がとれています。 

◆ ACTIVE－ マシンが リブート されたと きに、ボ リ ュームが起動していた （現在のカー
ネル状態が ENABLED） か、 または使用されていた （その と きのカーネル状態が
ENABLED） こ と を示します。 ボ リ ュームが現在 ENABLED 状態である場合は、 ボ
リ ュームが使用中なのでプレ ッ ク スの状態は固定されません。 ボ リ ュームが現在
DISABLED 状態である場合は、 プレッ クスの内容に整合性がない可能性があ り ます
が、 ボ リ ュームを起動する と整合性が確保されます。 
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◆ EMPTY－ ボ リ ュームの内容が初期化されていません。ボ リ ュームがEMPTY状態の場
合、 カーネル状態は常に DISABLED です。 

◆ SYNC－ ボ リ ュームが読み取り / ラ イ トバッ ク  リ カバリ  モードである（現在のカーネ
ル状態が ENABLED） か、 またはシステムの リブート時に読み取 り / ライ トバッ ク  リ
カバリ  モードだった （カーネル状態が DISABLED） こ とを示します。読み取り / ラ イ
トバッ ク  リ カバリでは、 1つのプレッ クスのブロ ッ クからデータを読み取 り、ほかの
すべての書き込み可能なプレッ クスへ書き込むこ とで、プレッ クス間の整合性がリ カ
バリ されます。 ボ リ ュームが ENABLED状態の場合、 プレッ クスは読み取 り / ラ イ ト
バッ ク  リ カバリによっ再同期化されている こ とを示します。ボ リ ュームがDISABLED
状態の場合は、プレッ クスがマシンの リブート時に読みぼ り / ラ イ トバッ ク  リ カバリ
によって再同期化される こ とを示します。 

◆ NEEDSYNC－ 次のボ リ ューム起動時に、 再同期処理を行う必要があ り ます。

ボ リ ューム起動中のこれらのフラグの解釈は、 ボ リ ュームのパーシステン ト  ステート  ロ
ギングによ り変更されます （DIRTY/CLEAN フラグなど）。CLEAN フラグが設定されてい
る場合、ACTIVE ボ リ ュームにはどのプロセスからも書き込みされていないか、 またはリ
ブート時に開かれていません。 このため、 そのボ リ ュームは CLEAN状態である と判断さ
れます。 ボ リ ュームが CLEAN状態になっている場合は、 常に CLEAN フラグが設定され
ます。

RAID-5ボリュームの状態
RAID-5 ボ リ ュームには、 独自のボ リ ューム状態があ り ます。 

◆ CLEAN－ ボ リ ュームは起動しておらず（カーネル状態が DISABLED）、パ リ ティーは
正常です。 RAID-5プレッ クスには一貫性があ り ます。

◆ ACTIVE － システムがリブート されたと きに、 ボ リ ュームが起動していた （現在の
カーネル状態が ENABLED） か、 または使用されていた （そのと きのカーネル状態が
ENABLED） こ と を示します。 ボ リ ュームが現在 ENABLED 状態である場合は、 ボ
リ ュームが使用中なので RAID-5プレッ クスの状態は固定されません。 ボ リ ュームが
現在 DISABLED 状態である場合は、 パリ ティーの同期がとれていない可能性があ り
ます。 

◆ EMPTY－ ボ リ ュームの内容が初期化されていません。ボ リ ュームがEMPTY状態の場
合、 カーネル状態は常に DISABLED です。 

◆ SYNC－ ボ リ ュームがパリティーの再同期化中である （現在のカーネル状態が
ENABLED） か、 システムのリブート時にパリティーの再同期化が行われていた
（カーネル状態が DISABLED） こ とを示します。 

◆ NEEDSYNC－ 次のボ リ ューム起動時に、パリテ ィーの再同期化を行う必要があ り ます。

◆ REPLAY－ ボ リ ュームはログ再適用の一段階と して一次的な状態にあ り ます。ログの
再適用は、 ログが記録されたパリティーおよびデータを使用する必要が生じた場合に
行われます。
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ボリュームのカーネル状態 
ボ リ ュームのカーネル状態は、 ボ リ ュームへアクセスでき るかど う かを示し ます。 ボ
リ ュームのカーネル状態によって、ボ リ ュームの操作モードがオフライン （DISABLED）、
保守 （DETACHED）、 またはオンライン （ENABLED） に区分されます。

ボ リ ュームのカーネル状態には、 次の種類があ り ます。

◆ DISABLED－ ボ リ ュームにアクセスする こ とはできません。 

◆ DETACHED－ ボ リ ュームの読み書きはできませんが、プレッ クス  デバイスの操作と
ioctl関数は処理する こ とができます。 

◆ ENABLED－ ボ リ ュームの読み書きを行う こ とができます。

RAID-5ボリュームのリカバリ
こ こでは、RAID-5 ボ リ ュームの操作と リ カバリについて説明します。RAID-5 ボ リ ューム
の詳細については、 「Volume Manager とは （1ページ）」 を参照して ください。 

RAID-5ボリュームのレイアウト
RAID-5 ボ リ ュームは、 1 つ以上のプレッ クスで構成され、 各プレッ クスには 1 つ以上の
サブディ スクが含まれています。 ミ ラー ボ リ ュームとは異なり、 RAID-5 ボ リ ューム内の
すべてのプレッ クスがボ リ ューム  データのミ ラーを保持しているわけではあ り ません。 

RAID-5 ボ リ ュームには、 次の 2つの種類のプレッ クスが含まれます。

◆ RAID-5プレッ クス。ボ リ ュームのデータおよびパリティーの両方を保持するために使
用します。

◆ ログ プレッ クス。 よ り速く効率的にリ カバリ を行う ために、ボ リ ュームに書き込まれ
るデータのログを保持します。

RAID-5 プレッ クス
RAID-5 ボ リ ュームは、 単一の RAID-5 プレッ クス内にデータ とパリティーの両方を保持
しています。 RAID-5 プレッ クスは、 ス ト ラ イピング モデルと同様に、 カラムに配列され
たサブディ スクで構成されています。次の表示は、RAID-5プレッ クスに関する vxprint
の出力結果です。 

PL  NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH LAYOUT NCOL/WID MODE

SD  NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH [COL/]OFF DEVICE MODE

pl  rvol-01 rvol ENABLED ACTIVE 20480 RAID  3/16 RW

sd  disk00-00 rvol-01 disk00 0 10240 0/0 c1t4d1 ENA

sd  disk01-00 rvol-01 disk01 0 10240 1/0 c1t2d1 ENA

sd  disk02-00 rvol-01 disk02 0 10240 2/0 c1t3d1 ENA
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プレッ クスの行には、 プレッ クス  レイアウ トが RAID、 カラム数が 3、 ス ト ラ イプ ユニッ
トサイズが 16 セク タ と表示されています。 各サブディ スクの行には、 プレッ クス内のカ
ラム、 そのカラムが位置するサブディ スク内のオフセッ トが表示されています。

注 システムによっては、 例とは異なるデバイス名を使用している場合があ り ます。 デ
バイス名の詳細については、「Volume Manager とは（1ページ）」を参照して ください。

RAID-5 ログ
各 RAID-5 ボ リ ュームには、 データ とパリ ティーが格納されている RAID-5 プレッ クスが
1つ含まれます。 ボ リ ュームに関連付けられているその他のプレッ クスは、 そのボ リ ュー
ムに書き込まれるデータ とパリ ティーについての情報を記録するために使用します。これ
らのプレッ クスを、 RAID-5 ログ プレッ クス  または RAID-5 ログと呼びます。 

RAID-5 ログは、コンカチネイテッ ド  プレッ クスまたはス ト ラ イプ プレッ クスのどちらか
の編成になり ます。 RAID-5 ボ リ ュームに関連付けられている各 RAID-5 ログには、 その
ボ リ ュームのログ情報の完全なコピーが保持されます。 各 RAID-5 ボ リ ュームには最低 2
つの RAID-5 ログ プレッ クスを含める こ とをお勧めします。 これらのログ プレッ クスは、
別々のディ スクに配置する必要があ り ます。 各 RAID-5 ボ リ ュームに 2つの RAID-5 ログ
プレッ クスがある と、単一のディ スクに障害が発生した場合でも、 ログ情報が失われる こ
とはあ り ません。 

RAID-5ディ スク  アレイに同時にアクセスするには、 ログの大きさをプレッ クスのス ト ラ
イプサイズの数倍にしてお く必要があ り ます。 

RAID-5 ボ リ ュームの RAID-5 ログ プレッ ク ス と RAID-5 プレッ ク スを見分けるには、
vxprintによる出力を参照して ください。ログ プレッ クスの STATE フ ィールドは LOG と
表示されています。 次に示す表示は、 RAID-5 ボ リ ュームに対する vxprint の出力結果
です。 

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH READPOL PREFPLEX

PL NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH LAYOUT NCOL/WID MODE

SD NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH [COL/]OFF DEVICE MODE

v r5vol raid5 ENABLED ACTIVE 20480 RAID - 

pl r5vol-01 r5vol ENABLED ACTIVE 20480 RAID 3/16 RW

sd disk00-00 r5vol-01 disk00 0 10240 0/0 c1t4d1 ENA

sd disk01-00 r5vol-01 disk01 0 10240 1/0 c1t2d1 ENA

sd disk02-00 r5vol-01 disk02 0 10240 2/0 c1t3d1 ENA

pl r5vol-l1 r5vol ENABLED LOG 1024 CONCAT - RW

sd disk03-01 r5vol-l1 disk00 0 1024 0 c1t3d0 ENA

pl r5vol-l2 r5vol ENABLED LOG 1024 CONCAT - RW

sd disk04-01 r5vol-l2 disk02 0 1024 0 c1t1d1 ENA
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ボ リ ューム r5vol は、 読み取 りポ リ シー （READPOL） に RAID と表示されているため、
RAID-5 ボ リ ュームである こ とがわかり ます。このボ リ ュームには、前述のよ うに、RAID-5
プレッ クス （r5vol-01） が 1つ含まれています。 このボ リ ュームは 2つの RAID-5 ログ
を保持しており、それぞれプレッ クス r5vol-l1および r5vol-l2内に含まれています。
これらのログ プレッ クスは、STATE フ ィールドに LOG と表示されているため識別できま
す。 これらは RAID-5 ボ リ ュームに関連付けられていますが、 レイアウ トは RAID ではあ
り ません。

RAID-5ボリュームの作成
vxassist（推奨） または vxmake を使用して RAID-5 ボ リ ュームを作成できます。どちら
のコマンドを使用する場合についても、 この節で説明します。

RAID-5 ボ リ ュームには、 複数の物理ディ スク上にある複数のサブディ スクで構成されて
いるRAID-5プレッ クスが含まれています。1つのボ リ ュームに含める こ とのできるRAID-5
プレッ クスは 1つのみです。 

vxassist と RAID-5ボリューム
vxassist コマンドを使用して RAID-5 ボ リ ュームを作成できます。 

# vxassist make ボリューム名 サイズ layout=raid5

たとえば、10Mの RAID-5 ボ リ ューム volraid を作成するには、次のよ うに入力します。 

# vxassist make volraid 10m layout=raid5

このコマンドによ り、デフォルトで指定されている数のディ スク上に、デフォルトのス ト
ライプ ユニッ ト  サイズで RAID-5 ボ リ ュームが作成されます。 

RAID-5ボリュームの初期化
vxmake を使用して作成されたが、初期化されてないか、 または未初期化状態に設定され
ている RAID-5 ボ リ ュームは、 初期化する必要があ り ます。

RAID-5 ボ リ ュームは、 vxvolによ り初期化できます。次のいずれかのコマンドを実行し
ます。

# vxvol init zero ボリューム名

または 

# vxvol startボリューム名

vxvol init zero コマンドは、すべての RAID-5 ログ プレッ クス とボ リ ューム全体にゼ
ロを書き込みます。 その後、 ボ リ ュームは ACTIVE状態になり ます。 
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vxvol startコマンドは、ほかのすべてのカラム内にある対応するデータ  ス ト ライプ ユ
ニッ ト を排他的論理和 （XOR） 演算する こ とによってパ リ テ ィーを リ カバ リ し ます。
vxvol start コマンドを実行する と、vxvol init zero コマンドを実行する場合よ り
も時間がかかり ますが、 RAID-5 ボ リ ュームをすぐに使用する こ とができます。

障害と RAID-5ボリューム
障害には 2 つの種類があ り ます。 システム障害とディ スク障害です。 システム障害とは、
オペレーティング システムや電源に問題が発生したこ とによ り、 システムが突然稼働し
な くなる状態をいいます。ディ スク障害とは、 システム障害 （ヘッ ドの破損、ディ スク上
の電子的障害、 またはディ スク  コン ト ローラの故障など） によ り、 い くつかのディ スク
上のデータが使用できな くなる状態をいいます。

システム障害

RAID-5 ボ リ ュームは、 ディ スク障害が発生した場合でも、 最小限のディ スク領域のオー
バーヘッ ドで使用できるよ うに設計されています。 しかし、システム障害が発生した場合
は、多くの形式の RAID-5 でデータが失われる可能性があ り ます。 システム障害が発生す
る と、ボ リ ューム内のデータ とパリ ティーが同期しな くなるため、データの損失が発生し
ます。障害発生時に未完了であった書き込み処理の状態を判断できな くなる と、同期しな
くなり ます。 

RAID-5 ボ リ ュームへのアクセス中に同期が失われる と、 ボ リ ュームに陳腐化したパ リ
ティーが含まれている と判断されます。 この場合、各ス ト ラ イプ内のパリティー以外のす
べてのカラムを読み取 り、 パ リ テ ィーを再計算し、 ス ト ラ イプにパリ テ ィー ス ト ラ イプ
ユニッ ト を書き込んでパリティーを復元する必要があ り ます。ボ リ ューム内のすべてのス
ト ラ イプに対してこの処置を行う必要があるため、処理を完了するまでにはかな りの時間
がかかり ます。 

注意 再同期化処理中に、ディ スク  アレイ内のディスクに障害が発生する と、ボ リ ュー
ムのデータが失われます。この事態は、ログ プレッ クスを含んでいない RAID-5
ボ リ ュームのみで発生します。

再同期化処理は障害に対する耐性が弱いだけでな く、 処理を行う こ とによ りシステム  リ
ソースにかなりの負荷がかかり、 処理速度が遅くなる場合があ り ます。

RAID-5 ログには障害時に書き込まれたデータのコピーが保存されているため、 このログ
によ り、 システム障害による被害を軽減する こ とができます。再同期化処理には、 このロ
グから問題のデータ とパリティーを読み取り、ボ リ ュームの適切な領域に書き込む操作も
含まれます。 これによ り、データ とパリ ティーの再同期化に要する時間を大幅に短縮でき
ます。 さ らに、 このログがあれば、ボ リ ュームがまった く陳腐化する とい う こ と もあ り ま
せん。ボ リ ューム内のすべてのス ト ライプのデータ とパリティーが常に保持されているた
め、単一のディ スクに障害が発生しても、ボ リ ューム内のデータが失われる こ とはあ り ま
せん。
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ディスク障害

ディ ス ク障害が発生する と、 ディ ス ク上のデータが使用できな くなる こ とがあ り ます。
RAID-5 ボ リ ュームの場合は、 サブディ スクが使用できな くな り ます。 

ディ スク障害は、ディ スクへの書き込み中に修正不可能な入出力エラーが発生したこ とに
よ り発生します。入出力エラーが原因で、システムのブート時にサブディ スクがディ スク
アレイから切り離されたり、ディ スクが使用できな くなったりする場合があ り ます （ケー
ブル接続に問題がある場合や、 ド ライブの電源が切れている場合など）。 

こよ う な場合は、サブディ スクを使用してデータを保持するこ とができず、サブディ スク
は陳腐化している と判断されて切り離されます。下位のディ スクが使用できるよ うになる
か、または交換された場合も、サブディ スクは依然と して陳腐化している と判断されたま
まなので使用できません。

陳腐化したサブディ スクに含まれるデータを読み取ろ う とする と、ス ト ラ イプ内のほかの
すべてのス ト ライプ ユニッ トのデータから該当するデータが復元されます。 この処理を、
復元読み取り と呼びます。 これは、単にデータを読み取る以上に複雑な処理なので、読み
取りパフォーマンスが低下する場合があ り ます。 RAID-5 ボ リ ュームに陳腐化したディ ス
クが含まれている場合、 そのボ リ ュームは縮退モードである とみなされます。

縮退モードにある RAID-5 ボ リ ュームは、 以下に示すよ うに、 vxprint の出力で確認で
きます。 

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH READPOL PREFPLEX 

PL NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH LAYOUT NCOL/WID MODE

SD NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH [COL/]OFF DEVICE MODE

v r5vol RAID-5 ENABLED DEGRADED 20480 RAID - 

pl r5vol-01 r5vol ENABLED ACTIVE 20480 RAID 3/16 RW

sd disk00-00 r5vol-01 disk00 0 10240 0/0 c1t4d1 

sd disk01-00 r5vol-01 disk01 0 10240 1/0 c1t2d1 dS

sd disk02-00 r5vol-01 disk02 0 10240 2/0 c1t3d1 -

pl r5vol-l1 r5vol ENABLED LOG 1024 CONCAT - RW

sd disk03-01 r5vol-l1 disk00 10240 1024 0 c1t3d0 -

pl r5vol-l2 r5vol ENABLED LOG 1024 CONCAT - RW

sd disk04-01 r5vol-l2 disk02 10240 1024 0 c1t1d1 -   

ボ リ ューム r5volは、STATE フ ィールドに DEGRADED と表示されているため、縮退モー
ドである こ とがわかり ます。最後のカラムにフラグが表示されているため、障害が発生し
ているサブディ スクは disk01-00である こ と も確認できます。 dはサブディ スクが切り
離されている こ とを示し、 Sはサブディ スクのデータが陳腐化している こ とを示します。
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RAID-5 ログが記録されているディ スクに障害が発生する場合もあ り ます。 この場合、 ボ
リ ュームの運用に直接影響はあ り ません。 ただし、 ボ リ ューム上のすべての RAID-5 ログ
が失われる と、 全体的な障害に対するボ リ ュームの耐性がな くな り ます。 vxprint -ht
の出力では、 RAID-5 ログ プレッ クス内の障害は、 BADLOG であるプレッ クスの状態に
よって示されます。次の表示では、RAID-5 ログ プレッ クス r5vol-l1 に障害が発生して
いる こ とが示されています。

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH READPOL PREFPLEX 

PL NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH LAYOUT NCOL/WID MODE

SD NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH [COL/]OFF DEVICE MODE

v r5vol RAID-5 ENABLED ACTIVE 20480 RAID - 

pl r5vol-01 r5vol ENABLED ACTIVE 20480 RAID 3/16 RW 

sd disk00-00 r5vol-01 disk00 0 10240 0/0 c1t4d1 ENA

sd disk01-00 r5vol-01 disk01 0 10240 1/0 c1t2d1 dS

sd disk02-00 r5vol-01 disk02 0 10240 2/0 c1t3d1 ENA

pl r5vol-l1 r5vol DISABLED BADLOG 1024 CONCAT - RW

sd disk03-01 r5vol-l1 disk00 10240 1024 0 c1t3d0 ENA

pl r5vol-l2 r5vol ENABLED LOG 1024 CONCAT - RW

sd disk04-01 r5vol-l2 disk02 10240 1024 0 c1t1d1 ENA

RAID-5のリカバリ
通常、 RAID-5 ボ リ ュームの リ カバリには、 次のよ うな処理が必要です。 

◆ パリ ティーの再同期化

◆ 無効なサブディ スクのリ カバリ

◆ ログ プレッ クスの リ カバリ

これらのリ カバリ処理については、以降に説明します。一般に、パリティーの再同期化お
よび陳腐化したサブディ スクの リ カバリは、 次の場合に実行されます。

◆  RAID-5 ボ リ ュームのブート時

◆  システムのブート直後

◆ vxrecover コマンドを呼び出して実行 

RAID-5 ボ リ ュームの起動の詳細については、 「RAID-5 ボ リ ュームの起動 （264 ページ）」
を参照して ください。
第 7章  リカバリ  259



RAID-5ボリュームのリカバリ
ディ スク障害の発生時にホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能が有効になっている場合は、リ ロケー
シ ョ ンに使用できるディ スク領域が不足している場合を除いて、システム管理者による介
入は必要あ り ません。障害が発生する とホッ ト リ ロケーシ ョ ンが自動的に行われ、システ
ム管理者に障害の発生を通知する電子メールが送信されます。 

ホッ ト リ ロケーシ ョ ンは、障害が発生した RAID-5プレッ クスのサブディ スクを自動的に
リ ロ ケー ト し ます。 リ ロ ケー ト が行われた後で、 ホ ッ ト リ ロ ケーシ ョ ン  デーモン
（vxrelocd） によ りパリ ティーの再同期化が開始されます。 

RAID-5 ログ プレッ クスに障害が発生している場合は、そのログ プレッ クスが ミ ラーリ ン
グされている場合にのみリ ロケートが行われます。その後、vxrelocdはミ ラーの再同期
化処理を開始して RAID-5 ログ プレッ クスを作成し直します。 障害発生時にホッ ト リ ロ
ケーシ ョ ンが無効になっている場合は、システム管理者が再同期化処理またはリ カバリ処
理を開始する必要があ り ます。 

パリテ ィーのリカバリ

通常は、 RAID-5ディ スク  アレイには陳腐化したパリティーは含まれていません。陳腐化
したパリティーが含まれるのは、 RAID-5 ボ リ ュームのすべての RAID-5 ログ プレッ クス
に障害が発生し、 さ らにシステム障害が発生した場合だけです。 RAID-5 ボ リ ュームに陳
腐化したパリティーが含まれている場合でも、通常は、ボ リ ュームの起動中に修復されます。 

有効な RAID-5 ログがないボ リ ュームを起動し、そのボ リ ュームが再同期化される前にプ
ロセスを強制終了する と、アクティブなボ リ ュームに陳腐化したパリティーが含まれる こ
とにな り ます。 これは、次に示すよ うに、 vxprint -ht コマンドの出力でボ リ ューム状
態をチェッ クする と確認できます。

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH READPOL PREFPLEX 

PL NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH LAYOUT NCOL/WID MODE

SD NAME PLEX DISK DISKOFFS LENGTH [COL/]OFF DEVICE MODE

v r5vol RAID-5 ENABLED NEEDSYNC 20480 RAID - 

pl r5vol-01 r5vol ENABLED ACTIVE 20480 RAID 3/16 RW

sd disk00-00 r5vol-01 disk00 0 10240 0/0 c1t4d1 ENA

sd disk01-00 r5vol-01 disk01 0 10240 1/0 c1t2d1 ENA

sd disk02-00 r5vol-01 disk02 0 10240 2/0 c1t3d1 ENA
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この出力には、ボ リ ュームの状態が NEEDSYNC と表示されています。これは、パリティー
を再同期化する必要がある こ とを示しています。 ボ リ ューム状態には SYNC もあ り、 起
動時に同期化処理が開始され、その処理が進行中である こ とを示しています。 こ う した処
理が行われていない場合、 またはボ リ ューム状態が NEEDSYNC である場合は、 resync
キーワードを指定して vxvol コマンドを実行し、 手作業で再同期化処理を開始する こ と
ができます。 たとえば、上記の RAID-5 ボ リ ュームを再同期化するには、次のコマンドを
実行します。

# vxvol resync r5vol

VOL_R5_RESYNC ioctlをRAID-5ボ リ ュームに対して発行する と、パリ ティーが再生成され
ます。 再同期化処理は RAID-5 ボ リ ュームの先頭から開始され、 -o入出力サイズオプシ ョ
ンで指定したセク タ番号と同じ番号の領域を再同期化します。-o入出力サイズオプシ ョ ン
が指定されていない場合、 デフォル ト の最大入出力サイズが使用されます。 RAID-5 ボ
リ ューム全体が再同期化されるまで、 再同期化処理は次の領域で続行されます。

大きなボ リ ュームの場合、パリティーの再生成には長い時間がかかり ます。処理が完了し
ないうちに、システムがシャ ッ ト ダウンまたはク ラ ッシュする可能性があ り ます。システ
ムがシャ ッ ト ダウンした場合、リブート を挟んでパリティー再生成の処理が継続されなけ
れば、 処理を最初からやり直す必要があ り ます。

処理を始めからやり直さな くて済むよ うに、パリ ティー再生成の処理ではチェッ クポイン
トが保存されます。. これは、パリ ティーの再生成がどこまで進められたかを示すオフセッ
ト を設定データベースに保存する という こ とです。-o checkpt=sizeオプシ ョ ンによっ
て、チェ ッ クポイン ト を保存する間隔を設定します。 このオプシ ョ ンを指定していない場
合、 デフォルトのチェッ クポイン ト  サイズが使用されます。 

チェ ッ クポイン ト のオフセ ッ ト を保存するには ト ラ ンザクシ ョ ンが必要となるため、
チェ ッ クポイン ト  サイズを小さ く設定しすぎる と、 パ リ テ ィーの再生成にかかる時間が
長 く なる場合があ り ます。 システムの リ ブー ト後、 ボ リ ュームのサイズよ り も小さい
チェ ッ クポイン ト  オフセッ ト を持つ RAID-5 ボ リ ュームでは、 チェッ クポイン トのオフ
セッ トからパリティーの再同期化が開始されます。

サブディスクのリカバリ

陳腐化したサブディ ス クの リ カバ リは、 通常、 ボ リ ュームの起動時に行われます。 ただ
し、 リ カバリ処理を行うプロセスが突然停止した り、サブディ スクのリ カバリ を行わない
よ うにするオプシ ョ ンが指定された状態でボ リ ュームが起動される場合も考えられます。
さ らに、サブディ スクが含まれているディ スクが、 リ カバリ処理を行わずに交換されてい
る こ と もあ り ます。いずれの場合も、recover キーワードを指定して vxvol コマンドを
実行する と、 サブディ スクを リ カバリできます。 たとえば、 265 ページの図 26 「無効な
RAID-5 ボ リ ューム」 に示すよ う な、RAID-5 ボ リ ューム内の陳腐化したサブディ スクを リ
カバリするには、 次のコマンドを実行します。

# vxvol recover r5vol disk01-00
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複数の無効なサブディ スクを持つRAID-5ボ リ ュームをすべて同時に修正するこ とができ
ます。複数の無効なサブディ スクを確認するには、次のよ うにボ リ ューム名だけを指定し
て vxvol recover を呼び出します。

# vxvol recover r5vol

障害後のログのリカバリ

RAID-5 ログ プレッ クスは、 ディ スク障害によって、 切り離される こ とがあ り ます。 切り
離された RAID-5 ログは、att キーワードを指定して vxplex コマンドを実行する と、再
び追加する こ とができます。 270ページの図 27 「読み取り -変更 -書き込み」 に示されて
いるよ うな障害が発生した RAID-5 ログ プレッ クスを再追加するには、次のコマンドを実
行します。

# vxplex att r5vol r5vol-l1

RAID-5のさまざまな処理
RAID-5 ボ リ ュームおよび関連オブジェ ク ト を操作するためのさまざまな処理があ り ま
す。通常これらの処理は、ディ スクを取 り外すなどの大規模な処理を行う場合に、その一
部と して vxassist や vxrecover などのコマンドによ り実行されます。 このよ うなコ
マンド  ラ インからの処理は、 Volume Managerの基本操作では必要あ り ません。

RAID-5 ログの操作
RAID-5 ログは RAID-5 ボ リ ュームのプレッ クス と して扱われるので、 vxplex コマンド
を使用して操作します。 RAID-5 ログを追加するには、 vxplex att を使用します。

# vxplex att r5vol r5log

ログの追加は、新しいログがス ト ラ イプ上のデータをすべて保持するのに十分な大きさで
ある場合にのみ実行されます。 RAID-5 ボ リ ュームに既にログがある場合、 新しいログの
サイズには、少な く と もそれらのログと同等のサイズが必要です。 これは、新しいログを
古いログの ミ ラーと して使用するためです。

RAID-5 ボ リ ュームが使用可能でない場合、新しいログは BADLOG とみなされ、ボ リ ュー
ムの起動時に有効になり ます。 ただし、 ログの内容は無視されます。 

RAID-5 ボ リ ュームが使用可能で、 ほかにも有効な RAID-5 ログがある場合、 新しいログ
の内容は ATOMIC_COPY ioctl によってほかのログと同期がと られます。 

RAID-5 ボ リ ュームに現在有効なログがない場合は、 新しいログが有効になる前に、 その
内容が消去されます。

ログ プレッ クスをボ リ ュームから削除するには、 vxplex dis コマンドを実行します。

# vxplex dis r5log3
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ログを削除する こ とによ りボ リ ューム内に有効なログが 1 つ以下になってしま う場合は、
警告メ ッセージが表示され、 処理は続行できな くな り ます。 処理を強制的に続行するに
は、 -o forceオプシ ョ ンを使用します。

RAID-5サブディスクの操作
ほかのサブディ スク と同様、 RAID-5 ボ リ ュームの RAID-5 プレッ クスのサブディ スクを
操作するには、 vxsd コマンドを実行します。 ス ト ラ イプ プレッ クスの場合と同様にキー
ワード assoc を使用して関連付けを行います。 たとえば、 前述の RAID-5 ボ リ ュームの
各カラム末尾にサブディ スクを追加するには、 次のコマンドを実行します。

# vxsd assoc r5vol-01 disk10-01:0 disk11-01:1 disk12-01:2

サブディ スクがプレッ クス内の 「ホール」 を埋めている （ボ リ ュームの論理アドレス空間
の一部分がサブディ スクに対応づけられている） 場合、そのサブディ スクは陳腐化してい
る と解釈されます。 RAID-5 ボ リ ュームが使用可能である場合、 関連付け処理によって、
VOL_R5_RECOVER ioctl を使用してサブディ スク上にあるデータが再生成されます。それ
以外の場合は、データは陳腐化している とみなされ、ボ リ ュームの起動時にリ カバリ され
ます。

サブディ スクを RAID-5 プレッ クスから削除するには、 vxsd dis を実行します。

# vxsd dis disk10-01

注意 サブディ スクが RAID-5 ボ リ ュームのアドレス空間の一部分をマップしている
場合、ボ リ ュームは DEGRADED （縮退） モードに設定されます。 この場合、 dis
を使用して処理を行う と、 警告メ ッセージが表示されます。 強制的に処理を続
行するには、 -o forceオプシ ョ ンを使用します。 また、 同じス ト ラ イプ内の
別のサブディ スクが使用できないか見つからず、 ボ リ ューム状態が DISABLED
または空ではない場合、 サブディ スクを削除する と RAID-5 ボ リ ュームが使用
できな くなり ます。 この場合は、 サブディ スクを削除できません。

RAID-5 ボ リ ュームが割り当てられているディ スクを変更するためにサブディ スクを移動
するには、 vxsd mv を使用します。 たとえば、 disk03 の内容を退避する必要があ り、
disk22の2つのサブディ スクを合せれば十分な空き領域がある場合、次のコマンドを使用
できます。

# vxsd mv disk03-01 disk22-01 disk22-02

このコマンドはス ト ラ イプ プレッ クスに使用するものと似ていますが、 実際行われる処
理は異なり ます。 
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RAID-5サブディスクの移動
RAID-5 サブディ スクを移動する場合、 現在のサブディ スクが RAID-5 プレッ クスから削
除され、新しいサブディ スクに交換されます。新しいサブディ スクは陳腐化している とみ
なされ、 VOL_R5_RECOVER を使用して リ カバ リ処理が行われます。 リ カバ リは、 vxsd
によって、 またはボ リ ュームの起動時 （ボ リ ュームがアクティブでない場合） に実行され
ます。 つま り、 移動処理中の RAID-5 ボ リ ュームの機能は低下します。 

移動中にス ト ライプ内で別の障害が発生する と、ボ リ ュームが使用できな くなり ます。ま
た、 パリティーが陳腐化した場合も、 RAID-5 ボ リ ュームは無効にな り ます。

このよ うな事態を避けるため、 次の場合には、 vxsdユーティ リ ティ を使用してサブディ
スクを移動する こ とはできません。

◆ 移動対象のサブディ ス ク中のス ト ラ イプと同じ ものが陳腐化したサブディ ス クに含
まれている場合

◆ RAID-5 ボ リ ュームが停止しているが、正常な状態で終了していない場合（パリ ティー
が陳腐化している とみなされます）

◆ RAID-5 ボ リ ュームがアクティブだが、 有効なログ領域がない場合

上記の 3番目の場合のみ、-o force オプシ ョ ンを使用して処理を強制的に続行する こ と
ができます。

RAID-5 ボ リ ュームのサブディ スクは、vxsd split を使用して分割した り、vxsd join
を使用して結合した りする こ とができます。 これらの処理は、 ミ ラー ボ リ ュームの場合
と同様に行われます。

注 RAID-5 サブディ スクは、 冗長性を損な う こ とな く、 ほかのサブディ スクの場合と
同様に移動できます。

RAID-5ボリュームの起動
RAID-5 ボ リ ュームを起動する と、 さまざまな状態になり ます。 システムを通常通り停止
した後は、ボ リ ュームは正常な状態であるためリ カバリの必要はあ り ません。ただし、 シ
ステムがク ラ ッシュする前にボ リ ュームを終了していないか、マウン ト解除していない場
合は、次の起動時にリ カバリ処理を行う必要があ り ます。ボ リ ュームは、 リ カバリ後に使
用できるよ うにな り ます。 こ こでは、 特定の条件下でと るべき処置について説明します。

通常は、ボ リ ュームはシステムのリブート後に自動的に起動し、 リ カバリ処理は自動的に
行われるか、 または vxrecover コマンドによって行われます。
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RAID-5ボリュームを起動できない場合
次のよ うに、RAID-5プレッ クスの一部がボ リ ューム  サイズに対応しない場合は、RAID-5
ボ リ ュームを使用する こ とはできません。 

◆ RAID-5プレッ クスのサイズが、 RAID-5 ボ リ ュームのサイズよ り小さ く、空白があっ
てはいけません。

◆ ス ト ラ イプ内の2つのサブディ スクに障害が発生している領域にRAID-5プレッ クスを
対応づける こ とはできません。 そのよ う なサブディ スクの障害の原因と しては、陳腐
化または基となるディ スクの故障が考えられます。

このよ うな場合は、 vxvol start コマンドを実行する と、次のエラーメ ッセージが返さ
れます。

vxvm:vxvol:ERROR:ボリ ューム r5volを起動できません。 RAID5プレッ ク スにボ
リ ューム全体の長さがマッ プされていません。

この時点では、 RAID-5 ボ リ ュームの内容を使用する こ とはできません。

ほかに RAID-5 ボ リ ュームを起動できな くなる原因と して、 パリ ティーが陳腐化し、 さ ら
にサブディ ス クが切り離されているか陳腐化している場合が考えられます。 この状態で
は、 障害が発生しているサブディ スクに対応するス ト ラ イプ内で、 パリ テ ィー ス ト ラ イ
プ ユニッ トが無効 （パリ テ ィーが陳腐化しているため） であ り、 かつ不良なサブディ ス
ク上のス ト ラ イプ ユニッ ト も無効になっています。 図 26 「無効な RAID-5 ボ リ ューム」
に、 この状態を示します。パリティーが陳腐化し、 さ らにサブディ スクが障害を起したた
めに、 ボ リ ュームが使用不能になっています。

図 26. 無効な RAID-5ボリューム

disk00-00 disk02-00disk01-00

disk03-00 disk05-00disk04-00

パリティー

データ

データパリティー

パリティー

パリティー

データ

データ

データ

データ

データ

データ

RAID-5 プレックス

W

X

Y

Z

第 7章  リカバリ  265



RAID-5のさまざまな処理
この例では、 RAID-5 ディ スク  アレイ内に 4 つのス ト ラ イプがあ り ます。 すべてのパリ
ティーが陳腐化しており、サブディ スク disk05-00には障害が発生しています。 ス ト ラ
イプ Xおよび Y内では 2つの障害が発生しているため、 これらのス ト ラ イプは使用でき
ません。

ス ト ラ イプ内で障害が 2つ発生したとみなされ、ボ リ ュームは使用できな くなり ます。 こ
の場合、 vxvol start コマンドを実行する と、 次のよ うに表示されます。

vxvm:vxvol:ERROR:ボリ ューム r5volは起動できません。 一部のサブディ スクが使
用できず、 パリ ティ ーが無効です。

こ う した事態を回避するために、 RAID-5 ボ リ ューム内では常に複数の RAID-5 プレッ ク
スを使用して ください。複数のRAID-5ログ プレッ クスによ り、ボ リ ューム内のパリティー
が陳腐化する こ とを防止できるため、 このよ う な事態は発生しな くなり ます （「システム
障害 （257ページ）」 を参照）。

RAID-5ボリュームを強制的に起動する場合
サブディ スクが陳腐化している と判断されている場合でも、ボ リ ュームを起動する こ とが
できます。 たとえば、 停止しているボ リ ュームに無効なパ リ テ ィーが陳腐化しており、
RAID-5 ログがないディ スクを切り離された後で再び追加した場合などが想定されます。 

このよ う な場合は、 サブディ ス クが使用できないと きにボ リ ュームが使用されたため、
データが最新でもサブディ スクは陳腐化している と判断され、 RAID-5 ボ リ ュームも無効
とみなされます。 このよ う な問題を避けるため、 ディ ス ク  アレイに関連付けられている
有効な RAID-5 ログを常に複数保持するよ うにして ください。 ただし、 これが不可能な場
合もあ り ます。

陳腐化しているサブディ スクが含まれている RAID-5 ボ リ ュームを起動するには、 -f オ
プシ ョ ンを指定して vxvol start コマンドを実行します。このよ うにする と、すべての
陳腐化したサブディ スクが陳腐化していないとみなされます。これは、start処理によっ
て RAID-5 ボ リ ュームの有効性および開始に必要な条件が評価される前に行われます。 ま
た、 vxmend fix unstale サブディスク  コマンドを使用する と、 個々のサブディ スクが
陳腐化していないとみなされます。
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RAID-5ボリューム起動時のリカバリ
RAID-5 ボ リ ュームの内容を完全にリ ス ト アして使用できるよ うにするには、 い くつかの
処理を行う必要があ り ます。 ボ リ ュームが起動する場合は常に、 RAID-5 ログ プレッ クス
の内容がすべて消去されてから、ボ リ ュームが起動します。 これによ り、撹乱データがロ
グ エン ト リ と して解釈されないので、 ボ リ ュームの内容も破損されません。 また、 い く
つかのサブディ ス クの リ カバ リ またはパ リ テ ィーの再同期化が必要な場合もあ り ます
（RAID-5 ログに障害が発生している場合）。 

RAID-5 ボ リ ュームの起動時には、 次の処理が実行されます。

1. RAID-5ボ リ ュームが正常に終了されていない場合、有効な RAID-5 ログ プレッ クスが
あるかど うかが確認されます。

◆ 有効なログ プレッ クスがある場合は、再適用されます。 この処理は、 ボ リ ューム
のカーネル状態を DETACHED、 ボ リ ューム状態を REPLAY に設定し、 RAID-5 ロ
グ プレッ クスを有効にする こ とによって行われます。ログの読み取り と再適用が
正常に行われた場合は、 手順 2の処理が行われます。

◆ 有効なログがない場合は、 パリ ティーの再同期化処理を行う必要があ り ます。 再
同期化処理は、ボ リ ュームのカーネル状態を DETACHED、ボ リ ューム状態を SYNC
にして実行します。 ログはすべて DISABLED状態になり ます。

パリ ティーの再同期化処理が行われている間は、 ボ リ ュームを使用する こ とはで
きません。 再同期化処理中にサブディ スクに障害が発生する と、 ボ リ ュームを使
用する こ とができな くなるからです。ただし、 -o unsafeオプシ ョ ンを指定して
vxvol start を実行する と、強制的にボ リ ュームを起動する こ とができます。陳
腐化しているサブディ スクがある場合は、RAID-5 ボ リ ュームを使用できません。 

注意 -o unsafe start オプシ ョ ンを使用する と、ボ リ ュームの内容が使用できな
くなる可能性が高いため危険です。 このオプシ ョ ンはできる限り使用しないで
ください。

2. 既存のログの内容が消去されて使用可能にな り ます。 この処理中にすべてのログで障
害が発生する と、 ボ リ ュームの起動プロセスが異常終了します。

3. 陳腐化しているサブディ スクがない場合や、陳腐化しているサブディ スクを リ カバリ
できる場合、 ボ リ ュームのカーネル状態は ENABLED に、 ボ リ ューム状態は ACTIVE
に設定されます。 これで、 ボ リ ュームが起動します。

4. 陳腐化しているのでリ カバリする必要のあるサブディ スクがあるが、有効なログがあ
る場合は、カーネル状態を ENABLEDにする こ とによってボ リ ュームを有効にする と、
そのボ リ ュームをサブディ スクのリ カバリ中に使用できるよ うにな り ます。それ以外
の場合、 ボ リ ュームのカーネル状態は DETACHED に設定され、 サブディ スクの リ カ
バリ中にそのボ リ ュームを使用する こ とはできません。 
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システムがク ラ ッシュした り、 アクティブなボ リ ュームが稼働中に強制的に停止
された りする と、 パ リ テ ィーが陳腐化し、 ボ リ ュームを使用できな くなるため、
この処理が行われます。 この処理を行わない場合は、 -o unsafe start オプ
シ ョ ンを指定して強制的にボ リ ュームを起動できます。 

注意 -o unsafe start オプシ ョ ンを使用する と、 ボ リ ュームの内容が使用できな
くなる可能性が高いため危険です。 このオプシ ョ ンはできる限り使用しないで
ください。

5. ボ リ ューム状態が RECOVER に設定され、陳腐化しているボ リ ュームがリ ス ト アされ
ます。各サブディ スク上のデータが有効になるので、 サブディ スクは陳腐化していな
いとみなされるよ うにな り ます。 

6. サブディ スクのリ カバリに失敗したが有効なログがない場合、サブディ スクは陳腐化
したままで、 システムがク ラ ッシュする と RAID-5 ボ リ ュームが使用できな くなるた
め、 ボ リ ュームの起動処理は異常終了します。 強制的にボ リ ュームを起動するには、
-o unsafe オプシ ョ ンを使用します。

注意 -o unsafe start オプシ ョ ンを使用する と、ボ リ ュームの内容が使用できな
くなる可能性が高いため危険です。 このオプシ ョ ンはできる限り使用しないで
ください。

ボ リ ュームに有効なログがある場合は、 サブディ スクの リ カバ リに失敗しても、
ボ リ ュームの起動処理は停止しません。

7. すべてのサブデ ィ ス クの リ カバ リ が完了する と、 ボ リ ュームのカーネル状態が
ENABLEDになり、ボ リ ューム状態が ACTIVEになり ます。これで、ボ リ ュームが起動
しました。

RAID-5ボリュームの属性の変更
RAID-5 ボ リ ュームの属性は変更する こ とができます。 RAID-5 ボ リ ュームでは、 vxvol
set コマンドを使用する と、 ボ リ ュームおよび RAID-5 ログのサイズを変更できます。
RAID-5 ボ リ ュームのサイズを変更するには、 次のコマンドを実行します。

# vxvol set len=10240 r5vol

ボ リ ュームのサイズは、 RAID-5 プレッ クスに割り当てられた領域 （連続長） よ り大き く
する こ とはできません。ボ リ ュームが使用できな くなるため、ボ リ ュームサイズを拡大す
る こ とはできません。 RAID-5 ボ リ ュームがアクティブなと きにサイズを縮小するには、
-o force 使用タイプ オプシ ョ ンを使用して強制的に実行する必要があ り ます。 そのボ
リ ュームを使用しているアプリ ケーシ ョ ンから領域が削除されないよ うにするためです。

RAID-5 ログのサイズを変更する場合も、 vxvol set コマンドを実行します。

# vxvol set loglen=2M r5vol
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RAID-5 ログ プレッ クスは、 RAID-5 ボ リ ュームのログ サイズ全体をカバーする場合のみ
有効です。 ログのサイズを拡大する と RAID-5 ログが無効になるよ うな場合、 その処理は
実行できません。 また、 ボ リ ュームが停止していて、正常に終了されていない場合は、 ロ
グ サイズを変更できません。 これは、 ログの内容が失われる こ と （ログ サイズが縮小さ
れた場合） 、 または撹乱データがログに記録される こ と （ログ サイズが拡大された場合）
を避けるためです。

RAID-5ディスク  アレイへの書き込み
こ こでは、 RAID-5ディ スク  アレイへの書き込み処理を説明します。

読み取り -変更 -書き込み
RAID-5ディ スク  アレイへの書き込みでは、入出力に関わる各ス ト ライプに対して、次の
処理が実行されます。

1. 新しい書き込みデータで更新されるデータ  ス ト ラ イプ ユニッ トがアクセスされ、 内
部バッファーに読み取られます。 パリ テ ィー ス ト ラ イプ ユニッ ト も内部バッファー
に読み取られます。

2. パリ ティーが新しいデータ領域の内容を反映して更新されます。 まず、古いデータ内
容がパリティーと排他的論理和 （XOR） 演算されます （論理的に古いデータを削除）。
次に、新しいデータがパリテ ィーと排他的論理和 （XOR） 演算されます （論理的に新
しいデータを追加）。 新しいデータ とパリ ティーがログに書き込まれます。

3. 新しいパリ ティーがパリ ティー ス ト ラ イプ ユニッ トに書き込まれます。 新しいデー
タはデータ  ス ト ラ イプ ユニッ トに書き込まれます。すべてのス ト ライプ ユニッ トに、
1回の処理で書き込みが行われます。

この処理を読み取り -変更 -書き込みサイ クルと言います。 これが RAID-5 のデフォルト
の書き込み処理です。 ディ ス クに障害が発生した場合、 そのディ ス ク上のデータ とパ リ
ティーは使用できな くなり ます。その場合、ディ スク  アレイは縮退モードで動作します。 
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図 27 「読み取 り -変更 -書き込み」 は、 読み取 り -変更 -書き込みサイクルを示します。

図 27. 読み取り -変更 -書き込み
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データおよび 
パリテ ィー

手順1:データをパリテ ィー スト ライプ ユニッ ト P0およびデータ  スト ライプ ユニッ
ト 0および 1から読み取ります。
手順 2:データとパリテ ィーを排他的論理和 （XOR） 演算して新しいパリテ ィーを計
算します。 新しいデータとパリテ ィーを記録します。
手順 3: 新しいパリテ ィー （XOR から算出） をパリテ ィー スト ライプ ユニッ ト P0
へ、 新しいデータをデータ  スト ライプ ユニッ ト 0および 1に書き込みます。

SU = スト ライプ ユニッ ト

ディスク  5の 
パリテ ィー
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全スト ライプ書き込み

大規模な書き込み （データ  ス ト ラ イプ全体を使用する書き込み） が要求された場合、 読
み取り -変更 -書き込みサイ クルではな く、 全ス ト ラ イプ書き込みが行われます。 全ス ト
ライプ書き込みでは、 読み取りが必要ないため、 読み取 り -変更 -書き込みサイクルよ り
も処理速度が向上します。読み取りサイ クルを省く こ とによ り、ディ スクへの書き込みに
必要な入出力時間が短縮されます。 全ス ト ラ イプ書き込みは、 次の手順で実行されます。

1. 新しいデータ  ス ト ラ イプ ユニッ トがすべて一緒に排他的論理和 （XOR） され、 新し
いパリティー値が算出されます。新しいデータ とパリティーがログに書き込まれます。

2. 新しいパリ ティーがパリ ティー ス ト ラ イプ ユニッ トに書き込まれます。 新しいデー
タはデータ  ス ト ラ イプ ユニッ トに書き込まれます。ス ト ラ イプ全体に、1回の処理で
書き込みが行われます。 

図 28 「全ス ト ラ イプ書き込み」 は、 全ス ト ラ イプ書き込みの流れを示します。

図 28. 全スト ライプ書き込み
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手順 1:データとパリテ ィーを排他的論理和 （XOR）演算して新しいパリテ ィーを計算
します。 新しいデータとパリテ ィーを記録します。

手順 2:新しいパリテ ィー （XORから算出） をパリテ ィー スト ライプ ユニッ ト P0へ、
新しいデータをデータ  スト ライプ ユニッ ト 0、 1、 2、 および 3に書き込みます。

SU = スト ライプ ユニッ ト
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復元書き込み

1回の入出力でデータ  ディ スクの 50パーセン ト以上が書き込み対象になる場合、 復元書
き込みが行われます。 復元書き込みでは、 排他的論理和 （XOR） 演算によ り入出力時間
が短縮されます。 排他的論理和 （XOR） 演算では、 パ リ テ ィー領域の読み取 りが必要な
く、影響を受けないデータのみが読み取られます。影響を受けていないデータは、 ス ト ラ
イプ内のス ト ライプ ユニッ トの 50パーセン ト未満です。 

復元書き込みは、 次の手順で実行されます。

1. 影響を受けないデータが変更されていないデータ  ス ト ラ イプ ユニッ トから読み取ら
れます。 

2. 新しいデータが古い影響を受けないデータ と排他的論理和 （XOR） 演算され、新しい
パリ ティー ス ト ラ イプ ユニッ トが生成されます。 新データ と算出されたパリ ティー
がログに記録されます。

3. 新しいパリ ティーがパリ ティー ス ト ラ イプ ユニッ トに書き込まれます。 新しいデー
タはデータ  ス ト ラ イプ ユニッ トに書き込まれます。すべてのス ト ラ イプ ユニッ トに、
1回の処理で書き込みが行われます。 
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図 29 「復元書き込み」 は、 復元書き込みの流れを示します。 この例では、 ディ スク とパ
リ テ ィー ディ スクではな く必要なデータ  ディ スクのみが読み取られるため、 復元書き込
みの方が読み取り -変更 -書き込みサイ クルよ り も適しています。

図 29. 復元書き込み
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手順 1:影響を受けないデータ  スト ライプ ユニッ ト 3からデータを読み取ります。
手順 2: 古い影響を受けないデータと新しいデータを排他的論理和 （XOR） 演算しま
す。 新しいデータとパリテ ィーを記録します。

手順 3:新しいパリテ ィー （XORから算出） をパリテ ィー スト ライプ ユニッ ト P0へ、
新しいデータをデータ  スト ライプ ユニッ ト 0、 1、 および 2に書き込みます。

SU = スト ライプ ユニッ ト
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VxVMパフォーマンスの監視
 

8

はじめに

論理ボリ ューム管理は、システムのパフォーマンスを全体的に向上させる手段です。 この
章では、パフォーマンス管理と構成の設定に関するガイ ド ラ インを紹介します。 これらの
ガイ ド ラ インは、 Volume Manager が提供するさまざまな機能を活用するのに役に立ちま
す。 この章では、パフォーマンスの優先順位を決定するための情報を提供し、適切なデー
タを収集および使用する方法を説明します。 

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ パフォーマンスのガイ ド ラ イン

◆ パフォーマンスの監視

◆ Volume Managerのチューニング

パフォーマンスのガイ ド ライン 
 Volume Manager では、 柔軟にス ト レージを設定してシステムのパフォーマンスを向上さ
せる こ とができます。パフォーマンスを最適化するには、次の 2つの基本的な方法があ り
ます。 

◆ データを物理ディ スクに割 り当て、使用可能なディ スク間に入出力負荷を均等に分散
する。

◆ 最もアクセス頻度の高いデータを識別し、 ス ト ラ イピングやミ ラーリ ングによって、
そのデータへのアクセス帯域幅を広く確保する。

Volume Managerでは、 ミ ラーリ ングおよび RAID-5によ りデータの冗長性が提供されるた
め、 ディ スクに障害が発生した場合もデータへのアクセスを続行できます。 
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データの配置 
ファ イル システムの配置場所を決定する際、 通常システム管理者は、 複数の使用可能な
ディ スク ド ラ イブに入出力負荷を分散させよ う と考えます。 しかし、 このよ うに考えて配
置したと しても、 将来の利用パターンの予測は困難であ り、 また複数のファ イル システ
ムを複数のド ライブに分割できないため、その効果には制限があ り ます。 たとえば、単一
のファイル システムにディ スク  アクセスが集中している場合、そのファイル システムを
別のド ライブに配置する と、 ボ トルネッ ク もそのド ラ イブに移り ます。 

Volume Manager では、 ボ リ ュームを複数のド ライブにわたって分割できるため、 詳細レ
ベルでデータを配置できます。 システム管理者は実際のアクセス  パターンを確認してか
ら、 ファ イル システムの配置を調整する こ とができます。 ボ リ ュームの可用性に悪影響
を与える こ とな く、 パフォーマンス  パターンを設定または変更した後でボ リ ュームをオ
ンラインで再設定できます。

スト ライピング 
ス ト ラ イピングは、データを 「スライス」 し、複数のデバイスに分散して格納する こ とに
よ り、 アクセスのパフォーマンスを向上させる手法です。 ス ト ラ イピングを適用する と、
プレッ クスへのアクセス帯域幅を広く確保できます。 ス ト ラ イプ プレッ クスでは、 読み
取りおよび書き込みの両方でアクセスのパフォーマンスが向上します。 

アクセスが集中するボ リ ューム （ファ イル システムやデータベースを含むボ リ ューム） を
特定できれば、 パフォーマンスの向上による利点を実感できます。 「高ト ラフ ィ ッ ク」 の
データを複数ディ スクの領域へス ト ラ イピングする こ とによ り、そのデータへのアクセス
帯域幅を広く確保できるよ うにな り ます。

図 30 「ス ト ラ イピングを使用したデータ  アクセスの最適化」 に、 データ  アクセスのボ ト
ルネッ ク となっている単一のボ リ ューム （Hot Vol） を示します。 このボ リ ュームは、 4
つのディ スクにス ト ライピングされており、その 4つのディ スクの残りの領域は使用頻度
の低いボ リ ュームで使用できるよ うに空けられています。

図 30. スト ライピングを使用したデータ  アクセスの最適化
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ミ ラーリング 
ミ ラーリ ングは、システム上に複数のコピーを格納する手法です。 ミ ラーリ ングを正し く
適用すれば、物理メディアに発生した障害によるデータの損失を回避できるため、障害時
でもデータへのアクセスを続行できます。 ミ ラーリ ングを適用する と、 システム  ク ラ ッ
シュやディ スク障害の発生時に、 データを リ カバリできる可能性が高くなり ます。

システムのパフォーマンスを向上させるために ミ ラーリ ングを適用する こ と もあ り ます。
アクセス頻度の高いデータを ミ ラーリ ングする と、ディ スク障害によるデータの損失を防
げるだけでな く、入出力パフォーマンスを向上させる こ と もできます。ただし、 ス ト ラ イ
ピングとは異なり、ミ ラーリ ングのパフォーマンスはディ スク  アクセスの読み取り /書き
込み比率によって左右されます。システムの作業負荷が主に書き込みに集中している場合
（たとえば書き込み比率が 30%超） は、 ミ ラーリ ングで実現できるパフォーマンスはい く
らか低下します。 

異なる種類の ミ ラー ボ リ ュームのパフォーマンスを最適化するために、 Volume Manager
では次の読み取りポ リ シーがサポート されています。 

◆ ラウンド ロビン読み取りポ リ シー （round） では、 ボ リ ューム内のすべてのプレッ ク
スを順に読み取り ます （これは、プレッ クスが交替で使用される こ とを意味します）。

◆ 優先プレッ クス読み取 りポ リ シー （prefer） では、 指定したプレッ クス （通常はパ
フォーマンスが最も高いプレッ クス） に障害が発生しない限り、 そのプレッ クスのみ
を読み取り ます。指定プレッ クスに障害が発生した場合は、別のプレッ クスがアクセ
スされます。 

◆ デフォルトの読み取 りポ リ シー （select） は、設定に応じて適切な読み取りポ リ シー
を自動的に選択します。たとえば、ボ リ ュームに関連付けれているス ト ラ イプ プレッ
クスが 1つしかない場合は優先プレッ クス方式が選択され、それ以外の場合は通常ラ
ウンド ロビン方式が選択されます。
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図 31 「 ミ ラーリ ング アンド  ス ト ラ イピングを応用したパフォーマンスの向上」 の設定例
では、ボ リ ューム Hot Volの読み取 りポ リ シーに prefer を設定し、ス ト ラ イプ プレッ
クス PL1 を優先させる必要があ り ます。 このよ うに PL1 を通して読み取る こ とで、 単一
のディ スクに負荷が集中せず、 使用頻度の低い複数のディ スクに負荷を分散できます。

図 31. ミ ラーリング アンド  スト ライピングを応用したパフォーマンスの向上

作業負荷が読み取りに集中している場合、 パフォーマンスを向上させるために、 最大 32
のプレッ クスを同じボ リ ュームに関連付ける こ とができます。ただし、 この方法ではディ
スク領域の有効利用度が低下します。使用可能なディ スクの半分にわたってス ト ラ イピン
グしてプレッ クスを 1つ形成し、残りの半分を使用してプレッ クスをも う 1つ作成する方
法でもパフォーマンスを向上させる こ とができます。 通常、 この方法が Volume Manager
の構成を一連のディ スク  セッ ト上で設定し、 適当な信頼性と最高のパフォーマンスを実
現するには最も適しています。 可能な場合はこの方法をお勧めします。

ミ ラーリング アンド  スト ライピング 
ミ ラーリ ングと ス ト ライピングを併用する と、複数のディ スクにデータを分散でき、同時
にデータの冗長性を持たせる こ とができます。

複数の入出力ス ト リームがある場合、ミ ラーリ ング アンド  ス ト ラ イピングを併用する と、
パフォーマンスを大幅に向上させる こ とができます。ス ト ラ イピングした場合、入出力が
1つのス ト ラ イプのス ト ラ イプ ユニッ ト全体に満遍な く行き渡る と、直列的なアクセスが
向上します。入出力ス ト リームが複数のデバイスでパラレルに同時進行できるため、 よ り
優れたスループッ ト を実現できます。

ミ ラーリ ングはディ スク障害時のデータ損失を回避する場合によ く使用されますが、作業
負荷が書き込みに集中している場合にも ミ ラーリ ングが必要になる こ とがあ り ます。この
場合、 ミ ラーリ ングをス ト ラ イピングと組み合わせて、高い可用性とパフォーマンスの両
方を実現する こ とが可能です。 
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スト ライピング アンド  ミ ラーリング
ス ト ラ イピングと ミ ラーリ ングを併用する と、複数のディ スクにデータを分散でき、同時
にデータに冗長性を持たせる こ とができます。

複数の入出力ス ト リームがある場合、 ス ト ラ イ ピング と ミ ラー リ ングを併用する とパ
フォーマンスを大幅に向上させる こ とができます。 ス ト ラ イピングした場合、入出力が 1
つのス ト ラ イプのス ト ラ イプ ユニッ ト全体に満遍な く行き渡る と、 直列的なアクセスが
向上します。入出力ス ト リームが複数のデバイスでパラレルに同時進行できるため、 よ り
優れたスループッ ト を実現できます。

ミ ラーリ ングはディ スク障害時のデータ損失を回避する場合によ く使用されますが、作業
負荷が書き込みに集中している場合にも ミ ラーリ ングが必要になる こ とがあ り ます。この
場合、 ミ ラーリ ングをス ト ラ イピングと組み合わせて、高い可用性とパフォーマンスの両
方を実現する こ とが可能です。本書の 「 ミ ラーリ ング （277ページ）」 を参照して ください。

RAID-5
RAID-5 を使用する と、 ミ ラーリ ングとス ト ラ イピングを併用した場合の利点の多くを享
受できるだけでな く、 必要なディ ス ク領域が少な くて済みます。 RAID-5 の読み取 りパ
フォーマンスはス ト ライピングのパフォーマンス とほぼ等し く、さ らにパリティーによる
冗長性も ミ ラーリ ングによる冗長性とほぼ同等です。 RAID-5 の弱点と しては、 書き込み
速度が比較的遅いこ となどが挙げられます。

注 アプ リ ケーシ ョ ンのアクセス  パターンと して、書き込みよ り も読み取りの比率の方
が非常に高い場合以外は、 一般的に、 パフォーマンスを向上させるために RAID-5
が使用される こ とはあ り ません。
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 パフォーマンスの監視 
システム管理者が優先すべき事項には、次の 2種類あ り ます。 まず 1つは、ハードウェア
に関連する物理的な優先事項。も う 1つはソフ ト ウェアおよびその操作に関連する論理的
な優先事項です。 

パフォーマンスの優先事項 
物理的なパフォーマンス特性によ り、各ド ライブにおける入出力のバランスを取 り ド ラ イ
ブ内の入出力を局所化する こ とで、 シーク  タイムを最小限に抑えます。 監視結果に基づ
いて、 サブディ スクの位置を移動させ、 ディ スク間でバランスを図るこ とができます。 

論理的な優先事項には、 ソフ ト ウェア操作やその管理方法などが含まれます。監視結果に
基づいて、特定のボ リ ュームを ミ ラーリ ングまたはス ト ラ イピングして、そのパフォーマ
ンスを向上させる こ とが可能です。重要なボ リ ュームのパフォーマンスを向上させるため
に、 全体的なスループッ ト が犠牲となる場合もあ り ます。 システムのどの事項を最優先
し、 それと引き換えにどの事項を切り捨てるかは、 システム管理者のみが決定できます。

一般的に、 すべてのボ リ ュームを適当な数のディ スクにわたってス ト ラ イピング アンド
ミ ラーリ ングし、可能な場合はコン ト ローラ間をまたがって ミ ラーリ ングを行う と、最高
のパフォーマンスを実現できます。 これによ り、すべてのディ スクに負荷が均一に分散さ
れます。 ただし、 そ うする と Volume Manager の管理が一層難し くなり ます。 ディ スク数
が多い （数百または数千） 場合は、 （ディ スク  グループを使用して） ディ スクを 10 ずつ
のグループに分け、各グループをボ リ ューム  セッ トのス ト ラ イピング アンド  ミ ラーリ ン
グに使用する こ とができます。 この方法を使用する と、高いパフォーマンスを発揮させな
がら、 管理作業を容易にする こ とができます。 

パフォーマンス データの収集
Volume Manager は、 入出力統計と入出力ト レースの 2 種類のパフォーマンス情報を提供
します。 いずれの種類の情報もパフォーマンスを監視する上で役立ちます。 vxstat ユー
ティ リティを使用して入出力統計データを、 vxtraceユーティ リティを使用して入出力ト
レース データを収集します。 これらのユーティ リティについて以下に簡単に説明します。 

入出力統計の収集   （vxstat）
vxstatユーティ リ ティは、 Volume Managerの管理下にあるボ リ ューム、プレッ クス、サ
ブディ スク、およびディ スクに関する活動情報を収集します。 vxstatは、ブート時以降
のオブジェク トの活動レベルを反映した統計を報告します。 特定の Volume Manager オブ
ジェ ク ト またはすべてのオブジェ ク トの統計を一度に表示できます。 ディ スク  グループ
を指定して、 それらのディ スク  グループ内にあるオブジェク トの統計のみを表示する こ
と もできます。 ディ スク  グループを指定しない場合は、 デフォルトで rootdg が指定さ
れます。 

表示される情報内容は、 vxstatで指定するオプシ ョ ンによって異なり ます。指定可能な
オプシ ョ ンの詳細については、 vxstat （1M） マニュアル ページを参照して ください。 
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Volume Managerは、 次の入出力統計を記録します。 

◆ 処理回数

◆ 転送ブロッ ク数 （1回の処理で複数ブロッ クの処理が可能）

◆ 平均処理時間（Volume Manager インタフェースを使用した処理の合計時間を反映した
数値のため、 ほかの統計プログラムとの比較には適しません）

Volume Managerは、上述の統計を論理入出力に対して記録します。統計には、各ボ リ ュー
ムに対する読み取 り、 書き込み、 ア ト ミ ッ ク  コピー、 検証読み取 り、 検証書き込み、 プ
レッ クスの読み取り、 プレッ クスの書き込みなどが含まれます。 2つのプレッ クスを含む
ボ リ ュームに書き込みを 1回行う と、少な く と も 5回 （プレ ッ クスご とに 1回ずつ、サブ
ディ スクご とに 1 回ずつ、 およびボ リ ュームに対して 1 回） の処理が実行されます。 ま
た、 2つのサブディ スクに渡って 1回読み取る場合も、少な く も 4回 （各サブディ スクご
とに 1回、 プレッ クスに 1回、 ボ リ ュームに 1回） の読み取 りが行われます。 

Volume Manager では、 ほかの統計データを保持する こ と もできます。 各プレッ クスご と
に、読み取りおよび書き込みの失敗データが保持されます。ボ リ ュームの場合、読み取 り
および書き込みの失敗データ と共に修正済みのデータが保持されます。 

vxstatでは、統計情報をゼロにリセッ トする こ と もできます。コマンド vxstat -r を使
用する と、すべての統計を消去できます。 この操作は、すべてのオブジェク トに適用する
こ と も、指定したオブジェク トにのみ適用する こ と もできます。処理の直前にリセッ ト し
ておく と、 その処理による影響を測定する こ とができます。 

vxstat を実行する と次のよ う な結果が表示されます。

                 OPERATIONS          BLOCKS       AVG TIME(ms) 
TYP  NAME       READ   WRITE     READ     WRITE    READ     WRITE 
vol  blop          0       0        0         0     0.0       0.0
vol  foobarvol     0       0        0         0     0.0       0.0
vol  rootvol   73017  181735   718528   1114227    26.8      27.9 
vol  swapvol   13197   20252   105569    162009    25.8     397.0
vol  testvol       0       0        0         0     0.0       0.0

RAID-5構成では、 これ以外のボ リ ューム統計も利用できます。詳細については、vxstat
（1M） マニュアル ページを参照して ください。

入出力のト レース （vxtrace）
vxtrace コマンドは、ボ リ ューム上の処理を ト レースします。 vxtraceは、カーネル入
出力エラーまたは入出力ト レース  レコードを標準出力に印刷するか、 またはバイナリ形
式のファイルに書き込みます。 ト レースの対象と して、特定のカーネル入出力オブジェク
ト  タ イプか、 指定したオブジェ ク ト またはデバイスを指定できます。 詳細については、
vxtrace （1M） マニュアル ページを参照して ください。 
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パフォーマンス データの使用 
収集したパフォーマンス  データは、 システム  リ ソースを効率よ く使用するために最適な
システム構成を設定する材料と して活用できます。 以下に、 パフォーマンス  データの使
用方法を簡単に説明します。 

入出力統計の使用   
入出力統計を調べる と、 再設定の必要性が認められる場合があ り ます。 主要な統計には、
ボ リ ューム入出力活動とディ スク入出力活動の 2つがあ り ます。

統計を取得する前に、 既存の統計をすべて消去 （ リ セ ッ ト ） して く ださい。 コマン ド
vxstat -r を使用する と、 すべての統計を消去できます。 統計を消去する と、 ボ リ ュー
ムの作成時に生じるボ リ ュームまたはディ スク間の数値の差、およびブート時からの統計
値 （通常重要度が低い） が削除されます。 

統計の消去後は、システムを通常通りに稼働させます。特定のアプリ ケーシ ョ ンまたは作
業負荷による影響を測るには、そのアプ リ ケーシ ョ ンを実行するかまたはシステムにその
作業負荷をかける必要があ り ます。 複数の目的で使用しているシステムを監視する場合
は、特定のアプ リ ケーシ ョ ンを通常以上に使用しないよ うにして ください。複数のユーザ
で使用する時分割システムを監視する場合は、一日の通常利用時間中の統計値を累積する
よ うにして ください。 

ボ リ ューム統計を表示するには、引数を指定せずに vxstat コマンドを実行します。次の
よ う な統計結果が表示されます。

                OPERATIONS         BLOCKS         AVG TIME(ms) 
TYP  NAME      READ  WRITE      READ    WRITE     READ   WRITE 
vol  archive    865    807      5722     3809     32.5    24.0
vol  home      2980   5287      6504    10550     37.7   221.1
vol  local    49477  49230    507892   204975     28.5    33.5
vol  rootvol 102906 342664   1085520  1962946     28.1    25.6 
vol  src      79174  23603    425472   139302     22.4    30.9
vol  swapvol  22751  32364    182001   258905     25.3   323.2

この出力を参照する と、処理回数が異常に多いボ リ ュームや、読み取り または書き込みに
かなり時間がかかっているボ リ ュームを特定できます。 

ディ スク統計を表示するには、 vxstat -d コマンドを実行します。 次のよ うな統計結果
が表示されます。

                 OPERATIONS        BLOCKS        AVG TIME(ms) 
TYP  NAME      READ   WRITE      READ   WRITE    READ   WRITE 
dm  disk01    40473  174045    455898  951379    29.5    35.4
dm  disk02    32668   16873    470337  351351    35.2   102.9
dm  disk03    55249   60043    780779  731979    35.3    61.2
dm  disk04    11909   13745    114508  128605    25.0     30.7 
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こ こでは、あるディ スク上の複数のボ リ ュームを別のディ スク上に移動する状況を想定し
ます。 ボ リ ューム archive を別のディ スク上に移動するには、 まず次のコマンドを実行
して、 ディ スクが現在配置されているディ スクを特定します。

# vxprint -tvh archive 

次のよ うな結果が表示されます。

V NAME USETYPE KSTATE STATE LENGTH READPOL PREFPLEX 

PL NAME VOLUME KSTATE STATE LENGTH LAYOUT NCOL/WDTH   MODE

SD NAME PLEX PLOFFS DISKOFFS LENGTH [COL/]OFF FLAGS 

v archive fsgen ENABLED ACTIVE 204800 SELECT - 

pl archive-01 archive ENABLED ACTIVE 204800 CONCAT -  RW

sd disk03-03 archive-01  0 409600 204800 0 デバイス名

注 システムによっては、 例とは異なるデバイス名を使用している場合があ り ます。 デ
バイス名の詳細については、 「Volume Manager とは」 を参照して ください。

関連付けられているサブディ スクの一覧に、ボ リ ューム archiveがディ スク disk03上
にある こ とが示されています。このボ リ ュームを disk03から移動するには、次のコマン
ドを実行します。

# vxassist move archive !disk03 移動先ディスク

移動先ディスクには、 ボ リ ュームの移動先のディ スクを指定します。 移動先ディスクは指定
しな くても構いません。指定しない場合は、ボ リ ュームを格納するための十分な空き領域
を備えた使用可能ディ スクがデフォルトで指定されます。

たとえば、ボ リ ュームを disk03から disk04へ移動するには、次のよ うに入力します。 

# vxassist move archive !disk03 disk04

このコマンドを実行する と、 ボ リ ュームは再編成され、 disk03上からは完全に削除され
ます。 

注 グラフ ィカル ユーザ インタフェースを使用する と、 コマンド  ラ インを使用するよ
り も簡単にボ リ ュームの一部をディ スク間で移動できます。

アクセス頻度が非常に高いボ リ ューム （ルート  ボ リ ュームを除く ） が 2つある場合は、そ
れらを移動して別々のディ スク上に配置して ください。 

1つのボ リ ュームが特にアクセス頻度が非常に高い場合 （特に読み取り または書き込み時
間が異常に長い場合）、ボ リ ュームをス ト ライピング （ボ リ ュームを複数の領域に分割し、
各領域を別のディ スク上に配置） して ください。オンラインで実行する場合は、 ス ト ラ イ
ピングできるよ うにボ リ ュームを変換するために、ボ リ ュームの追加コピーを格納する十
分な空き領域が必要になり ます。使用可能な空き領域が十分でない場合は、代わりにバッ
クアップ コピーを作成できます。 ス ト ラ イピングのために変換するには、 ボ リ ュームの
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ス ト ラ イプ プレ ッ ク スを作成してから、 古いプレ ッ ク スを削除します。 た とえば、 ボ
リ ューム archive をディ スク disk02、 disk03、 および disk04 にわたってス ト ラ イ
ピングするには、 次のコマンドを実行します。 

# vxassist mirror archive layout=stripe disk02 disk03 disk04

# vxplex -o rm dis archive-01 

特にアクセス頻度が非常に高い状態のボ リ ュームを再編成した後で、ディ スク統計を確認
して ください。 い くつかのボ リ ュームが再編成されている場合、 まず統計を消去してか
ら、 統計の累積値を適当な期間にわたって収集します。 

ディ スクのアクセス頻度が過度に高い場合 （読み取りや書き こみ時間が異常に長い場合）
は、 い くつかのボ リ ュームを再編成する こ とができます。 1つのディ スク上にアクセス頻
度が比較的高いボ リ ュームが 2 つある場合、 それらを近くに配置して、 シーク  タイムを
短縮させます。アクセス頻度が比較的高いボ リ ュームが 1つのディ スク上に多数ある場合
は、 それらのボ リ ュームをアクセス頻度が比較的低いディ スクに移動して ください。 

入出力監視データ （またはサブディ スク統計） を参照して、 ボ リ ュームの特定領域に活動
が極端に集中していないかど うかを判断します。 活動が集中している領域を特定した後、
そのボ リ ュームのサブディ スクを分割し、アクセス頻度が比較的低いディ スクへそれらの
領域を移動します。 

注意 ボ リ ュームをス ト ラ イピングまたは複数のディ ス クにわたって分割する と、
ディ ス ク障害によってボ リ ューム全体に障害が発生する可能性が高 くな り ま
す。 たとえば、 5 つのボ リ ュームを同じ 5 つのディ スクにわたってス ト ラ イピ
ングしている場合、 いずれか 1 つのディ ス クに障害が発生する と、 5 つのボ
リ ュームすべてをバッ クアップから リ ス ト アする必要があ り ます。 各ボ リ ュー
ムが別々のディ スク上にあれば、 1 つのボ リ ュームのみを リ ス ト アするだけで
済みます。 ミ ラーリ ングまたは RAID-5 を使用する と、1つのディ スクの障害が
複数のボ リ ュームの障害を引き起こす可能性を低減できます。

一般にファ イル システムとデータベースでは、 割 り当てられた領域の位置が時間の経過
に伴って変化するため、このよ うにボ リ ューム内の位置を指定した情報はあま り有用では
あ り ません。データベースの場合、アクセス頻度が特に高いインデッ クスまたはテーブル
が使用している領域を特定する こ とが可能です。特定できた領域は、アクセス頻度が高く
ないディ スクへ移動する こ とができます。 

読み取 り と書き込みの比率を調べる と、ミ ラーリ ングによ りパフォーマンスが向上するボ
リ ュームを特定する こ とができます。 書き込みよ り も読み取 りの比率の方が高い場合は、
ミ ラーリ ングによ りパフォーマンス と信頼性が向上します。ミ ラーリ ングによ りパフォー
マンスの向上が可能な読み取り と書き込み比率は、ディ スク、ディ スク  コン ト ローラ、複
数のコン ト ローラを使用できるかど うか、 およびシステム  バスの処理速度によ り大き く
左右されます。アクセス頻度が特に高いボ リ ュームで、書き込み比率よ り も読み取り比率
の方が高いと、ミ ラーリ ングによ りそのボ リ ュームのパフォーマンスを大幅に向上できる
可能性が高くなり ます。 
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入出力ト レース データの使用
入出力統計から基本的なパフォーマンス分析に必要なデータが得られる一方、 入出力ト
レース  データはよ り詳細な分析に役立ちます。 入出力ト レース  データを使用する と、 焦
点を絞った特定の作業負荷のイベン ト  ト レース  データを取得できます。これによ り、ホッ
ト  スポッ トの場所やサイズ、 その原因であるアプ リ ケーシ ョ ンを確実に特定できるよ う
にな り ます。

入出力監視データを使用する と、ディ スク上の実際の作業負荷をシ ミ ュレート し、その結
果を監視できます。システム管理者は、 これらの統計を使用してシステムの限界を予測し
た り、 リ ソースの追加を計画する こ とができます。

Volume Managerのチューニング
こ こでは、 Volume Manager で使用する リ ソースを制御する技法を説明します。 使用可能
なシステム  リ ソースの種類によっては、 最高のパフォーマンスを実現するために、 い く
つかのチューニング可能パラ メータの値を調整する必要があ り ます。

一般的なチューニングのガイドライン

Volume Manager では、 小型システムから大型サーバまで幅広い構成に対応したチューニ
ングを行えます。高価な リ ソース （メモリなど） を使用した大型システムのパフォーマン
スを向上させる場合、 通常 Volume Manager はサポート されている最小の構成で稼働する
よ うにチューニングされます。チューニングを行う と、全体的なシステムのパフォーマン
スに悪影響を与えた り、Volume Manager を使用できない状態になる可能性があるため、注
意して行う必要があ り ます。

Volume Manager をチューニングするには、 さまざまな技法があ り ます。 システムによっ
ては、 グローバルなチューニング可能ファ イル /etc/system を使用してパラ メータを
チューニングする こ とができます。 Volume Managerへのコマンド  ラ イン インタフェース
を使用しないと変更できないパラ メータもあ り ます。

チューニング可能パラメータ

い くつかのシステムでは、idtune コマンドを使用してチューニング可能パラ メータを変
更します。 詳細については、 idtune （1M） マニュアル ページを参照して ください。

それ以外のシステムでは、/etc/system ファ イルに行を追加してチューニング可能パラ
メータを変更します。その後システムのリブートが必要です。変更されたチューニング可
能パラ メータは、 リブート後に有効とな り ます。

たとえば、チューニング可能パラ メータ vol_tuneme のデフォルト値を 5000に変更する
には、 /etc/system ファ イルの適切なセクシ ョ ンに次の行を挿入します。

set vxio:vol_tuneme=5000

多くの場合、 チューニング可能パラ メータは volinfo構造体に含まれます。詳細につい
ては、 vxio （7） マニュアル ページを参照して ください。
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以下に、 具体的なチューニング可能パラ メータについて説明します。

vol_maxvol

このパラ メータは、システムで作成できるボ リ ュームの最大数を制御します。設定可能な
値の範囲は、 1からシステムで表示できる最大のマイナー番号までです。

デフォルト値は、 システム上の最大マイナー番号の半分です。

voliomem_maxpool_sz

このパラ メータは、 1回の入出力においてシステム内のすべてのメモリが使用される こ と
を防止します。 

VxVM は 2 つの voliomem_maxpool_sz プールを割り当てます。 1 つは RAID-5 用で、
も う 1つはミ ラー ボ リ ューム用です。 

RAID-5 ボ リ ュームに対して volio_maxpoll_sz/10 を超える大きさの書き込みがある
と、 この書き込みは分割され、 volio_maxpoll_sz/10のサイズで処理されます。

ミ ラー ボ リ ュームに対してvolio_maxpoll_sz/2を超える大きさの書き込みがある と、
この書き込みは分割され、 volio_maxpoll_sz/2のサイズで処理されます。

vol_subdisk_num

このパラ メータは、 単一のプレッ クスに含められるサブディ スクの最大数を制御します。
この値には理論上の制限はあ り ませんが、 実用的にはデフォルト値 4096 が上限です。 必
要に応じて、 このデフォルト値を変更できます。

vol_maxioctl

このパラ メータは、 ioctlの呼び出しによ り Volume Managerに渡すこ とのできるデータ
の最大サイズを制御します。 この制限値を上げる と、大規模な処理を実行できます。 この
値を下げる こ とは一般的にお勧めできません。 これは、い くつかのユーティ リ ティが特定
サイズの処理の実行に依存しており、 指定サイズ以上の ioctl コマンドが発行される と
異常終了する恐れがあるためです。

デフォルト値は 32678バイ ト （32Ｋ） です。

vol_maxspecialio

このパラ メータは、 ioctl の呼び出しによって発行できる入出力の最大サイズを制御し
ます。 ioctl 要求そのものは小規模でも、 大規模な入出力を実行を要求している場合が
あ り ます。 このチューニング可能パラ メータは、 こ う した入出力のサイズを制限します。
必要な場合は、 この制限を超える要求を異常終了させるか、またはこのよ うな入出力を分
散して同時に実行する こ とができます。

デフォルト値は 512 セク タ （256Ｋ） です。
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vol_maxio

このパラ メータは、要求を分割せずに実行できる論理入出力処理の最大サイズを制御しま
す。 この値よ り大きな物理入出力要求は、分割されて同時に実行されます。物理入出力は
ディ ス ク  デバイスの能力に基づいて分割され、 論理要求を制限する この値の変更には左
右されません。

デフォルト値は 512 セク タ （256Ｋ） です。

この制限値を増加する と入出力サイズが増加し、 処理で使用される メモ リやカーネルの
マッピング領域が既存領域を超過するため、 デッ ド ロ ッ クが発生する こ とがあ り ます。
vol_maxioの最大値は、物理メモリ とカーネル仮想メモリの小さい方に対して 20% の値
とな り ます。 この値を超える と、デッ ド ロ ッ クが発生する恐れがあるため、お勧めできま
せん。

vol_maxio を超える大きさのス ト ライプがある場合は、フル ス ト ラ イプの入出力が分割
されるため、全ス ト ラ イプの読み取り /書き込みは実行されません。 その結果、 それ以降
の入出力や大規模入出力に関するボ リ ューム入出力のスループッ トは低下します。

このパラ メータは、最小値と して、最も大きいス ト ラ イプのサイズに設定する必要があ り
ます。 このガイ ド ラ インは、 Raid0 ス ト ラ イピングと Raid5 ス ト ラ イピングの両方に適用
されます。

vol_maxkiocount

このパラ メータは、 Volume Manager でパラレルに処理できる入出力の最大数を制御しま
す。 ボ リ ューム デバイスを使用する入出力がこの値を超えて発生する と、 現在の処理数
がこの値以下に落ちるまでの間、 その入出力はキューに入れられます。

デフォルト値は 2048 です。

多くのプロセス  スレッ ドでは一度に発行できる入出力が 1 つのみなので、 カーネル内で
処理中の入出力が上限に達するには、 2Ｋ の入出力要求をパラレルで処理する必要がある
計算になり ます。大規模なシステムの場合を除いて、 この制限値を上げても、大きな利点
はあ り ません。

vol_default_iodelay

ユーティ リ ティが入出力の発行速度を落とすよ うに求められているが、特に遅延時間が指
定されていない場合、このパラ メータは入出力の発行ご とにユーティ リ ティが一時停止す
るクロ ッ ク数を制御します。 ミ ラーの再同期または RAID-5 カラムの再構築などの処理を
実行するユーティ リ ティでこの値を使用します。

デフォルト値は 50 ク ロ ッ ク  サイ クルです。

この値を上げる と、 リ カバリ処理が低速化し、結果と して リ カバリ処理がシステムに与え
る影響は小さ くなり ます。
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voldrl_min_regionsz

Volume Managerでは、ダーティ  リージ ョ ン ロギングを使用して、ボリ ュームを論理的に一
連のリージ ョ ンに分割します。 このチューニング可能パラ メータ voldrl_min_regionsz
は、 DRL ボリ ューム リージ ョ ンの最小セクタ数を指定します。

Volume Manager カーネルでは、 このパラ メータのデフォルト値は 1024 セク タに設定され
ています。

リージ ョ ン  サイズを大き くする と、 リージ ョ ンのキャ ッシュ  ヒ ッ ト率が向上する傾向に
あ り ます。 これによ り書き込みパフォーマンスは向上しますが、 リ カバリに要する時間は
長くなり ます。 

voldrl_max_dirty

Oracle のログの再適用に使用されるボ リ ュームなどでは、 順次書き込みが行われるため、
このよ う な時間のかかる DRL ビ ッ ト のク リーニングは効果があ り ません。 これらのボ
リ ュームには、 シーケンシャル DRL を使用して、 ダーティ  ビッ ト数を制限し、 リ カバリ
時間を短縮する こ とができます。シーケンシャル DRL で処理できるダーティ  ビ ッ ト数を
制限するには、チューニング可能パラ メータ voldrl_max_dirty を使用します。順次書
き込みのボ リ ューム上でシーケンシャル DRL を使用する と、 入出力のスループッ トに重
大な影響を与える可能性があ り ます。 

voldrl_max_drtregs

このパラ メータには、 任意の時点でシステムに存在できるダーティ  リージ ョ ンの最大数
を指定します。 これはグローバルな値で、システム内のアクティブなボ リ ュームの数に関
係な く、 システム全体に適用されます。

デフォルト値は 2048 です。

このチューニング可能パラ メータ voldrl_max_dtregs を使用して、障害発生後に最悪
な状態のシステムを リ カバリする時間をチューニングできます。値を大き くする と、シス
テム  パフォーマンスは向上しますが、 リ カバリ時間は長くな り ます。

vol_maxparallelio

このパラ メータは、 vxconfigd （1M） デーモンが VOL_VOLDIO_WRITE ioctl 呼び出し
ごとに1回のVOL_VOLDIO_READでカーネルから要求できる入出力処理の数を制御します。

デフォルト値は 256 です。 この値を変更する こ とはお勧めできません。

vol_mvr_maxround

このパラ メータは、 ミ ラーからの読み取 り時のラウン ド ロビン  ポ リ シーの精密度を制御
します。読み取りは、そのオフセッ トが前回の読み取 り時にこのパラ メータで指定された
セク タ数内にある場合、 前回の読み取り と同じ ミ ラーから行われます。

デフォルト値は 512 セク タ （256Ｋ） です。
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この値を上げる と、 読み取 り先を代替 ミ ラーに切り替える頻度が少な くな り ます。 これ
は、 実行中の入出力が主と して順次的で、 入出力間のシーク  タ イムが少な くて短い場合
は理想的です。ボ リ ュームにランダムに分散された多数の読み取り を行う場合は、一般に
代替 ミ ラーから読み取る方が効率的です。

voliot_iobuf_limit

このパラ メータは、 カーネル内に ト レース  バッファーを格納するために使用できる メモ
リ  サイズの制限を設定します。 ト レース  バッファーは、 Volume Manager カーネルが ト
レース  イベン ト  レコードを格納するために使用します。 ト レース バッファーをカーネル
内に格納するよ うに要求があると、バッファー用メモリがこのプールから引き出されます。

このサイズを大き くする と、 システム  メモ リの使用と引き換えに、 さ らに多くの ト レー
スを実行できます。 この値を、システム上ですぐに用意できる値よ り大きいサイズに設定
する こ とはお勧めできません。

デフォルト値は 131072バイ ト （128Ｋ） です。

voliot_iobuf_max

このパラ メータは、 単一のト レース  バッファーで使用できる最大バッファー サイズを制
御します。 このサイズよ り大きなバッファーの要求も、自動的にこのサイズに切り詰めら
れます。監視インタフェースから最大バッファー サイズが要求された場合も、 （使用法の
限界に応じて） 結果的にこのサイズのバッファーが使用されます。

デフォルト  サイズは 65536バイ ト （64K） です。 

このバッファーを大き くする と、特に使用頻度の高いボ リ ュームのパフォーマンスを下げ
る こ とな く、大規模な ト レースを実行する こ とができます。 この値が、チューニング可能
パラ メータ voliot_iobuf_limitの値を超えないよ うに注意する必要があ り ます。

voliot_iobuf_default

このパラ メ ータは、ト レース ioctlの一部と して任意のカーネル バッ ファー サイズがほか
に指定されていない場合、作成するト レース  バッ ファーのデフォルト  サイズを制御します。

デフォルト  サイズは 8192バイ ト （8Ｋ） です。 

このバッファー サイズが小さすぎるために ト レース  データがたびたび失われる場合は、
この値をよ り適当なサイズにチューニングできます。

voliot_errbuf_default

このパラ メータは、 エラー ト レース  イベン ト用に保持されているバッファーのデフォル
ト  サイズを制御します。このバッファーはド ライバの読み込み時に割り当てられ、Volume
Managerの実行中にサイズをチューニングする こ とはできません。

デフォルト  サイズは 16384バイ ト （16Ｋ） です。 
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このバッファーを大き くする と、 システム メモリ と引き換えに、 多くのエラー イベン ト
用にス ト レージを確保できます。 このバッファー サイズを小さ くする と、 ト レース  デバ
イスでエラーを検出できない状態になる可能性があ り ます。エラーの ト レースに基づいて
何らかの応答アクシ ョ ンを実行するアプリ ケーシ ョ ンは、 このバッファーに依存します。

voliot_max_open

このパラ メータは、同時に開く こ とのできる ト レース  チャネルの最大数を制御します。 ト
レース  チャネルは、 ト レース  デバイス  ド ラ イバへのク ローン エン ト リ  ポイン ト です。
vxtrace コマンドをシステム上で実行するたびに、 1 つの ト レース  チャネルが消費され
ます。

デフォルトのチャネル数は 32 です。 各チャネルの割り当てには、 使用中でない場合でも
約 20バイ ト必要です。

vol_checkpt_default

システムに障害が発生しても全体的な リ カバリ を行う必要がな く、最後に到達したチェ ッ
クポイン ト から リ カバ リ を続行できるよ うに、 リ カバ リ または再同期化処理を実行する
ユーティ リ ティが現在のオフセッ ト をカーネルに読みこむ間隔を制御します。

デフォルトのチェ ッ クポイン トサイズは 20480 セク タ （10Ｍ） です。 

このサイズを大き くする と、リ カバリ処理の間にチェ ッ クポイン ト を取るための作業によ
るオーバーヘッ ドが低減されますが、 リ カバリ中にシステム障害が発生する と、その後の
リ カバリに時間がかかり ます。

volraid_rsrtransmax

この RAID-5チューニング可能パラ メータは、パラレル処理できる一時的な再構築処理の
最大数を制御します。一時的な再構築操作は、縮退モードでない RAID-5 ボ リ ューム上で
行われるため予測できません。 同時に実行できる これらの処理数を制限する こ とによ り、
同時に多くの再構築処理が実行されてシステムが飽和状態になる可能性と、メモリ不足状
態になる危険性を低減できます。

パラレル処理できる一時的な再構築のデフォルト数は 1 です。

このサイズを大き くする と、初めて障害が発生した場合および障害オブジェク トの切り離
しが行われる前に、システム上の初期パフォーマンスを向上できますが、 メモ リ不足状態
に陥る可能性があ り ます。

voliomem_chunk_size

この値は、 Volume Manager に対するシステム  メモリの割り当ておよび解放の単位に使用
します。 この値を大き くする と、 Volume Manager に割 り当てられる メモ リの単位量が多
くなり、 メモリ割り当てにかかるオーバーヘッ ドが （多少） 低減されます。

デフォルト  サイズは 64Ｋ です。
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大型システムのチューニング

小型システム （100 ド ラ イブ未満） では、 Volume Manager をチューニングする必要がな
く、すべての設定パラ メータに適切なデフォルトが適用されます。 しかし、大型システム
の場合、容量およびパフォーマンスの両方の理由から、構成によっては設定パラ メータの
チューニングをさ らに制御する必要があ り ます。

一般に、 Volume Manager を大型システム上で設定する場合、 決定すべき重大事項はわず
かに過ぎません。 まず、 ディ スク  グループのサイズ、 各ディ スク  グループで保持する設
定コピー数を決定します。 そして、 ディ スク  グループ内のすべてのディ スクの専有領域
サイズを選択します。

大きなディ スク  グループには、 vxassist （1M） コマンドで選択される空き領域プール
を大き く確保でき、 大型のアレイを作成できる とい う利点があ り ます。 しかし、 小さな
ディ スク  グループの場合、 それほど大きな設定データベースは必要な く、 専有領域も小
さ くて済みます。 超大型のディ スク  グループでは、 結果的にディ スク  グループ内の専有
領域を消費し尽く してしまって、 そのディ ス ク  グループにはそれ以上の設定オブジェク
ト を追加できな くなる こ とが起こ りえます。 この場合、 構成を複数のディ スク  グループ
に分割するか、 専有領域を大き くする必要があ り ます。 これには、 ディ スク  グループ内
の各ディ ス クを再初期化する必要があ り ます （すべてオブジェ ク ト の構成を再設定し、
バッ クアップから リ ス ト アする場合もあ り ます）。

一般に、 ディ スク  アレイ  サブシステムを使用している場合は、 各アレイに単一のディ ス
ク  グループを作成し、 ディ スク  グループをシステム間で 1つの単位と して物理的に移動
できるよ うにしてお く こ とをお勧めします。

ディスク  グループの設定コピー数
ディ ス ク  グループの設定コピーの数は、 冗長性とパフォーマンスを秤にかけて選択しま
す。 一般に、 ディ ス ク  グループ内に存在する設定コピーの数が少ないと、 グループへの
初回アクセス、 vxconfigd （1M） の初回起動の処理速度、ディ スク  グループ上での ト ラ
ンザクシ ョ ンの実行などが速くなり ます。

注意 データベース  コピーの冗長性を低くする と、設定データベースが損われる危険
が高 くな り ます。 データベースが失われる と、 データベース内のすべてのオブ
ジェク トおよびディスク  グループに含まれているすべてのデータが失われます。

ディ スク  グループ内の設定コピーを処理するデフォルトのポリシーは、 設定コピーをディ
スク  グループで認識されている各コン ト ローラか、 同じターゲッ ト上で複数のアドレスで
呼び出せるディ スクを含む各ターゲッ トに割り当てるこ とです。 この方法は、 冗長性の観
点からは十分ですが、 環境によっては設定コピーの数が膨大になる可能性があり ます。

この場合、 設定コピーの数を最小値の 4 に制限する こ とをお勧めします。 コピーの位置
は、 最大コン ト ローラまたはターゲッ ト領域に従って、 前述のよ うに選択されます。
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ディ スク  グループのコピー数を設定する技法では、新しいグループの設定に vxdg init
コマンドを使用します （詳細については、 vxdg （1M） マニュアル ページを参照）。 また、
vxedit set コマンドを使用して、 既存のグループのコピーを変更する こ と もできます
（詳細については、vxedit （1M） マニュアル ページを参照）。たとえば、ディ スク  グルー
プ foodgが 5つのコピーを含むよ うに設定するには、 次のコマンドを実行します。

# vxedit set nconfig=5 foodg 
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用語集用語集用語集用語集
RAID
RAID（ Redundant Array of Independent Disks） は、 ディ スク のアレイ（ 集合） であり 、全
体の記憶容量の一部を、ディ スク  アレイに格納されたデータに関する情報の複製を格納
するために使用します。 これにより 、 ディ スク に障害が発生した場合に、 データを復元
できます。

VM ディスク
Volume Manager の管理下に置かれ、 ディ スク  グループに割り 当てられているディ スク 。
Volume Manager ディ スク または単にディ スク と もいいます。 グラフィ カル ユーザ イン
タフェースでは、 VM ディ スク は D と いう ラベルの付いた円柱形（ シリ ンダ） のアイコ
ンで表示されます。 

volboot ファイル 
ルート 設定のコピーの場所を特定するために使用される小さ なファ イル。 このファ イル
には、標準の場所にある設定コピーが含まれているディ スク の一覧が収められています。
設定コピーの場所へのダイレク ト  ポインタが含まれる場合もあり ます。 volboot が保
存される場所は、 システムによって異なり ます。

vxconfigd
Volume Manager設定デーモン。Volume Managerの構成の設定を変更する役割を担ってい
ます。このデーモンが稼働していないと 、Volume Managerの処理を行う こ と ができません。 

空きサブディスク

プレッ ク スに関連付けられておらず、 putil[0] フィ ールド が空であるサブディ スク 。

空き領域

Volume Managerの管理下にあるディ スク領域で、 サブディ スク に割り 当てられていない
もの、 または Volume Managerのほかのオブジェク ト 用の予備と さ れているもの。

アクテ ィ ブ / アクテ ィ ブ型のディスク  アレイ
複数のパスを持つディ スク  アレイの種類の 1つ。このディ スク  アレイでは、ディ スクへ
のすべてのパスを同時に使用してディ スク にアクセスできます。 パフォーマンスが低下
するこ と はあり ません。
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アクテ ィ ブ /パッシブ型のディスク  アレイ
複数のパスを持つディ スク  アレイの種類の 1つ。このディ スク  アレイでは、ディ スク の
プラ イマリ  パスが指定され、 アクセス時には常時そのパスが使用されます。 指定されて
いるアク ティ ブなパス以外のパスを使用すると 、ディ スク  アレイによってはパフォーマ
ンスが著し く 低下する場合があり ます。「 パス 」、「 プラ イマリ  パス 」、「 セカンダリ  パス 」
を参照してく ださ い。

ア ト ミ ッ クな処理

問題なく 完了するか、 失敗し た場合は何も 変更さ れずに開始前の状態が保たれる処理。
処理が正常に完了した場合、 処理すべての結果が直ちに有効と なり 、 処理途中の状態は
確認できません。 処理の一部が正常に終了しなかった場合、 処理はアボート さ れ、 開始
前の状態に戻されます。

オブジェ ク ト

Volume Managerが内部的に定義し認識するエンティ ティ 。 VxVMオブジェク ト には、 ボ
リ ューム、 プレッ ク ス、 サブディ スク 、 およびディ スク  グループがあり ます。 ディ スク
オブジェク ト には、 ディ スク の物理面を扱う オブジェク ト と 、 論理面を扱う オブジェク
ト の 2種類があり ます。

開始ノード

システム管理者が、 Volume Managerオブジェク ト へ変更を要求するユーティ リ ティ を実
行している ノ ード 。 このノ ード でボリ ュームの再設定が開始さ れます。

カプセル化

指定されたディ スク上の既存のパーティ ショ ンをボリ ュームに変換する処理。 パーティ
ショ ンにファ イル システムが含まれている場合、 /etc/vfstab エント リ が変更され、
そのファ イル システムはボリ ューム上にマウント さ れます。 カプセル化を適用できない
システムも あり ます。

カラム

スト ラ イプ  プレッ ク ス内の 1 つまたは複数のサブディ スク 。 スト ラ イ ピングするには、
プレッ ク ス内のカラムにデータを交互に均等に割り 当てます。

関連付け

Volume Managerオブジェク ト 間に関係を確立する処理。 たと えば、 あるサブディ スク が
プレッ ク スの中に開始点を持つよ う に作成および定義されている場合、 そのサブディ ス
ク はプレッ ク スに関連付けられていると いいます。

関連付けが解除されたサブディスク

プレッ ク スと の関連付けが解除されたサブディ スク 。 

関連付けが解除されたプレッ クス

ボリ ュームと の関連付けが解除されたプレッ ク ス。 
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関連付けの解除

Volume Managerオブジェク ト 間に確立されている関係を解除する処理。 たと えば、 サブ
ディ スク と プレッ ク スの関連付けを解除すると 、 サブディ スク がプレッ ク スから削除さ
れ、 空き領域プールに追加されます。 

関連付けられたサブディスク

プレッ ク スに関連付けられているサブディ スク 。 

関連付けられたプレッ クス

ボリ ュームに関連付けられているプレッ ク ス。 

共有 VMディスク
共有ディ スク  グループに属する VMディ スク 。 

共有ディスク  グループ
複数のホスト によ ってディ スク が共有さ れるディ スク  グループ。 ク ラ スタで共有する
ディ スク  グループと もいいます。

共有ボリューム

共有ディ スク  グループに属していて、 同時に複数のノ ード で開かれているボリ ューム。

共有領域

Volume Managerによって管理されている物理ディ スク の領域。 使用可能な空き領域があ
り 、 サブディ スク の割り 当てに使用されます。

切り離し

Volume Managerオブジェク ト がほかのオブジェク ト と 関連付けられているが、 使用でき
ない状態。 

空白プレッ クス

ボリ ュームよ り 小さ いプレッ ク ス、 またはホール（ サブディ スク が関連付けられていな
い領域） があるプレッ ク ス。

クラスタ

一連のディ スク を共有するホスト のセッ ト 。

クラスタで共有するディスク  グループ
複数のホスト によって共有されるディ スク のグループ。共有ディ スク  グループと も言い
ます。

クラスタ  マネージャ
ク ラ スタ内の各ノ ード 上で稼働する、 外部から提供されるデーモン。 各ノ ード 上のク ラ
スタ  マネージャは相互に通信して、 ク ラ スタ  メ ンバーシッ プの変更を VxVM に通知し
ます。
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コンカチネーシ ョ ン

サブディ スク を順々に連続して連結したレイアウ ト 。

サブディスク

連続するディ スク  ブロッ ク が集まって論理ディ スク  セグメ ント を形成したもの。 サブ
ディ スク はプレッ ク スと 関連付けられてボリ ュームを形成します。

ス ト ライピング

スト ラ イプを使用して複数の物理ディ スク にデータを分散させるレイアウト 技法。 デー
タは、 各プレッ ク スのサブディ スク内のスト ラ イプに交互に均等に割り 当てられます。

ス ト ライプ

複数のカラ ムの同じ位置を占めているスト ラ イプ  ユニッ ト の集まり 。

ス ト ライプ サイズ
1つのスト ラ イプを構成しているすべてのカラムにわたる 、スト ラ イプ ユニッ ト  サイズ
の合計。

ス ト ライプ ユニッ ト  
各スト ラ イプ プレッ ク スのサブディ スク （ カラ ム内） に交互に割り 当てられた等サイズ
の領域。 ディ スク  アレイでは、 次のディ スク による割り 当て前に、 各ディ スク に存在し
ている論理的に連続するブロッ ク の集まり です。 スト ラ イプ ユニッ ト は、 スト ラ イプ要
素と も いいます。

ス ト ライプ ユニッ ト  サイズ 
各スト ラ イプ ユニッ ト のサイズ。デフォルト のスト ラ イプ ユニッ ト  サイズは 32セク タ
（ 16K） です。 以前はスト ラ イプ幅と 呼ばれていました。

スパンニング

大き過ぎて 1つのディ スク に収まり きらないボリ ューム（ およびファ イル システムまた
はデータベース） を複数の物理ディ スク に分散さ せるレイアウ ト 技法。

スライス

論理ディ スク  デバイスの標準的な分割単位。 パーティ ショ ンと スラ イ スは同じ意味で使
用されるこ と があり ます。 

スレーブ ノード
マスタ  ノ ード に指定されていないノ ード 。

スワップ ボリューム
スワッ プ領域と して使用するために設定された Volume Managerボリ ューム。
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スワップ領域 
システムのページング処理によ り スワ ッ プさ れたメ モリ ー ページのコピーを格納する
ディ スク領域。

セカンダリ  パス
アク ティ ブ /パッ シブ型のディ スク  アレイでは、プラ イマリ  パス以外のディ スクへのパ
スはセカンダリ  パスと 呼ばれます。プラ イマリ  パスに障害が発生し 、ディ スク の所有権
が二次ディ スク の 1つに移転さ れない限り 、ディ スクへのアクセスはプラ イマリ  パスに
限定されます。「 パス 」 および「 セカンダリ  パス 」 を参照してく ださ い。

セクタ

サイズの単位。システムによって異なる場合があり ます。通常、セク タは 512バイ ト です。 

接続

Volume Managerオブジェク ト が別のオブジェク ト と 関連付けられていて、 使用できる状
態。 

設定データベース

Volume Managerの既存のオブジェク ト の詳細な情報（ ディ スク やボリ ュームの属性など）
を含むレコード の集まり 。 設定データベースの単一のコピーを設定コピーと 呼びます。

専有ディスク  グループ
単一の特定のホスト によってのみアクセスされるディ スク  グループ。

専有領域

Volume Managerに固有の構成情報を保存するための物理ディ スク の領域。専有領域には、
ディ スク  ヘッ ダー、テーブル、および設定データベースが含まれます。テーブルは、ディ
スク の内容をマッ プしています。 ディ スク  ヘッ ダーにはディ スク ID が記録されていま
す。 専有領域のすべてのデータは、 信頼性を高めるために複製されます。

ダーテ ィ  リージ ョ ン ロギング
プレッ ク スの変更を監視し 、 ログを作成する Volume Manager の機能。 変更されたリ ー
ジョ ンのビッ ト マッ プが、 ログ  サブディ スク と 呼ばれる関連付けられたサブディ スク に
格納されます。

ディスク

インデッ ク スが付けられ高速アクセスができる、 読み取り / 書き込みデータ  ブロッ ク の
集まり 。 各ディ スク には、 全体的に一意の IDがあり ます。

ディスク ID
各ディ スク に与えられた汎用一意識別子。 ディ スク が移動された場合でも 、 そのディ ス
ク を識別するために使用できます。
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ディスク  アクセス名
物理ディ スクへのアクセスに使用する名前。 c0t0d0 など。 c#t#d#s# の構文は、 コン
ト ローラ 、 ターゲッ ト  アド レス、 ディ スク 、 およびパーティ ショ ンを示します。 デバイ
ス名と も言います。 

ディスク  アクセス レコード
特定のディ スク へのアク セス  パスを指定する設定レコード 。 各ディ スク  アク セス  レ
コード には、 名前と タ イプのほかに、 タイプ固有の情報を含めるこ と も できます。 この
情報は、ディ スク  アクセス  レコード によって定義されているディ スクへのアクセス方法
および操作方法を判断するために、 Volume Managerによって使用されます。

ディスク  アレイ
論理的に 1つのオブジェク ト と して配列されているディ スク の集まり 。ディ スク  アレイ
を使用すると 、 冗長性を高め、 パフォーマンスを向上させるこ と ができます。

ディスク  アレイ  シリアル番号
ディ スク  アレイのシリ アル番号。通常、ディ スク  アレイのキャビネッ ト 上に印字さ れて
います。 または、 ディ スク  アレイ上のディ スク に対してベンダ指定の SCSI コマンド を
発行すると 表示されます。 この番号は、 ディ スク  アレイを識別するために、 DMP サブ
システムによ り 使用されます。

ディスク  グループ
同じ設定を共有するディ スク の集まり 。ディ スク  グループの設定は、Volume Managerオ
ブジェク ト に関する詳細な情報（ ディ スク やボリ ュームの属性など） と オブジェク ト 間
の関係を記録したレコード の集まり です。各ディ スク  グループには管理者が割り 当てた
名前と 、内部的に定義された一意の IDがあり ます。ルート  ディ スク  グループ（ rootdg）
は、 特殊な専有ディ スク  グループであり 、 システムに必ず存在します。

ディスク  グループ ID
ディ スク  グループを識別するための一意の識別子。

ディスク  コン ト ローラ
ホスト またはオペレーティ ング  システム上でディ スク の親ノ ード と なっているディ ス
ク  アレイに接続されているコント ローラ （ HBA） を、 Volume Manager のマルチパス  サ
ブシステムではディ スク  コント ローラ と 呼びます。

たと えば、 あるディ スク が次のデバイス名で表されていると し ます。

/devices/sbus@1f,0/QLGC,isp@2,10000/sd@8,0:c

この場合、 ディ スク sd@8,0:cのディ スク  コント ローラは次のと おり です。

QLGC,isp@2,10000

このコント ローラ （ HBA） はホスト に接続されています。
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ディスク  メディア名
ディ スク に設定された論理名または管理名です。 disk03 のよ う に付けられます。 ディ
スク名と も いいます。

ディスク  メディア レコード
特定のディ スク を一意の IDで識別し 、そのディ スク の論理（ 管理） 名を保持している設
定レコード 。

データ  スト ライプ
スト ラ イプの中の使用可能データ部分。 スト ラ イプからパリ ティ ー領域を差し引いた部
分と 等し く なり ます。

デバイス名 
物理ディ ス ク へのアク セス に使用する デバイ ス 名ま たはアド レ ス。 c0t0d0 など。
c#t#d#s#の構文は、 コント ローラ 、 ターゲッ ト  アド レス、 ディ スク 、 および領域（ シ
ステムによってはパーティ ショ ン） を示します。 

ト ランザクシ ョ ン  
個々にではなく 、グループと して成功または失敗する設定変更の集まり 。ト ラ ンザク ショ
ンは設定の一貫性を維持するために内部的に使用されます。

ノード

ク ラ スタ内のホスト のひと つ。

ノード切断

障害が発生したと きに、 実行中の処理を停止さ せずに、 ク ラ スタから ノ ード を切り 離す
こ と 。

ノード追加

ノ ード をク ラ スタに追加し 、 共有ディ スク にアクセスできるよ う にする処理。

ノードのク リーン シャ ッ トダウン
共有ボリ ュームへのアクセスがすべて終了するのを待って、 整合性を崩すこ と なく ク ラ
スタから ノ ード を切り 離すこ と 。

パーシステン ト  ステート  ロギング
アク ティ ブなミ ラーのみをリ カバリ に使用し 、 障害が発生している ミ ラーがリ カバリ 用
に選択されないよ う にする、 ログの方式カーネル ログと も言います。

パーテ ィシ ョ ン

物理ディ スク  デバイスの標準的な分割単位。 オペレーティ ング  システムと ディ スク  ド
ラ イブによって直接サポート されます。
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パス

ディ スク がホス ト に接続さ れている場合、 そのディ スクへのパスは、 ホス ト 上の HBA
（ Host Bus Adapter）、 SCSI またはファ イバ ケーブルのコネク タ 、 ディ スク またはディ ス
ク  アレイ上のコント ローラで構成されます。 これらの構成要素がディ スクへのパスを形
成しています。構成要素のいずれかに障害が発生すると 、 DMPはディ スクへのすべての
入出力を残り のパス（ 代替パス） を使用して処理しよ う と します。

パリテ ィー

障害発生後にデータを復元するために使用される計算値。RAID-5ボリ ュームへのデータ
の書き込み時にデータを排他的論理和（ XOR） 演算する こ と によって、 パリ ティ ーを計
算します。算出されたパリ ティ ーはボリ ュームに書き込まれます。RAID-5の一部に障害
が発生した場合は、 残り のデータ と パリ ティ ーを使って、 該当する部分のデータが復元
されます。

パリテ ィー ス ト ライプ ユニッ ト
RAID-5 ボリ ューム中のパリ ティ ー情報が格納さ れている記憶領域。 入出力障害または
ディ スク障害により RAID-5 ボリ ュームの領域の一部が失われた場合、 パリ ティ ー スト
ラ イプ ユニッ ト に含まれているデータが復元のために使用されます。 

ファイル システム
1 つの構造と して編成されたファ イルの集まり 。 UNIX のファ イル システムは、 ディ レ
ク ト リ と ファ イルで構成された階層構造になっています。 

ブート  ディスク
ブート のために使用されるディ スク 。このディ スク は Volume Managerの管理下に置く こ
と ができます。

物理ディスク

基本的な記憶デバイス。Volume Managerの管理下に置く こ と も 、置かないこ と も可能です。 

プライマリ  パス
アク ティ ブ /パッ シブ型のディ スク  アレイでは、ディ スク はディ スク  アレイ上の 1つの
特定のコント ローラ に結合さ れるか、 またはあるコント ローラ によって所有さ れます。
ディ スク には、この特定のコント ローラ を介したパスを使用してアクセスできます。「 パ
ス 」、「 セカンダリ  パス 」 を参照してく ださ い。

プレッ クス

ボリ ュームと その中のデータ （ 順番に並べられたサブディ スク の集まり ） のコピー。 各
プレッ ク スは対応するも と のボリ ュームのコピーです。ミ ラーと プレッ ク スは同義です。

ブロッ ク

ディ スク またはディ スク  アレイへのデータ転送の最小単位。
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分散ロッ ク  マネージャ
複数のシステム上で稼働し 、 分散リ ソースへのアクセスの一貫性を保証する働きをする
ロッ ク  マネージャ 。

ホス ト ID 
Volume Manager がホスト を識別するための文字列。 ホスト のホスト ID は、 そのホスト
の volboot ファ イルに保存され、 ディ スク と ディ スク  グループの所有権を定義するため
に使用されます。

ホッ ト リロケーシ ョ ン

ディ スク の障害発生時に、 ミ ラー ボリ ュームや RAID-5 ボリ ュームの冗長性およびそれ
らへのアクセスを自動的にリ スト アする機能。 この機能により 、 障害の影響を受けたサ
ブディ スク が、スペア  ディ スク と して設定されているディ スク 、または同じディ スク  グ
ループ内の別の空き領域にリ ロケート されます。 

ボリューム

ファ イル システムやデータベースなどのアプリ ケーショ ンで使用される、 アクセス可能
な一連のディ スク  ブロッ ク を表す仮想ディ スク 。 1つのボリ ュームは、 1～ 32のプレッ
ク スの集まり です。

ボリューム イベン ト  ログ
ボリ ューム  イベント  ログ  デバイス（ /dev/vx/event） は、 ボリ ューム  ド ラ イバ イベ
ント をユーティ リ ティ に報告する場合に使用するインタフェースです。

ボリューム設定デバイス

ボリ ューム設定デバイス（ /dev/vx/config） は、 ボリ ューム  デバイス  ド ラ イバへの
すべての設定変更を行う 場合に使用するインタフェースです。

ボリューム デバイス ド ライバ
アプリ ケーショ ン  レベルと 物理デバイス  ド ラ イバ レベルの間に仮想ディ スク  ド ラ イブ
を形成するド ラ イバ。 ボリ ューム  デバイス  ド ラ イバには、 キャラ ク タ  デバイス  ノ ード
が /dev/vx/rdskに示されていて、ブロッ ク  デバイス  ノ ード が /dev/vx/dskに示さ
れている仮想ディ スク  デバイス  ノ ード からアクセスします。

マスタ  ノード
ソ フト ウエアによって「 マスタ 」 ノ ード に指定されている ノ ード 。 どのノ ード もマスタ
ノ ード に設定するこ と が可能です。 マスタ  ノ ード は Volume Manager のある種の処理を
調整する働きをします。

マスタ リング ノード
ディ スク が接続されている ノ ード 。 ディ スク所有者と も呼びます。
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マルチパス機能

システムに接続さ れているディ スク にアクセスする物理パスが複数ある場合、 そのディ
スク にはマルチパス機能があり ます。 マルチパス機能を提供する ソ フト ウェアはホスト
上に常駐して、 複数のパスの存在をユーザから隠します。

ミ ラー

ボリ ュームと その中のデータ （ 順番に並べられたサブディ スク の集まり ） のコピー。 各
ミ ラーは対応する元のボリ ュームのコピーです。 ミ ラーと プレッ ク スは同義です。

ミ ラーリング

ボリ ュームの内容を複数のプレッ ク ス上にコピーするレイアウ ト 技法。各プレッ ク スは、
ボリ ュームに格納されているデータの複製ですが、 プレッ ク ス自体のレイアウ ト は異な
る場合もあり ます。 

無効なパス

入出力に使用できないディ スクへのパス。 パスは、 ハード ウェアに障害が発生した場合
や、コント ローラ上でvxdmpadm disableコマンド を使用した場合に、無効になり ます。

有効なパス

入出力に使用できる、 ディ スクへのパス。

読み取り / ライ トバッ ク  モード
読み取り ごと に、 読み取る領域のプレッ ク スの整合性をリ カバリ するモード 。 プレッ ク
スの整合性は、 1 つのプレッ ク スのブロッ ク からデータを読み取り 、 そのデータをほか
のすべての書き込み可能なプレッ ク スに書き込むこ と でリ カバリ されます。

ルート機能

ルート  ファ イル システムと スワッ プ デバイスを Volume Managerの管理下に組み込む機
能。 この機能によって、 ボリ ュームをミ ラーリ ングしてデータを冗長化し 、 ディ スク障
害時のリ カバリ を図るこ と が可能になり ます。

ルート設定

ルート  ディ スク  グループ用の設定データベース。 ほかのディ スク  グループの情報が必
ず含まれており 、バッ ク アッ プのためにのみ使用される特殊なデータベースです。また、
システム上のすべてのディ スク  デバイスを定義するディ スク  レコード も含まれます。

ルート  ディスク
ルート  ファ イル システムが収められているディ スク 。 このディ スク は Volume Manager
の管理下に置く こ と ができます。

ルート  ディスク  グループ
システム上に必ずある特殊な専有ディ スク  グループ。 ルート  ディ スク  グループには
rootdg と いう 名前が付けられています。
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ルート  パーテ ィシ ョ ン
ルート  ファ イル システムがあるディ スク領域。

ルート  ファイル システム
UNIX カーネルの起動シーケンスの一部と してマウント される初期ファ イル システム。

ルート  ボリューム
ルート  ファ イル システムが含まれている Volume Managerボリ ューム。 システム設定で
このボリ ュームが指定されたと きのみ存在します。 

ログ サブディスク
ダーティ  リ ージョ ン  ロ グを格納するために使用するサブディ スク 。 詳細については、
「 ダーティ  リ ージョ ン  ロギング」 を参照してく ださ い。

ログ プレッ クス
RAID-5 ログを格納するためのプレッ ク ス。ログ  プレッ ク スは、ダーティ  リ ージョ ン  ロ
ギング  プレッ ク スと もいいます。
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